
    
      
        
      
    

  





























本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　それは、青き塔に棲すむ魔女。

　呪いを受けた王族。

　時を書き換えられるのなら何を望むのか。

　全ては塗り替えられる物語である。







１．呪いの言葉と青い塔







　荒野に建つ塔は、うっすらと青い。

　草もまばらな大地が広がる中、青年は天にそびえる塔を馬上から見上げる。

「これが魔女の棲む塔か」

　目の前に建つ塔を仰ぐ彼には、気負いの欠片かけらもない。

　黒に近い茶色の髪。瞳は日の落ちた後の空と同じ、深い青だ。

　身なりのよさと秀麗な容姿からは、生まれながらの気品がうかがわれる。だがそれだけでなく、鍛えられた体に漂う隙のなさは、まだ若い彼に戦線に立つ覇者の印象を与えていた。

　そのまま馬を降りて塔へと踏みこみそうな彼を、後ろから弱々しい声が止める。

「殿下、やっぱりやめましょうよ……」

「うるさいぞ、ラザル。ここで怯ひるんでどうする」

　青年は呆あきれ顔がおで振り返る。殿下と呼ばれる彼は、この塔の東に広がる大国ファルサスの王太子、オスカーだ。従者である幼おさな馴な染じみ一人だけを連れてここに来た彼は、平然と嘯うそぶく。

「せっかく城を抜け出してきたのに。帰ったら意味がないだろうが。単なる観光か」

「観光で魔女のところに来る人間なんかおりません！」




　──魔女。

　それは大陸に五人しかいない、絶大な力によって異質とみなされる女たちだ。

『閉ざされた森の魔女』

『水の魔女』

『呼ばれぬ魔女』

『沈黙の魔女』

『青き月の魔女』

　この五つが彼女たちの通り名だ。魔女は気まぐれに現れ、その絶大な魔力を以もつて災いを呼び、消えうせる。数百年もの長きにわたる畏れと災厄の象徴だ。

　中でも最も強大な力を持つとされる魔女が、『青き月の魔女』で、彼女はどこの国にも属さぬ荒野に青い塔を建て、その最上階に棲んでいる。この塔を登りきることのできた達成者は、彼女がその望みを叶かなえると言われているが、挑戦者が皆、塔から帰らないことが広まると、塔に近づく者も次第にいなくなっていった。

　そんな塔を二人が訪ねてきたのは、目的があってのことだ。




　ラザルと呼ばれた青年は、年若い主君に訴える。

「やっぱり危ないですって。魔女に呪いを増やされたらどうするんですか！」

「それはその時だ。もう他に手がかりもないだろう」

「まだ何か他に手段がありますから……探せばきっと……」

　すがりつくような言葉を聞きながらオスカーは馬を降りる。彼は鞍くらにつけていた長剣を取ると腰の剣帯につけなおした。

「他に手段と言われても。十五年も何も見つからなかっただろうが。──まず『青き月の魔女』に会って呪いを解く方法を聞く。駄目だったらこのまま呪いをかけた張本人の『沈黙の魔女』のところに行って呪いを解かせる。完璧じゃないか」

「全然完璧じゃないです」

　ラザルは泣きながらようやく馬を降りた。ひょろっとした細い体は、どう見ても戦闘向きではない。武器も持っていないのは、とりあえず慌てて出立したせいだ。彼は城を抜け出した時もそうだったように、小走りに主君を追いかける。

「殿下のお気持ちは分かります……。ですが十五年もの間、誰も魔女たちに接触してこなかったのは危険が大きすぎるからです！　第一、『沈黙の魔女』は見つからないし、『青き月の魔女』に至ってはこの塔を登りきれた人間が誰もいなかったじゃないですか！」

「確かに歩いて登るには高いな」

　塔の壁は、青みがかった水晶のような材質だ。それが継ぎ目もなく空高くまで伸びている。

　オスカーはそのずっと先、よく見えない先端を仰いだ。

「まぁ何とかなるだろ」

「何ともなりませんよ！　罠わながいっぱいらしいですよ！　貴方あなたに何かあったら、私はどんな顔して城に帰ればいいんですか」

「沈痛な顔して帰れ」

　軽く肩を竦すくめると、オスカーは無造作に歩き出す。

「待ってください。私も行きますって」

　それを見たラザルが慌てて、二人分の馬を木に繫つないで後を追った。




　事の始まりは十五年前のことだ。ある晩、城の一室に、魔女の宣告が響いた。

『お前はもう子を生なすことができない。そこにいるお前の息子もだ。お前たちの血は女の腹を食い破るだろう。ファルサス王家はお前たちを以て絶えるのだ！』

　そんな呪いの言葉を、オスカー自身覚えているわけではない。彼の記憶に残っているのは、月を背にした魔女の影と、自分を抱きしめる父親の震える腕だけだ。「子を生すことができない」と言われても、当時五歳の彼にはその重大さが分からなかった。蒼白な父の顔に、ただぼんやりと何かよくないことが起きたのだ、と思っただけだ。

　彼は王の唯一の子だった。王家の存亡に直結する問題は、ごく一部の者を除いて伏せられ、解呪の方法を探すために何人もの優秀な魔法士や学者が時を費やした。

　一方、オスカー自身は利発で豪胆な少年となって武と学を修めた。その優秀さと整った容貌は、呪いのことを知らぬ周囲に期待を持たせるには充分なもので、国内ではもっぱら「将来は歴史に名を残す王になるだろう」と囁ささやかれている。

　だが、呪いの問題が解決しなければ、残るものは悪名だけだ。

　十歳を過ぎ、呪いの意味を理解できるようになった頃から、オスカーは自分でも解呪の方法を探したが、いくら文献を調べても、また剣の腕を磨いて手がかりがあると思おぼしき遺跡を訪れても、呪いを解くための糸口さえも得ることはできなかった。

　──そして、あの夜から十五年が過ぎた。

　近い将来王となるべき彼は、国境を越えた西、魔女の棲むという青い塔の前に立っている。

「じゃあ行くか」

「そんな無造作に扉を！　もっと慎重に開けてください！」

　ラザルの悲鳴を聞きながら、オスカーは両開きの扉を押し開けて中に踏み入った。

　見回すとそこは、広い円形の広間だ。中央部分は吹き抜けになっていて、右手に上へと登るための通路が見える。階段ではなく緩やかな坂になっている通路は、そのまま壁に沿って螺ら旋せん状に上階へと伸びているようだ。他に人の気配もない塔内部を、オスカーは見上げた。

「大体記録通りか。入り口部分は」

「これで気がお済みになりましたか？」

「じゃあどんどん行くか。どんどん」

　城に残る記録によると、塔内部にはいくつもの試練があるという。そこを乗り越えて最上階まで到達できれば魔女が望みを叶えてくれる。今回の目的はそれだ。

　オスカーは腰の愛剣を確かめて歩き出す。

　手すりのない通路の先には、円形の踊り場が見えた。何やら大きな石板が立っているそこ目指して彼は通路を登り始める。恐こわ々ごわ後ろに続くラザルに、オスカーは言った。

「危ないからそこで待ってろ。日が暮れるまでには戻ってくる」

「い、いえ……そういうわけには……」

　ラザルは昔から、城を抜け出すオスカーについてきては、巻きこまれてひどい目にあっている。その度ごとに泣き言を滝のように漏らしているが、まだ無謀な主人を見捨てる気はないようだ。

　オスカーはラザルの姿に微苦笑すると、前を向きなおす。

　近づいてくる踊り場は、小さな部屋くらいの大きさだ。中央に立つ石板には、数字の羅列が刻まれている。歩きながら考え始めるオスカーに、ラザルが震える声をかけた。

「殿下……あ、あれ……」

「今考えてる。規則性があるんだろうな、多分」

「そうじゃなくて！　蛇がいますよ！　蛇が大量に！」

「ちゃんと見えてる」

　踊り場の床には、所せましと無数の蛇が蠢うごめいている。柵などないにもかかわらず蛇たちが階下に落ちて行かないのは、魔法障壁ででも囲まれているのだろう。

　オスカーは足を止めないまま身を屈かがめると、通路にはみ出していた一匹の頭を摑つかんだ。

「毒のないやつだから大丈夫だ。単に邪魔なだけだな」

　軽く後ろに放ると、ラザルが悲鳴を上げる。オスカーはそれに構わず蛇の只ただ中なかに踏み入った。石板のすぐ前まで来ると、顎に手をかけて悩む。

　上への通路は石板が塞いでいて通れない状態だ。足に絡まってくる蛇を無視しながらオスカーが考えていると、ラザルが小さな悲鳴を上げながらじりじりついてきた。

　おそらくはこれが最初の試練なのだろう。オスカーは石板を見たまま頷うなずく。

「分かった。これ、百年くらい前に東の小国で研究されてた数学理論だな。解けない命題として一部で有名だった」

「解けないんですか!?」

「当時はな。十年くらい前に解かれてる。この塔の魔女は随分と博識のようだ」

　オスカーは手を伸ばして石板に触れる。指の触れた箇所がうっすらと白く光った。その軌跡を頼りに答えを書きこんだ直後──巨大な石板は砂となって崩れ落ちる。同時に足下で蠢いていた蛇たちもまた、幻のごとく消え去った。

　砂の山だけが残る踊り場を、オスカーは感心の目で見回す。

「なるほど、こういう感じか」

「……やっぱり帰りませんか？」

「駄目。面白くなってきたし」

　機嫌よく通路を登り出す主人を、ラザルはあわてて追いかける。塔の頂はまだ遥はるか遠くだ。




※




　最上階の窓から流れこむ風は、いつもどこか乾いている。

　あちこちに本の積まれた床、雑然とした広い室内に声がかけられた。

「久しぶりの挑戦者がいますよ、マスター」

　戸口に立ってそう言うのは、姿形だけを見れば五、六歳の小さな子供だ。

　肩までの白い髪に薄青い瞳。整った顔立ちをしているが表情に乏しく性別は分からない。感情の感じられない声はどちらかというと、人形を連想させるものだ。

　子供の姿をした魔女の使い魔は、誰もいないテーブルを見つめる。そこには湯気の立つお茶のカップだけが置かれていた。一時間前からそこにあるお茶は、けれどまったく冷める様子がない。

　いるべき人間だけが欠けた光景。にもかかわらず、答えはすぐに返ってきた。

「挑戦者なんて珍しい。もうみんなこの塔のことを忘れたかと思ってた」

「一月前もおりましたよ。最初の石板が解けずに時間切れになりましたが」

　塔内の仕掛けは定期的に変えられているが、最初の試練があの問題になってから一つも突破できない挑戦者が増えた。大陸最難関とまで言われる塔で、まさかいきなりあんな問題を解かされるとは思っていないのだろう。加えて元々挑戦者も少ないので、塔の主人が勘違いするも無理はない。

　使い魔は、遥か階下にいる挑戦者たちの気配に意識を合わせる。

「この度の挑戦者は、順調に登っていらっしゃっているようです。様子をご覧に行かれますか？」

「行かない。全てはここに辿たどりついてからだ」

「左様で」

　魔女は歴史の影に潜むべきものだ。彼女が所在を明らかにしているのも、この塔の試練を越えられる人間が滅多に出ないからで、それを自ら踏み越える気はない。

　彼女は涼やかな声で謳うたう。

「お行き、リトラ。挑戦者が失敗した時にはいつものように」

「かしこまりました」

　乾いた風が吹く。リトラと呼ばれた使い魔が姿を消すと、魔女は天井に逆さに浮いたまま首を傾かしげた。開いたままの本を押さえて呟つぶやく。

「順調に登ってきてるって言っても、みんな大体、最初の守護獣辺りで詰むんですけどね」




※




　両刃の剣が獅し子しの喉元を貫く。

　予想していた血ち飛沫しぶきはかからない。真白い獅子は、侵入者に飛びかかろうとした姿勢のまま、造り物のように床へと崩れ落ちた。オスカーは剣を抜きながら、馬よりも一回り大きい体を覗のぞきこむ。

「やけに白いと思ったら本物じゃないのか。魔法で動く守護獣か何かか？」

「こんな大きな獅子がいたら恐いですし、まったく怯まない殿下も恐いです……」

「いい準備運動になった。次は何が来るんだろうな」

　獅子のいた広間を抜けると、そこは再び塔の通路だ。オスカーは吹き抜けになっている塔の中央部を見下ろす。いつのまにかかなりの高さにまで到達していたようだ。思わず気の遠くなりそうな階下の光景を、しかしオスカーは何の恐れもなく眺める。

「落ちたら死ぬかな」

「そんな端に寄らないでください！」

「下で待ってればよかっただろう……」

　振り返るとラザルは壁伝いに恐る恐る歩いている。あの調子ではいつまで経たっても最上階にはつかないかもしれない。だがラザルは、表情だけは必死に訴えた。

「殿下一人を死なせるわけにはいきません！」

「誰が死ぬか」

　オスカーは抜き身の剣を軽く振る。ここまで来る間に、いくつもの仕掛けや守護獣と思しき魔物がいたが、彼はそれらを難なく切り抜けてきている。そろそろ塔の中程は過ぎたはずだ。

　当初一番の心配だった塔自体の高さは、仕掛けを解くと次の階に自動転送されるようになっており、今のところ大した影響がない。一方の仕掛けは、体力、瞬発力、判断力、頭脳を満遍なく必要とし、試されているのだ、ということがありありと伝わってくる。

「本来は何人かで組んで登るものなんだろうか」

「二人で登る物好きなんていませんよ……」

「最後の達成者は俺の祖父だったって？」

「あの時は十人で登ったらしいですね。行き着けたのは当時の国王陛下だけだったようですが」

「なるほど……」

　彼は空いている方の手で顎に触りながら思案する。

　──七十年ほど前、この塔を登りきった祖父、当時のファルサス国王レギウスは、「達成者」として魔女の助力を得た。しかし、そこにはそれなりの代償もあったらしい。今では御お伽とぎ噺ばなしとして子供たちの間でのみ語られる話である。

「今のところは楽勝だがな」

「帰りましょうって！」

「お前だけ帰れ。役に立ってないし」

　きっぱり言われてラザルはさめざめと泣いた。

　そんな会話をしているうちに次の扉はもう目前だ。五階を過ぎた頃から、試練は通路の踊り場でなく区切られた一つの部屋に置かれるようになった。

　オスカーが何のためらいもなく扉を開けると、人の二倍はある翼の生えた石像が二体、部屋の中央に置かれている。子供が見たら泣き出しそうな光景に、彼は暢のん気きな感想を零こぼした。

「近寄るといかにも動きそうだな、あれ」

「絶対！　動きますって！　帰りましょう！」

「お前本当に外で待ってろ……」

　彼が息を整えて剣を構えるのと、石像の肌が艶やかな黒に変わっていくのはほぼ同時だ。虚うつろな眼がん窩かに紅あかい光が灯ともる。

　二体の石像は、音もなく巨大な翼を羽ばたかせると、空中に浮かび上がった。

　オスカーが左手だけで指示すると、ラザルがあわてて壁際に下がる。

　──その直後、石像の一体が彼めがけて飛びかかってきた。

　猛もう禽きん類るいが獲物を襲うように黒い魔物は風を切って急降下する。鋭い鉤かぎ爪づめが体を引き裂こうとする寸前で、しかしオスカーは素早く左に飛びのいた。

　だが、そこまでを予測していたかのように、もう一体が彼の眼前に回りこんでくる。

「おっと」

　突き出される爪を剣で受け流しながら、彼は二体の間をすり抜けて背後に回った。無造作に、しかし圧倒的な膂りょ力りょくを以て最初の一体の片翼を切り落とす。

　翼を切られた石像は、耳を塞ぎたくなるような悲鳴を上げた。体勢を崩しながら床へと転がる魔物へ、オスカーは更に剣を振るう。そこまでがほんの一瞬の出来事だ。




※




「マスター、挑戦者は石像の間まで到達しました」

　使い魔の声が投げかけられると、お湯を沸かしていた魔女は軽く微ほほ笑えむ。

「それはすごい。何人？」

「二人……いえ、実質一人です」

　なかなか驚くべき事実に、彼女は片眉を上げた。

　ここ数十年、数人がかりでもそこまで到達した者はいなかったのだ。

　しかし石像の間を一人で何とかするのは無理だろう。宙を飛ぶ俊敏な敵二体が相手では、誰かが片方を引きつけておかなければ、もう一体とはまともに戦えない。今まででもっとも多く脱落者が出たのもあの部屋なのだ。

「お茶を用意しようかと思ったのに無駄になったかな。せっかくだから敢闘賞でも出しとこうか？」

「あっさり突破されそうですよ」

「……え？」




※




　すさまじい絶叫が広い部屋に響き渡る。

　右目に剣を突き立てられた魔物は、金切り声を上げてのたうった。

　もう一体の魔物は既に床に伏している。動きを止めた巨体は徐々に黒い粒へと分解され、その粒もまた宙に消きえ失うせつつあった。

　残る一体は、右目から黒い液体を流しつつも左腕を振るう。傷つけられた怒りのこもる一撃は、食らえば即死を免れないものだ。

　しかし──その腕は空くうを切った。

　オスカーは恐るべき反射神経でその一撃を避よけると、魔物の首を一いっ閃せんで切り落とす。

　首が床に落ちる鈍い音。頭を失った巨体は一度左右に揺れ、しかしついに耐えきれず倒れた。

「こんなものか。なかなか面倒だった」

　彼は剣を振ると付着した血を落とす。振り向くと壁際でラザルが安あん堵どの表情を見せていた。

「ご無事で何よりです……」

「食らったら無事じゃ済まないからな」

　軽口を叩たたいてオスカーは前方を見る。石像の死体が消えると同時に、奥の床がうっすらと光り始めた。次の階への転送装置が作動し始めたのだ。

「行くぞ」

　転送装置に向かってオスカーは踏み出す。

　──だがその瞬間、部屋全体が激しく揺れた。

「何だ!?」

　辺りを見回すと、床のあちこちに穴が空いている。部屋の崩落が仕掛けに含まれているのだろう。残った部分も徐々に崩れ始めていた。

「ラザル、急げ！」

　オスカーは肩越しに振り返って、そして愕がく然ぜんとする。壁際にいたラザルと彼の間には、かなりの大きさの穴が空き、ラザルは完全に孤立してしまっていた。

　今、自分が跳べばぎりぎり届くかもしれない。しかしラザルにこの距離を跳ぶのは無理だ──そう判断したオスカーは、ラザルの方に向かって踵きびすを返かえす。

「待ってろ！」

　部屋の床はどんどん崩れ落ちていき、遥か下方に一階の床が見える。転送装置へ向かうための床も飛び石状態になりつつあった。

　しかしラザルは、自分の方へと向かってくる主人を、両手を前に出して押おし留とどめた。

「殿下、先にお行きください」

「阿あ呆ほか！　落ちるぞ」

「いえ、平気です。私、申し訳ありませんが、先に帰っております」

　そう言ってラザルは蒼白な顔で、しかし微笑んで深く礼をした。

「どうか先に……。貴方が王になられる日を心より楽しみにしております」

　物心ついた頃よりずっと傍そばに居た従者は、頭を上げぬままそう告げる。僅かに震える声音にはしかし築き上げられた覚悟が込められていた。

「待て、ラザル！」

　声に焦りが滲にじむ。届かない腕を伸ばす。

　だが次の瞬間──激しい轟ごう音おんと共に、ラザルの立っている一帯の床が崩れ落ちた。







　残りの階は五つ。

　どれも難解な謎解きや強力な魔物が配されていたが、オスカーはそれら全てを淡々と切り抜けた。

　元々一人で登ってきたようなものだ。ラザルがいなくなっても戦力的には支障はない。ただ、何とも言えない虚脱感が全身を支配していただけだ。七十年前、十人の仲間と共にこの塔を登り、そして一人だけ辿りついた祖父もこんな気分を味わったのだろうか。

　そんなことを考えながら、彼はついに最上階の扉の前に立った。







　扉を開けてまず目に飛びこんできたのは、大きな窓から見える景色だ。

　塔の最上階だけあって、ずいぶん遠くの荒野の果てまで見通せる。落ちかけた日が赤く照らす自然は雄大で美しく、オスカーは言葉を失った。今までこれほど高所から景色を眺めたことはない。外からは柔らかい風が吹きこみ、彼の髪を揺らしていく。

　部屋は広く、しかし雑然としている。壁際にはよく分からない物々が無造作に積み上げられており、それらは剣や箱、壷つぼや像など様々だ。魔法の品も多く混ざっているのだろう。

　けれどそれら雑然とした品々を端に寄せて残った部分は、ごく普通の人が住む部屋だ。

「──ようこそ」

　笛のように細い声が彼の耳を打った。声の主は、死角になる奥の部屋にいるようだ。

「お茶を淹いれてあります。こちらへどうぞ」

　腰の剣に手を掛けたまま、オスカーは慎重に歩を進めた。奥の部屋の、入り口とあまり変わらぬ物の多さが目に入る。左手の窓際には、小さな木のテーブルと湯気の立つカップが見えた。彼は深く息を吸うと、全身を緊張させて更に一歩を踏み出す。

　彼女はそこに、彼に背を向けて立っていた。

「あなたの連れは一階で眠ってます。怪け我がはありませんよ」

　魔女は、そう言うと振り返って微笑んだ。
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「初めまして。私はティナーシャといいます。もっとも私を名前で呼ぶ人はほとんどいませんが」

　さらりとした挨拶は拍子抜けするくらいの軽さだ。

　彼女に勧められ椅子に座ったオスカーは、うさんくさそうに問いかけた。

「お前が『魔女』？　そうは見えないな」

「『魔女』に見かけを問うなんて愚問ですよ」

　可笑おかしそうに小首を傾げたティナーシャは、どう見ても十六、七歳の美しい少女だ。黒いローブを着ているわけでも、皺しわだらけの老婆でもない。質のよい生地でできた、しかし動きやすそうな平服で彼の向かいに座っている。

　ただ特筆すべきは、彼女が類たぐい稀まれな美貌の持ち主であるということだろうか。

　長い黒髪と陶磁器のような白い肌。深い闇色の両眼は夜を水晶に閉じこめたかのようだ。どこか物憂げな、そして静せい謐ひつな美貌は、今まで見たどんな姫君よりも印象的だった。

　オスカーは素朴な疑問を口にする。

「その外見は魔法で変えてあるのか？」

「失礼なことを聞く人ですね。地です地」

「何百年も生きてるそうだが。皺がないぞ」

「人の数倍は生きてますね。体は成長を止めてあるだけです」

　彼女は赤い花弁のような唇をカップにつける。想像していた『魔女』との落差に、オスカーは肩透かしを覚えた。その反応が予想の範はん疇ちゅうだったのか、ティナーシャは苦笑して先を促す。

「それで？　次は貴方がお話する番じゃないですか？　ほぼ一人でここまで登ってきたのは貴方が初めてなんですよ。折角だから名乗ってください」

　言われて彼は眉を上げると姿勢を正した。自然と滲む高貴さと威厳が、彼の雰囲気を変える。

「失礼した。俺はオスカー・ラエス・インクレアートゥス・ロズ・ファルサスという」

　その名前の末尾に、魔女は軽く目を瞠みはった。

「ファルサス？　ファルサス王族？」

「第一王位継承者だな」

「レギウスの子孫？」

「曾ひ孫まごにあたる」

「へえええええええええ」

　ティナーシャはじろじろとオスカーの全身を見回した。

「そういえばちょっと似てる……かも？　レギウスの方が人の良さが顔に出てましたけど」

「人が悪そうで悪かったな」

　平然とかわすオスカーに、魔女は声を出して笑った。

「ごめんなさい。でも貴方の方がいい男ですよ。レグは純真すぎてちょっと幼いところがありましたから……」

　そう言って窓の外を眺めた彼女の瞳に、瞬間懐かしさ以上のものが溢あふれるのをオスカーは見た。

　長き時を生きてきた者が見せるその目には確かに、この少女こそが『青き月の魔女』その人なのだと確信させる感傷がある。

　だがその感傷も、彼女が視線を戻した時には綺き麗れいに消え失せていた。まるでただの少女のように微笑む彼女に、オスカーは気になって尋ねる。

「お前はここに一人で住んでいるのか？」

「使い魔がいますけどね。リトラ！」

　主人の呼び声に答えて、部屋の入り口にリトラが音もなく姿を現した。性別を持たぬ使い魔はオスカーに向かって一礼する。

「お初にお目にかかります、リトラと申します。お連れ様は術が効いてよく眠ってらっしゃるので、毛布を掛けてまいりました」

「ああ、悪い」

　ラザルは無事で、今のところティナーシャに敵対姿勢は見られない。これではまるでただのお茶会だ。オスカーがカップに口をつけると心地よい香りが顔をくすぐる。それは巷ちまたでまことしやかに囁かれる塔の印象とはかけ離れたものだ。

「ここに挑戦して帰ってこない連中はどうなったんだ？　集団埋葬でもしてあるのか？」

　その質問にティナーシャは露骨に顔を顰しかめる。

「人の住居の周りを勝手に墓場にしないでくださいよ。塔の中で死体を出したくないんで、死なないようにはしてあります」

「あの石像に殴られたら普通死ぬぞ」

「致命傷は当たったと判定された瞬間に一階に飛ばされます。失格者はその後、記憶を適当に弄いじって大陸のあちこちに転送しましたよ。ほとんどが腕試しや名声を上げたい人たちですし、これくらいの代償は覚悟の上でいて欲しいですね」

　微笑が嫣えん然ぜんとしたものに色を変える。そうしてお茶を飲む彼女には塔の主人としての威風があった。仕草の上品さと美貌もあいまって、場所が場所なら王族と言っても通っただろう。

　オスカーが軽く目を瞠った時、リトラの声が割って入る。

「でも、マスターは子供の病気を治して欲しいとかでいらした挑戦者には、失格しても治してさしあげましたよ」

「余計なことを言うな」

　彼女はばつの悪い表情になるとオスカーから目をそらす。先ほどまでの威圧感は一瞬で消え、まるで外見より幼い少女のようだ。一向に定まらない印象に、オスカーは可笑しくなった。

「摑み所がないな」

「なくていいです」

　不ふ貞て腐くされた返事がかえって可か愛わいらしい。

「街に下りたりしないのか？　他の魔女はもっと人前に現れているようだが」

「自分で買い出さなければいけないものがあれば下りますけどね……。あんまり無闇に人に干渉したくないんですよ。私の力は気き紛まぐれで揮ふるっていいようなものじゃないですから」

「なるほど。その姿勢は『沈黙の魔女』にも見習って欲しいものだ」

　突如出てきた別の魔女の名に、ティナーシャは首を傾げた。

「それは、貴方がここに来た目的に関係することですか？」







「──そういうわけで、呪いを解いて欲しい」

　彼女の疑問に応えて、オスカーは十五年前の夜の出来事を軽く説明した。

　ティナーシャは腕組みをし、眉を顰ひそめて聞いていたが、話が終わると深い溜ため息いきをつく。

「何でそんな呪いをもらったんですか」

「父が話したがらないから、原因は突っこんで聞いたことは無い。その前に亡くなってる母に関係してるらしいんだが」

「……そうですか」

　彼女は瞬間、何かに気づいたように目を細めたが、オスカーが怪け訝げんに思う前に、すぐ表情を元に戻した。腕組みを解くと、人差し指で自分のこめかみを軽くつつく。

「先にお断りしておくと、『呪い』というのは必ずしも解けるわけじゃないんです」

「というと？」

「いわゆる『魔法』は共通の法則に基づいて構成、発動しますが、『呪い』には法則がないんですよ。言語……それは言葉だけじゃなく、身振りなど伝達方法全てを含みますが、任意の言語に自分で定義した意味を持たせ、魔力を込めるのが『呪い』なんです。当然かける人間によって異なってきますから……極端な話、かける時に解呪の存在を定義していないと、術者にも解けません」

「……解けない？」

「解けません。ただその代わり『呪い』というのはそんなに強力な力を持てないんですよ。自然の力の流れを個人の意志によって遮ったり曲げたりするものですから。人を直接殺したりする力はないんです。せいぜい間接的に働くくらいで……それも避けられないものではありません」

　オスカーは怪訝に思って聞き返す。

「けど、この呪いは結構強力じゃないか」

「そう、貴方の呪いはその域を超えてますよね。それはかけられているものが実は『呪い』じゃなくて『祝福』や『守護』と言われる類のものだからなんです」

「は？」

　啞あ然ぜんとしたオスカーを前に、ティナーシャは椅子から腰を浮かす。ほっそりとした体がテーブルの上に乗り出し、その白い手が彼に伸ばされた。

　処女雪を思わせる肌。近づいてくる魔女の指を、オスカーは一いち瞥べつしただけで止めない。

　けれど柔らかな掌てのひらは彼には触れず、顔のすれすれを拭うように撫なでていった。

　──そこに瞬間、うっすらと赤い紋様が浮かび上がる。

「何だ？」

「貴方にかけられてる『祝福』を可視化したんですよ。これでほんの一部分ですけど」

　ティナーシャが手を引くと、たちまち紋様は見えなくなる。彼女は椅子に座り直した。

「基本的に『祝福』も『呪い』と同じ方法でかけるんですが、力の方向が違います。元々ある力を後押ししてやるんです。だからこちらは、術者の力量によってはかなり強力なものがかけられます。貴方にかけられているものは、それを逆手にとって、おそらくは胎児に非常に強力な力を纏まとわせて守護させるようになってるんでしょう。普通の母体はまず耐えられません」

　オスカーは、彼にしては非常に珍しいことに意表をつかれて呆ぼう然ぜんとしてしまった。向かいでは魔女が、気の毒そうにそんな彼を見つめている。

「えーと、つまり、結局、解けない……と？」

「かけられているものが解析できれば、魔法で軽減することもできますが、二十くらい絡み合ってかけられてますからね……。さすが沈黙の魔女」

　ティナーシャは見えにくいものに目を凝らすように、両眼を細めて彼の胸元に焦点を合わせる。

「非常にお気の毒ですが……」

「おーい……」

　気まずい沈黙がその場に流れる。

　いつまでも続きそうな重い空気を打ち破って、ティナーシャは立ち上がると両手を軽く叩いた。

「せっかく来て頂いたのにこれではなんなので、私もできるだけのことはしますよ」

　そう言うと彼女は部屋の奥から水盆を持ってきてテーブルの上に置いた。水盆の中には魔法の紋様が刻まれており、薄く張られた水が落日を受けて煌きらめく。

「何か手段があるのか？」

「単純な対策があります」

　魔女は椅子に座りなおすと、右手を水盆の上にかざした。風もないのに水面に波紋が生まれる。

「胎児の守護力に母体が耐えられないのが問題なので、それが可能な強い女性を選べばいいんです」

「……確かに単純だが。そんな女がいるのか？」

「きっと、大陸に一人か二人はいるんじゃないかと……多分。魔力と魔法耐性を重視して探してみますから、他は目をつぶってください」

　水盆にどこか遠くの森の景色が映し出される。オスカーは頭痛のしそうな額を手で押さえた。

「人妻や老人子供だったらどうするんだ」

「人妻は人道にはずれるのでどうにもできませんが、老人は魔法で何とか……。子供だったら自分好みに育てられてお得ですよ！　王族なら二十歳差の婚姻とか普通ですし」

　ティナーシャは作られた笑顔で、明るく返す。

「とにかく探すんで、前向きにお願いします」

「おーい……」

　本当に頭痛がしてきた気がして、オスカーはついに両手で頭を抱えた。

　少なくない期待を持って塔に挑戦したにもかかわらず、「最強」と言われる彼女でこうである。しかもかけた当の魔女でもおそらく解けないとは、他に手段がないもいいとこだ。これはもう「前向き」とやらにならなければならないか……と考えて、ふとオスカーはあることを思いついた。

「ティナーシャ」

「うわ、びっくりした！　何ですか」

「何でびっくりするんだ」

　驚きに呼応してか、水面が触れてもいないのに跳ね上がってテーブルを濡ぬらした。ティナーシャは濡れた右手を払う。

「名前を呼ばれることが滅多にないので……」

「名乗っておいて何を言う」

「すみません」

　ティナーシャはリトラから布を受け取ってテーブルの水を拭き取った。布を畳みながら問い返す。

「で、何ですか？」

「ああいや、お前はどうなんだ」

　質問の意図が摑めないティナーシャは、自分の顔を指差して怪訝な顔をした。それに応えてオスカーは尋ねる。

「お前は、沈黙の魔女の魔力に耐えられるのか？」

「そりゃ余裕で耐えられますけど……って……」

　ようやく理解したティナーシャの顔色がみるみる青ざめていく。

「じゃあ決まりだな」

　オスカーは椅子に深く座りなおすと、お茶を最後まで飲み干した。対面にいるティナーシャは真っ青な顔で腰を浮かしている。

「え、ちょっと待ってください……」

「いるかどうか分からない女を捜すより確実じゃないか。俺の達成者としての望みは、お前がここを下りて俺の妻になること、でいこう」

　当然の権利のように出された要求。それを聞いたティナーシャは、愕然と凍りついた。

　だがすぐに小さな両手がテーブルを叩く。

「う、受け付けられませんよ、そんなの！」

「できるだけのことはすると言ったじゃないか」

「限度があります！　無理です無理！」

　青い顔でむきになっている魔女を、オスカーは面白そうに見返した。

「実は結婚しているとかか？」

「結婚歴はありません」

「恋人がいるとか」

「いたことはないです」

「老人は何とかできるそうだが」

「確かに老人だけど老人よばわりは腹立たしい！　とかそういうことじゃなくて！」

　ティナーシャは身を乗り出して、引きつった笑いを浮かべた。額には冷や汗が浮かび始めている。

「『魔女』の血を王家にいれようなんて、正気じゃないです。重臣たちが揃そろって吐血しますよ」

「それはちょっと見てみたいな……」

　必死の抵抗をのらりくらりと躱かわすオスカーに、魔女は脱力して椅子に崩れ落ちた。

「レグに似てるんだか似てないんだか……すごい性格ですね」

「人が悪いんだな」

　しれっと答える彼をねめつけると、彼女は頭を振って呼吸を整える。

「とにかく駄目です。そんな望みが通るなら、私は今頃あなたの曾祖母ですよ」

　その言葉にオスカーは内心、かなりの驚きを覚えた。

　が、同時に不思議と納得するものもある。

　彼の純真すぎたという祖父はおそらく、七十年前この魔女に魅了されたのだ。しかしティナーシャはその申し出を受けなかった。ファルサスに伝わる御伽噺とは大分違う過去の出来事に、オスカーは少しだけ興味を抱いた。詳しい話を聞いてみたいが、会ったばかりでそれは不ぶ躾しつけだろう。彼は子供のような疑問を飲みこむ。

「曾祖父は引き下がったかもしれないが、俺は俺だから特に関係ないというか」

「何言っちゃってるんですか。どっちも駄目！　一律駄目！」

「七十年も経ってるのに一律とかどうなんだ。もっと柔軟に構えてみろ」

「柔軟にも程があるし！」

　騒ぎ立てる主人の脇から、リトラが手を伸ばして空のカップを下げる。

　使い魔がそうして新しいお茶を入れたポットを持ってきた時、二人はまだ押し問答をしていた。

　オスカーはしれっとしているが決して引かず、魔女は精神的にかなり疲労してきているようだ。

　ついに限界に達した彼女は、溜息をついた後、投げやりに言った。

「あーもう、あんまり聞き分け悪いと、記憶弄って城に戻しちゃいますよ！」

「その発言は人としてどうなんだ」

「それはこっちの台詞せりふです」

　ティナーシャは立ち上がると、にっこり笑いながら右手をオスカーの方にかざした。何かがその手の中に収束していく。空気の流れが急に変わった。

「おいおい、反撃するぞ」

　悠長に構えていたオスカーも、さすがに腰を浮かして剣を抜きかけた。その剣の柄つかを見て、ティナーシャは露骨に嫌な顔をする。

「なんでそんなの貴方が持ち歩いてるんですか。国宝扱いでしょう」

「こういうものは実用した方がいいからな」

　両刃のよく磨かれた剣身は、ティナーシャの視線を受けて鏡のように煌いた。剣の柄には年代物の装飾が施されている。

　──ファルサスに伝わる王剣アカーシアは、絶対魔法抵抗を持つ世界で唯一の剣だ。

　その昔、人ならざる者が、湖から抜いて与えた剣だという伝説もあるが、詳しくは定かではない。建国時からある王剣とあって、今まではめったに実戦には使われず、王が公式の場で帯剣するのみだったが、オスカーはその剣を普通に自分のものとして扱っていた。当然ながら魔法士には「天敵」といっていい代物だ。それは魔女であるティナーシャにとっても例外ではない。

　彼女は苦い顔でしばらく躊ちゅう躇ちょすると、構成しかけていた魔法をかき消す。

「うー。もうちょっと話し合いますか」

「まったくだ。落ち着け」

　二人が座りなおした隙に、リトラはお茶を注ぎなおした。ティナーシャは乱れかけた黒髪を手でかき上げる。

「貴方、ちょっとおかしいくらい頑固ですよ。そろそろ譲ってください」

「お互い様だと思うが……」

　オスカーは思案顔でお茶に口をつける。その時、ふとあることを思い出した。

「そういえばお前、七十年前はファルサスの城でしばらく暮らしてたらしいな」

「半年間くらいですね。魔法教えたり花育てたりしてましたよ。結構面白かったです」

　想像できるようなできないような暮らしにオスカーは首を捻ひねった。

「それが祖父の望みだったのか？」

「いいえ」

　ティナーシャは目を閉じて微笑む。きっぱりとした口調からは、レギウスの本当の望みは何だったのか、教える気がないことが伝わってきた。

　オスカーは軽く片眉を上げたが、彼女の意を汲くんでそれ以上重ねて問うことはしない。代わりにしたことは、思いついた望みを口に出すことだ。

「じゃあこうしよう。一年間ここを出て、ファルサスで、俺の傍で暮らす。これが達成者としての要求だ。これなら受け入れられるか？」

　言われたティナーシャは予想外の要求にきょとんとした。

　しかしここまでを振り返って考えると、彼にしてはかなりの譲歩だ。

　一年は、彼女にとっては決して長くない。かつて瞬きするほどの短い間、人と共に暮らしたファルサスの懐かしい風景が目に浮かんだ。

　魔女は深く息を吸いこむ。そして、それを全て吐き出したとき、彼女の心は決まった。

「いいでしょう。ならば私は、貴方の守護者として塔を下りましょう。今日から一年間、貴方が私の契約者です」

　ティナーシャはすっと腕をあげると、白い人差し指をオスカーの額に向ける。指先に淡く白い光が灯ると、それは彼女の指を離れて空中を滑るように動き、オスカーの額の中に吸いこまれた。

　彼は自分の額を指で探ったが、特に変わったことは何もない。

「何をしたんだ？」

「目印です。とりあえずの」

　魔女は微笑んで立ち上がると、両手を上げて伸びをした。硬くなっていた体をほぐす。

「塔を出るなら入り口閉めないとね。リトラよろしく」

「かしこまりました」

　リトラが部屋から立ち去るとオスカーも席を立つ。

　日はすっかり落ち、遠くの山間に残光が見える。彼はティナーシャの横に立つと、自分より大分背の低い彼女を、人の悪い笑顔で覗きこんだ。

「途中で気が変わったらファルサスに永住してもいいぞ」

「変わりませんよ！」

　こうして『青き月の魔女』はファルサス王太子の守護者として、おおよそ七十年ぶりに歴史にその姿を現すことになった。彼女自身の運命を覗きこむ物語は、これより始まる。







※




「ラザル！　起きろ！」

　主人の声に彼が反射的に飛び起きると、そこは塔の前、馬を繫いだ木の陰だった。ラザルはきょろきょろと辺りを見回し、すぐ後ろにいたオスカーを見上げる。

「あれ、殿下……私は塔を……登ってたんでしたっけ……もう夜？」

「いいから帰るぞ。起きろ」

　はっきりしない頭と記憶に、首を捻りながらラザルは立ち上がった。馬を繫いでいた縄を解く。

「お帰りでよろしいんですか？」

「ああ、もう用は済んだからな」

　不思議に思いながらも馬を引いて戻ったラザルは、その時初めて主人の陰に誰かが立っていることに気づいた。年若く美しい少女は、ラザルの視線に気づくと花のように微笑む。どこの国の出か分からない黒い髪と白い肌、力を帯びた闇色の両眼にラザルはすっかり飲まれてしまった。

「殿下、この方は……」

「魔女の弟子で、塔を出るからしばらくファルサスで暮らすことになったんだ」

「ティナーシャと申します」

　少女が丁寧にお辞儀をしたので、ラザルも慌てて頭を下げた。塔を出るという割には、彼女はその身一つで何の荷物も持っていない。そのことを不思議に思いながら、ラザルは馬を引く主人に近づいて耳打ちする。

「魔女の弟子ってことは、魔女に会ったんですか？」

「ああ、会ったぞ」

「とって食われませんでしたか」

「お前、殺されるぞ……」

　オスカーは鞍あん上じょうに飛び乗るとティナーシャに手招きをした。彼は心配顔のラザルに何か言いかけて、不意に苦笑する。

「まぁ色々、面白かったな」

　そのままオスカーは、何故なぜか苦い顔をしている少女の手を取ると馬上に引き上げた。小柄な彼女は鞍の上、彼の前に収まると長い睫まつ毛げを伏せる。

　髪や瞳のせいか、透き通る夜を思わせる美貌の少女は、そうしているとまるでずっと昔からオスカーの傍にいたかのようによく似合う。ラザルは絵になる一対にぼうっと見み惚とれた。オスカーがそんな幼馴染に不思議そうな顔をする。

「どうした、帰りたいんじゃなかったのか」

「あ、そ、そうでした……すみません」

　ラザルは急いで馬に乗る。辺りの日はすっかり落ちて、夜が足早に訪れようとしていた。ティナーシャが手を一振りすると、馬の鼻先より少し前方に小さな光が浮かび上がる。道みち行ゆきを照らす明かりにオスカーが感嘆の声を上げた。

「魔法か。便利だな」

「これくらいならいつでも。何かを焼き尽くしたいのなら要相談で」

「不要だ。お前は俺の傍にいればいい」

　さらりと返すオスカーを、少女は呆れたように見上げる。だが彼女はすぐに目を閉じて微笑んだ。

　そんな二人を見ていたラザルは、不意に微かすかな予感を覚える。

　ここから先、何かが濁流のように変わっていってしまうような、そんな予感を。

「行くぞ、ラザル」

　少女を乗せて主君の馬は走り出す。ラザルは自分も手綱を取りながら、ふと塔の方を振り返った。

　見ると薄闇の中、確かにあったはずの塔の扉は消え、そこには周囲と同じ、ただの青い壁が続いているだけだった。







２．繰り返し触れられる過去







　大陸には現在、四大国とよばれる四つの強国がある。

　そのうちの一つが大陸中央部に広い領土を持つファルサスだ。

　暗黒時代に建国されたこの国は、王剣アカーシアを象徴としているせいか、また七百年もの間揺るぎない治世を続けているせいか、武力の国との印象が強い。

　それは平時にあっても変わらず、城に仕える者は毎日のようにたゆまぬ訓練を積んでいる。

「……勤勉さは相変わらずですね」

　城の外壁にあたる回廊から、ティナーシャが見下ろしているのは兵士たちの詰め所だ。

　そこには大きな広場があって、先ほどから模擬試合が行われている。これも訓練の一環なのだろう。一対一の試合を、少し離れたところから他の兵士たちが囲んで見学していた。

　ティナーシャは石塀にもたれかかって彼らを眺める。そうしているとただの美しい少女にしか見えないが、実際の彼女は大陸最強と謳われる魔女だ。

　もっとも、七十年前にはそれは周知の事実だったが、今回の入城では真の素性を伏せている。

　彼女自身がどうであろうと、一般的に魔女とは忌避される存在なのだ。三百年ほど前にはその怒りを買って、一夜にして滅びた小国さえある。人々が恐怖を抱くのも無理はない。

　正体を伏せることを提案したのはティナーシャだったが、オスカーもそれに賛同し、現在の彼女の身分は見習い魔法士となっている。

　髪を梳すく白い指には、他の魔法士の目をやりすごすために、魔力を封じる封ふう飾しょくの指輪がいくつか嵌はめられていた。同様に両りょう耳じ朶だにも魔法の紋様が入った封飾をつけている。

「っ……」

　不意に強い風が吹き、砂すな埃ぼこりが目に入った。ティナーシャが涙目で瞼まぶたをこすっていると、背後から声が掛けられる。

「こんなところにいらしたんですか」

　振り返ると、そこにいたのはラザルだ。本を抱えた青年に、彼女は微笑んで挨拶する。

「こんにちは。ちょっと城内を散歩してまして」

「ああ、訓練場が見えるんですね」

　ラザルは彼女の横に立つと、自分も広場を見下ろした。ティナーシャは試合中の一人を指差す。

「あの人、ずっと勝ち抜いてるんですけどかなり強いですね」

「彼はアルス将軍ですね。若い方ですが将軍の中では一番の腕です。先月も武装強盗の一団を、小隊を率いて殲せん滅めつしていらっしゃいましたよ」

　赤髪の剣士は、ラザルの言う通りオスカーと同年代だろう。アルスの右手が跳ね上がると、対戦していた兵士の剣が空を飛んだ。やけに細いその兵士は、痛そうに手首を押さえて何か言っている。

「負けちゃいましたけど、あの人もなかなか……普通の兵士なんですか？」

「彼女はメレディナと言って、アルス将軍の部下にあたります。もうすぐ自分の部隊を持つようになるんじゃないですかね」

「それはすごい」

　女性だというその兵士を、ティナーシャはよく見ようと目を凝らす。だが、遠くて鮮やかな金髪をしているということ以外分からない。

　ファルサスは、性別による職業の制限が少なく、実力と希望さえあれば、ほとんどの職業につくことができる。だからティナーシャも女性と聞いてさほど驚かなかったのだが、その中にあっても、女で腕の立つ兵士は珍しい。

「彼女はちょっときついところもありますが、いい人ですよ」

　ラザルはそう言って、自分が一番人が良いことに気づいていない笑顔を見せた。ティナーシャもつられて微笑む。

「でも模擬試合を見ていて面白いですか？　魔法士の方はあまりこういったことに興味をお持ちでないかと思っていましたが」

「昔、剣をやっていたことがあるんです。時間が余っていたので……」

　ラザルはそれを聞いて、意外なものを見る目で彼女の華きゃ奢しゃな体を一瞥した。

「実はお強い……とか？」

「いえ、力があまりないですし、そこそこにしかなりませんでした。そうですね……さっきの彼女には勝てるでしょうね。でもあの将軍はうーん……無理かな。負けそうですね」

　さらりとした彼女の言葉が本気なのか冗談なのか、ラザルは摑みかねたらしい。結局それ以上は何も聞いてこなかった。

　訓練場ではアルスがまた違う兵士を相手取っている。怖おじ気けづいたのか、腰が引けている兵士に周りから囃はやす声がかけられているようだ。ラザルは腕の中の本を持ち直す。

「でも殿下はアルス将軍よりお強いですよ」

「え」

　愕然とした彼女の返事に、ラザルは驚いてティナーシャを振り返る。

「何でそんな驚きになるんですか。国で殿下より強い方はいませんよ。第一、あの方はこないだも塔で……あれ？」

　ラザルは首を捻る。魔女の塔で何かあったことは確かなのだが、いざ思い出そうとすると具体的なことはさっぱり思い出せない。一方、ティナーシャは強こわ張ばった表情で頭を抱えた。

「あの将軍より強いんですか……うーん……本当に？」

「本当ですよ。才能も勿もち論ろんあるんでしょうが、あの方はああ見えて努力家なんです。昔から何でも貪欲に学ばれてましたし、吸収も早かったですね」

「うわぁ……」

「だから何でそんな反応なんですか」

「いえ何でも……」

　嫌そうな顔をしていたティナーシャは、眉間に皺を寄せると腕組みをした。

「ちょっと久しぶりに剣の修行をしたくなりましたよ」

「なぜ……」

　ティナーシャは黙ってうんうんと頷く。その不可思議な反応に、彼は怪しいものを感じながらも、書庫に行くためにその場を後にした。

　城壁の上に一人きりになると、ティナーシャは嘯く。

「さすが塔の達成者。これは油断できませんね」

　それでも、いざとなったら彼一人くらいどうとでもねじ伏せられる。それが魔女というものだ。

　そんな風に考えて……けれど王剣のことを思い出したティナーシャは、苦い顔で溜息をついた。







　ファルサスは一年中温暖な国だが、それでも一年に二ヶ月ずつ比較的暑くなる夏と少し肌寒くなる冬がある。今はその夏の初めで、城都では大陸主神であるアイテア神の祝祭を間近に控えていた。

　そんなある夜、分厚い報告書を読みながら廊下を歩いていたオスカーは、向かいから黒髪の少女がやってくるのに気づいた。

「ティナーシャじゃないか」

「お久しぶりです」

　呼ばれた彼女は、小走りに彼の前まで駆けてくる。オスカーは小柄な彼女の頭を、子供にするようにぽんぽんと叩いた。

「一週間ぶりくらいか。城はどうだ？　いじめられてないか？」

「子供じゃないんですから。よくしてもらってますよ。多少の異質視はされますけどね」

「塔出身なのは明らかにしてるからか。困ったことがあったら言えよ」

「問題無しです」

　ティナーシャは特に目的地がなかったのか、彼と並んで来た方に歩き始めた。

「それはお仕事ですか？」

「ああ、外交関係と祝祭の警備配置とかだな。纏まってなくて困る」

　彼は分厚い書類を指で弾はじくと苦笑した。隣でティナーシャが目を丸くする。

「貴方がそんなことまでやるんですか。もっと宮中でだらだらしてるのかと思いました」

「お前も結構失礼なこと平気で言うな。……先月、ずっと宰相を務めていた叔父が亡くなってな。一時的に人手不足なんだ。いずれやる仕事だし、構わんさ」

「意外と勤勉だ！」

「お前な……」

　くだらない会話をしているうちに、二人はオスカーの私室の前まで来る。彼はこの一週間、多忙のせいで放置しっぱなしだった守護者に尋ねた。

「時間あるか？　ここまでの報告を聞きたい」

「そういう言い方すると、私がまるで貴方付きの間かん諜ちょうみたいじゃないですか……今のところ城内に怪しい人間は見当たりませんでしたよ」

「そうか……。俺は単に、お前の日常が聞きたかっただけだ」

　嚙かみ合あわない会話は初対面の時からなので仕方がない。部屋に入ると魔女は答えなおす。

「一応普通に宮廷魔法士のお仕事してますよ。出仕すると色々仕事が貼り出されてるんで、好きなのを選んで消化するんです。それ以外に講義の聴講や研究も自由にできますし、結構楽しいです」

「魔法士は研究も仕事だからな」

　その辺りは潤沢に予算が振られているはずだ。代わりに宮廷魔法士は、城内外から集まる仕事を手分けして消化していく。魔法薬や魔法具の作成もその一環だ。

　広い部屋の中、ティナーシャはふわりと宙に浮かぶと己の膝を抱えた。

「あと、祝祭が近いんで当日の仕事も割り振られました。照明係だそうです」

「照明係って何をするんだ？」

　祝祭の警備書類に目を通しながらオスカーが問う。当日の警備は兵士たちが交代で行うようになっており、彼らの配置を纏めた報告書は将軍を経て、宰相が確認することになっている。だが今は宰相位が空席のため、オスカーが最終確認を務めていた。

　ティナーシャは手の中に白い光を生んで見せる。

「こんな風に魔法で作った光源を城のお濠ほりにいくつか入れて、水中から光を取るみたいですね。実際やると綺麗なんじゃないですか」

「ああ、あれは魔法でやってたのか。ランプでも沈めてるのかと思った」

「魔法でやる方が手軽ですよ」

　ティナーシャは天井付近でくるりと逆さになる。オスカーは呆れてそれを見上げた。

「お前、本当に魔女なんだな」

「何を今更」

　魔法士で詠唱なしに浮かんでいる人間など見たことがない。そもそも浮遊の魔法自体、かなり高度なものなのだ。その上、ティナーシャはあちこちに魔力を封印する装飾品をつけている。こんな調子でうまく城内で猫をかぶれているのか、オスカーは不安になった。

　ティナーシャはぱちんと指を鳴らす。それだけで離れた壁の燭しょく台だいに火が灯った。

「ただ光を維持するには、術者が力の届く範囲内にいないと駄目なんです。普通の魔法士ならせいぜい店二、三軒分くらいですかね」

「お前ならどれくらい離れてても持つんだ？」

「んー、城都のどこ行っても持ちますよ。封飾してても。お祭り見に行っちゃいますね！」

　嬉うれしそうににこにこしている魔女を一瞥して、オスカーは無性に意地悪をしてやりたくなった。

「よし、今から魔法士長にかけあって、もっと面倒な仕事に回してやる」

「やーめーてー！　泣きますよ！」

　部屋を出て行こうとするオスカーの服を、ティナーシャは必死で引っ張る。

「大体、新参は信用されてませんからね。そんなに重要な仕事回ってきません」

「まぁそうだろうな。冗談だ」

　ティナーシャは頰を膨らませたが、オスカーは無視して椅子に座ると、書類確認に戻る。

「随分楽しみにしているようだが、前に祝祭に来たことはないのか？」

「初めてです。前は確か祝祭の直後に来たんですよね。惜しいことしたなーって思ったんで、よく覚えてます」

「後からでも遊びにくればよかったじゃないか」

「レグが死ぬまではファルサスに立ち入らないって約束してたんです」

　ティナーシャは再び天井近くまで浮かび上がった。白い服の裾が空気を孕はらんで広がる。オスカーは書類から顔を上げて、彼女を見た。

「彼の死の話を聞く気にもなれなかったし、それからは祝祭のことも忘れてました」

　彼女はまるで少女のように微笑んだが、その表情からは何の感情も読み取れない。

　空中を泳ぐ魔女は、何からも自由で、そして取り残された、美しい魚のようだ。

　オスカーが思わずその名を呼びかけた時、ティナーシャはぽんと手を叩く。

「そうだ。貴方に用事があったんでした。どうでもいいことなので忘れてました」

「用事？　忘れてたってどんなことだ？」

「貴方の守護の話です」

「俺の守護はどうでもいいのか！」

「貴方、充分強いじゃないですか……」

　心底嫌そうな顔で彼女は返す。

「まぁ契約ですし、ちゃんとやりますよ。ただ私、祝祭当日はあちこち見て回るのに忙しいので、防御用の魔法をあらかじめかけさせてくださいね」

「それはさぼってるというんだ」

　やる気があるのかないのか分からないが、きっとないのだろう。だがオスカーも、守護が欲しくて魔女の塔を登ったわけではない。彼は書類をそろえてテーブルに置くと、魔女を見上げた。

「で、俺はどうすればいいんだ」

「もう術は組んできてあります。ちょっと複雑ですからね」

　ティナーシャは嬉しそうに彼の前に下りてくると、白い十指を交差させて組んだ。両掌を彼の眼前に向ける。かざされた手と、オスカーの間の空中に、たちまち赤く細い線でできた円環が五つ浮かび上がった。それは解けながらも複雑に絡み合い、やがて巨大な魔法の紋様になる。

　オスカーはあまりの光景に驚嘆の声をあげかけるのをかろうじて堪こらえた。魔女の詠唱が響く。

「契約の永久なるかな。三つの時と二つの世で定義せよ──」

　魔法士は通常、簡単な魔法に詠唱を必要としない。

　現にティナーシャは浮遊に代表されるように普通なら詠唱を必要とする魔法でも、ただ意識する、あるいは手をかざすだけで行使している。オスカーが彼女の詠唱を聞くのもこれが初めてだ。

　その彼女が今回、長い詠唱を必要としているということ自体、これからかけられる術の強大さを意味している。

「──破るべき言葉を根源から消去し、形成される雨はその意味を喪失す……。環わは全て環となして還かえる……我が則を遵守し、現出する全てとせよ」

　ゆっくりと回転しながら複雑に編まれていた紋様は、詠唱の終わりと共に収束しながらオスカーの全身に吸いこまれた。彼は驚いて両手を裏返してみるが、赤い紋様の痕跡はどこにもない。

「すごいな」

「んー、これで大丈夫です。半永久的に機能しますよ」

　ティナーシャは息をついて、張り詰めた呼吸を整える。

「魔法、物理問わず外部からの攻撃はほぼ全てが無効化されます。毒とか精神作用とかそういうのは駄目です。気をつけてくださいね。あと私と繫がっているので、私が死んだら効力は失われます。逆に言うと、私を殺さない限り他の人間には破れません」

「それは反則に近いだろうな」

　どんな代償を払っても、これだけの守護を得たいと切望する人間はかなりの数いるに違いない。

　だが彼らにこの術がかけられることはおそらく一生ないだろう。魔女を傍に置いている、その実感を得てオスカーは戦慄する思いがした。

　だが、当のティナーシャは彼の感嘆にくすりと笑っただけだ。彼女は歩いて壁際に戻ると長椅子に腰を下ろす。

「魔女との契約ですよ。これくらいは当然でしょう」

「当然と言われても……俺はお前が結婚してくれればそれでいいんだが」

「断りましたよね、それ!?」

「俺だけ死ななくても、後が続かないと困る」

　オスカーの正論に、魔女はげっそりした顔になる。ティナーシャもそれに関しては分かっていて目を逸そらしているのだろう。溜息混じりに細い足を組んだ。

「後が続かないと困るって、貴方以外に王家の血を継いでる人っていないんですか。姻戚がいくつかあったと思うんですが」

「姻戚はいるが、子供がいないんだ。俺が四、五歳の時に国のあちこちで子供が忽こつ然ぜんと消える事件が続発したらしい。最終的にはいなくなったのは数十人に及んだんだが、その時に従弟いとこも何人か行方不明になったんだ。結果、俺より若い王家筋は今いない」

　オスカーは水差しを取って杯に水を注ぐ。それに口をつけながら魔女を見ると、彼女はさすがに驚いたらしい。座ったばかりなのに跳ねるように立ち上がると、彼の前に歩いてきた。

「その事件、原因は分かったんですか？」

「いや謎のままだ」

「沈黙の魔女が来たのはその前後？」

「母が病気で死んだ後だから……確か、失踪事件が収まった後だったらしいな」

　オスカーは公表されていない記録と、幼い頃の記憶を付き合わせようとする。

　──その時、頭に刺すような痛みが走った。




　月に

　魔女の姿

　呪い

　声

　鋭い爪

　引き裂かれた

　血まみれの




　形にならない光景、言葉にならない断片が瞬間閃ひらめく。

　だがそれらはすぐに、まるで始めから何もなかったかのように消え失せた。刺さったままの棘とげに似た異物感を、オスカーは頭を振って払い落とす。

「どうかしました？」

「いや……平気だ」

「疲れてるんですよ。寝てない顔してるし」

　ティナーシャは心配そうに手を伸ばすと彼の頰に触れた。ひんやりとした感触が心地よい。肩の力が抜ける気がする。オスカーは小さな手を取って笑った。

「三時間は寝たぞ」

「それは寝たと言わない」

　彼女は呆れ顔になると、両手でオスカーの腕を摑んで立たせた。そのままぐいぐいと寝室の方へ引っ張り始める。本来、彼女の細い腕と軽い体重で長身のオスカーが動くはずもないのだが、魔力を干渉させているのか、彼はあっさりと引きずられていく。最終的に寝台に腰掛ける羽目になった。

「おい、俺はまだこの書類を整理しないといけないんだが」

　オスカーが困惑して魔女を見上げると、彼女は含み笑いをしている。

「ちょっと寝た方が意外と早く終わったりするものですよ」

「いや……」

「ほら、眠くなる」

　ティナーシャの白い指が額をつつく。

　何かされた、と思いながらもオスカーはその瞬間深い眠りに落ちていた。




※




「子供の失踪と、血筋断絶の呪いですか……。一体何があったんですかね」

　強制的に眠らせた契約者を寝台に転がし、ティナーシャは改めて考えこむ。

　十五年前など彼女にとってはつい最近の話だ。

　だが、塔に引きこもっているせいかそんな事件があったことも知らなかった。つまりファルサス王家はこの二つの要因が重なったせいで、断絶の危機にあるのだろう。

　もっとも他の王家であれば、血の薄い遠戚から新たな王候補として子供を迎えることもできる。

　だがファルサスだけはそれができない。国の象徴たる王剣が、血によって受け継がれるからだ。

「これはなかなか面倒な状況……」

　はたして沈黙の魔女は、何を思って呪いをかけたのか。気にはなるが尋ねて簡単に教えてくれる相手でもない。本気で知りたければ自分か彼女かの命を賭ける覚悟が必要だろうし、そこまではさすがに契約の範囲外だ。

　だから、過去には踏みこまず、今ある問題だけを片づける。それを可能にするだけの力が自分にはあると、ティナーシャは思っていた。

　彼女は、契約者が持ったままの書類の束を抜き取ると、ざっと目を通す。ところどころにオスカーが書きこんだと思しき修正点を見つけて、彼女は破顔した。

「ずいぶん優秀みたいですね。さすが努力家」

　長く生きるうちに何人もの為政者を見てきたが、オスカーは彼らと比べても名君になり得る人材かもしれない。とは言え呪いがある以上、彼の将来は守護者であるティナーシャ自身にかかっている。ティナーシャは魔法で眠らせてあるのをいいことに、くりくりと彼の頭を撫でながら書類に目を通していった。

　そうして一通りの整理を終えると、魔女は音もなく部屋から搔かき消きえる。




　オスカーが目を覚ました時、既に魔女は部屋にはいなかった。

　時計を見るとせいぜい一時間ほどしか経っていない。だが深く眠っていたせいか、不思議なほど心身共にすっきりしている。オスカーは寝台の上で体を起こすと、軽く頭を振った。

　ふと隣のテーブルを見ると、先ほど持っていた書類が束のまま置かれている。

　彼がそれを手に取って確かめると、一番上に新しい紙が加えられており、女の字で目を通すべき箇所と、その他の要点が綺麗にまとめられていた。

「摑めないやつだな」

　彼女は世捨て人のような生活をしている割に、執務能力もあるようだ。

　オスカーはざっとそれに目を通して苦笑すると、書類を手に部屋を出ていった。




※




　城の者がみな準備に追われているうちに、祝祭当日はあっという間にやってきた。

　城都には朝から人が溢れかえり、芸人たちの奏でる音楽があちこちから聞こえてくる。

　石造りの建物が建ち並ぶ瀟しょう洒しゃな街並み。看板に嵌めこまれた色いろ硝子がらすが、光を反射して虹のように煌く。歴史ある通りを行き交う人間には異国の者も多く、普段から栄えているファルサスの城都は、その賑にぎわいをさらに色濃いものとしていた。

　ファルサスの暦で五百二十六年、百八十七回目のアイテア祝祭だ。

「楽しい」

　小さな陶器でできた猫を、ティナーシャは目の上にかざす。

　お祭りとあって朝から一人で街を回っているが、露店も旅の芸楽者も見ていて飽きることがない。こんなに大勢の人間の中に来たのは何十年ぶりのことか。ティナーシャはおまけでもらった猫を、腰につけた小物入れにしまった。

　このままいつまでも遊んでいたいくらいだが、宮仕えである以上仕事もしなければならない。ティナーシャは日が落ちてきたことに気づくと、当番を務める城の濠へと戻った。

　白い壮麗な城をぐるりと囲む城壁と濠。普段と異なり、濠の前の道は露店が立ち並び、行き交う人も多い。そんな人混みをすり抜けて、彼女は濠の間際に立つと白い手をかざす。

「灯れ」

　一言だけの詠唱。白い光球が、ティナーシャの手から生まれ水の中へと降りていく。

　それは暗い水中で五つに分かれると、等間隔に濠の中へと広がった。水中から水面にかけて青白く揺らめく光に、通りかかった人々が歓声を上げる。

　ちょうど他の担当区域の魔法士もほぼ同時に光を灯したらしく、城壁が青白く夕闇の中に浮かび上がる。隣の区域に目をやると、魔法士のローブを着た人間が、ティナーシャに気づいて手を振りながら歩いてきた。

「どう？　君、新人だったよね。綺麗にできてるみたいだけど」

「おかげさまで。ありがとうございます。えーと」

「テミスっていうんだ。よろしく」

　男は右手を差し出した。その腕には魔法の紋様が黒で全面に彫られている。珍しい種類の紋様に、ティナーシャは内心驚いた。だが表面上は微笑んで、男の手を握り返す。

「ティナーシャです。よろしくお願いします」

「しばらくはこの辺にいるから、何かあったら声かけて」

「はい」

　テミスは愛想をふりまきながら立ち去っていった。これで照明係の役目は完了だが、当番は夜遅くまで続くのだ。その間何をしていようか、彼女がふっと行き交う人々を見回した時──すぐ後ろで知らない男の声が囁く。

「──離れない方がいい。面倒事に巻きこまれるよ」

「え？」

　反射的にティナーシャは振り返ったが、見えるものは祭りの雑踏だけだ。誰が言ったのか、そもそも自分に言われた言葉だったのかも分からない。そんな中、彼女は、人混みに紛れるようにして遠ざかる旅人姿の青年を見つけた。銀髪の少女を連れた彼は、すぐに人の中に見えなくなる。

「……魔法士？」

　ほんの一瞬だったが、すれ違った青年は自身に魔力隠蔽を施しているようだった。ティナーシャは封飾具をつけた指を顎にかける。追って誰すい何かしようか一瞬迷い、けれどすぐにかぶりを振った。

「まあ、ファルサスですしね」

　大陸一の国家の祝祭日なのだ。変わった人間くらい紛れこんでもおかしくない。その最たる一人である魔女は気を取り直すと、甘い香り漂う露店を覗きこむためにその場を離れた。







　国内外の人が溢れかえる祝祭において、もっとも重要視されるのが当日の警備だ。

　要人や要所警護は当然のこと、混雑する街中を見回る人間は特に、咄とっ嗟さの判断力と注意力が必要とされる。だからこそオスカーはそこに「実戦に強い人間」を配備していた。

　沸き立つ空気の中、剣を佩はいた男がぼやく。

「祭りはいいよなあ。実は酒飲みたいんだが」

「仕事中」

　雑踏をだらだらと歩く長身の男と、その隣を行く姿勢のよい女は、まったく対照的な空気の持ち主だ。だが彼らは同じように無駄のない動きで人々をかわし、人混みの中を滑るように歩いていく。

　男の腰と、女の胸元につけられている紋章は、いずれも城への所属を表すもので、彼らが兵士長以上の地位にあることを示している。赤い髪に、幼さの残る人懐こい顔をした男、若くして将軍位にあるアルスは、隣を行く幼馴染に尋ねた。

「そういや、殿下はどこにいらっしゃるんだ？」

「城内。仕事なさってるわ」

　視線を動かさぬまま答えたのは、女性でありながら武官として小隊指揮権を持つメレディナだ。顔立ちだけを見れば涼やかな美人だが、肩の上で綺麗に切り揃えられた金髪が、武人であることを示している。

「今年は国外からの来客もいないから、要人警護はほとんどないの。見回りさえきちんとしていればいいだけ。……分かってる？」

　その言葉に、豚の塩焼きをちらちら見ていたアルスは肩を竦めた。メレディナとは市井で共に育った仲だが、性格の違いのせいか未いまだに小言を食らってばかりだ。

　もっとも、城内で言えば彼よりもオスカーの方が遥かに問題行動が多い。とかく単独行動が好きな王太子は、抜け出し常習犯でもあるのだ。城内にいると言って本当に居続けているか分からない。

「なあ、殿下には誰かついているのか？」

「警備は必要ないと仰おっしゃられた。もう少し信用して頂きたいけど……」

「殿下には警備より見張りが必要だと思うんだけどな……。けどまあ確かに、警備に関しては不要なのかもな。殿下の方がお強いし」

　アルスは肩を竦めると、ふと気づいて手を打った。

「ああ、メレディナは自分が警備につきたかったのか」

「そんなんじゃないから」

　頰を膨らませる彼女の横顔は、少女の頃から変わらない。アルスはこの幼馴染が、主君である王太子に憧憬めいた感情を持っていることを知っていた。

　明るい夜空には星が見え始めている。大通りを歩いてきた二人は城の濠沿いに差しかかった。

　──喧けん噪そうを引き裂く悲鳴が聞こえてきたのは、その時だ。

　甲高い女の叫びに、二人は駆け出す。声の主は濠の縁に両手をついて水面を覗きこんでいた。

「子供が……子供が！」

「落ちたのか！」

　女は真っ青な顔でアルスを見ると、ただ呆然と頷いた。

「アルス！」

　メレディナが彼の襟に手をかける。その手に任せて、彼は上着を脱いだ。剣帯ごと長剣を外すと、ためらいもなく濠の中へ飛びこむ。

　祝祭用の光源があるとは言え、水中は薄暗い。アルスは目を凝らしながら底へと潜っていった。

　濠の深さは大人の身長で約四人分だ。流れはないが、その分見通しが悪い。泥が光に照らされて蠢くだけの視界を見回しながら、アルスは焦りを覚えた。一度息継ぎに上がろうかと思いかけた時

　──ぼんやりと光っていた光球が、急にその光量を増した。

　光は届く範囲をあっという間に広げ、闇を浸食してまるで昼のように水中を照らす。

　アルスが突然の出来事にぎょっとしながらも周囲を見ると、少し離れたところに二歳くらいの男の子が漂っていた。彼は意識のないその体を抱えると、水を蹴って上昇する。水上に顔を出して、息をつくと、周囲からわっと歓声があがった。

「メレディナ、頼む」

　アルスは子供の体を押し上げると、メレディナがそれを引き取って介抱を始める。蒼白な顔色の母親に向かって彼女は言った。

「大丈夫。脈はあるし、水はほとんど飲んでないみたい」

「あ、ありがとうございます！」

　母親は泣きながら二人にお礼を言うと、子供の体を抱きしめる。そのまま母子は駆けつけてきた医師に付き添われ、念のため診療所へと去っていった。

　アルスは彼らの後ろ姿を見送りながら、ずぶ濡れの服の裾を絞る。

「いやー……酒飲んでなくてよかったな……」

「当然でしょ」

「視界がかなり悪くて焦ったんだよ。ああ、そういえば……ここの光作ってる魔法士は誰だ？」

「──私です。不注意で申し訳ありません」

　声を大きくしてのアルスの問いかけに、人だかりの中から白い手が上がる。そうして進み出てきたティナーシャを見て、アルスは一瞬忘我してしまった。濡れ髪を手でかき回す。

「……ああいや、そうじゃなくて……光強めてくれて助かった。ありがとう」

　ティナーシャは黙って頭を下げる。彼女の頭越しにアルスが向こうを見ると、騒ぎを気にしていたのか、隣を担当していたローブ姿の魔法士が、紋様の彫られた手を挙げて彼の視線に応えた。

　周囲の人々がばらけ始めると、メレディナは預かっていた剣帯を持ち主に差し出す。

「とりあえず着替えなさいよ」

「ああ……分かった」

　二人は詰め所に向かって歩き出す。濠から大分離れたところで、アルスはようやく声を上げた。

「びっくりしたぞ！　何だあの美少女。前から城にいたか……？」

「魔女の塔にいた魔法士らしいわ。殿下がお連れになったの」

　メレディナは不吉な言葉を口に出すように声を潜める。

「あ、ああ！　話は聞いたことあるな。なるほど道理で」

「何が道理でなの」

　アルスは首を振って髪についた水滴を払った。隣にいるメレディナに飛沫がかかり、彼女は迷惑そうに顔を顰める。

「いや、殿下は女に執着しない性質だと思っていたから、その話を聞いた時に意外に思ったんだよな……でもあれなら無理もないか」

「何が無理もないのよ！」

「嫉妬は醜いぞ、メレディナ」

　メレディナは思いきり後ろからアルスの背中を殴りつけた。




※




　祝祭が続く夜の中、ティナーシャは城の上空に漂いながら、眼下の街を眺めていた。

　様々な色の灯あかりが溢れる街はさながら、漆黒布の張られた宝石箱のようだ。ティナーシャは黒いドレスの裾を風になびかせながら、手の中の紙鳥に息を吹きかける。露店で売られていた飾り物のそれは、白い羽を小刻みに震わせた。

「ティナーシャ！」

　下から彼女を呼ぶ声は契約者のものだ。魔女は回廊に立つ彼に気づくと、ゆっくりと降下する。

「貴方、目いいですね」

「お前の周りはぼんやり明るく見えるぞ」

「ええ？　なんですかそれ」

　魔法迷彩こそかけていないが、下から見つけにくいようにわざわざ黒い服に着替えたのだ。不思議そうに自分の体を見回すティナーシャに、オスカーは笑った。

「楽しみにしてたのに、祭りを見に行かなくていいのか？」

「もう見てきましたよ。ちゃんと照明も維持してますし。ついでに濠に誰も落ちないように空気で壁作ってあります」

「何だそれは」

　濠での一件は、まだオスカーにまで報告がいっていないらしい。彼は無造作に魔女を手招いた。

「こっちも仕事が一段落したから遊びにでも行くか。街を案内してやる」

「それ、もしかして城を抜け出そうっていうんじゃないですよね。駄目ですよ。何のために事前の警備計画を立ててたんですか」

「毎年抜け出してるから平気だ」

「うわあ……」

　こういう性格だから魔女の塔に二人だけで来てしまうのかもしれない。

　ティナーシャは音もなく彼の隣に降り立つと、また紙鳥に息を吹きかけた。ファルサスでは珍しくもない玩具で遊ぶ魔女に、オスカーは面白そうな目を向ける。

「どうしたんだそれ」

「子供がみんな持ってたので気になって。楽しいです」

　ティナーシャはそう言うと紙鳥に口付ける。途端白い鳥は、まるで生命を得たかのように大きく羽ばたくと夜の中を飛んでいった。遠ざかるその姿を目で追った魔女は、広がる景色に目を細める。

「街がすごく綺麗ですよ。全ての光の下に人がいるなんて噓うそみたいです」

　穏やかな微笑みを見せる彼女の頭をオスカーはゆっくりと撫でた。

「塔を下りた甲か斐いがあったか？」

「ええ」

「ならよかった」

　彼のそんな口ぶりは、まるで自分の方が彼女の面倒を見ていると思っているかのようだ。ティナーシャはくすくすと笑いながら、再び浮かび上がろうとする。

　だが、その手を急にオスカーが摑んで引きおろした。

「ちょ、何を……！」

　文句を言おうとしてティナーシャは、彼の肩越しに向こうからラザルが走ってくるのに気づく。

「殿下！　大変です！」

　ラザルの動転した様子を見て、二人は不思議そうにお互いの顔を見合わせた。駆けてきた青年は、ティナーシャに気づくと驚きの声を上げる。

「ティナーシャさん、こんなところにいらしたんですか！　今みんな貴女あなたを探してますよ！」

「え」

　ばつの悪い顔になったティナーシャの頭を、オスカーがぽんぽんと叩く。

「遊んでるからだ。説教だな、きっと」

「それどころじゃないんですよ！　人が殺されました！」

「え？」

　ラザルの言葉に今度は二人の驚きの声が揃った。




※




　ラザルが二人を案内してきたのは、普段人のほとんど通らぬ城下の路地裏だ。

　薄暗い行き止まりに、兵士や魔法士たちが集まっているのを見て、オスカーは声をかけた。

「死体は見られるか？」

「殿下……こちらです」

　人の中から宮廷魔法士長のクムが現れる。彼はオスカーを手招くと地面に掛けられた黒い布を持ち上げた。──そこにあったのは人間の原型を留めていない、ただの黒焦げの肉塊だ。

「うっ……」

　ラザルを初め、遺体を見てしまった人間たちが口元を押さえて後ずさる一方、オスカーは平然と、ティナーシャは目を細めて、かつて人間であったものを観察した。オスカーが周囲に問う。

「誰だか分かっているのか？」

「魔法士のテミスです。装飾品が焼け残っていました」

「あ！」

　ティナーシャの声に周囲の視線が集まった。オスカーは複雑な表情をしている彼女を見下ろす。

「知っているのか？」

「今日、隣を担当していた方です。挨拶しました」

「そう、それで貴女を探していたんですよ、ティナーシャ殿。テミスの光球が消えて死体が発見されるまでの三十分間、貴女の光球は灯っていたにもかかわらず、術者である貴女は濠の前から姿を消していた。……いったいどこにいたんですか？」

　クムの声が、祝祭も終わりかけた街に朗々と響いた。




　テミスの光球が消失したのは、子供が濠から助けられてしばらくした後だ。

　ちょうどその時、彼の恋人が濠に訪ねてきて不在に気づいたが、その時はまだ当番終了の時間ではなかったため、付近にいるだろうと思われていた。ただそのまま彼は見つからず、三十分後には濠から少し離れた路地裏で死体が発見された。

「私、かなり怪しいですよね」

「第一容疑者じゃないか？」

　そう意見が一致しながらもどこか緊張感のないオスカーとティナーシャは、小声で囁きあいながら、他の将軍や魔法士の後ろについて謁見の間に向かっていた。

「まぁいざとなったら正体を明かせばいいんじゃないか？」

「それはそれで犯人よりひどい目に遭いそうなんですが……」

「大丈夫だ。ちゃんと守ってやる」

　正体が魔女だとしても、オスカー自身が彼女を請うて連れ帰ってきたのだ。要らない罪をかぶせるつもりはないし、見たところ彼女は人に害をなすような性格ではない。紙細工一つで嬉しそうにしているただの少女と変わらないのだ。少なくともオスカーの目にはそう映っている。

　彼は安心させるように、小柄な魔女の頭をぽんぽんと撫でる。子供にするのと変わらぬそんな仕草に、ティナーシャは物言いたげな視線を向けたが、結局は何も言わなかった。

　長い廊下が終わり、一行は謁見の広間に辿りつく。将軍や魔法士たちは頭を下げたまま入室し、王座を前に左右に分かれて並んだ。ティナーシャはその中央に、オスカーは王座のすぐ傍に立つ。

　部屋に入ってきた王は、五十歳を少し過ぎたばかりの比較的若い王だ。オスカーに似てはいるがその雰囲気は柔和で、優しげな目にはティナーシャのかつての契約者の面影がある。

「君が、息子の連れてきた魔法士か」

　王はじっとティナーシャを見つめる。彼女はその視線を物もの怖おじもせず受けた。

「どこかで会ったことあるかい？」

　その質問にオスカーとティナーシャはぎょっとしたが、二人とも表情には出さない。青き月の魔女は、七十年前ファルサスを去って以来、この国に姿を現したことはない。しかし或あるいは王には、かつての王を契約者として戦線に立った魔女のことを、伝える何かがあるのかもしれなかった。

　だが今はそれを気にしている時ではない。ティナーシャは鮮やかに微笑む。

「いえ、お初にお目にかかります。ティナーシャと申します」

　彼女は片足を後ろに引くと膝を深く折って礼をした。その流麗な動作に場が自然と惹ひきつけられる。王はそれでも何か引っかかるものがあるのか首を傾げていたが、左右に控える一同を順番に見回し、最後に再びティナーシャを見ると口を開いた。

「魔法士が一人殺されたそうだが、君は関与している？」

「いいえ。あずかり知らぬことでございます」

　彼女は揺るぎなく即答した。誰のものとも分からぬ溜息が場に満ち、ざわめきが起こる。

　王は傍に立つオスカーを見上げた。

「任せるよ。適任者を選んで収めなさい」

「分かった」

　王は席を立ち奥の扉から出て行く。その背を一同は、深く頭を下げて見送った。







　オスカーと文官たちは祝祭の残務のために出て行き、別室にはアルスを初め事件の対応にあたる人員が集まった。テーブルを囲む彼らの間で、死体の状況や時系列が矢継ぎ早に確認されていく。

　ティナーシャはその中央で、怯むでも開き直るでもなくただ自分を追及する話を聞いていた。

「担当の場所にいなかったということが、何より怪しいじゃないか」

「一体どこで何をしてたやら」

「そもそも本当に宮廷に仕えられるほど魔法を使えるのか？　光はランプか何かじゃないだろうな」

「あ、あれは魔法の光だ。俺見たし」

　そう言って手を挙げたのはアルスだ。

「途中から光量が増したし、間近で見たけど魔法の光球だった」

　初めて出た彼女を肯定する言葉に、他の者たちは一瞬言葉を詰まらせる。その気まずい沈黙を打破してメレディナが続けた。

「あの子供が溺れてた時には、まだテミスはあそこに居たわよね」

「ああ、確かに見た覚えがある。ローブで顔は見えなかったけど、手を挙げて挨拶したから。腕に黒い魔法の紋様が入ってるのをちゃんと見たよ」

「だ、だが……彼女が確かに魔法で光を維持してたというなら、何故近くにいなかったのか、それが問題だろう。別の魔法士とすり替わってたのかもしれない」

　一連の話を他人ひと事ごとのように聞いていたティナーシャは、ふっと雑踏でのことを思い出す。

『離れない方がいい。面倒事に巻きこまれるよ』

　あの忠告が彼女に向けられたものだったとしたら、言われた通りの事態になってしまった。ひょっとしてあの魔法士は、テミスが殺されることを知っていたのだろうか。

　考えこむ彼女に、疑念を含んだ視線が集まる。だがそこで魔法士長のクムが口を開いた。

「結論を急ぎ過ぎだ。彼女は塔出身の魔法士だ。我々の知らない技術があってもおかしくない」

　もうすぐ老齢に差し掛かる彼は、剃そられた色黒の頭を撫でつつティナーシャを見る。

「そもそも途中で光量を増やしたということについても、簡単にできることではないだろう。元々長時間維持することを意図して作られた光球だ。不意の出来事に対応して光を調整するなど、この中の何人もできることではない。離れた場所から光球が維持できるくらいは驚かんよ」

　彼の対応の柔軟さに、ティナーシャは少し感心する。さすがは何十年もファルサスにあって不動と言われる魔法士だ。その強さと高い判断力の評判は、使い魔を経て時折塔に届くことがあった。

　同時にティナーシャは、どこまで自分の手の内を見せるべきか考え始める。

　その時、入り口の扉が開いてオスカーが入ってきた。

「どうなった？」

「今、彼女に詳しいことを聞こうかと……」

「どこで何をしていたんです！」

　クムの言葉に重なって、先ほど制された魔法士がティナーシャに詰め寄る。

　だが──その魔法士を、闇色の目が一瞥した。底知れなさを宿した眼めに、男はびくりと硬直する。

　オスカーが無造作に答えた。

「俺と一緒にいたぞ。ラザルも見てる」

　その事実に一同が大きくざわめいた。

　クムは目を丸くし、メレディナは一瞬顔を引きつらせた。アルスはそれに気づいて肩を竦める。

　しかし波紋を作った張本人は、臣下たちの驚きにまったく頓着せず彼らを見回した。

「違う答えに固執して時間を潰すな。犯人はこいつじゃない。俺が保証する。……ティナーシャ！」

「あ、はい」

　ティナーシャは苦笑すると立ち上がった。自分の両掌を周りの人間に見せる。

「私は確かにクム師の仰る通り、少し変わった種類の魔法を操ります。光球など精霊系の魔法はわりと得意なので……これくらいのことはできます」

　彼女の手の中に光球が出現した。それは一度天井まで浮かび上がると、滑るように窓に向かい、その隙間をすりぬけて夜の彼方かなたまで飛んで行く。見えなくなるほど遠く、小さくなるまで、その光を失わない光球に、人々は長さの違う溜息をもらした。

「持ち場を離れたのは軽率でした。このようなことになって、誤解されることもやむを得ないと存じます。本当に申し訳ありません」

　深く頭を下げた彼女を、皆がばつの悪そうな顔で見やる。

　オスカーはその空気に一息つくと、一人暢気な顔をしているアルスを名指しした。

「アルス、お前が調査しろ。メレディナも手伝ってやれ」

　その命令に、二人は顔を見合わせると恭しく一礼した。




※




　調査を命じられたアルスとメレディナは、日付が変わったばかりの深夜、再び現場を見るために人通りの減った城下を歩いていた。メレディナが夜に浮かぶ城を振り返る。

「本当に彼女が犯人じゃないのかしら。だって光球がついててもその場を離れられるなら、より怪しくなっただけじゃない？」

「メレディナは、殿下が彼女を庇かばってると思ってるのか」

　私情を抜きにしてもそう疑うのはもっともだ。だがアルスは小さくかぶりを振る。

「当然の可能性だろうけど、俺はそうは思わないな。ラザルも言ってたし、彼女が殿下と居たのは本当だろう。それにちょっとな……違和感を覚える」

「違和感？」

「勘だけどな。彼女はもっと本当は──怖い人間なんじゃないだろうか」

　メレディナは場違いな言葉を笑い飛ばしかけて、だがアルスが真剣な顔をしていることに気づいたらしい。男の顔を覗きこんだ。

「どうしたの？　本気？」

「本気。ほら、さっき彼女に詰め寄ろうとしてた魔法士が硬直しただろ？」

「え、そんなことあった？」

　怪訝そうな幼馴染は、あの時のティナーシャを見ていなかったようだ。これでは他に気づいた者もいないのだろう。肌に突き刺さるような圧力。あの闇色の瞳が夜の深遠に見えた感覚は、だが紛れもない本物だ。彼女が本当に人を殺したいと思ったなら、おそらく場所や人など関係ない。もっと跡形もなく、或いはもっと公然と行うはずだ。それができる人間だ。

「殿下はそれをご存じなのかな……」

　考えこんでいたアルスは、通りの先にいる魔法士に気づいて顔を上げた。小柄な魔法士は二人に向かって頭を下げる。

「お待ちしてました」

　彼は死体を検分した魔法士でカーヴと名乗った。クムと共に先ほどまで検死をしていた彼は、二人と並んで歩きながらその結果を説明してくれる。

「死因は毒殺のようですね。焼き損ねた吐と瀉しゃ物ぶつが路地に少し残っていたんですが、そこから毒が出ました。古い魔法薬の一種でリマスといいます。無味無臭の液体で、服用すると、嘔おう吐とと、あと全身が充血して鼻血が出たりしますね。その後、数分で死に至ります」

「手に入りやすい毒なの？」

「知識があれば作れる代物です。探せば売ってるかもしれませんが、ファルサスでは無理でしょう」

「じゃあたとえば、うちの魔法士ならみんな作れるか？」

「技術的に言えば五割くらいの人間は作れます。ただ、私は魔法薬が専門なんですが、誰かを殺したいと思った時にリマスは作りません。昔の魔法薬ですからね、手順や材料が面倒ですし、作成に使う魔法構成自体も精霊魔法の影響が色濃くて……。今はもっと簡単に作れる毒薬があります」

「なるほどなあ」

　アルスは顰めた眉を指でほぐしながらカーヴに確認した。

「で、被害者がバラバラになってたり焼けたりしてたことについては？」

「死体をばらしたのは死後しばらく経ってからです。出血があまりなかったのはそのせいですね。首・両腕・両脚は切り落とされ、胴体は二つにばらされています。いずれも斧おのか何かを振り下ろして切断したようです。一回で切れてるところと数回やってる部分とありますね。で、その後焼却です。油をかけた後火をつけてますね」

「壮絶だな」

　現場の路地裏には警備兵以外の姿はなかったが、辺りからは風に乗って笑い声や弦の音が聞こえてきている。しかし、肝心の殺害場所は通りからは死角になっている上、行き止まりの場所だ。左右の建物には窓が無く、祝祭の空気から隔絶されているようにさえ思える。焦げた地面を見ると静寂に死の匂いが漂っていた。

「最初に死体を見つけたのは誰だ？」

「うちの魔法士です。テミスを探していて見つけました。テミスの恋人にも見つかっちゃって半狂乱になったらしいですよ。とりあえず今は城で休んでもらってます」

「あの状態じゃ無理もないわね……」

　メレディナは寒気でもするのか自分を両腕で抱きしめた。彼女はふと顔を上げて、幼馴染がいつの間にか隣にいないことに気づく。アルスは現場から少し戻って、通りの方を覗きこんでいた。

「アルス？　何見てるの？」

「いやー……濠の中もちょっと見てみたいな。でももう暗いから明日か。明日濠を見て、話を聞いて、それで殿下に報告に行く」

「え!?　犯人が分かったの？」

「いや全然」

　がっくりする二人をよそに、彼は星が浮かぶ空を見上げる。

「例えばさ、死体をバラバラにしたり焼いたりするのって何故だと思う？」

「何かの儀式？」

「怨恨ですか？」

　ほぼ同時に違う答えを出してくるメレディナとカーヴに、アルスは首を横に振ってみせた。

「俺が疑うなら、『入れ替わり』か『処理のしやすさ』だ。……まぁ今日はもう帰ろう。いい加減酒飲んで寝たい」

　アルスは首をさすりながらどんどん歩き出す。

　メレディナは慌ててその後を追った。隣に並んだカーヴに彼女は尋ねる。

「そう言えば、殺された人はどういう人だったの？」

「テミスですか。強いて言えば……要領のいい人でしたね。何でもさらっとこなしてて、女性受けもいいですよ。愛想や面倒見もいいし、特に恨まれたりはしてなかったです」

「ということは、動機から絞るのは難しいか」

　先を行くアルスがそんな感想を漏らす。幼馴染の思考を補うようにメレディナは質問を重ねた。

「人柄以外はどうなの？　利害関係とか」

「城内で言うなら、彼が死んで得をする人は思いつきません。そもそも宮廷魔法士は皆違うことを研究してますし……。出世も争うという感じではないですからね」

　同じ宮仕えでも、集団行動が主である兵士と、個人行動が主である魔法士は気風からして違う。

「テミスの研究内容は？」

「魔法湖と精霊魔法です。魔法湖は中でも旧ドルーザ領にある魔法湖を扱っていたようです」

「魔法湖って何？　魔法でできた湖？」

「湖と言っても水があるわけではないんです。ただ魔力が地中にかなりの濃度で停滞している場所というのが、大陸には幾つかあるんですよ。それが魔法湖です。テミスは中でも、七十年前の戦争の舞台となったドルーザの魔法湖の調査をしていました。月に一度はあそこに出かけてましたよ」

「七十年前の戦争ってあれだろ、魔獣と魔女が戦ったっていう」

　ファルサスにとって、七十年前の隣国ドルーザとの戦いは忘れられない歴史の一つだ。

　ある日攻めこんできたドルーザは、魔法士たちを駆使して当時の軍を苦戦させ、ファルサスはその猛攻の前に一度は国土へかなりの侵攻を許した。

　中でも最悪だったのは『魔獣』と呼ばれる巨大魔法兵器で、突如戦線に現れたこの生き物は、圧倒的な破壊力を以てファルサス軍を蹂じゅう躙りんした。なす術すべもない程強大な相手に、将軍たちも魔法士たちもみな絶望を感じたのだという。

　だが当時の王レギウスは、その戦線に最強たる魔女を呼んだ。

　彼女はそして、契約者の願いを受けて最悪の魔法兵器を退けることになる。結果、ファルサスは勝利はしたが、かなりの人的被害を受けて復興に三十年を費やすことになった。一方敗北したドルーザは、政情の不安定さもあってか急激に衰退し、今は四つの小国に分裂してしまっている。

　歴史上有名な魔法兵器の話に、アルスは顔を顰めた。

「あの魔獣って、死んでないらしいじゃないか。そんなところ行って危なくないのか？」

「だから行ってたんですよ。魔獣の封印が解けそうになれば、魔法湖に影響が出るはずですから」

「うーん……。それ絡みだとしたら話が大きすぎるな。犯人の見当がさっぱりつかない」

「さっき分かったようなこと言ってたじゃない」

「怪しいって言っただけだから。それもやり方だけだ。犯人の方は全然」

　アルスはお手上げとでも言うように肩を竦めて見せる。メレディナは呆れて溜息をつくと、気を取り直してカーヴを振り返った。

「もう一つの研究内容っていう精霊魔法の方は？　精霊術士だったの？」

「違います。精霊術士って非常に稀き少しょうなんですよ。それに閉鎖的ですし。うちには精霊魔法を使える人間は何人かいますが、純粋な精霊術士はいません」

「そうなの？　純粋な精霊術士って何が違うの？」

「魔法の威力が全然違います。精霊術士は自然物を操ることに長たけていて、小隊分も人数がいれば一国と戦争できますよ」

「うわ、すごいなそれ」

「その代わり、彼らはほとんど歴史の表に現れません。生来の素質も必要ですし、精霊術士って純潔が条件なんです。純潔でなくなればその力は失われます。なので少人数で固まって、あまり外部の人間と関わらないで生きてるみたいですね。テミスはその精霊魔法を解析しようとする試みもしていたようです。彼が入れていた紋様も精霊魔法のものですよ」

「あーあれか。研究熱心だったんだな」

　アルスは腕一面に彫られていた黒い紋様を思い出す。そうしているうちに城門はすぐそこだ。

「まあ明日、殿下のところに報告に行ってみるか。お知恵を拝借しよう」

　アルスの言葉に応えて、その晩三人は解散した。




※




　執務室にお茶のよい香りが漂う。それを淹れたのは、王太子の守護者である魔女だ。ティナーシャは執務机にカップを置くとぼやいた。

「塔を下りてすぐに殺人容疑ですか……本当地上にいるとろくなことがないっていうか……」

「やってないんだから胸張ってればいい。誰かが何か言ってきたら俺が対処する」

「それ、貴方への風評被害が発生しますよ」

　いくら王太子と言っても、無理を通せば反動は生じる。それよりは関係者全員の記憶を弄った方がマシだろうか、とティナーシャは悩んだ。一方の契約者は、祝祭の事後処理が山積みらしく、事件とは無関係の執務に忙しいようだ。魔女は茶器を片付けると、何もない空中で足を組んだ。

「とにかく、自分のことは自分で何とかしますので、何だったら私が片付けますよ」

「お前に任せると無茶苦茶しそうなんだが。全員の記憶を弄るとか」

「心を読むな！」

「本当にそんなことができるのか……」

　オスカーが呆れ顔になったが、さすがにそれは最後の手段だ。答えない魔女に彼は苦笑した。

「とりあえずこっちが何とかするから待ってろ。契約者としてそれくらい責任は果たさないとな」

「責任って。どうせ一年しかいない城なんですから、このまま悪評が立っても気にしませんよ」

「そうは言っても、お前は将来の王妃だぞ」

「ならないよ！　勝手な未来を作るなよ！」

　心の限り否定すると、オスカーは楽しそうに笑い出す。そんな契約者に魔女は白眼を向けた。

「大体それ、どこまで本気なんですか。冗談で絡んでくるなら疲れるからやめてください」

「全部本気だから安心しろ。魔女って言う割にまともだし一生退屈しなそうだ。ちょうどいい」

「そんな理由で……」

　恋情や崇拝の目を向けられても困るが、「面白そうだから」で求婚されても迷惑度は変わらない。むしろ拒否の言葉がこたえない分たちが悪い。頭を抱える彼女に、オスカーはペン先を向けた。

「それより、お前は見当がついてないのか、例の犯人」

「んー……引っかかるところはいくつか。でも確証もないですし、私が出張ったら不審ですからね」

　どちらかと言うと、今気になっているのは雑踏でかけられた忠告の方だ。もしあの男が事件に関わっているなら、既に城都を逃げ出してしまったかもしれない。追跡をかけておけばよかったとティナーシャは後悔する。

　そんな彼女の内心を見透かしているように、オスカーは微笑した。

「まあ、任せとけ。何とかできそうな面めん子つに任せてあるから」

「武官に謎解きをさせる貴方がひどいです」

　彼女の声が聞こえたのかどうか、ちょうど執務室の扉が叩かれる。二人は顔を見合わせると、ティナーシャが右手を払った。たちまちその姿が見えなくなる。煩わしい詮索を嫌って、不可視の魔法をかけたのだろう。一瞬のことにオスカーは感心した。

　入室してきたアルスは、執務机の前に立つと調査の概要報告を始める。その一通りを聞いたオスカーは、臣下にからかうような笑みを向けた。

「犯人が分かったのか？」

「やり方はおそらく。犯人の方はさっぱりです」

　あっさりとした返事に、オスカーはかえって機嫌よく笑う。

「じゃあそのやり方を聞かせてもらおうか。ああ、全員集めた上でだ。皆の反応が見たい」

「かしこまりました」

　アルスが退出すると、オスカーは無人の部屋に声をかけた。

「だそうだ。お前も来るといい。ティナーシャ」

　返事はなかったが、すぐ傍で溜息をつく気配がしてオスカーは可笑しそうに笑った。







　関係者が集められたのは、魔法実習用の演習室だ。

　部屋には被害者と親交があった、もしくは間接的にでも関係がありそうな人間が集められた。

　とは言え、テミスに血の繫がった親類はいない。城の者以外で関係者は彼の恋人だけだ。

　部屋の一番奥にはオスカーが座り、他の者も円状に座す。ティナーシャは輪の外、オスカーの背後で壁に寄りかかるように立ち、その向かい側にはテミスの恋人であったフューラが座った。

　場を取りしきるオスカーは、一同を見回す。

「さてじゃあ、皆揃ったようだ。アルス将軍の調査、推論を聞いてもらおう」

　オスカーはそれだけ言うと、左に控えるアルスに場を譲った。アルスは一歩円の内側に入る。

「まず、当日起こったことを確認します。テミスは濠に光球を作成した後、ティナーシャ嬢と会話をしています。その後しばらくして、ティナーシャ嬢の担当区域で子供が溺れる騒ぎがありました。その際、彼も目撃されています。したのは主に俺ですが。少し離れたところから手を挙げて挨拶する魔法士を確かに見ました」

　彼は自ら右手を挙げて、その時の様子を再現した。

「その後、そちらの彼女……フューラ嬢が訪ねてきて、テミスがいないことに気づきます。彼女は周りの魔法士に彼について尋ね、皆が彼の不在に気づいた時ちょうど光球が消滅。その後の捜索でテミスの遺体が発見されました。結果として、光球が消えた後から遺体が発見されるまでの約三十分間のどこかで殺害された、という話になったわけです。で、その時不在だったティナーシャ嬢に疑いがかかった。けど、たった三十分で人を殺して遺体を焼くのは、本当に可能なことだったのか」

　アルスはカーヴに目配せをする。それを受けてカーヴは隣室に出て行った。

「だから俺は今日、テミスの担当していた濠の区域に潜りました。まさか、二日続けて濠に潜ることになるとは思ってもみませんでしたが……そこで、あれを見つけたわけです」

　カーヴが部屋に戻ってくる。彼が手に提げているのは、何の変哲もないランプだ。ただ一つ、変わっているのは、それが大きな硝子球の中に封じこめられているということだ。

「これと同じものが等間隔で六つくらい底に沈んでました。魔法には硝子操作の構成があるらしいんで、そうやって作ったんでしょう。もちろん硝子球は密封されてるんで、中には水は当然火種も入りません。けど魔法でなら外から火をつけることはできるはずです。そうですね、クム師」

「……ああ」

「中の空気量や蠟ろうからいって、ある程度の時間が経てば火は自然に消えます。テミスの光球が一度消えて再点灯したという情報はありませんし、最初から彼の光球はこの硝子球だったのでしょう。彼はティナーシャ嬢に『しばらくはこの辺りにいるから』と言ったそうですよ。本来ずっとそこにいるはずの彼は、しばらくしたらその場を離れるつもりだった。光を魔法で維持していないのは、ティナーシャ嬢ではなくテミスの方だったんです」

　参加者の、声にならない息が場の空気を揺らした。オスカーは足を組んで、さりげなく聞きながらも全員の反応を観察している。ティナーシャは目を閉じてただ話を聞いていた。

「これによって、光がついていても、テミスがその場に生存しているわけではないということになりました。では殺害が行われたのはいつなのか……。ここで俺はある推論をお話ししたい」

　アルスは一度目を閉じ、考えをまとめると話し始める。

「犯人はおそらくテミスとあらかじめ約束していたんでしょう。前もってランプを二人で用意し沈めておいた。そしてテミスはそれに火をつけ偽装した後、犯人に会うためにその場を離れました。その後、路地裏で毒殺されたわけです。──彼が殺された時、蠟ろう燭そくの光が消えるまではまだ余裕がありました。でもそこで予想外のことが起こった……子供が溺れる騒ぎがあったんです」

　彼はメレディナを見た。彼女はきょとんとした目で彼を見返してくる。

「あの時既にテミスは死んでいた、こう仮定してはどうでしょう。現場からちょっと角を曲がると、建物越しに濠の様子が窺うかがえます。犯人はそのこともあって場所を選んだのでしょうが……その人物は騒ぎに気づいてかなり焦ったはずです。人が潜れば光球が魔法の光でないことに気づかれてしまう。そうでなくても騒ぎになればテミスがいないことに気づかれるかもしれません。犯人は慌てて、テミスのローブをかぶり濠へ戻った。そして潜られた場所がテミスの担当区域ではないことを確認し、更にテミスの振りをして俺に挨拶をしてみせた。危機を見事好機に変えたわけです」

「いや待ってくれ」

　クムが手を上げて話を遮った。一同の注目がそちらに向く。

「アルス将軍だったからよかったものの、腕を挙げたんだろう？　魔法士ならばその紋様がテミスのものじゃないと気づいたはずだ。そんな危ない橋を渡ったのか？」

「だから──テミスの腕を挙げたんですよ。解体してあったでしょう？　腕以外はローブの下に隠せなかった。だから腕だけ持ってきたんです」

　アルスの言葉にほぼ全員が絶句した。犯人の大胆さと合理的な凶行がその場を震しん撼かんさせる。メレディナは緑の目を丸くして、わずかに開いた唇から言葉にならない息を漏らした。

「犯人はその後現場に戻ると、腕を切り取ったことに気づかれないよう他の部分も解体した。そして、発見された時に血の乾き具合などから殺害時間が絞られないように、もしくは毒物を判別できないように、遺体に油をかけて焼いたわけです」

　アルスは、どこか冷ややかな目で床に視線を落としながら続ける。

「こう考えると、犯人の絞り方はまったく異なってくる。その人物はテミスと親しく、テミスの光が消えるまでの間不在がちだった人間で、そして光が消えた後はおそらくあえて所在を明確にしている。そんな人物だと推察されます。俺の調査と考えはここまでです」

　アルスは振り返り、オスカーに向かって一礼すると自分の席に戻った。

　場にはそれぞれがお互いを探り合う重い空気が漂う。その中でオスカーは口を開いた。

「ご苦労だった。さて諸君、心当たりはあるか？」

　気まずい緊張が満ちる。誰もが自分の無実や他人の疑惑を口に出そうとしてできないままだ。

　そんな中、オスカーは既に答えが分かっているかのようにある人物を注視していた。その人物はアルスの話の途中から、驚くわけでもなく妙に落ち着き払って床の一点を見ている。

　どう切りこもうかオスカーが思案した時、背後から守護者の細い声が響いた。

「貴女、精霊術士ですね。元かな？　テミスに紋様を授けたのも貴女でしょう？」

　ティナーシャにそう言われて、顔をあげたのはテミスの恋人のフューラだった。




　精霊術士──それは存在からして稀少な、魔法士の一種だ。

　そうであることをフューラへ指摘したティナーシャの言葉に、周囲は騒然となる。驚く魔法士たちを代表してクムがティナーシャに問いかけた。

「何故分かる？」

「何故って……私もそうですから。精霊術士かどうかは、元であっても見れば分かります。あとテミスの紋様は精霊魔法が専門じゃない人にはかけられない難度のものでしたよ。お会いしたことない精霊術士が城にいるのかと思っていましたが、どうやら違うようですね」

　そこで一旦言葉を切ると、ティナーシャはどこか悲しげにフューラを見つめた。

「貴女がその純潔と力を捧ささげたのは彼でしたか？　貴女はそれを後悔しているのですか？」

　フューラは、まっすぐにティナーシャの闇色の瞳を見返した。そこには空虚な意志の力がこもっている。やがて彼女はにっこり微笑むと、口を開いた。

「森を出て……こんな異国まで来て精霊術士に会うとは思ってもみなかった。これは誤算。見ただけで分かるなんて、相当強力な精霊術士のようね。疑惑をかけられることになって御免なさい」

　彼女の目には、凪ないでいる水面のような静けさがあった。寿命を終え死に行く老人に似た、透き通った諦観が全身を覆っている。

「多くを語るつもりはないわ。正当化するつもりもない。ただ私は……魔法を使えなくなった私を見下す彼の目が耐えられなかった。彼の優越感を受け止められなかったし、彼の体を見る度に、私のかけた守護の……私の浅はかさを見るようで、それが厭いやだった。私は私の矜きょう持じのために彼を殺した。それだけのことよ」

　その声は、理解も同情も必要としていない、彼女自身の言葉だった。




※




「──結局、死体を切断したのは、子供の騒ぎが収まった後だったのね」

　王太子の執務室に集まっているのは、部屋の主人の他にクムとアルス、メレディナとティナーシャだ。フューラへの聞き取りはあらかた終わっており、彼女は暫定的に収監されている。

　ティナーシャは茶器にお湯を足しながら、メレディナの述懐に応えた。

「紋様が出るような魔法は、精霊魔法に限らず、最低でも術者が生きている限りその効力を保ちます。彼女の場合もだから、精霊術士としての力を失っても紋様は機能し続けた。本来の力がなくなってもかけた本人ですからね、紋様を一部自分の体に移し変えるくらいはできたそうです」

「女の腕だって、何で気づかないのよ」

　メレディナにつつかれてアルスは頭を抱えた。それをクムが宥なだめる。

「ああいう強烈な印象があるものが目に入った場合、人は意外とそれしか頭に入らないものだよ。ましてや遠目じゃ仕方ない」

「騒ぎに気づいてから腕を切り落とすのは無理だろう。間に合わん。あの女があらかじめ用意していたのは、紋様を消しても分からなくするための焼却準備だけだったというわけか」

　オスカーは組んでいた足をほどくと、ティナーシャから菓子皿を受け取った。アルスは更に頭を抱えている。メレディナはそんな幼馴染を無視して問いかけた。

「では何故死体を解体したんでしょう。そのままにした方が、かえって入れ替わりがばれなくて済んだんじゃないでしょうか」

　その疑問に答えたのはティナーシャだ。

「彼女にとって入れ替わりがばれるかどうかは賭けだったみたいですね。濠に沈んだランプも回収できませんし、誰かが勘付く可能性も考えたでしょう。手を挙げたのがテミスではないのではと疑われた時、遺体の腕が切り取られていたなら皆に可能性がある。でも切断されていない場合、紋様を移すにしろ新しく描くにしろそれができるのは精霊術士しかいないわけです。精霊術士であった自分に誇りを持っていた彼女は、万が一でも同胞に疑いが向くことは避けたかった。まぁ今回はそれが災いして、逆に入れ替わりに気づかれたわけですが」

「見事に引っかかってるじゃない」

　メレディナの冷たい言葉にアルスは顔を上げられない。主君が笑って仲裁する。

「そう苛いじめるな。アルスのおかげで解決に漕こぎ着つけたわけだからな。早い解決で助かったぞ」

　アルスは改めて深々と頭を下げた。明らかになった真相に、しかしクムは苦い顔のままだ。

「ですが、テミスは私に彼女との結婚の予定を相談してきていたんです。彼は本当に、彼女をそんな風な見下す目で見ていたんでしょうか」

「それが本当なのか、それともあの女の妄想なのかは、もう誰にも分からないさ」

　オスカーはそう締めくくると広げられた書面に署名した。




　魔女を除いた三人は、話が終わると仕事に戻るために執務室を出て行った。黙々とカップを片付けていたティナーシャは、ぽつりと呟く。

「なんで私は女官のようなことをしているんでしょう……」

「お前の淹れる茶が美味うまいからじゃないか？」

　オスカーの返事に、彼女は釈然としない顔で、お茶を載せた盆を壁際の台に置いた。

「捕まった彼女はどうなるんですか？」

「親おや父じの決めることだからな……。でもすぐに処刑などにはならないだろう。魔法士たちは色々聞きたいこともあるみたいだ」

　ティナーシャはそれを聞いて、痛々しいものを見るように自分の手の中に目を落とす。

「精霊術士は大きな街に出てくることがほとんどありませんしね」

「お前は大丈夫なのか？　手の内を見せて」

「のらくらかわしますよ。それに不本意ながら、貴方のお気に入りだと皆に認識されたようです。あからさまなことはしてこないでしょう」

「よかったじゃないか」

「よくない！」

　彼女の返答にオスカーは喉を鳴らして笑いながら別の書類に手をつけていく。ペン先をインクにひたしたところで、彼はあることを思い出して顔を上げた。

「そういえば、お前も精霊術士ってことは、純潔じゃなくなると魔女の力もなくなるのか？」

　ティナーシャはテーブルを拭きながら、「あぁ、その話ですか」と微笑んだ。

「それ本当なんですけど俗説です。実際は性交渉を行うと魂が混じりやすくなるんで、精霊魔法の実行に以前の数倍の魔力を要するようになるだけです。でもそうなると実際ほとんどの術者は精霊魔法が使えなくなっちゃうんですね。簡単なものだったら別ですが……。殺害に使われたリマスも彼女自身が調合したんじゃないでしょうか。あれは構成自体は簡単ですから」

　彼女はそこで言葉を切ると、テーブルを拭き終わった布を畳んでお茶の盆まで置きに行く。手ぶらになると執務机の前まで戻ってきて肩を竦めた。

「私なんかは元々の魔力量が違うんで、あまり困らないんじゃないですかね。精霊魔法しか使えないわけじゃないですし。そりゃかなり大きな術を使う時には苦労しそうですが」

「ほう、それはよかった」

　そこまできて、ティナーシャはようやくオスカーの意図に気づいてハッとした。慌てて机を回って彼に詰め寄る。

「いや今の噓。困ります。かなり困る。魔法使えなくなっちゃいますよ」

　彼はティナーシャの必死さも意に介さず、からかうように笑っている。

「そうなったらそうなったでいいじゃないか。俺がちゃんと責任とって守ってやるぞ」

「よくないから！」

　その時──執務室の扉が激しく叩かれた。兵士が一人駆けこんでくると、息を切らせて叫ぶ。

「魔法士殺害のため投獄されていた女が自殺しました！」

　それを聞いてティナーシャが息を吞のむのを、オスカーはすぐ耳元で聞いた。




　フューラにあてがわれた小さな部屋には、既にクムとアルスも到着していた。

　部屋の中央には、うつぶせに倒れた女がそのままになっている。彼女は右手に小瓶を握っており、辺りには血が僅かに飛び散っていた。

「殺害に使われたのと同じリマスを服用したようです。食事を絶っていたのか吐瀉物はありませんでしたが、目と鼻から血が出ていました」

「持ち物を調べなかったのか？」

「調べたのですが、その時は発見できなくて……」

　見張りの兵士が状況を説明している間、ティナーシャはフューラが握り締めている小瓶を覗きこんだ。白い指を伸ばして、瓶の口にのこっている雫しずくを掬すくい取とる。

　他の者は皆オスカーを中心に集まっており、彼女の行動を見み咎とがめる者はいない。ティナーシャは口の中で小さく詠唱すると、指の上の毒薬に向かって構成を注ぎ始める。




　皆に指示を与えたオスカーは、部屋から出てすぐ、廊下で待っていた彼女に手招きされた。小柄な魔女に応えて身を屈めると、ティナーシャは軽く背伸びして耳打ちしてくる。

「フューラの周囲をもう一度調べさせた方がいいです。あの毒薬を作ったのは彼女ではありませんでした。彼女にはおそらく協力者がいます。──あるいは、別の目的を持つ黒幕が」

　オスカーは真面目な顔で頷くと、兵士に命令を出すために部屋の入り口に戻っていく。

　一人になった魔女は深い溜息をついて、その場を離れた。







　再度の調査により、一月ほど前からフューラの周りに怪しい老人が出入りしていたということが報告された。更にフューラが自殺した当日、やはり見慣れぬ老魔法士が城内を歩いていたことも。

　それらの証言を付き合わせると、どうやら同一人物ではないかという結論になったが、肝心の老人の足取りは摑むことができなかった。不穏の残る結末に、オスカーは気分の悪さを覚える。

　フューラの遺骸は、ティナーシャが引き取ってどこか遠くの森に埋葬してきたようだ。

　男のために力を捨て、そして自分の矜持のために男を殺した孤独な魔法士にティナーシャが何を見たのか──彼女は結局、何も語ることはなかった。







３．夜の透明







　よく晴れた日の午後、ファルサス城の尖せん塔とうの上には一人の少女が浮いていた。

　正確に言えば彼女は少女ではない。三百年以上続く「魔女の時代」を代表する一人、「青き月の魔女」ティナーシャだ。この二つ名は、かつてまだ彼女が塔に棲んでいなかった頃、月の冴さえ冴ざえとした夜に限って現れていたからという説もあるが、定かではない。

　ティナーシャは風に乱れる髪を押さえて、使い魔からの報告を受けていた。その調査は彼女が塔に棲むようになる以前からかかさず続けているものだが、芳しい報告が帰ってきたことは一度もない。どんな報告を待っているのかでさえ、長い時の中であやふやに思える時もある。

　魔女は目を細めて地平の彼方を見やる。遥か遠くに青い塔が小さく見える気がした。

「またお願い」

　首を撫でてやると、灰色の猫の姿をした使い魔は心地よさげに喉を鳴らす。

　──もうずっと無駄なことをしているのかもしれない。きっとそうだろう。

　彼女は自嘲の色も濃く微笑む。

　けれど、それでも魔女は世界に使い魔を放つ。とうに死んでいるだろう、一人を捜して。




※




　宮廷魔法士は、出仕している時間の多くを講義の聴講と自身の研究にあてているが、それとは別にあちこちから集まる細かい依頼を分担して消化していかなければならない。

　それら依頼は、毎朝講義室の廊下側の壁に難易度別に貼りだされているのだが、本来魔法士しか見ないはずのそこを、今は王太子が興味津々に覗きこんでいた。彼は傍らにいる守護者を手招く。

「ティナーシャ、面白そうだからこれを引き受けてみよう」

「なんで貴方が決めるんですか……」

　苦い顔になった彼女の正体は、この大陸最強の魔女だ。彼女の力量ならどの依頼であっても簡単にこなせるだろう。そう思って一枚を手に取ったオスカーは、内容を読み上げる。

「城都内での転移陣の設置だそうだ。実働期間は約一か月。城下に遊びに行けるぞ」

「遊びじゃなくて仕事ですからね！」

　ティナーシャは彼の手から紙を受け取った。真剣に文面を読む姿は、美しい少女にしか見えない。通りすがりの魔法士たちがそんな彼女に見惚れているのに気づいて、オスカーは内心苦笑する。

　──彼女の塔を訪ねることを決めたのは、五年も昔だ。

　自身に振りかかった呪いと向き合うために、彼がひたすらに勉学と剣の修行を続けていた頃のこと。「登りきれば願いを叶えてくれる」という塔の話は、彼にとってそれこそ魔法のように思えた。

　その日から彼女に会うことは一つの目標でもあって……だが実際の彼女は、想像からかけ離れたただの少女に見える。「魔女」の名から連想されるように悪辣でも理不尽でもない。口煩くちうるさくはあるが、それは面倒見の良さの裏返しだ。オスカーは小柄な彼女の頭に手を置く。

「面白そうだから俺もついてく。お前を一人にすると攫さらわれそうだしな」

「猫の子じゃないんだから平気ですって！　どさくさに紛れて城を出ないように！」

「と言われてもな……何かあってからじゃ遅いだろう」

　息を吞むほどの美貌に華奢な体つきは、不心得者の野心を誘うには充分だ。もし目を放して彼女が危険な目にあったら、契約者である自分の責任に他ならない。

　真剣に心配するオスカーに、ティナーシャは呆れた目を向けた。

「貴方の目に私がどう見えてるのか、一回ちゃんと話し合いたいですね」

「目は悪くないから大丈夫だ」

　彼女は善良で、頭が回って、我欲が少ない。妃きさきとしてはこれだけ満たしていれば充分だ。加えて彼女といるのは楽しい。ファルサスの臣民でないせいか、遠慮のない態度にかえって息が抜ける。

　──だから後は、彼女の気が変わるのを待つだけだ。

　そんな内心を隠しもしないオスカーに、ティナーシャは溜息をついた。

「ともかく、せっかく選んで頂いたのでこれを消化します。でも貴方は城にいるように。一人で充分ですから」

「あ、こら」

　オスカーは反射的に手を伸ばしたが、彼女の姿は詠唱もなく搔き消えてしまう。転移されたのだろう。離れたところで見ていた魔法士が、その技術に啞然としていた。

　取り残されたオスカーは、こめかみを搔くと踵を返す。どの道仕事は山積みなのだ。今のやり取りで少しは気分転換になった。彼は雲一つない窓の外を見上げる。

　そうして機嫌よく去っていく王太子の背を、魔法士たちは珍しいものを見るように見送った。




※




　ファルサスの気温は、日に日に上昇傾向にあるようだ。

　熱気にうだる城の訓練場で、アルスは若い兵士たちに稽古をつけていた。祝祭の一週間後で気が抜けているのか暑さのせいか、いまいち皆に締りがない。一旦休憩を取らせるべきか説教をすべきか迷っていた時、アルスは城の方から誰かが歩いてくるのに気づいた。

　近づいてくるその人物が誰だか分かって、彼は意表を突かれる。

「ティナーシャ嬢、殿下の使いか何かか？」

「何故私が」

　彼女は長い髪をまとめあげ、動きやすい軽装の上下を着ていた。むき出しになっている膝から下が異様に白くて、アルスは日焼けしないかと心配になる。

　ティナーシャは両手を組んで伸びをした。

「仕事は終わらせましたし、ちょっと日頃の生活に鬱憤が溜たまっていまして……。体を動かしたいんで、差し支えなければ私にも稽古をつけてください」

「また殿下に苛められたとか」

「あの性格は誰に似たんですかね」

　忌々しい、といった身振りで彼女は首を振ってみせる。

　──彼女がオスカーのお気に入りで、ことあるごとに構われているのは一部の間では既に有名だ。

　ある者は微笑ましく、ある者は気の毒そうにその様子を見守っているが、クムなどは折角城に精霊術士が入ってきたのに、オスカーがその力を失わせてしまわないかと気を揉もんでいるらしい。

　ほっそりした彼女の立ち姿に、兵士たちが気を取られているのが分かってアルスは苦笑した。

「ちょうど休憩にするつもりだったから、俺が稽古つけよう」

「感謝します」

　彼が兵士たちに休憩を言い渡すと、兵の半数は詰め所に戻ったが、残りの半数は見物に残った。ティナーシャはその中の一人から練習用の剣を借りる。

　アルスは幼馴染が非番であったことに安堵しながら、自分も練習用の剣を手に取った。

「剣は初めて？」

「昔ちょっとやったことがあります」

「それは意外」

　アルスは剣を構えると、準備運動も兼ねてゆっくりと彼女に打ち下ろし始めた。

　ティナーシャはそれを一合、二合と受けていく。勘のいい滑らかな動きは、かなり腕の立つ人間のものだ。徐々に剣の速度を速めてみると、難なくついてくる。

　──これはメレディナより上かもしれない。

　幼馴染の不機嫌な顔が思い浮かんで、思わずアルスは背筋が寒くなった。

　メレディナは性格のせいか真っ向から打ち合おうとするが、ティナーシャは相手の剣を正面から受け止めず、ほんの少し方向を逸らせて流している。小柄で非力な己の戦い方をよく分かっているのだろう。それをしながら彼女は、相手の体勢が崩れる瞬間を狙っているのだ。

　これが実戦なら、ティナーシャは機を見ると同時に素早い動きで剣を突きこんでくるだろう。

　もちろん実戦なら彼も負ける気はないが、他の兵士たちを相手にするよりは遥かにてこずるに違いない。──そんなことをアルスが考える間にも、剣の速度は増していく。興味半分で集まっていた兵士たちは、若い魔法士の腕に啞然としていた。

「……少し試してみるか」

　アルスは剣に乗せる力を不意に増した。まともに受ければ手が痺しびれ、剣を取り落としてしまうであろうほどの力。それだけの威力をもって、彼の剣はティナーシャに打ち下ろされる。

　彼女はしかし、その一撃に退くことはしなかった。合わせるように自ら前へ出ながら、体を半身にし剣を斜めにする。そのまま彼女は刃の上にアルスの剣を滑らし、強烈な打ちこみを左に捌さばいた。

　直後彼女は、もう一歩を踏みこむ。剣を持っていない左肘をアルスの手首に叩きこんだ。

　力はないが、速度に乗った打撃。関節への適切な狙いに彼は思わず剣を取り落としそうになった。慌てて柄を摑みなおす間にティナーシャの剣が喉に向けて突き出される。

「……っ！」

　向けられる切っ先を目前に、アルスは咄嗟に彼女の剣の腹を左手で払った。

　体重を乗せた突きを逸らされた彼女は、だがそのまま上体を屈めつつ右に跳ぶ。そうして横に薙なぐアルスの次の一撃を避けた。

　ティナーシャは更に、一歩外側に跳んで距離を取ると、振り返って笑顔を見せる。

「今のは危なかった」

　悪戯いたずらっぽい笑顔は、夜に潜む黒猫のようだ。アルスは驚きにただ頭を振った。

「ちょっとやってたって腕じゃないぞ……。魔法士やめてこっちにきても充分やってけると思う」

　これだけの動きができるということは、稽古事として剣を習っていただけではないだろう。実戦において剣を振るったことがあるはずだ。彼女の動きは、確かに積み重ねた経験がその裏にあると感じさせた。

「ありがとうございます」

　ティナーシャはにっこり笑う。その笑顔に底知れぬものを感じて、アルスは苦笑いをした。




※




　講義室に響く魔法士の声は、朗々としたものだ。

「四百年前に一夜にして滅びた魔法大国トゥルダールと共に、一部の魔法はその手法が絶えてしまったわけだが、今現在確認される魔法の大半に共通することは、術者が個の認識を強く持つことが出発点であるということだ。液体の入った硝子瓶のように自身を意識することで、世界に個として相対しながらその構成を通して現象に干渉する、それが魔法の第一歩である」

　午前中の魔法概論の講義には、二十人ほどの出席者が集まっている。

　ティナーシャが一番後ろの列で興味深そうに講義を聴いていると、後ろの扉が開いてカーヴが入ってくる。彼はティナーシャに気づくと手を挙げて挨拶し、隣に座った。

「面白い？」

「結構」

　彼女は指の間でくるくるとペンを回す。ティナーシャにとって誰かに魔法を習うことなど、魔女になる以前まで遡らなければ記憶にない。こうして理論を聞くだけでもなかなか新鮮だ。

　だが、そんな講義を妨害するように、上方から騒がしい足音が聞こえてくる。講義室は吹き抜けになっており、上階の廊下から室内の様子を見下ろすことができる作りだが、その廊下を誰かが騒ぎながら歩いてくるのだ。

　何か危急事だろうか、とティナーシャが見ていると、やってきたのは脂ぎった壮年の男だ。彼は後ろを歩く文官たちに、ひっきりなしに小言を言っている。そのうるささに講師も一旦弁を止め、皆が上を見上げた。しかし男はそれに気づかず、階下の講義室に一瞥もくれないまま歩き去る。

「何ですか、あれ」

　ティナーシャの呟きにカーヴが答えようとした時、講義が再開され二人は集中し直した。

　彼女がその答えを知るのは、結局三日後のことになった。




※




　王太子であるオスカーの部屋は、城の奥まった一画にある。私室に帰ってきてすぐ窓を叩かれたオスカーは呆れながら鍵を開ける。露台に立っているティナーシャを招き入れた。

「お前、ドアから来い」

「誰かに見られると噂うわさが激しくなるから嫌です……」

「今更という感じもするが」

　ティナーシャは嫌そうな顔をすると部屋に入ってきた。

「今日は随分遅かったですね」

「仕事を増やすやつがやってきてたからな……。ああ、頼まれたものだ」

　オスカーはテーブルに戻ると、その上に置いてあった書類の束をティナーシャに差し出した。それらは彼女が閲覧を希望していたもので、先日殺害されたテミスの研究の詳細な内容だ。発表されたものから極秘の未発表情報まで、全てが大量の書類に記されていた。

「ありがとうございます」

　ティナーシャは礼を言って紙の束を受け取ると、ぱらぱらと捲めくり始める。

「フューラの周囲で目撃された老魔法士は、まだ見つからないそうだ。探させてはいるが……」

「その人が城に侵入して毒薬を差し入れたと思っていいでしょうね。けど、単なる私情のもつれへの介入にしてはやりすぎです」

　だからこそ、ティナーシャは気になってテミスの研究を紐ひも解とこうとしているのだ。書類を捲りながら、彼女は続ける。

「ただ実は、他にも少し引っかかる人間がいるんです。気のせいかもしれませんけど」

「引っかかる？　どんなやつだ？」

「祝祭の時、通りすがりの魔法士に忠告されたんですよ。『面倒事に巻きこまれるから、持ち場を離れるな』って」

　ティナーシャが濠の前ですれ違った男のことを説明すると、オスカーは眉を寄せた。

「また妙な話だな。けど、城内で目撃された人間とは別人だぞ」

「それなんですよね」

　濠の前で見た男は、オスカーと同年代の若い男だ。明るい茶色の髪で、銀髪の少女を連れていた。一方、フューラの周りで目撃された魔法士は、フードを目深にかぶった老人だったという。

　にもかかわらずティナーシャが謎の青年を気にしているのは、彼が自身の魔力を隠蔽していたからだ。あの男本来の魔力は、魔女ほどではないが普通の宮廷魔法士を凌りょう駕がするものだろう。だからこそ記憶の隅に押しやるには引っかかりを覚える。

「一応使い魔に探させてるんで、見つかったら締め上げてみようとは思ってます」

「まったく関係ない人間だったら、突然魔女に締め上げられて驚くだろうな」

「そんなの知りません。なんだったら記憶消しといてあげますよ」

　用心してし過ぎるということはない。自分に力が足りないとは思っていないが、不測の事態にも対応できるよう剣の稽古も再開したのだ。極端な話、今オスカーが死ねばファルサス王家は断絶する。それをただ傍観できるほどティナーシャは冷淡な人間でもなかった。

　真剣な魔女に微笑して、オスカーは置かれていた水差しから陶器の杯に水を注ぐ。それに口をつけて、しかし彼はすぐに杯を離した。不審そうに中身を見つめる。

「何だこれ、変に甘いぞ」

「え？」

　ティナーシャは書類を置くと、オスカーのところまで行って一緒に杯の水を覗きこんだ。

「砂糖水ですか？」

「そんなはずはないが……」

　嫌な間が生まれる。ティナーシャは引きつった顔で契約者を見上げた。

「飲んだ？」

「一口な。でも別に異常は──」

　そこまで言って彼は急に言葉を切ると、まじまじとティナーシャを見つめた。全身を注視する視線に、ティナーシャは怯んで一歩後ずさる。

「な、何。何ですか」

「いや……」

　オスカーは口元を押さえて少し考えると、テーブルの上の書類を指差した。

「お前あれ持ってっていいから、今日はもう帰れ」

　彼はそう言うと横を向いてしまった。明らかに不自然な態度に、彼女はむしろ詰め寄って問う。

「何故ですか？　ちょっとおかしいですよ。こっち向いて理由を話しなさい」

　魔女はふわりと浮かび上がると、オスカーの肩を摑んで揺さぶった。

「何を飲んだ？　吐け」

「いいから帰れ」

「首絞めますよ？」

　魔女は横を向いたままの彼の顔を両手で自分の方に向ける。

　一瞬の沈黙。ティナーシャは、彼の青い瞳に自分の顔が映るような錯覚を覚えた。

　無意識にそれを確かめようと目を凝らす彼女の体を、オスカーは抱き取る。髪の中に差しこまれる大きな手。彼はティナーシャの頭を引き寄せると、唇に口付けた。

　言葉が消える。魔女は平然と顔を離すと、緩やかにまばたきした。

「何？　冗談？」

　オスカーが手を離すと彼女は音もなく床に降り立つ。その頭を軽く叩きながら彼は顔を顰めた。

「何か盛られた。多分媚び薬やくの類だ」

「…………」

　重い沈黙が落ちる。ティナーシャは啞然として固まりかけたが、我に返ると声を荒げた。

「わ、私じゃないですよ！」

「それだったら意外性のある展開で面白いんだが。残念だな」

「全く面白くない！」

　寝台に腰掛けたオスカーを見ながら、ティナーシャは素早く対策を思案した。

　ただの媚薬なら彼の言う通りこのまま帰っていいだろうが、万が一違う効果も伴った魔法薬であった場合、ここで対処しないことが後で致命的な結果をもたらすかもしれない。

　──とりあえず構成を解析するしかない。そう考えたティナーシャは、けれど不意に腕を摑まれて寝台に引き倒された。

「おーい、落ち着けー」

「だから帰れと言ったのに」

　オスカーはいつものからかう調子ではなく、痛みを堪えるように顔を顰めている。

　初めて見る彼のそんな表情に、ティナーシャは冷や汗を滲ませた。自分を組み敷いている男の下から逃れようと体をよじるが、体格差からどうにもならない。

　──こうなったら一度吹っ飛ばして気絶させようか。そんなことを考え出す彼女に、オスカーは真面目な表情で顔を寄せると、右の耳朶に口付ける。

「今ふと気づいてしまったんだが……」

「何ですか」

　魔女は白い目でオスカーを見返す。

「別にここで我慢しなくても、俺には支障があまりない」

「あるよ！　私にある！　天井まで吹っ飛ばしますよ！」

「適当にやってくれ」

　掠かすれかけた低い声。整った顔が近づいてくる。

　ティナーシャは小さく溜息をついて目を閉じると、オスカーの額に自分の額を触れさせた。触れた部分から魔力を注ぐ。閉じた目の中に、彼に侵入している魔法構成が紋様となり浮かび上がった。

　円環が三つ。強力だが、単純な構成。

　彼女が力を込めて意識した瞬間、それらは跡形もなく砕け散った。




　彼の下から解放されると、ティナーシャは問題の水差しを手に取った。

「だから守護結界は毒には効かないって言ったじゃないですか！　気をつけてください。これからは私が先に口をつけますよ」

「お前に媚薬が効いても俺は止めないぞ」

「私に魔法薬は効かないんですよ！」

　魔女は真っ赤になって怒ったが、叫んだ分だけ冷静になって首を傾げる。

「それにしてもまったく仕掛けてきた意図が分からないんですが……。本当にただの媚薬でしたよ」

「俺には一人心当たりがある。証拠がないが」

　オスカーは、彼にしては珍しいことに嫌悪の表情を露あらわにする。寝台の上で足を組んでいる彼の隣に、ティナーシャは水差しを抱えて座った。

「じゃあ証拠を摑みましょうか」

　ティナーシャは口の中で短く呪文を詠唱すると、残る媚薬に構成を注ぎこむ。その構成に反応して、空中にうっすらと糸状のもので描かれた立体が浮かび上がった。

　三つの円環で構成されたそれに、ティナーシャは更に詠唱を少し加える。

「少し待っててください。これの製作者を割り出します」

「そんなことができるのか」

「できないと思ってるでしょうね。これを仕込んできた人間は。かなり昔に途絶えた術なので、この構成を知っているのはもう私しかいないはずです」

　ティナーシャが少し詠唱を加えるたびに、立体は少しずつ形を変えてくるくると回る。

「私にとって未知の術者なら分かりませんが、知っている人間の中にいるなら、誰が作ったか分かりますよ。ほら……って……」

　答えが分かったティナーシャは、一層顔を顰めて回る立体を眺めた。




※




　面倒事があっても日々の仕事は減らない。だからオスカーにできることは、面倒事を増やしてくる相手を排除するくらいがせいぜいだ。

　執務室で書類を処理していた彼は、ティナーシャが淹れたお茶を、礼を言って受け取る。

　ちょうどその時、扉が叩かれた。呼び出していた人間が来たのだ。

「お呼びとのことで参上致しました」

　おずおずと入ってきたのは魔法薬を専門とするカーヴだ。オスカーは杯に入った水を差し出す。

「これに覚えがあるだろう？　飲むなよ」

　カーヴは歩み出てそれを受け取ると、まじまじと眺めて匂いをかいだ。きょとんとした顔から、音を立てて血の気が引いていくのを、ティナーシャが面白そうに眺める。

「何故殿下がこれを……」

「誰かが俺の部屋の水差しにいれたようだ」

「え……え!?」

　動転した声を上げ、カーヴは代わる代わるオスカーとティナーシャを見る。その視線をオスカーは無表情で受け止め、ティナーシャは眉を顰めて頷いた。

　カーヴはその意味を理解すると、ティナーシャに向かって激しく頭を下げる。

「申し訳ありません！　まさかそんなことに使われるとは……！　ティナーシャさんにはどう謝っていいのか……！」

「いや、そこまで謝らなくてもいいですけど」

「でもこれ、一番強力なやつですよ！　少しでも飲んだ瞬間、理性は微み塵じんも残らないはずです！」

　真っ青なカーヴの言葉に、ティナーシャは目を丸くするとオスカーに向かって拍手した。

「すごい！　えらい！」

「もっと誉ほめとけ」

　無邪気に手を叩く魔女の姿を可愛らしく思いつつ、オスカーはカーヴに向き直る。

「で、誰に頼まれて作った？」

　カーヴは少しだけ逡しゅん巡じゅんすると、苦い声を絞り出した。

「パスヴァール公爵です。殿下の叔父君です……」

　オスカーは予想していた通りの答えに、頭痛を覚えた。




※




　現国王のケヴィンは、三人兄弟の長男である。

　彼には弟と妹が一人ずついたがどちらも既に故人だ。宰相をしていた弟は先月病死し、元々体の弱かった末の妹は、嫁いで数年後に亡くなっている。彼女は、かつてファルサスを震撼させた連続失踪事件で子供がいなくなり、その心労で急激に衰弱してしまったのだ。

　彼女の夫であったパスヴァール公爵は有名な俗物で、妻の死後はその遺産で城都から離れたコラスの地に館を建てていた。そこで人目もはばからず自堕落な生活を送っていたそうなのだが、つい先日の祝祭後から、何故か城都内の屋や敷しきに戻ってきている。それだけでなく呼ばれもしないのに城に来ては重臣たちに小言を言い、オスカーに嫌味を言っては仕事を増やす有あり様さまだ。

　そんな彼に、皆は陰口を叩きつつも、表面上は姻戚の一人として丁重に扱っていた。




　その夜、屋敷に戻ったパスヴァールは、酒瓶を手に部下からの報告を受けていた。

「例の薬は効いたかどうか分からんのか？」

「仕込みは完璧ですが、何分そこまでは……」

「まぁいい、結果をゆっくり待つさ」

　部下を下がらせると、彼は琥こ珀はく色いろの酒を銀杯に注ぐ。既に酔いが回っている頭で楽しげに笑った。

「あの生意気な小僧が、精霊術士を傍に置いてるとはな。今頃自分で台無しにして青い顔してるかもしれん。あの話が本当で、女が死にでもしたら更にいいな」

「──あの話ってどんな話ですか？」

　突然かけられた女の声に、パスヴァールはぎょっとして振り返った。大きな窓の外、闇の中に冴え冴えと青い月が浮かび上がっている。

　その冷たい光の下、一人の少女がいつの間にか部屋の中に立っていた。

　彼女は白すぎて人形にも見える美貌に、酷薄な笑みを浮かべている。

「その話、私にも聞かせていただきたいです」

　冷え切った刃のような声。パスヴァールは、本能的な恐怖に自分の声がうわずるのが分かった。

「お、お前は誰だ！　どこから入ってきた！」

　少女はふわりと浮かび上がると、空中を滑り彼の眼前まで近づく。長い黒髪が水中にいるかのように揺らめいた。闇色の目がパスヴァールを覗きこむ。

「お初にお目にかかります。わたくし、魔女ティナーシャと申します。人は私を『青き月の魔女』と呼びますが……。ああ、窓から入るなとよく貴方の甥おいに怒られてますよ。失礼しました」

「ま、魔女……？」

「普通の精霊術士じゃなくて残念でしたね」

　その言葉に、パスヴァールはようやく、自分が罠にかけた件くだんの精霊術士が彼女であり、ただの魔法士などという可愛いものではないと知った。腰が抜けた彼は、ずるずると椅子に沈みこむ。

「何故魔女が……」

「あの話って何です？」

　ティナーシャは一見優しげに問うたが、魔女の怖さは外見では計れない。機嫌を損ねれば、一瞬で灰にされることさえあり得る。パスヴァールは息も絶え絶えに答えた。

「あいつには魔女の呪いがかけられている……あいつと関係した女は例外なく死ぬらしい……」

「関係しただけで死んでたら、とっくに死人が出てると思うが」

　若い男の呆れたような声が部屋に響く。パスヴァールが振り返ると、いつの間にか壁際に彼の義理の甥が立っていた。

「お、お前、いつの間に！」

　オスカーは腕を組んで壁に寄りかかったまま、パスヴァールを無視して魔女に声をかける。

「ほら、窓から入ると驚かれるじゃないか」

「便利でいいじゃないですか」

　ティナーシャは身を屈めると、床に投げ出された報告書を拾い上げた。そこには城の人事や内政、外交についての調査が書かれていたが、特に秘密にされているようなものは見当たらない。

「で、叔父上。その話は誰から？」

「お前、薬は効かなかったのか……？」

「効いたというか、効かなかったというか。正直ちょっと惜しいことをしたかもと思っている」

「吹っ飛ばされ損ねたのがですか？」

　オスカーの戯ざれ言ごとに魔女は冷たく切り返した。彼女は宙に浮かんだままパスヴァールに近づくと、白い指を男の首筋に這はわせる。

「誰に聞いたんです？　教えてくれれば帰りますよ」

「し、知らない！　名前も聞いていない！　年老いたどこかの魔法士だ！」

　頭を抱えて小さくなってしまった男を見て、二人は顔を見合わせた。

「例のやつだと思うか？」

「可能性は高いですが……どうも先手を打たれがちですね」

　ティナーシャはパスヴァールの頭上を越えて空中を滑ると、オスカーの傍に降り立つ。

「何がしたいのかよく分からんな。前の事件と今回と、関連性が分からない」

　左手を顎にかけて考えこみながら、彼は反対側の手で魔女の髪を梳いた。ティナーシャは撫でられる猫のように目を細める。その様子を椅子に隠れて見ていた男は、自棄やけになったように叫んだ。

「魔女が来てるということは、呪いの話は本当なんだろう！　いい気味だ！　お前も、お前の父親の血もここで終わりだ！　早く死ね！」

　ティナーシャが軽く眉を上げる。腕を上げ構成を編みかけた魔女を、オスカーが手で制した。

「だとしても叔父上に心配して頂くことは何もない。安心してコラスの館にお戻りになるといい」

　彼は言い捨てると、入ってきた露台に向かって踵を返した。その背に更に罵倒が浴びせられる。

「お前が死んだらこの国は俺のものだ！　今まで馬鹿にしやがって！」

　オスカーはしかし、まったく聞こえていないかのように振り返らない。気が触れたかの如ごとく高笑いを始めたパスヴァールを、その場に残っていた魔女は侮蔑の目で見下ろした。彼女は男の傍に歩み寄ると、透き通る声で囁く。

「あの人の血は絶えませんよ。何のために私が来ていると思ってるんです」

　パスヴァールは、高笑いをやめると魔女を見上げる。彼女は月の光を受けて妖艶に微笑んだ。

「あの人の血は絶えない。そして……『あなたは二度とこの街に入ることができない』……決して」

　男は大きく両眼を見開く。そうして今度こそ糸が切れたかのように、ぐったりと椅子に沈みこんだ。顔を上げる気力もないらしく、ただ小さく震えている。

　ティナーシャはそれを氷のような視線で見やると、露台で待っているオスカーの元へ戻った。

「何をしたんだ？」

「呪いっていうのはああやってかけるんですよ」

　魔女は目を閉じたまま微笑んだ。それは人の運命を左右する強者の、自信に満ちた微笑だ。

「帰りましょう、オスカー。もうここに用はないです」

　ティナーシャは白い手を差し伸べる。彼がその手を取るとふわりと体が浮きあがった。二人は高度を上げると、夜の空を滑るように移動し始める。オスカーは子供のように眼下の景色に見入った。

「転移で移動も面白いが、空を飛ぶのも新鮮だな」

「転移魔法は移動先の座標が分からないと道を開けませんからね。さすがに私も城都全ての座標を把握はしてません」

　ティナーシャはそこで不意に溜息をつく。驚いて顔を上げたオスカーに、彼女はぽつりと言った。

「……それにしても、すごい親戚ですね」

「なんだ、そのことか。と言っても血の繫がりはないからな。それがせめてもの幸いだ」

　てっきり彼女が座標の把握不足を気にしたのかと思ったが、溜息をつかせたのは彼の境遇の方らしい。だが、どれほど忌々しく気分の悪いことがあろうとも、それらを含めた全てが自分の負うべき重さだ。誰と分かち合うこともできないし、誰に押しつけるつもりもない。自分はそういう一生を送るのだと、既に覚悟はできている。

　苦笑するオスカーに、ティナーシャは心配そうな目を向ける。

「ちょっと貴方に同情しちゃいましたよ……。呪いのことは絶対なんとかしてあげますからね」

　先ほどの屋敷にいた時とは違って、魔女のまなざしは真摯だ。少女のように透き通った目で自分を見上げている彼女を、オスカーは愛らしく思う。

「何だ、俺に嫁ぐ気になったか？」

「別の手段だよ！」

　いつも通りの魔女の反応に、オスカーは声を上げて笑う。

　胸が軽くなる。息がしやすい。

　先ほどまでの淀よどんだ気分の残ざん滓しは、いつの間にかどこにも残ってはいなかった。




　翌日の早朝、パスヴァールは取るものも取りあえず、逃げるように城都を出て行ったらしい。

　そして彼はコラスの自分の館に引きこもり、終生そこから出ようとはしなかった。







４．湖の畔ほとり







　乾き、罅ひび割われた大地。

　魔女の塔周辺を彷ほう彿ふつとさせる荒れ果てた風景は、七十年前より一年中霧の中に閉ざされている。

　ファルサスとドルーザが衝突し、魔獣という名の巨大魔法兵器が蹂躙した土地。魔法士たちからは「魔法湖」と呼ばれる枯れた大地を、魔法士のローブを着た青年は見つめる。

　隣に立つ銀髪の少女が、彼を見上げた。

「こんなところに何があるの、ヴァルト？　確かに魔力は濃いけど……」

「目に見えるところにはないんだよ。でも、もうすぐ始まる」

　彼はそう言うと、明るい茶色の髪をかき回す。

　ファルサスの城都は離れたが、魔力隠蔽はまだ残したままだ。「魔女」からは遠ざかっても、この地にはまた別の者たちがいる。今まで、彼らが円滑に目的を果たせるように少しの手と知識を貸してはやったが、これ以上の助力を期待されても困る。彼が自身の魔力を以て事を構えるのは、あくまでも最終手段だ。

「さて、彼女もそろそろ気づく頃だ。お手並みを拝見と行こうか」

「青き月の魔女が？　こんな離れたところに本当に来るの？」

「来るよ。彼女の目は大陸のあちこちに届く。ここならば尚なお更さらだ」

　青年は空を見上げる。雲の合間を駆けていく灰猫は、彼女の使い魔だ。彼女はそうして大陸中を探し続けている。自身の運命とも言える一人の男を、いつまでも諦められずにいるのだ。

　だから、この転換点にもすぐに気づくだろう。

「僕たちもしばらくは雲隠れだ。彼女と正面からやり合う気はないからね」

　彼に普通の魔法士を凌駕する魔力があっても……そして余人の及ばぬ「記憶」があったとしても、魔女たちは、それを平気でねじ伏せてくる。それだけの力の差がある。

「魔女と正面から対たい峙じして殺せるのは、アカーシアの剣士くらいだよ」

「アカーシアの剣士って、ファルサスの王太子？　そいつに魔女を殺させるの？」

「今は無理だよ。彼は彼女に勝てない」

　だから、まだ何も始まってはいない。憐あわれな魔女の願いも、この世界の転換も。

「行こう、ミラリス」

　青年は、己の少女だけを連れて枯れた土地を後にする。

　そうして遠ざかる彼らの姿を覆い隠すように、灰色の霧はより一層厚みを増していった。




※




　城の訓練場の上には今日も夏の澄んだ青空が広がっていた。

　ティナーシャは剣を置いて日陰で涼んでいる。やって来たアルスがその隣に座った。

「大分上達してきたな。というか勘が戻ってきたのか」

「本当ですか？　ありがとうございます」

　初めて彼と手合わせしてから、ティナーシャはちょくちょく稽古を受けに訓練場に顔を出している。アルスは自分の手が空いている時としてメレディナのいない時間を指定しているが、幼馴染はそれに気づいているかもしれない。だが、メレディナには悪いが、ティナーシャが来ると兵士の士気も上がる。アルスはこの魔法士の少女を歓迎していた。

　ティナーシャは小さな膝頭に肘をついて頰を支える。

「どれくらいであの人と互角くらいまでなれそうですか？」

「あの人って殿下？　だったら俺に稽古受けてる限り無理だと思う。俺、殿下に勝てたことないし」

「え。本当に？」

　ティナーシャは大きな目を丸くしてアルスを見上げた。日の光の下で、闇色の瞳は黒水晶のように光る。アルスは靴の紐を結び直しながら頷いた。

「本当本当。ここだけの話、初めて手合わせした時かなり落ちこんだぞ。王族なんて大したことないだろうって侮ってたから」

「そんな強いんですか……」

　空に向かって彼女は溜息を吐く。上空は風が強いのか、雲が速い速度で流れていた。

「大体、殿下は最近こそ大人しく城にいらっしゃるけど、ちょっと前まですぐラザルとどこかに抜け出されてて……。それも危なげなかったから放置されてたけど、さすがに魔女の塔に行ったって聞いた時はやばいと思った。普通に帰ってきてびっくりした」

「塔の守護魔獣をあっさり撃破してたらしいですよ」

「本当に人間かあの人」

　二人は揃って嘆息する。アルスは赤い前髪を邪魔にならない位置に梳いた。

「大体、魔法を使えばいいんじゃないか？　接近戦だと使えないとか？」

「そりゃ普通なら障壁張ったりしますけどね。あの人アカーシア帯剣してるじゃないですか」

「あー……そうだったな」

　絶対魔法抵抗を持つ王剣。魔法士の天敵となる剣を、二年前からオスカーは帯剣しているのだ。

「やっぱり無理だろ」

「無理ぃぃぃ」

　きっぱりした結論にティナーシャは小さな頭を抱えた。その様子をアルスは気の毒そうに眺める。

「まだ殿下に稽古受けた方が可能性あるんじゃないか？」

「うーん……あんまりあの人に手の内見せたくないんですよ。どう転ぶか分かりませんから」

「ふむ……ふむ……」

　ファルサスでもっとも若い将軍は首を傾げて思案する。

「まぁ無理だな」

「わぁぁぁ」

　ティナーシャは頭を抱えて悶もん絶ぜつしたかと思うと、ぐったりと力つきた。




　稽古を終えて渡り廊下を歩いていたティナーシャは、ふと自分を呼び止める声に気づいて足を止めた。他の誰にも聞こえない声。魔女はそのまま外に出ると、庭の大樹の下に歩み寄る。

「リトラ」

「お元気そうでなによりです、マスター。よい契約者に恵まれたようで」

「そうか？」

　木の枝の上に座っていたリトラは、音もなく飛び降りると一礼する。

「前よりずっと楽しそうでいらっしゃいますよ」

「楽しいと言えば楽しいが……。まぁ悪くない」

　魔女は肩を竦めると苦笑した。そんな主人の言葉に、リトラはほんの少し眉根を緩める。

「このままご結婚なさってもよろしいのでは？　一年も百年もさしてお変わりはないでしょう」

「変わる変わる。それに、私は伴侶を持つ気は無い」

　ティナーシャが軽く手を振ると、リトラはやけに人間くさい仕草で恭しく頭を下げた。

「出すぎたことを申しました。お許しください。本日はご命令の調査が終わりましたので、ご報告に参りました」

「ああ、話せ」

　闇色の瞳に、さっと感情を隠す幕が下りる。揺るがない水面のような眼まな差ざし。そこにあるものは、普段オスカーやアルスに見せているものとは違う魔女としての顔だ。

　そうして彼女は報告を黙って聞いていたが、全て聞き終わると忌々しげに舌打ちした。







　休憩時間中に執務室でラザルと古い駒遊びをしていたオスカーは、現れた魔女の姿に驚いた。

　彼女が着ているのは、普段の魔法士のローブや軽装ではない。紋様の入った黒布で作られた魔法着だ。柔らかな体の曲線に沿ったそれはファルサスでは見ない作りのもので、不思議な威圧感と艶なまめかしさがあった。その上に彼女は、やはり紋様の入った外がい套とうを羽織っている。

　それだけに留まらず、彼女は腰にも細身の剣を帯びている。白い手には水晶を嵌めた手甲があり、他にもいくつか武器と思しきものを、ティナーシャは足や腰にベルトを使って装備していた。

　──これはおそらく、戦闘用の完全装備だ。

　そう直感したオスカーは立ち上がる。

「何があった？　その格好はどうしたんだ」

「ちょっと二、三日出かけてきます」

　魔女はそっけなく言うと踵を返した。その手首を立ち上がったオスカーはかろうじて摑む。

「待て待て。どこに行くんだ」

「どこだっていいじゃないですか。ちゃんと戻ってきますよ」

「遊びに行くって格好じゃないだろう。大体封飾を全部はずしてるじゃないか」

　普段の彼女は見習い魔法士を装うために、指輪や耳みみ環わの形をした封飾具をいくつも身に着けているのだ。魔力を封じるそれらの封飾は、普通の魔法士なら一つ着けただけで構成が組めなくなる。にもかかわらずティナーシャは十近い封飾を着けたうえで宮廷魔法士として働いている。それは彼女の力の強大さを示すものだが、今は全ての枷かせが外れた状態だ。オスカーは、部屋を出て行こうとする魔女の体を引き寄せた。その間にラザルが慌てて扉を閉めて出口を塞ぐ。

「せめて行き先をちゃんと言え。俺が契約者だ。勝手に離れられては困る」

　魔女はその言葉にオスカーを睨にらみつけた。いつもとまったく異なる彼女の様子に、ラザルはおろおろしている。射るような視線にも一向に怯まないオスカーを見て、彼女は渋々口を開いた。

「ドルーザの魔法湖です」

「ドルーザの？」

　オスカーは聞き返しかけて、その意味を理解した。

「魔法士を殺させたのはそのためか」

「え、え、どういうことですか」

　ついていけずにまごついているラザルに、オスカーは魔女の手首を摑んだまま説明してやる。

「あの毒殺された男は、毎月ドルーザの魔法湖に調査に行っていた。それをされたくない誰かが、恋人をけしかけて殺させたんじゃないか？　パスヴァールを城都によこしたのは、内政を混乱させて時間を稼ぐためだろう」

　ティナーシャはオスカーの推察を肯定した。

「ドルーザの魔法湖に高い魔力の波が発生しているそうです。誰が何をしようとしているのか、それを調べに行ってきます。──いいですね？」

　そう言って、手を離すよう目で要求する彼女に、だがオスカーは頭を振る。

「一時間待て。俺も行く」

「……え？」

　ティナーシャは大きな瞳を瞠る。だがぽかんとしたのも一瞬、すぐに彼女は顔を険しくさせた。

「余計なことです。というか王太子が出歩くな」

「お前一人行ってどうするんだ。あそこは調停上どこの国のものでもないが、事実上の管理はファルサスだ。何かあった時、お前だけの調査ではさすがに俺でも国政を動かせん」

　彼の正論に、ティナーシャは少しだけ険を和らげる。それでも視線の鋭さはそのままに、彼女は自分の契約者を見上げた。

「貴方一人を連れて行ったら、もっと問題になりそうですよ」

「腕の立つ者を集める。十五人もいれば調査隊としては充分だろう」

「私は貴方以外を守る義理はないです」

「承知している」

　オスカーはきっぱりと言い切る。

　その揺るがぬ言に打たれて、ティナーシャは無言になった。

　羨ましいほどの迷いのなさだ。意志を失わぬ即断だ。

　それはきっと、彼の持つ王の資質だろう。全てを飲み下して立つ強者の器だ。

　ティナーシャは息を吞む。止まりかけた思考の代わりに、何故か無数の記憶が脳裏を流れた。

　失われた風景。子供だった自分。滅びていく国の景色。何人もの……今はもういない契約者たち。

　まるで感傷の残滓だ。全てはもう取り戻せないものばかりだ。

　──どうして、今になってこんなものを思い出してしまうのだろう。

　ティナーシャは彼を見つめたまま、掠れかけた声で言う。

「一時間……それ以上は待ちません」

「充分だ」

　オスカーはようやく彼女の手を放すと、支度をするために部屋を出た。







　きっかり一時間後、国境北の砦とりでに跳ぶ転移陣の前に、オスカーとティナーシャを含め十五人が集まっていた。兵士が九人に魔法士が四人。その中にはメレディナの姿もある。アルスは自分が志願したのだが、オスカーが城を空けるのにアルスまで離れられては困ると皆に止められたのだ。魔法士長のクムも同じ理由で城に留まることになった。二人は心配なのか見送りに顔を出している。

　不機嫌の残る顔で隅に立っていた魔女は、待っている間、調査隊の魔法士の一人に挨拶された。

「シルヴィアと申します。お話するのは初めてですよね。よろしく」

　艶のある金髪に、二十歳前後の愛らしさの残る顔立ち。自然と漂う彼女の温かい雰囲気に、ティナーシャは苛いら立だちも忘れ破顔する。

「こちらこそよろしくお願いします」

「あの、肩に乗せているの、もしかしてドラゴンですか？」

　シルヴィアはティナーシャの肩にいる、鷹たかほどの大きさの赤いドラゴンを指差した。当のドラゴンはまったく意に介さず欠伸あくびをしている。

「ああ、あまり人に慣れてないから気をつけてください」

「すごいですね……わたし、ドラゴンを初めて見ました」

「──ティナーシャ！」

　よく通る男の声。この城で彼女を呼び捨てる人間は一人だけだ。契約者に呼ばれた魔女は、シルヴィアに断ると彼の方に駆け寄る。オスカーはドラゴンを見て目を丸くした。

「何だそいつは」

「一人ならこの子に乗って行こうと思って呼んであったんですよ」

「人が乗れる大きさに見えん」

　オスカーは魔女との会話をそこで打ち切ると、集まった者たちに告げる。

「これからドルーザの魔法湖を調査に行く。何があるか分からんから注意しろ。──あと、こいつの命令には逆らうな」

　そう言うと彼はティナーシャの頭の上に、ドラゴン越しに手を置いた。ドラゴンは不思議そうにそれを見上げる。予想外な命令に、ティナーシャは小声で返した。

「そんなこと言っていいんですか？」

「細かいことは言ってられないからな」

「貴方、本当に変わってます」

　前の契約者のレギウスも少し変わった人間だったが、オスカーはそれ以上だ。

　ティナーシャは、緊張した面持ちのシルヴィアを見る。ついで不機嫌そうなメレディナに視線を移した。心配そうな顔のアルス、クム、ラザルを順に見やる。

　そうして最後にオスカーを見上げた。彼はティナーシャの視線に少しだけ微笑む。

「大丈夫だ。何とかしてやる」

　心地よく響く声。彼女は息を深く吸いながら、ゆっくりと目を閉じた。かつて同じように、ドルーザと戦うためにこの城を出立した情景が蘇よみがえる。




『行こう、ティナーシャ。君の力を貸して欲しい』

　──まるで泡沫うたかただ。あの時の誰も、もう生きてはいない。

　そうやって何もかもが、彼女一人を置いて流れていくのだろう。

　それでも同じ場所に留まり続ける。そういう己を、彼女は選んだのだ。




　ティナーシャは顔を上げる。

　彼女は長い睫毛を上げると、一瞬だけ、皆が見惚れるほど美しい微笑を見せた。

　人の儚はかなさを愛めでるような、慈しむような光。

　双そう眸ぼうに溢れる感傷は、ただひたすらに孤独で……澄みきっている。

　隣でそれを見たオスカーが思わず絶句した。息を吞む気配に、ティナーシャは彼を見上げる。

「どうかしました？」

「いや……何でもない」

　視線を逸らす彼は、何を考えているのかまったく分からない。彼女は気を取り直すと口を開く。

「行きましょう」

　その言葉と同時に、転移魔法陣が発動し始めた。




※




　国境北のイヌレードの砦に転送された一同は、そこで馬を借りるとドルーザの魔法湖に向かって国境を越えた。七十年前の戦争の影響か、未だに辺りには一年中灰色の霧が立ちこめている。ほとんど先が見えない状況だが、彼らは土地に染みついた魔力を頼りに先へと進んで行った。

　やがて一時間も走った頃、霧の中僅かに見える景色が変わり始める。

　ティナーシャと並んで先頭を行くオスカーが眉を顰めた。

「すごい眺めだな。悪夢みたいだ」

　ところどころに生えている木々は、幹も枝もやけに捻ねじれて歪ゆがんでいる。葉のない蛇のような木々と転がる岩ばかりの景色は、まるで違う世界のようだ。ティナーシャが前を見たまま返す。

「七十年前の戦争で大分荒れましたからね。これでもマシになった方ですよ。完全な自浄を求めるにはあと二百年はかかるでしょう」

「途方もないな。当時はどれだけ大変だったんだ」

　歴史に残る戦争を制したのは、彼の隣で馬を走らせている魔女だ。ティナーシャは風に乱れる髪を手で押さえた。

「そうですね……ずいぶんと手て強ごわかったですよ。最悪の巨大魔法兵器って言われてるくらいですからね。当時の状況では封じるのが精一杯でした」

「お前でも勝てないって不味まずくないか？　そんなのが本当に実戦投入されたのか」

「制御は不十分だったんで、無理矢理の投入でしょう。でも、封印を選んでよかったとも思いますよ。あの状況で正面から戦っていたなら、もっと凄惨な事態になっていたでしょう」

　さらりと語られる七十年前の戦争は、当のティナーシャが美しい少女の姿形をしているせいか、まるで童話のように現実味がない。彼女は霧に覆われた空を見上げた。

「魔法湖はもうすぐですけど……馬が限界に近いですね。これ以上は衰弱させそうです」

　ティナーシャの言う通り、先程から馬の走る速度がずいぶん落ちている。人よりも周囲の空気に敏感なのだろう。仕方なく一行はその辺りの木々に馬を繫ぐと、徒歩で進み始めた。

　歩きながら、ティナーシャは軽く詠唱すると手を払う。途端、周囲の空気が変わった気がして、オスカーは辺りを見回した。

「何をしたんだ？」

「結界を張りました。瘴しょう気きが濃くなってきたので」

　言われてみれば、周りの人間は幾分顔色が悪い。彼らはティナーシャの結界に、ほっとした顔を見せた。これまでまったく異常に気づいていなかったオスカーは、自分の顔を指差す。

「俺が平気なのはお前のおかげか」

「ご名答。瘴気ぐらいは放ほっといても防ぎますよ」

　魔女はにっこり笑った。その後ろでドアンと名乗る魔法士の青年が呟く。

「テミスの調査では瘴気の発生は記録されていなかったのですが……」

「何かが起きてるんだろうな」

「歴史の証人になるのは避けたいですね……」

　ドアンは鼠ねずみ色いろの髪から砂を払う。次期魔法士長と目される彼だが、韜とう晦かいの中に身隠れする鋭さは、むしろ世慣れた文官を思わせる。軽い緊張を隠さない彼にオスカーは返した。

「歴史の証人なんてなりたいと思ってなれるものじゃないぞ。子供の頃は憧れてた」

　好奇心の滲む言葉に、ドアンはげっそりし、ティナーシャはそっと溜息をつく。

　彼らが魔法湖に到着したのはそれからすぐのことだ。

　水も草もない剝むき出だしの荒野。相変わらず周囲には分厚い霧が立ちこめ、十数歩先もよく見えない。罅割れた大地はからからに乾いていたが、時折、まるで波があるかのように、地面の少し上を透明な波紋が通っていった。オスカーは足をすり抜けていく波紋に目を凝らす。

「初めて来たな……普段もこの波があるのか？」

「若干は」

　ティナーシャは手短に返答すると、先ほどよりも長い詠唱を始める。それに呼応して、地面に大きな円状の紋様が広がった。詠唱が終わると、円の外周から赤い糸が次々浮かび出てくる。それらは紋様の上で絡み合って半球状の檻おりを形作った。

「ちょっとここ出ないで待っててください。外見てきますから」

「あ、待て、ティナーシャ」

　オスカーは咄嗟に彼女の腕を摑もうとしたが、僅かに早く魔女は空中に浮かび上がった。一瞬で霧の向こうに消えてしまう。ドアンはその姿を見送って呟いた。

「彼女何者なんですか……」

「ちょっと変わり種なんだ。できれば連れ戻したいんだが……」

　彼女を単独行動させたくなくてついてきたのに、結局見失ってしまった。引き戻したいが、この霧ではそれも難しい。

　ただ──守護結界のある自分ならば、ここを出ても動くことは可能だろう。

　オスカーは腰の王剣を一瞥する。それに気づいたメレディナが口を開きかけた時、兵士が叫んだ。

「き、霧が！」

　振り返ると、分厚い霧が高波のように押し寄せてくる。それはたちまち結界内にも流れこみ、全員の視界を奪った。小さな悲鳴が聞こえ、混乱が沸き起こる。

「落ち着け！　動くな！」

　たとえ何も見えなくても、この結界の中にさえいればいいのだ。ティナーシャの正体を知っていれば、それは当然の判断だ。だがそんな彼の命令を嘲笑あざわらうように、霧は凍えるほどの冷たさで満ちていく。オスカーが舌打ちしかけた時──離れた場所で少女の高い悲鳴が聞こえた。

「ティナーシャ？」

　オスカーが迷ったのはほんの一瞬だ。彼は部下たちに叫ぶ。

「ここにいろ！　すぐ戻る！」

「殿下！」

　何も見えない中へと踏み出す。王剣を抜く。

　オスカーは守護者を追って霧の中へ歩み入った。同時に、辺りの空気が歪む感覚を覚える。

　それが過ぎ去った時、周囲の霧がいくらか薄らいだ。オスカーは、霧の先に立っている人影に気づいて歩を進める。──だがその手を、誰かが後ろから摑んだ。

「殿下……駄目です」

「メレディナ。ついてきたのか」

　必死の顔で彼を留めているのは武官のメレディナだ。彼女は青ざめた顔で首を横に振る。

「罠です。お戻りください」

「それは分かってるが……」

　罠の可能性は承知している。それでも万が一ティナーシャが危機に陥っているのだとしたら放ってはおけない。少なくとも自分一人なら守護結界があると思って出てきたのだ。

　だが、それを知らないメレディナは退ひく様子がない。オスカーは彼女の頑かたくなさに諦めると、霧の中に見える人影を指差した。

「分かった。じゃああれだけ確かめたら戻る」

　小柄な人影は動く様子がない。そんなところを見ると、きっとティナーシャではないのだろう。だが代わりに誰かがいるのか、それを確認しなければ調査に来た意味はない。

　メレディナは渋々手を放すと、彼の後ろに続く。二人は霧の中を慎重に進むと、ぼんやりとした人影の間近に辿りついた。背を向けている影に目を凝らしたメレディナが、小さく悲鳴を上げる。

「ひっ……」

「これは予想外だな」

　二人の声に反応してか、人影はゆっくりと振り返る。

　それは、ぼろぼろの金きん属ぞく鎧よろいを着た、骨だけの死体だった。







　ティナーシャは、魔法湖の上空を一周しながら、魔力を放って辺りの様子を探っていた。

　霧の切れ目から見える景色は、以前と代わり映えがない。だが隠しようのない瘴気と平時より高い魔力の波が、明らかな異常を物語っていた。

「地下かな……」

　魔女は一旦結界のところへ降下していく。だが降りきるより先に、彼女は異変に気づいた。

　──人数が少ない。彼女の契約者の姿もそこにはない。

「ティナーシャさん！」

　悲鳴じみた声のシルヴィアに呼ばれて、ティナーシャはその隣に降り立った。

「何があったんです？　殿下は？」

「き、霧が突然押し寄せてきて……外から色んな声が聞こえて、それで殿下はわたしたちにここで待つようにと仰って……」

「…………」

　これまで散々ファルサスに調査の妨害を根回ししていた敵だ。調査隊を前に何もしないはずがない。おそらく視界を奪って音で混乱を生み、結界の外に出た人間を転移であちこちに飛ばしたのだろう。そこまでの対策を講じて行かなかったのはティナーシャの失敗だが、ほんの僅かな時間だから大丈夫と思っていたのだ。オスカーだけでも気絶させていかなかったことを彼女は後悔する。

　しかし言葉になったのは別のことだ。

「あ……の……馬鹿王子がっ！」

　怒りに震える彼女に、残る人間は恐怖の目を向けた。シルヴィアが必死に宥める。

「でも、殿下もティナーシャさんのことを心配なさってたんですよ。すぐに戻られますから……」

「本当、一回あの人とはちゃんと話し合いした方がいいですね！」

　ティナーシャは忌々しさを飲みこんで両手を広げると、そこに無詠唱で構成を組んだ。

「いなくなった人たちを探知します。そう遠くには行っていないと思いますが」

　この荒野の外に出るほどの転移があったなら気づいたはずだ。その読み通り、すぐに何人かの反応が返ってくる。オスカーには「貴方以外を守る義理はない」と釘くぎを刺したが、実際のところもっとも放っておいて平気なのがオスカーだ。だが、他の人間はそうではない。急いで回収しなければどんな危険があるか分からない。

　ティナーシャは探知を操りながら、小さな光球を三つ手元に生む。道案内と守護を兼ねたそれらを空中に打ち出した。球は滑るように動き──けれどその一つが、何かにぶつかって跳ね返る。

「あれ？」

　ガチャリ、と金属のぶつかり合う音が鳴る。霧の中からいくつもの人影が現れる。

　鎧を着こみ、剣を提げた人影。それは間違っても生きた人間のものではない。空っぽの眼窩を見て、シルヴィアが甲高い悲鳴を上げた。

「し、死体！　骸骨……っ！」

「うわ、死体ですね」

　いつの間にか周囲を無数に蠢いているそれらは、肉も朽ち、骨となった遺体だ。結界内にいる魔法士のドアンが眉を寄せた。

「あの鎧、ドルーザの紋章がついてますね。ファルサスの紋章をつけた者も」

「七十年前の亡霊ですか……」

　当時の犠牲者は膨大で、戦場に葬られた者も多い。それらの遺体を呼び起こした術者がいるのだろう。まるで彼らは己が死んだことに気づいていないかのように剣を手に迫ってくる。四方をじりじりと囲んでくるそれらに、武官の一人が決断した。

「応戦しましょう。このままでは他の人間が戻れなくなる」

「……それしかないですね」

　結界の中に立てこもることはできるが、これでははぐれた人間も回収できない。

　ティナーシャは自身の剣を抜くと、肩の上のドラゴンに命じた。

「ナーク、私の契約者を探して連れてこい！　さっきいた青い目の男だ。印があるから分かるだろう？　他の人間もいたら拾ってこい。食うなよ！」

　ドラゴンは一声鳴くと、首と尾を反らし伸びをした。みるみるうちに赤い体が伸びて、馬と同程度の大きさになる。驚く一同を尻目に、ドラゴンは翼を広げて飛び立つと霧の中に消えていった。

　ティナーシャはその行く先を見ることなく、自ら結界の外に踏み出る。斬りかかってくる死体の剣に空を切らせると、自身の剣でその首を刎はねた。

「全員揃ったら離脱しましょう。それまで持ちこたえてください」

「援護します」

　シルヴィアが彼女の後ろに駆けてくる。他の人間も同様に各々の戦闘準備を整えた。

　じりじりと輪を狭めてくる死体たち。吐き気を催す光景の中、剣けん戟げきの音が上がる。







　襲いかかってくる死体は、斬っても斬っても途切れることがない。

　湿った空気の中近づいてくる幾つもの足音。黴かびと土の臭いが鼻につき、胃液を誘う。メレディナは己の剣を振って戦いながら、叫び出しそうになるのを何とか堪えていた。もしここにいるのが自分一人だったら、とっくに死体の仲間入りをしていたかもしれない。

　頭上から振り下ろされる大剣をかろうじて受け止めた彼女は、その衝撃によろめく。霧の中から別の剣が彼女の脇腹めがけて突き出された。メレディナには避けきれないその剣は、しかし別の剣に弾はじかれる。

「大丈夫か？」

「殿下……ありがとうございます」

　先程から、オスカーも終わりの見えない戦いを強いられているというのに、息切れ一つしていない。その確かな存在感に支えられて、メレディナは息をついた。同時に苦い思いが胸を焼く。

「強行突破して戻りましょう。彼女はきっと平気です」

「だとは思うんだが。一応俺はあれの保護者みたいなものだからな」

　オスカーの視線は、霧の中を一人の少女を探している。

　その言葉だけを聞けばただの義務感だ。けれどそれ以上を知るメレディナは、嘆息を飲みこんだ。

　──きっと彼自身は気づいていないのだ。

　今でもただ、自分が連れてきた年若い少女を守らねばと思っているだけなのだろう。

　けれど、傍はたから見ていれば気づくこともある。城を出る時、ティナーシャが一瞬だけ見せた透明な微笑……そんな彼女の姿に、オスカーが一目で惹きこまれたことも。

　今まではきっと、彼の目にあの少女は愛らしい子猫と変わらぬ存在に映っていたはずだ。その異様なほどの美貌も魔法も、一番傍にいる彼が一番重要視していなかった。むしろ彼よりもメレディナの方が、彼女のそれらに正しく気づいて……密ひそやかな劣等感に苛さいなまれていた。彼女がアルスのところに剣の稽古に来ていて、その腕が自分よりも上だと知ってからはなおさらだ。比べる必要はないと分かっていても、そんな相手が存在するということに敗北感を覚えて仕方ない。

　だが彼もきっと、あの微笑で分かったはずだ。──ティナーシャが、自分の保護下にある無力な子供ではなく、他者と交わらない時間を経てきた何者かであるのだと。

「大丈夫です、殿下。きっと今頃彼女は、戻って殿下を待っているでしょうから」

「メレディナ」

　きっとここから先は時間がかからない。勘のいい主君は遠からず自分の感情に気づくだろう。

　だからそれまでの間、臣下である自分ができることは、無自覚な彼を諫いさめることくらいだ。

　メレディナはほろ苦い感情を飲みこんで、剣を握り直す。

「足手まといで申し訳ありません。ですが、私が道を拓ひらかせて頂きますので」

　きっとまたティナーシャに会えば、どうしようもない嫉妬を覚えるのだろう。それでも自分は武官の一人だ。他に惑わされず己の為すことを為さなければならない。そうでなければ幼馴染のアルスにも呆れられてしまう。

　メレディナは向かって来る死体に怯まず、剣を振るった。崩れ落ちた鎧を踏み越えて先に進む。

　それでも先が見えない包囲に焦り出した時、オスカーが苦笑混じりに言う。

「悪い。面倒をかけた」

　空気を裂く一閃。

　音もなく、メレディナに斬りかかろうとしていた死体が崩れ落ちる。

　それに留まらず、周囲の死体が次々倒れ伏した。メレディナは驚いて前に出た男を見上げる。

　王剣の一閃が、霧までもを切り裂く。彼は草でも薙ぐように死体を斬り捨てながら、突きこまれる切っ先に空の左手を向けた。何もないはずなのに、何かが剣を彼の手に触れる寸前で砕く。

「え……今の……？」

「ここだけの話、俺にはほとんどの攻撃を無効化する結界がかかってるんだ。巻きこんで悪かった」

「え？」

　呆然としかけたメレディナは、だが襲いかかってくる敵に気づいて剣を上げる。小走りになりながらも主君についていこうとした時、背後で大きな羽ばたきの音が聞こえた。

　霧が、たちまち押し流されていく。何かが後ろに降り立つ気配がする。メレディナが吹きつける空気に振り返ると、そこには燃えるような赤い両眼が彼女を見つめていた。

「……ドラゴン？　本物の？」

「大きくなってるな……人が乗れそうだ」

　そんな二人の感想に、魔女のドラゴンは高い声を上げて応えた。







「あとは殿下たちだけか！」

「余よ所そ見みするな！」

　怒号が飛び交う戦場で、ティナーシャは剣を振るいながら魔力を広げて、周囲を探っていた。

　いくら魔法湖の上で魔力が溢れているとは言え、独りでに死体が歩き出すはずがない。どこかにこれらを操る大本がいるはずだ。それを叩ければ早い。

　しかし相手もそれを承知なのか、絶えず移動しているらしくなかなか位置を摑ませない。

　ティナーシャはシルヴィアに襲いかかる剣を腕ごと薙ぎ払う。ぼろぼろの腕はそのまま軽々と空を飛んで、霧の中に落ちた。

「あ、ありがとうございます」

　ほっと息をつくシルヴィアに、ティナーシャは笑って見せた。

「大丈夫。もう少しです」

　その時、主人の言葉に応えるように上空で鋭い鳴き声が上がった。赤いドラゴンは翼を広げると、風を受けながらゆっくり降りてくる。その背には一組の男女が乗っており、男の方はドラゴンが地上に達する前に飛び降りてきた。ティナーシャは彼を冷ややかな目で一瞥する。

「説教ものですよ」

「悪い」

「全員、結界内に下がって！」

　その言葉に皆が赤い半球の内に入る。ドラゴンもメレディナを背に乗せたまま半球内に着地した。死体たちが更に輪を狭めて集まってくる。魔女は剣を鞘さやに戻すと詠唱を開始した。

「我が意志を命と認識せよ。地に眠り空を翔かける転換者よ。我は汝なんじの炎を支配し召喚す。我が命が現出の概念の全てと理解せよ」

　白い両手の中に、炎でできた円環が出現する。ティナーシャはそれを右手で掬い上げた。

「──焼き尽くせ！」

　炎の紋様は一気にその輝きを増す。

　円環はたちまち炎の波となり、轟音を上げながら全方向に恐ろしい威力で炎の舌を伸ばした。

　むらがっていた死体たちは炎の波にまたたくまに薙がれ焼き払われる。声にならぬ断末魔の悲鳴がいくつも荒野に重なった。熱風が、結界の中を走り抜けていく。

　その衝撃に思わず顔を背けていたシルヴィアが目を開けると、外にはただ地平が広がっているだけだった。残っているのは物が焼ける嫌な焦げ臭さのみで、あれ程いたはずの死体の姿は見えない。

「こんなものかな。やっとすっきりした」

　術者である女はけろっと言う。他の者たちは、間近で見た魔法の威力に呆然としていた。

　メレディナはドラゴンから降りると、恐怖の眼差しでティナーシャを窺う。幼馴染のアルスが、彼女のことを怖い人間だと称した理由がようやく分かった気がした。

　そんな中、一人平然としていたオスカーは周囲を見回して口笛を吹く。

「霧が晴れたじゃないか。好都合だ」

　一帯を嘗なめ尽つくした炎のせいで、辺りの霧がなくなっている。枯れた大地がほどよく見通せる状態だ。オスカーは背後を振り返ると、魔女の頭に手を乗せる。

「ティナーシャ、死体が一体焼け残ってるぞ」

　何もなくなった土地の上、少し離れた場所に、魔法士のローブを着た老人が立っている。骸骨と見まがう程に瘦せこけた老人は、落おち窪くぼんだ目で一行をじっと見つめていた。

　ティナーシャはそれに気づいて眉を顰める。

「防御されたみたいですね」

　老魔法士は、彼女の視線を受けると意外にも朗々とした声を上げた。

「お久しぶりですね。生きている内に再びお会いできるとは思いませんでしたよ」

　オスカーを初め、皆が何か問いたげにティナーシャを見たが、彼女はそれを黙殺した。感情のこもらない目を向ける魔女に、老魔法士は続ける。

「そのいでたち、その美しさ、七十年前に戻ったかと思いましたよ。またそちらについているのは愛いとしい男の面影のためですか？　──青き月の魔女殿」

　最後の言葉に、オスカーを除く一同は全員無音の叫びを上げた。シルヴィアは動転しておろおろし、他の兵士は意味なく両手を上げている。オスカーの背後に立つメレディナが震える声で聞いた。

「魔女って……ほ、本当ですか」

「本当」

　オスカーは何故か不機嫌そうに答える。一方ティナーシャはそれら後ろの動きを一切意に介していないらしく、老魔法士に向かって妖艶な笑いを浮かべた。

「お前は随分歳を取ったな。あの時はほんの子供だったのに。禿はげたというか干からびたというか」

　率直な感想を受けた老人は高らかに笑うと、自身の骨と皮だけの頭を撫でた。

「とっくに死んでいるような歳ですから。誰もが貴女のようにいられるわけではないのですよ」

　やんわりとした嫌味を魔女は鼻で笑う。

「話し方や外見まで師に似てしまったようだな。……虫むし唾ずが走る」

「貴女が首を刎ねた我が師にですか？　それはなかなか嬉しいですね」

　老人は芝居がかった仕草で両手を広げた。それを挑戦と取ったティナーシャは、無造作に剣を抜くと結界の外に歩み出る。

「折角だからお前の首も刎ねてやろう。師に殉じられること、這いつくばって感謝するがいい」

　その笑顔は寒気がするほど残酷で、美しい。

　ティナーシャは細身の剣を振る。爆はぜるような音を立てて、刃に青い雷光がまとわりついた。

　だが、彼女がもう一歩を踏み出すより先に、老魔法士の姿は霧のように搔き消える。しゃがれた声だけがその場にこだました。

「貴女とやりあうほどの力はありませんので、失礼させて頂きます。貴女方もそろそろお帰りになった方がよろしいかと。それとも一人二人死なねばその気になりませんか？」

　喉を鳴らす笑い声を残して気配は消失した。途端に辺りには静寂が満ちる。魔女はしばらく何かを考えていたが、剣を収めて振り返ると子供のような表情で舌を出した。

「逃げられた」

「知ってる顔か？」

「七十年前の戦争で、魔獣の統御をしていたドルーザの魔法士のうちの一人ですね」

「魔獣の……」

　オスカーは顎に手を掛けて考えこんだ。戻って来た彼女に、シルヴィアが恐る恐る話しかける。

「あ、あの……ティナーシャさんって本当に『青き月の魔女』なんですか？」

「黙っててごめんなさい。驚かせたくなかったんですよ」

　魔女は、先ほど見せた残酷さの微塵もない、少し寂しげな顔で微笑んだ。それを見たシルヴィアは胸が痛む。同時によく知りもしないのに、魔女を恐れていた自分が少し恥ずかしくなった。

「あ、あのわたし……」

「駄目ですよ。魔女は怖いものなんです。気にしないで」

　かぶりを振ってそれ以上を留めるティナーシャは、曇りのない笑顔だ。どこか遠さを感じさせる美しい微笑に、シルヴィアは言葉を飲みこむ。オスカーが顔を上げて言った。

「一度帰るか。人員と装備を整えよう」

　王太子の決定に全員が胸を撫で下ろす。これ以上ここに残っても薄気味悪いことこの上ない。

　一同はお互いの様子を確認すると、見晴らしのよくなった大地を引き返し始める。オスカーが隣を行く魔女の頭に手を置いた。

「馬は燃えてないだろうな」

「そこまでは多分……」

　不安な笑顔を作る主人の肩の上で、小さくなったドラゴンが欠伸をした。







　馬はちゃんと元の位置で待っていた。その周囲にはまだ霧が立ちこめている。一同は早々に騎乗すると、イヌレード砦に向かって戻り始めた。オスカーはティナーシャの横に馬首を並べる。

「やつらの狙いは魔獣の復活だと思うか？」

「十中八九そうでしょうね。面倒なことです」

　後ろから魔法士のドアンが口を挟んだ。

「別のものを作っているという可能性はないのでしょうか」

「それは無理です。誤解があるみたいですが……魔獣は別に彼らが作ったわけじゃないんですよ。あんなもの普通の人間に作られたらたまったもんじゃないです。おそらく魔法湖に核となる何かが入って、それに魔力の波が徐々に吸着して……何百年かかけて魔獣になったんじゃないですかね」

「奴やつらはそれを制御していただけなのか」

「だから制御も不十分だったんですって。まったく、蛇のいる藪やぶをつついて何をしたいやら」

　話している内に、ようやく前方の霧が晴れ出した。しばらく走ると地平の先に砦が見え始める。

　だがそこまで来ると、ティナーシャは急に馬の足を緩め、そのまま止まってしまった。

「どうした、ティナーシャ」

　魔女は馬から飛び降りると、その手綱を兵士の一人に預ける。

「皆で帰ってください。私は戻ります」

「何言っているんだ」

　オスカーは自身も馬を降りると彼女に詰め寄る。だがティナーシャは平然と返した。

「ここで私たちが一旦帰って準備を整える──勘づかれた以上、相手もそれを狙っているはずです。急いで封印を解こうとするでしょう。けどそんな時間は与えません。今叩きます。さっきの骸骨、うまく逃げたつもりかもしれませんが、ちゃんと追跡しています」

　魔女は右の手の甲を上げた。手甲についている水晶が、中に炎を閉じこめているかのように赤黒く揺らいでいる。オスカーはあまりのことに絶句した。目の前の守護者を睨みつける。

「お前……最初からそのつもりでその装備なのか。調査だけで戻る気などなかったな」

「勿論」

　即答する彼女の瞳には何の感情も見えない。細い魔女の腕をオスカーは摑んだ。

「俺も行く」

「またか！」

　心底呆れた、とでも言いたげに彼女は渋面になる。ティナーシャは宙に軽く浮かぶと、彼よりも少し高い位置からその顔を見下ろした。それでも細い腕を放さぬままのオスカーに、彼女は言う。

「貴方は何でもできますし、自分でやろうという姿勢は評価できます。でも王になるというなら、もう少し周りを使うことを覚えなさい」

　彼女はまるで母親のように、空いている手でオスカーの頰に触れる。彼はその手に目を細めたが、視線も、摑んでいる手も放さなかった。

「それは分かっているし、気をつける。でも今は駄目だ。俺はお前を手足として使う気はない」

「そのつもりで塔から連れて来たんじゃないんですか？」

「違う」

「レグなら行かせてくれましたよ」

「知るか」

　オスカーは腕を握る手に力を込める。この地に眠る魔獣は、彼女自身が封印しか選べなかった相手なのだ。当時は契約者であったファルサス国王と彼の率いる軍があってそれだ。到底一人だけを行かせることなどできない。

　だが同時に……オスカーはそれが自分の言い訳に過ぎないとも気づいていた。

　七十年前きっと彼女は、他の人間たちを庇いながら戦ったのだ。「あの状況では封印しか選べなかった」と言っていたのは、兵士たちの犠牲を増やさぬためだろう。

　だから、今ここで自分がついていっても、同じ轍てつを踏ませるだけだ。

　──それでも、彼女を一人で行かせたくないと思う。

「奴らの標的はファルサスだ。お前だけに負わせるわけにはいかない」

「それについては私の事情もあるんですが……本当に、貴方は譲りませんね」

　ティナーシャはふっと困ったように微笑む。そんな顔はいつもの、城にいるときと同じ表情だ。

　長く艶やかな髪が、魔力を帯びて風もないのに揺らめく。黒曜石のような瞳がゆっくりと瞬またたいた。

　そこに浮かぶものは過去の風景か、それとも年月の厚みそのものか。

　魔女は穏やかな微笑を浮かべる。

「たった一年の契約なんですよ。せいぜい面倒事を回してきなさい」

「ティナーシャ」

「それに私、貴方の重みを背負うくらいなんでもありませんから」

　軽やかに、歌うように、彼女は言う。

　その言葉に、眼差しにオスカーは息を詰めた。

　生まれながらに彼が負ったもの。血も責務も呪いも、全て知った上で寄こせと彼女は笑う。

　そんなものは重くもないと、だから上手うまく自分を使えと謳うのだ。

　ティナーシャの夜の瞳が、彼の双眸を覗きこむ。

「オスカー、貴方が私の契約者で、私が貴方の守護者である限り、私はどこへ行っても、何をしても必ず貴方のところに戻ります。そして貴方より先には死なない。絶対です」

　誓いに似た約束。

　彼女の目をオスカーはじっと見返す。

　底の無い深しん淵えんを覗きこむような思いがした。

　──どうして自分は、彼女のことを何も知らない少女のように思えていたのだろう。

　どれだけの年月の差がそこにあるのか。

　とても見通せない。今は届かない。

　ただ届かないということが分かるだけだ。

　オスカーは溜息を飲みこむ。摑んでいた手をそっと放した。

「分かった。行ってこい」

　ティナーシャは柔らかく微笑む。彼女が左手を上げると肩の上のドラゴンが一声上げて飛び上がった。先ほどよりも大きい、小屋三軒分程もある姿に変じる。

「もうちょっと信用して頂きたいですね。これでも私、無敗ですよ」

「なら、最初の敗北を俺が味わわせてやろう」

「……それについては対策を検討中なので少々お待ちください……」

　真紅のドラゴンは、首を差し伸べて美しい魔女を背に乗せる。

　絵画のような幻想的な光景。その様を見上げた者たちは、我知らず感嘆の溜息を洩もらす。魔女に対する畏怖と、彼女個人への感情が彼らの中で複雑に入り混じった。眩まぶしそうにティナーシャを見上げたメレディナは、何故か胸が熱くなるのを感じる。

　ドラゴンは少し高度を落として、一度一同の眼前に留まった。燃えるような大きな左目が彼らを凝視する。装備を確認しているティナーシャにオスカーは声をかけた。

「ティナーシャ、お前が戻ってきたら……」

「来たら？」

「結婚でもするか」

「しないよ！　いかにも死にそうなことを言うな！」

　毎回のやりとりに二人は声を上げて笑う。

　魔女が軽く背を叩くと、ドラゴンは砂煙をあげて飛び上がり、魔法湖に向けてあっという間に霧の中へと消え去っていった。




※




　かつてファルサスとドルーザの戦があった。

　戦端を開いたのは、ファルサスより北西にあるドルーザだ。

　当時のドルーザは作物の不作に悩まされており、隣国に広い領土や豊かな資源を求めたのだろう。

　急きゅう遽きょ侵攻してきたドルーザに対し、ファルサス軍は善戦した。安定した武力を以て敵軍を押し戻し、一週間で大勢はほぼ決したかと見えた。

　だがそんな時──ドルーザは、魔法湖に眠る魔獣を呼び起こし、ファルサスに攻めこませたのだ。

　巨大魔法兵器による蹂躙。

　大陸中を震撼させたその作戦は、しかし一部の魔法士たちの独断で実行に移された。実際、魔獣の統御は不完全であり、その犠牲になったドルーザ人も多い。加えて魔獣が纏う瘴気は、戦場となった土地を今でも草木の生えぬ霧の領域へと変えてしまっている。

　当時の戦場において魔獣の出した犠牲者は、両軍合わせて二千人以上。圧倒的な力に皆が絶望を覚え──しかし魔獣はついに、ファルサス王が伴った魔女によって封印されることになった。

　その後、統御に関わっていた魔法士たちはほとんどが彼女に殺害され、彼女の虐殺を逃れた者も同じドルーザの人間に報復のため殺された。

　そうして魔獣は地下深く眠り、霧に閉ざされた土地はようやく表面上の平穏を得た。

　七十年近い時が流れ、再びこの地に魔女が訪れるまでは。




「封印の最終解呪を急げ！　時間がない！」

　老魔法士は地下の洞窟に戻ってくるなり叫んだ。若い魔法士が驚いて聞き返す。

「今すぐにですか？　しかしまだ統御の構成が完全では……」

「構わん！　最終解呪の詠唱を開始しろ！　魔女に発見された！」

「魔女に!?」

　若い魔法士は事態を飲みこむと、洞窟の奥に駆け出す。老魔法士は咳せきこみながら後に続いた。

「……ここまで来て、終わってたまるか」

　彼の生まれ育った村は、分裂したドルーザの中で、もっとも貧困に喘あえぐ小国に属している。

　だからこそ魔獣の力を以てドルーザを再統一し、ファルサスを滅ぼして故郷を救う。それができるのなら、七十年前同志たちと共に捨てるはずだった命など、いくらでも差し出すつもりだ。

「……まだだ、まだこれからだ……」

　上手く動かない体を引ひき摺ずりながら、彼は解呪構成のところに辿りつく。そこには既に十人余りの魔法士たちが集まっていた。皆、理由こそ違えど志を同じくする者たちだ。そして彼らが向き合う洞窟の先には、およそ人間業とは思えないほど複雑な構成紋様が青白く浮かび上がっていた。

　繊細を極めた多重構成。それは七十年前魔女が施した封印だ。

　そしてその向こう側、膨大な空洞部分には──閉ざされたままの大きな「眼」が見える。

　眦まなじりだけが黒いそれが何か、遠く離れれば全貌を摑むことができるだろう。

　銀色の長い体毛に覆われた巨体は、大部分が闇の中に没していて分からない。見通せるのは封印に照らされた一部だけで、そこから想像できる大きさは小さな城ほどだ。全容の摑めぬ獣は、目から続く鼻筋の形を見ると、巨大な狼おおかみに似ている。

　ひしひしと空間に満ちる底知れない魔力。眠り続ける獣は恐ろしくも神秘的だ。

　恐るべきこの魔獣を呼び覚ますために、既に五人の魔法士が詠唱を開始している。老魔法士は彼らの隣を抜けて空洞を見下ろした。後ろで跪ひざまずく魔法士に問う。

「どれくらいかかりそうだ？」

「三日あれば何とか……」

「三日か……ファルサス軍が来るのと同じくらいだろうな。何とか間に合わせよう」

「分かりました」

　男の魔法士がそう返事をした時、何か軽いものが落ちる音がした。

　彼は、不思議に思って音のした方を見る。

　──そこには骨と皮ばかりの生首が転がっていた。

「な、な……」

　言葉にならない彼の首筋に冷たい何かが落ちる。彼はそれに気づかないまま絶命した。




　惨劇は一瞬のことだ。

　岩陰で目を閉じて詠唱に集中していた魔法士は、いつのまにか自分以外の詠唱が聞こえないことに気づいた。不審に思った彼は、仲間たちがいた方を覗きこんで……慄然とする。

　ひたひたと満ちて広がる血だまり。その上に同志たちが無残な姿で倒れ伏している。見覚えのある老魔法士の首は、何が起きたのか分からない表情のままだった。

「な……」

　口を押さえた彼を、強い血の臭気が襲う。あまりの凄惨さに眩暈めまいがした。

　しかしそんな中で何よりも彼の目を奪ったのは、血の海に佇たたずむ一人の少女だ。血に濡れた剣を携えた魔女は、彼に気づくとにっこり笑った。

「一人刈り損ねたか」

　涼やかな声に恐怖で腰が抜ける。男は声も出せぬままその場に崩れ落ちた。

　魔女は無造作に近づいてくると彼に問う。

「どうした？　封印を解きたいのか？」

　男は口をパクパクと開閉しながら頷く。魔女は大きな闇色の瞳を瞠って微笑した。

「なら解いてやろう」

　彼女は剣を壁に向かって一閃させると、血を払って鞘に収めた。封印に向かって片手をかざす。

　濃い血の匂いの中、その姿は月光を纏ったように他から浮き立っていた。

「歌え、古き戒めよ。遠きに生み出されし鎖は我が命により朽ちゆく──」

　朗々たる詠唱。封印が効いている間は、何人たりとも魔獣に触れることができない。

　それは術者である魔女も同様だ。彼女は右手をかざすと複雑な封印を解きほぐしていく。横では魔法士の男が蒼白になりながらそれを見つめていた。

　七つの小封印で構成された紋様は、魔女の手でみるみるうちに解呪されていく。

　紋様が消える。

　そして魔獣の目がゆっくりと開き始めた。




※




　イヌレード砦に到着した一行は、門をくぐりかけたところで突然の地揺れを感じた。

　馬たちが怯おびえたようにいななきを上げる。彼らが振り返ると、魔法湖の方角から重い地響きが聞こえてきた。巨大な何かが崩落したようなその音に、シルヴィアが顔色を失なくす。

「今のって……もしかして魔獣が……」

　動揺する臣下たちに、しかしオスカーは何も答えない。鋭い目を荒野に向けているだけだ。

　彼はほんの数秒そうしていたが、軽くかぶりを振ると指示した。

「中に入るぞ。馬が逃げ出したら困る」

「でも、ティナーシャさんが……」

「あれだけ言ったんだ。何とかするだろう」

　きっと自分たちは皆、彼女の本当の姿を知らないのだ。

　大陸最強の魔女。圧倒的な力の体現者。

　この大陸を長く病ませた「暗黒時代」が終わった後、この時代が「魔女の時代」と呼ばれるのは、彼女たちの力が容易たやすく歴史を変え得るものだからだ。

　魔女の怒りを買えば、一夜にして国が滅ぶ。そんなことは小さな子供でも知っていて──ただそれが今まで、ティナーシャ個人と結びついていなかっただけだろう。

　けれどいつかは知らなければならない。それが、彼女の契約者であるということだ。

　オスカーは、皆が迷いながらも門に入っていく中、一人だけその場で馬を降りた。気づいたドアンが振り返る。

「殿下、どうかなさいましたか？」

　イヌレードの門前には何もない。見張りの邪魔にならぬよう木々も取り払われている。

　オスカーはそんな周囲を軽く見回すと、おもむろに腰のアカーシアを抜いた。間を置かず地面を蹴ると、一瞬で数歩先へ肉薄する。

　恐ろしい速度で振りかかるアカーシアの刃。

　何もない場所を斬るだけのはずだったそれは、けれど次の瞬間、濃い灰色の布をたなびかせた。

　王太子を見ていたドアンは、その光景を理解してぎょっとする。

　──アカーシアが斬り裂いたものは、不可視の結界と、そこに潜んでいた術者のローブだ。

　すんでのところで跳び下がったらしいその相手に、オスカーは誰何する。

「何者だ？　お前もあの魔法士の仲間か？」

「……参ったね。勘がいいとは知っていたけど、さすがに予想外だ」

　斬られたローブを一瞥して笑ったのは、若い男の魔法士だ。甘めの顔立ちに明るい茶色の髪。同じ色の瞳は緊張を湛たたえている。その容貌にオスカーはすぐ心当たりを思い出した。

「お前、ひょっとして祝祭の時に城都にいた男か？　さっきティナーシャと別れた後から俺たちの方についてきてたな。ずっとあれを見張っていたのか？」

「まさか。そんなことをしたらすぐに捕まるよ。現に彼女は僕を探知しようとしてたみたいだしね」

　その言葉が意味するところは、この男はティナーシャの探知に気づいていたということだ。魔女が伸ばした手に気づいて逃げきれるのは、並の実力者ではない。

　オスカーは一段警戒を強める。気取られないように足の重心を移動させた。

　男は腹を押さえたまま苦笑する。

「僕がしたいのは、ただの助言だ」

「助言？」

「ああ、あなたの守護者がもっとも知りたがっているものだ。できれば仲介してもらえると嬉しいな。きっと彼女も喜ぶ」

「俺が怒られるの間違いだろう。あいつが知りたがっていることを、あいつ自身が手に入れられないはずがない」

　オスカーの即答に、男は笑顔を少し強張らせた。何かを言おうとして、だが結局嘆息する。

「本当に……彼女もあなたもそういうところが厄介なんだよ。頭が回って甘言に乗らない。だからいつも結局、搦からめ手てを取る羽目になるんだ」

「戯言を吐くな。うちの魔法士を殺させたのもお前か？」

「調査に来させない方がいい、とは言ったけどね。やり方を決めたのは彼らだ。僕がすることはいつも、誰かに何かを教えることだけだ。その先は当人の自由だよ」

「回りくどいことを言う。ドルーザの魔法士とは別口なのか？」

　目の前の男はまぎれもなく魔法士ではあるのだが、それだけではない嫌な気配も感じる。ティナーシャはこの男について「かなりの魔力を隠蔽している」と言っていたが、そのせいだろうか。

「僕はどの国の人間でもないよ。厳密にはあなたたちの敵でさえない。ただ彼女に用があるだけだ」

「なるほど。あいつに用があるのは本当か。──ならここで死んでゆけ」

　言い終わるより先に、オスカーは距離を詰める。

　全ての魔法結界を斬り裂く刃が、男に向けて振るわれた。

　しかしその刃は、突如宙に現れた岩に当たり跳ね返る。オスカーが目を丸くする間に、男は転移構成を組んだ。ドアンの放った捕縛魔法が届くより一瞬早く、男はその場から消え去る。

　すんでのところで怪しい魔法士を取り逃してしまったことに、ドアンは歯嚙みした。

「申し訳ありません、殿下……力及ばず」

「いや、それはいいんだが。なんだこの岩。どこから出てきた」

　オスカーの足元に転がっているのは、大きな猫ほどの大きさの岩だ。突然現れたこの岩に、アカーシアの刃は防がれたのだ。ドアンは苦い顔で説明する。

「別の場所にあったものを転移で引き寄せたんでしょう。相当機転の利く相手です」

　アカーシアはあらゆる魔法を斬り裂くが、実体があるものを斬るなら普通の剣より少し強度があるくらいだ。それを知っていて対応してきた男は確かに面倒な相手だろう。

　オスカーは周囲に気配がないことを確認して、アカーシアについた血を払う。

「殺すつもりだったんだがな……」

　相手の目的がティナーシャである以上、今、排除しておきたかった。せめて彼女が魔獣と戦っている時くらい、足止めをしてしかるべきだっただろう。

　だができたことは、最初の一撃を与えることくらいだ。ローブの上から斬った感触からして、致命傷ではないが、そう軽くもないだろう。ドアンがかぶりを振る。

「あの傷なら、治癒を施すとしてもしばらくは動けないでしょう」

「足止めくらいにはなったか。次は仕留めよう」

　再び地を伝ってくる震動に、オスカーは魔法湖の方を見やる。

　まるで大きな繭にも見える霧。その中には彼の魔女がいるはずなのだ。
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　立ちこめる爆煙の中、ティナーシャは上空に浮かんで眼下を見下ろしていた。

　魔獣が目覚めた衝撃で、地中には激しい落盤が起こっている。おそらく生き残った魔法士も他の死体もろとも地中に眠ることになっただろう。

　ティナーシャは周りを飛んでいるドラゴンに声をかけた。

「ナーク、終わるまで危ないから下がってろ」

　ドラゴンは主人の命をうけて、土煙と霧の混ざる中にその赤い姿を消した。

　地上の砂煙が徐々に晴れてくる。

　魔法湖の中央、巨大な銀色の狼が頭を上げてティナーシャを睨んでいた。銀の体毛に覆われた額には大きな紅石が嵌まっている。同じ色の瞳は敵意に輝いて、宙に立つ小さな魔女を捉えていた。

　ティナーシャは嫣然と微笑む。

「七十年ぶりだな。よい眠りだったか？」

　数十年ぶりの邂かい逅こうがお互いにもたらすものは、どちらかの死だ。

　きっと魔獣もそのことは分かっているのだろう。銀の体毛が、獣の戦意に呼応してうっすらと光を帯び始める。純粋な魔力量なら、他の魔女に匹敵するほどかもしれない。

「けどまあ、魔法士の強さは魔力量じゃ測れないからな」

　ティナーシャはそう言うと右手を掲げた。白い手の上に光球が現れる。

　眩まばゆい光球は、あっという間に膨れ上がると耳障りな音を立て始めた。枝状に広がる雷光が球にまとわりつく。それに応えるかのように魔獣が咆ほう哮こうした。

　びりびりと空気を振るわせる威嚇。開かれた口から衝撃波が放たれる。

　魔獣からの先制をティナーシャは横に跳んで避けた。すかさず光球を開いたままの口に放つ。

　しかし魔獣は、光球が口内に飛びこむ寸前で頭を伏せた。己の額で白光を受ける。

　光球は銀色の長い体毛に吸いこまれ、火花を上げながら拡散していった。

「どれだけフサフサなんだ……」

　七十年前、彼女が苦労した理由の一つが、この魔法抵抗の高さだ。生半可な攻撃では傷を与えることもできない。そしてこの抵抗を超える攻撃を放てば──周りの人間も無事では済まない。

　だからこそかつては、封印を選ばざるを得なかった。

「知ってはいたが厄介だな」

　ぼやくティナーシャの体を、鋭い爪が薙ぎ払おうとする。

　彼女はその一撃をすんでで避けた。空中を駆けると魔獣の足元に滑りこむ。彼女は白い足に装備していた円筒を引き抜くと、小さな蓋を指で弾いた。中から赤い球が掌に転がり出る。彼女はそれに構成を注いだ。

「満ちよ、我が定義よ……」

　爪の二撃目が襲ってくる。魔女は地面を蹴って避けながら、構成を詰めた赤い球を魔獣の後ろ足目がけて投げつけた。球は見えない刃を纏っているかのように銀の体毛を切り裂きながら、その下の肉に食いこむ。──次の瞬間、魔獣の後ろ足が血肉を撒まき散ちらして爆ぜた。

　苦悶の咆哮が辺りに轟とどろく。怒りで真っ赤に染まった目が彼女を探した。魔獣は魔法湖の上に立つ彼女を見つけると、牙を剝き出しに食らいつこうとする。

「おっと」

　迫りくる巨大な顎を、ティナーシャは防御結界を展開して受け流した。再び宙に浮き上がりながら爆ぜた後ろ足を見ると、そこは既に真新しい肉が盛り上がっている。たちまち塞がった傷の上に銀の体毛が生えだしていた。

「相変わらず治りが早い早い」

　魔女は謳うように皮肉ると、円筒を振ってまた赤い球を取り出す。彼女は空中で一回転すると、今度は別の前足に向かって赤い球を放った。肉が飛び散る鈍い音が辺りに響く。




『もし七十年前、国王レギウスの傍に青き月の魔女がいなければ、魔獣はそのまま城都までも蹂躙していたであろう』

　それはある有名な歴史書に書かれた一節で、多くの学者たちが同意するところだ。

　魔獣の特徴と言える、魔法を受け付けぬ強きょう靭じんな体。巨体からくる無尽蔵の体力に、森を薙ぎ払う膂力、驚異的な回復力。人間が太刀打ちしえないそれらの力は、数万の軍勢をものともしなかった。

　当時の戦争を傍観していた諸国でさえ、ファルサスが滅びた後、魔獣に対しどのような対策を取ればいいのか、答えの出ぬ問題に騒然となっていたくらいだ。

　だが、彼らの心配は杞き憂ゆうで終わった。戦場に現れた王の魔女は、半日にも及ぶ苛烈な戦闘の後に魔獣を封印し、その後ファルサスを去ったのだ。

　或いは彼女に救われたのは、ファルサスだけでなく他の多くの国や人もそうだったのかもしれない。人々はこの一件により、魔女の力の強大さを改めて実感した。

　そして七十年が経ち──彼女は新たな契約者のもと再び魔獣と相対する。




「っと……危ない」

　魔獣の爪が彼女の黒髪を掠めていく。先程から間断ない攻撃をかわしているティナーシャは、その過程で持っていた七つの球を使い果たしてしまった。しかし魔獣の体は、どんな傷を与えても瞬時に塞がってしまう。後には銀の体毛が何事もなかったように揺れているだけだ。

　一方ティナーシャの方は、休む暇もなく飛び回ることで息が上がってきている。彼女は爪の一撃を避けて高く跳躍すると、再び魔獣を上空から見下ろした。

「なまったつもりはなかったんだが……体力のなさは仕方ないな」

　少女の華奢な体ではどうしても限界がある。彼女の額や首筋には、粒になった汗が浮いていた。

　ティナーシャはべったりと張り付いた黒髪を背後に流すと、自嘲ぎみに独りごちる。

「さて、問題はここからか。──七十年前の繰り返しになるか？」

　結果がどう転ぼうと、最終的に行きつく先は一つ、どちらかの死だ。

　魔女は深く息を吸う。淡々と詠唱を始めた。

「上昇せよ。囚とらわれし牢ろう獄ごくは未だ闇の中にあり。汝が見るはただ七つの束縛のみ」

　詠唱に呼応して、魔獣の体内に埋めこまれた赤い球が肉を貫いて光り出す。体のあちこちから湧き出る光に、魔獣は苦しげな唸うなり声を上げた。

「意味を求めぬ安寧は盲目。拒絶せし愚鈍の洞窟に眠る」

　七つの球から溢れ出る魔力の光、それらは無数の糸になると、互いに絡み合いながら魔獣を束縛し巨大な構成を織り上げていった。魔獣がそれから逃れようともがいても、網状になった構成は柔軟に巨体に絡み付いて離れない。

　そうして作られた紋様が完全に魔獣を捕らえた時、ティナーシャは詠唱をやめて一息ついた。

「悪いが、今度は死んでもらう。お前もここにいても何も得られないだろう」

　魔法生物として生を受け、戦争の道具として呼び覚まされた。

　それはひどく歪いびつな、ままならぬ在り方だ。望んでそうなったわけではない獣に、ティナーシャは哀切さえ込めた視線を向ける。

　そして彼女は、殺すための詠唱を開始した。

「我が意志を命と認識せよ。全ての空間に満ちる沈黙者よ。我が言葉なくして力は在らず。消失のための光を定義せよ……」

　ティナーシャの頭上に巨大な光の構成が現れる。円環状の紋様は、ゆっくりと回転しながら魔法湖の魔力を吸い上げ始めた。ティナーシャの頭上に恐ろしいほどの力が凝こごり始める。




[image: ]




　みるみるうちに光を増す紋様に気づいて魔獣が頭を上げる。憎悪に燃える赤い目が、魔女の闇色の目とぶつかった。低い唸り声が地を揺るがす。

　殺意と空虚。両者の間に交差するものは、似て非なる感情だ。

　無音の数秒が過ぎる。それが永遠になるかと思われた時──不意に魔獣の巨体が跳ね上がった。

　銀色の顎が戒めを突き破り、魔女に迫る。

「……っ！」

　ティナーシャは咄嗟に外套を外すと、白い牙目がけて投げつけた。魔法で織られた布が空気を孕んで広がる。そこに込められていた防御陣が発動し、光の壁が生まれた。

　しかし魔獣の牙は、その防御を一瞬で突破した。

　巨大な顎は刹那で肉薄すると、止めるまもなく彼女に食らいつく。薄い腹に深々と刺さる牙。彼女の体はあっけなく魔獣に咥くわえこまれた。

「あ──」

　衝撃と激痛が、ティナーシャの体を弓なりに反らせる。彼女はそれ以上の苦悶を飲みこんだが、代わりに頭の中は真っ白になりかけた。魔獣はなおも彼女を咀そ嚼しゃくしようと口を開く。

　──気が遠くなる。

　だが、意識を失うことはできない。そうなれば組みかけた構成が消えてしまう。

　ここで踏ふみ止とどまらなければ──自分は何にも届かぬままだ。

　魔獣の顎が大きく開かれる。ティナーシャは全身の力を揮って牙を蹴った。爪先に灯った構成が白い牙を割り砕く。その反動を利用して彼女は魔獣の顎から逃れた。

　左手で押さえた腹から血が大量に零れ始める。

「これで、終わりだ」

　ティナーシャは右手を頭上にかざした。眩い光が掌上に集まっていく。

　そうして放たれた構成は、湖を覆うほどに広がりながら銀色の巨体を飲みこんでいった。




　轟音と共に地が揺れる。

　その日魔法湖に上がった閃光は、イヌレードの砦のみならず、旧ドルーザの城都にまで届いた。

　真っ白な光が空を焼き、地響きが遠い街にまで伝わる。人ならざる怨えん嗟さの叫びが、空気を震わせて人々の耳に響いた。

　しかしそのような異変を受けても、旧ドルーザの民は皆、かつての苦い記憶が残る場所、今は無国籍地帯となっている魔法湖に近づいてみようとはしなかった。

　七十年前の戦争の遺産は、こうして人知れず姿を消したのだ。
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　陽が少しずつ落ちていく。砦に届く風は乾いた匂いがした。

　砦の城壁に出ているオスカーに、メレディナが遠慮がちに声をかける。

「殿下、そろそろ城にお戻りになられては……」

　遠い荒野を見ていた青年は、そう問われて振り返る。二時間ほど前に魔法湖の方角で閃光が確認されてから、彼はずっとここに立っているのだ。そろそろ辺りは暗くなり始めており、砦のあちこちには火が灯されつつあった。

　オスカーはかぶりを振って返す。

「いや、もう少し待つ」

　メレディナは何か言いたげに、だが黙して引き下がった。オスカーは再び荒野に向き直る。

　──本当は様子を見に行こうかと何度も思った。だが、結局はそれをできないでいる。

　守護者である魔女を信頼するのもまた、契約者の務めなのだ。彼が連れてきたのは塔に閉じこめられた無力な少女ではなく、歴史の影に立つ圧倒的な力の体現者だ。そこを履き違えてはならない。

『レグなら行かせてくれましたよ』

　彼女のそんな言葉は、オスカーの知らない遠き日のことだ。

「曾祖父か……」

　あの魔女は、顔も知らない曾祖父を愛していたのだろうか。もしまた会えるのなら聞いてみよう……オスカーはそう思って、まるで彼女が戻ってこないかのような発想に苦笑した。

　──まだ契約終了まであと十月以上もある。いつでも聞けるはずだ。

　彼は顔を上げる。ふと視界の先に黒い影が映った。小さな影は、遥か遠くの空から徐々に砦の方へと近づいてくる。大きな翼を羽ばたかせて真まっ直すぐ向かってくるそれは、ティナーシャのドラゴンだ。オスカーは無意識のうちに安堵の息をついた。ドラゴンは、主人の契約者である彼を目標にしてきたらしく、オスカーの頭上まで来るとゆっくり高度を下げた。まだ見えないその背に向かって彼は呼びかける。

「ティナーシャ、どうだった？」

　彼女の勝利を疑っていない問いに対し、しかしドラゴンの背からは何の返事もない。

「ティナーシャ？」

　彼は急に不安になって、ドラゴンの体に手をかけるとその背に飛び乗った。体勢を整えながら視線を動かし、愕然とする。

　そこに横たわっていたのは、血ち塗まみれの彼の魔女だ。

　一瞬で血の気が引く。彼はその体を抱き起こした。意識のない魔女から目を離さぬまま叫ぶ。

「誰か！　魔法士を呼べ！」

「殿下!?　どうかなさいました!?」

　近くに控えていたメレディナが駆けてくる。その後ろにいるシルヴィアを見つけて、オスカーは彼女を呼んだ。

「シルヴィア！　こいつの怪我を診てくれ！」

　魔女の体は全身が血塗れだが、特にひどいのが腹部だ。魔法着は引き裂かれて、ところどころ肉片と思しきものがこびりついている。息はあるようだが、こんな状態でいつまでもつか分からない。

　オスカーが彼女の体を抱いて降りると、その有様を見たシルヴィアは悲鳴を上げた。

「へ、部屋に運んでください！　すぐに処置しますから！　メレディナ、お湯と布を早く！」

「分かった！　殿下は彼女をあちらの部屋に！」

　叫んで走り出す女性二人につられて、周囲も一気に騒然とする。オスカーは魔女の体を抱えこむと駆けだした。その後を小さくなったドラゴンが追う。

　治療にかかった時間は、そう長くなかった。手を拭きながら部屋を出てきたシルヴィアは、待っていたオスカーに軽く一礼する。

「全身診させて頂きましたが、大きなお怪我はありませんでした。小さな傷は治しましたが……」

「怪我はないって、腹はどうしたんだ」

「ご自分で塞がれていたようです。中がどうなってるかは分かりませんが……」

「そうか……助かった」

　安堵に全身から力が抜ける。オスカーが礼を言うとシルヴィアは笑った。

「見た目があの出血でしたから、処置しきれない重傷かとも思ったのですがよかったです。体の血は拭いて、破れた服は他の装備と一緒に置いてあります」

「ああ」

　頷く彼の肩には、小さくなったドラゴンのナークが止まっている。その口には大きな紅石が咥えられていた。オスカーはドラゴンの頭を撫でる。

「入っても構わないか？」

「どうぞ。魔力が回復するまではお目覚めにはならないとは思いますが」

　頭を下げるシルヴィアの横を通って、オスカーは室内に入った。

　広い寝台の上、ティナーシャは安らかな顔で目を閉じている。彼は近づいてその寝息を確認し、また掛けられた布越しに腹に触れて何でもないことを確かめると、ようやく安心した。

「まったく……心配させるな」

　彼は手を伸ばして小さな頰に触れる。疑いようのない温かさがそこにあった。







　結局その晩オスカーは砦に泊まった。

　調査隊のうち、メレディナを初め兵士のほとんどは先に城へと帰ったが、シルヴィアやドアンら魔法士たちと護衛の兵士二人は、ティナーシャが急変した時のために砦に留まった。重傷を負った魔女をすぐに動かすのは躊躇ためらわれて、オスカー自身がそう決めたのだ。

　何事もなく一晩明けての昼過ぎ、彼は魔女の回復を待って砦の一室で仕事をしていた。砦を見回って来たドアンが報告する。

「昨日の魔法士の気配はないようです。結界は補強しておきましたが、何分、得体の知れない相手ですので……」

「ひとまずはティナーシャが目を覚ますまで近づけさせなければいい。あいつが起きたら相談だな」

　怪しい魔法士の青年は、ティナーシャのことを知っているようだった。ならば魔法士同士、彼女本人に意見を仰いだ方がいい。そのために今は、彼女を守ることが肝心だ。

　オスカーはもう一度彼女の様子を見に行こうか迷う。

　ちょうどその時──ティナーシャのいる寝室から女の叫び声が聞こえてきた。

「なんだ!?」

　魔女の声ではない。襲撃を予想してオスカーは駆け出す。

　寝室の前にはシルヴィアが何故か赤い顔をして立っていた。

「どうかしたのか！」

「あ、殿下……いえ失礼しました。何でもないのです。少々お待ちください」

　シルヴィアは妙に焦った様子で扉の前に立ち塞がる。不審に思ったオスカーは彼女を押しのけた。

「入るぞ」

「殿下！　お待ちを！」

　制止の声を聞きながら中に入ったオスカーは、理解不能な光景に思わず硬直した。

　寝台の上に、魔女が裸の半身を起こしている。それだけなら別に驚くべきことではない。

　だがその黒髪は、たった一晩で床に届くほど伸びて広がっていた。

　彼女はオスカーに気づくと、己の裸身を掛布で隠す。ひきつった笑いを見せるその姿は、彼が知る少女のものではなく──二十歳前の大人と言っていい容姿になっていた。

　魔女は、彼を睨んだまま背後の枕を手に取る。

「服を、着るまで、入ってくるな！」

　投げられた枕を避けると、オスカーは無言のまま外に出て扉を閉めた。肩の上では我関せずのナークが欠伸をしている。

「なんだあれ……」

「だから、お待ちくださいと申し上げたじゃないですか……」

　シルヴィアが片手で顔を押さえて呟いた。




　ティナーシャはシルヴィアの服を借りると、長い髪を鬱陶しそうに引きずって出てきた。

　これまでも息を吞むような美少女だったが、年齢の上がった今は清せい冽れつさと艶を併せ持っている。

　長い睫毛が作る影が、憂いを帯びて人目を引く。悠久を含んだ両眼は神秘そのもので、放っておけば時を忘れていつまでも見入ってしまっただろう。

　事実、外で待っていたオスカーは、現れた彼女に瞠どう目もくすると、まじまじとその双眸に見惚れてしまった。いつまでも何も言わない契約者に、ティナーシャは嫌そうな顔になる。

「なんですか……気味が悪いんで、何か言ってくださいよ……」

「いや……」

　オスカーは迷いながらも魔女に手を伸ばした。いつものようにぐりぐりと頭を撫でると、ティナーシャは猫のように目を細める。そんな姿は、やはり前と同じ彼の魔女だ。

　オスカーは自分の気を落ち着かせつつ尋ねた。

「一体何があったんだ。その姿はどうした」

「内臓の破損がひどかったんで、体の成長速度を急激に早めて修復したんですよ。髪邪魔ですね」

　言いながら彼女は無造作に短剣を出して髪に当てようとした。シルヴィアが慌ててそれを止める。

「わたしがしますから座っててください」

「え、すぱっと切っちゃいますよ」

「わたしが！　やりますから！」

「はい……」

　大人しく椅子に座ったティナーシャの髪を、シルヴィアは丁寧に梳くしけずり始めた。オスカーは魔女の向かいに座り直す。

「内臓の破損って、大丈夫なのか？」

「もう平気です。ちょっと出血し過ぎて血が足りないくらい」

「あれはさすがに死んでるかと思ったぞ。その外見は戻るのか？」

「戻りません。塔でも言いましたけど、私の外見って成長を停滞させてるだけで、魔法で変えてるわけじゃないですから。見せかけだけなら戻せますけど、貴方、少女愛者なんですか？」

「全く違う」

　むしろ今の姿の方がよほど惹かれる。だが、彼女の精神から鑑みるだに、こちらの方が本質に近いのだろう。大人びた眼差しが似合うようになった魔女に、オスカーは内心で嘆息した。

　そんな彼の肩から、ナークが魔女の膝に飛び移る。彼女はその背を撫でてやった。

「オスカー、懐かれましたね。これをくれるみたいですよ」

　ドラゴンは咥えていた紅石をティナーシャの手の中に落とす。片手に余るくらいの大きな宝石を、彼女はオスカーに放った。彼は空中で受け止めた赤い石をまじまじと眺める。石は、元はもっと大きかったのか、大きく割れた跡があった。

「魔獣の核ですよ。半分しか拾えなかったみたいですけど。もうただの宝石だから大丈夫です」

「魔獣の核って……お前魔獣を倒してきたのか!?」

　戦闘用の装備を整えていたのは知っていたが、まさか一人でそこまでやって来るとは思わなかった。啞然とするオスカーに、ティナーシャは目を閉じて微笑する。

「また数十年後に同じ手間を踏みたくないですからね。あ、封印解除を狙ってた魔法士たちは、死体を地中に置いてきちゃいました。未回収ですみません」

「それは構わないが……無茶するなよ」

「余裕！」

「大怪我してたじゃないか」

　当然の突っこみに魔女は舌を出す。そんな彼女に、オスカーは姿勢を正すと言い直した。

「助かった。お前のおかげで被害が出なかった。ありがとう」

　あのまま魔獣が復活していたなら、どれだけの惨事になっていたか計り知れない。

　それを未然に収めてきた魔女は、黒い目を丸くすると相好を崩した。

「これくらい、なんでもないです。魔女なんですから」

　彼の負う重みを気にも留めず、守護者である彼女は綺麗に笑う。そんな魔女の黒髪を、シルヴィアが小さな鋏はさみで前と同じ長さに梳いてくれていた。







５．水の中に落ちる







　体を癒いやすための浅い眠りだった。

　だからたくさんの夢を見た。整理しきれていない、遠い過去の記憶を。

　その中の自分は、子供で、魔女で、無数の時を無数の形で過ごしていた。

　まるで何もない乾いた荒野を一人行くようだ。

　束つかの間まの契約者たちも皆、自分の時を生きて死んでいく。

　先に進み続けるのは自分だけだ。否、進んでいると思っているだけで、本当は立ち止まり続けているのかもしれない。全てを失ったあの日のまま、自分は──

　その時、ふっと誰かの手が髪に触れた。

　意識が浮き上がる。視界に光が差す。

　周囲に明るさを感じて、だが眠りは覚めない。温かな手がゆっくりと頭を撫でていく。

　まるで守られているかのような優しい手。その感触に彼女は夢のない安息の中へ降りていく。

　そうしてようやく体が癒えて目覚めた時、ティナーシャは裸の膝を抱いて首を傾げた。

「……オスカー？」

　何故彼の名が浮かんだのかは分からない。

　ただふっと胸の奥に温かさを覚えて……魔女は淡くはにかんだ。




※




　魔女から聞き取った内容を加えて、オスカーはすぐに砦の執務室で今回の報告書を作成した。

　あとは城に戻ってこれを提出すれば終わりだ。彼は顔を上げると、近くにいた彼女を手招く。

「何ですか？」

　怪訝そうに寄ってきたティナーシャの体を、オスカーは無造作に抱き上げると自分の膝に横向きに座らせた。華奢な体は意識がない時は体重を感じられたが、今は人間とは思えない軽さだ。普段ふわふわ宙を漂っているのも、魔法で重さを軽減しているせいかもしれない。

　子供のように抱き上げられたティナーシャは、白い目を契約者に向けた。

「何なんですか……」

「いや、どうもつい触りたくなるような外見になったな」

「…………」

　ティナーシャは嫌そうな顔になったが、オスカーは気にせず切り揃えられた黒髪を梳いている。

「一応先に帰った者には口止めをしたが、この姿では魔女であることをもう隠せないな。見せかけでも戻していくか？」

「いえ、もういいです。人の口に戸を立てるのは難しいです」

「そうか」

「この馬鹿王子を殿下って呼ぶのも疲れるんでちょうどいいです」

「疲れるのか……」

　魔女は細い足を組むと、空中をうろうろしていたナークを膝の上に引き取る。窓から差しこむ日の光が、彼女の白い足に温かみを持たせた。

「魔法湖に霧がかかってたのは魔獣のせいだったので、まもなく晴れると思います。これからは三ヶ月に一度観測に行けばいいでしょう。あ、落盤してるので気をつけるように言ってください」

「魔法湖はなくならないのか」

「あれはあの地に飛び散ってしまった強力な魔法の残滓ですから……。ちょっと消費されても、すぐ周囲の魔力や生命力を吸い取って戻るんですよ」

「そういうものなのか」

　オスカーは剝き出しになっているティナーシャの爪先を撫でる。その手にナークがじゃれついた。魔女は腕組みをして考えこむ。

「でも、貴方が斬ったその魔法士の男は気になりますね。つまりあの骸骨に入れ知恵してたのは、その男ってことなんでしょう？」

「多分そうだろうな」

「そうまでして、私に何の用事なんでしょう。鬱陶しいから真正面から来ればいいのに」

「それをしたら殺されそうだからじゃないか？」

「人を何だと思ってるんですか。殺しますけど」

　白々と言う辺り、相手が用心するのも無理はない。だがあの様子から言って、今後も間接的に手出しをされる可能性はあるだろう。直接的に挑んでこられるより余程面倒だ。

　けれどティナーシャは、きっぱりと言いきる。

「ともかく、私狙いで貴方に迷惑をかけるわけにはいきませんから。次に仕掛けてきたらきっちり始末をつけます」

「気持ちは分かるが無理をするなよ。お前一人に任せている方が心配だ」

「……以後気をつけます」

　彼女が小さくうなだれたのは、心配をかけた自覚があるからだろう。オスカーは微笑すると、ナークを自分の肩に乗せる。それをしながら聞きたかったことを口にした。

「そう言えば、俺の祖父はどんな人間だったんだ」

「……何ですか急に。どうしてそんなこと知りたいんですか」

「いや、好奇心。あの骸骨が言ってただろ」

　あの老魔法士はレギウスのことを「魔女の愛しい男」と言っていたのだ。ティナーシャはしかし、頭を抱えて悶絶する。

「あれはぁぁっ！　当時もああいう誤解している人はいたんですけど。まったく違うと言わせて頂きたいです！」

「ファルサスにも昔話で伝わってるぞ」

　七十年前の王と魔女の話は、御伽噺として子供の間に広く伝わっている。当然オスカーもそれを聞いたことがあった。話の中のティナーシャはいかにもといった魔女で、だからオスカーも実際の彼女を知って意外に思ったのだ。

「そういう話があるらしいとは知ってるんですが、腹が立ちそうなので聞いたことはないです」

「助力を要請する王に、代償として国をくれと結婚を迫ったという……」

「うわぁぁぁ」

「しかし戦争が終わった後、王が観念して結婚式を開いたが、姿を見せず消え去ったとか」

「ところどころあってるけど全く違う！」

　怒気と共に魔力が洩れているのか、窓の硝子がピシピシと異音を立てる。そうしているだけで精神を消耗するらしく、ティナーシャは肩で大きく息をついた。その首筋をオスカーは指で撫でる。

「まぁそんなことだろうと思ったが」

　魔女はぶるっと全身を震わせると暴れた。

「くすぐったい！　いい加減やめてください」

「ああ、悪い。あんまり触るとまずいな」

　オスカーが触れていた手を離して解放してやると、魔女は空中に音もなく浮かんだ。ナークがその後を追って飛び上がる。ティナーシャはナークを抱き取ると、空中で足を組み直した。

「レグはですね……一言でいうと……馬鹿王でした」

「…………」




　第十八代ファルサス王レギウス・クルス・ラル・ファルサスは、父王の急死により弱冠十五歳で即位した。その人柄は、真っ直ぐで人を疑うことをせず、諦めることを知らず、公明正大で、善き王であったと言われる。

「初めて会った時はまだドルーザ侵攻の前で……。塔に登ってきたから望みを聞いたら、いきなり結婚を申しこまれたんですよね……」

「非常識な話だ」

「もう一人いましたけど」

　オスカーは聞こえないふりをしてナークを手招く。ドラゴンがその手招きに応えて飛び立つと、魔女は宙でゆるやかに回転しながら、彼を白眼で見下ろした。

「まぁ貴方みたいな特殊な事情があったらまだ分かるんですが！　まったく！　なかったんですよ！　だから、魔女を王妃にするなんてどうかしてると説教したんですが……」

「国をくれと迫ったことになっていると」

「いらないよ！」

　オスカーが似たような苦言を賜ったのは、祖父のせいなのかもしれない。

「で、それからどうしたんだ？」

「断ったんですが二日粘られました」

「…………」

「いい加減怒ったら、ようやく別の案を出して来たんですが、それが『自分が死ぬまで目の届くところに居て欲しい』だったんですよ。そもそも何しに塔に登って来たんですかね」

「……馬鹿だな」

　聞くべきではない話を聞いてしまっている気がする。しかし彼は頭痛を堪えて続きを促した。

「それを飲んだのか？」

「条件つきで。私はその代わり、レグのために何もしない、助けない。もし私の助けを要請するようなことがあったら、それを新しい契約条項として、私は二度とレグの前に現れない、と」

「で、魔獣が現れたわけか」

「すっごく嫌そうに頼みに来ましたよ。決断は比較的早かったと思いますが」

「それは重臣たちも歴史に残したくなかっただろうな……」

　だから事実を捻じ曲げて、あのような御伽噺が流布されたのかもしれない。だが当の魔女にしてみればいい迷惑だろう。ティナーシャは空中で両手をわななかせた。

「そこで終わっていれば、まだよかったんですけどね！」

「まだ何かあるのか……」

「契約の件は終了だけど、一人の人間としての関係はそれに縛られないからと言って」

「言って？」

「か、勝手に結婚式を……いつの間にか用意されていて……花はな嫁よめ衣い裳しょうが部屋に送られてきて……」

「…………」

　オスカーはこめかみを押さえる。頭痛だけではなく眩暈がした。

「勿論すっぽかしました。それ以来会ってません」

「知ってはならない歴史の暗部を見た気がするぞ」

　これでは馬鹿王と言われても仕方がない。オスカーは彼女と初めて会った時、何故魔女が祖父との契約について語りたがらなかったのか、分かった気がした。

「でもまぁ……嫌いじゃなかったですよ。馬鹿でしたけど。家族みたいに思ってました」

　ティナーシャは目を伏せる。その闇色の中には様々な感情が去来しているようだ。

　──もし彼女が魔女でなかったら、王の求婚を受けたのだろうか。

　それはあり得ない仮定だ。だがもしそうだとしたら、彼女はどんな人生を送っていたのだろう。

「後に王妃になった……貴方の曾祖母とも私は仲がよかったですけど、彼女は頭がよくて機転がきいて、多分レグを上手く御したんじゃないですかね。貴方は彼女にちょっと似てます」

　魔女は思い出話をそう締めくくると、ふわりとオスカーの前に降りてくる。白い手を彼の頰に触れさせて、大きな瞳で彼を見つめた。

　その目はまるで、彼の中に過ぎ去った風景を見ているかのようだった。
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　城に戻り魔女であることを公表したティナーシャに、各人の反応は様々だった。

　例の御伽噺もあることから、彼女がオスカーの傍にいることに難色を示す者も多かったが、彼女と付き合いがあった人間のほとんどは程度の差こそあれ好意的に受け止めた。そこには少なくない葛藤もあっただろう。だがそれを表に出さない彼らに、ティナーシャは複雑な微笑を見せただけだ。

　そんな中、オスカーは父王を初め、呪いのことを知る数人に改めてティナーシャを紹介することになった。謁見の間ではなく、城の奥まった広間の一室に集められたのは、王ケヴィンの他に、内大臣ネサン、老将軍エッタード、魔法士長クムと、最後にオスカーと共に育ったラザルの五人である。彼らは思い思いの表情で、魔女を伴ったオスカーの説明を聞いていた。

「というわけで、俺の妻になる予定」

「ならないよ！　黙って聞いてればひどい説明を！」

　身長差のため、宙に浮かんでオスカーを揺さぶっている魔女を、王は立ち上がって宥めた。

「無茶なことを言うやつで申し訳ない。お詫わびします。道理で貴女をどこかで見たことがあると思いましたよ。昔、祖父の日記を盗み見てしまったことがあるんですが、そこに貴女の肖像画が挟まれていました」

「それ、まだあるなら処分して頂きたいです……」

　ティナーシャは赤面しながら床に下りる。王は立ったまま彼女に向き合った。

「実際問題としてどうでしょう。何とかなるのでしょうか」

　魔女は当然の問いに、困ったような笑みを浮かべる。

「一応無効化のための解析は始めてます。そのためにこの城で暮らすよう要請されたわけですし」

「いや、俺は一年の間に口説き落とそうと思って呼んだんだが」

「何だよそれ！　初耳だよ！」

「あの話の流れなら、そういう理由しかありえないだろう」

「そんな選択肢がありえない！」

　真っ赤になって怒る魔女にオスカーは笑い出す。まったくこたえる様子のない契約者に、ティナーシャは拳をきつく握りしめると、王に向かい話を戻した。

「……解析はしてますが、この分野に関しては私より遥かに沈黙の魔女の方が上なんです。解き終わるまで数ヶ月かかると見ていいでしょうし、解析できても完全な解呪は望めないかもしれません。でもまぁ最終的には何とかしますので。安心してください」

「駄目だったらお前が責任とればいい」

「駄目とか言うな！」

　再びオスカーを揺さぶり始めたティナーシャを見て、エッタードは隣のラザルに囁く。

「仲がよいように見受けられるが……」

「仲よろしいんです」




※




「もう……なんなんですか、あの紹介は……」

　精神を消耗しきった謁見の後、ティナーシャは城の談話室で力尽きていた。テーブルに突っ伏している彼女に、隣に座ったオスカーは白々しく言う。

「噓はついてないだろう。何か問題あるのか？」

「噓がなければいいってものじゃないですよ！　絶対貴方と結婚とかしないですからね！」

「と言われても。呪いの無効化ができなかったら、他に手段はないだろう？」

「……なんとかしますよ。他の魔女を紹介するとか」

「すごい手段を出してきたな、お前……」

　それはつまり、自分以外の妃候補として、ということだろう。彼に呪いをかけた沈黙の魔女張本人は除外するとして残る魔女はあと三人だ。ティナーシャは白い指でこめかみを押さえた。

「一人は危なすぎるので無理ですし、もう一人は話が通じませんが、最後の一人はなんとか。ちょっと性格に多々問題はありますけど美人ですし、貴方なら彼女に気に入られると思いますよ」

「そういう紹介の仕方で、どうして俺の気が変わると思ってるんだ」

　他の魔女に興味がなくはないが、それはあくまで歴史に潜む強者としてだ。妻にするとして、目の前にいる五番目の魔女以上に惹かれるものはない。オスカーはあっさりと結論を出した。

「紹介は要らない。お前のことも気長に構えてるから平気だ」

「構えるな馬鹿！　立場を弁わきまえろ！」

　ティナーシャは叫んで立ち上がると、そのままの勢いでお茶を淹れに行く。そうしているうちに魔法士のカーヴやシルヴィアもやってきて、一同は雑談に花を咲かせ始めた。

　オスカーがお茶のカップを受け取りながら、ラザルに聞き返す。

「城内に幽霊が出るって？　何だそれ」

「今、噂なんですよ。夜の廊下を水びたしの女性が歩いていたのを見かけた人が何人もいるんです。彼女が通った後は床がこうびしゃびしゃーっと」

「掃除が大変そうですね」

　冷ややかに言うティナーシャの横で、シルヴィアが青い顔をしている。この可愛らしい魔法士はどうやら怪談の類が苦手らしい。向かいでカーヴがカップを覗きこんでいた顔を上げた。

「でも私も他の魔法士から聞きましたよ。廊下でびしょ濡れの女に出会ったって。無言で顔を覗きこまれたそうです。で、怖くなって目を閉じて、何も起こらないので目を開けたら、誰もいなくて床が濡れてただけっていう」

「いやぁぁ」

　シルヴィアは両耳を押さえてテーブルに伏せる。魔女は苦笑してそんな彼女の肩を叩いた。

「幽霊なんて存在しませんよ。魂は一種の力の在り方ですが、死後は自然と四散します。死後も形や意識を保っているなんて魔女でも無理です」

「本当ですか？」

「本当本当。だからそんなのがいるとしたら人間じゃないですね」

「いやぁぁっ」

　シルヴィアの叫びに、魔女はしまった、という顔で舌を出した。オスカーがそれを聞き咎める。

「人間じゃないって、何かが城に入りこんでるとでもいうのか？」

「多分。できるとしたら魔物か魔族の類じゃないですかね。見てないので何とも……」

「魔物と魔族って何が違うんですか？」

　素朴な疑問を口にしたのは魔法士ではないラザルだ。ティナーシャは微笑わらってその疑問に返した。

「明確な線引きがあるわけじゃないんですけど、魔物っていうのは既存の動植物が強い魔力や瘴気によって変質したものか、その血を継ぐものを言います。よく人に悪さするのはこれですね。ドルーザの魔獣なんかは宝石から発生した珍しい種類ですが、大まかに分ければあれも魔物です」

　ティナーシャは空中につい、と白い指を走らせる。するとそこに、小さな銀色の狼が現れて、大きく口を開けて欠伸をした。狼はすぐにふっと消え去る。

「反対に魔族は、最初から『そういうもの』として存在する異種です。この辺人間から見た分類なんで、水妖とか妖精とか夢魔とかの異種も一緒くたですね。ただ本当に上位の魔族になると、人とは住む位階の違う概念存在ですから、こちらの位階に現出してくることも滅多にありません」

　魔女の説明に、魔法士のカーヴが補足する。

「暗黒時代には、上位魔族を神と崇あがめてたなんて話もありますよね。有名な話だとネビス湖の水神とか。他に上位魔族が人間に関わったっていうと、トゥルダールの精霊もそうですか」

「トゥルダールって古いにしえの魔法大国か。確か一晩にして滅びたんだったか？」

　大陸史を思い出すオスカーに対し、ラザルはきょとんとした顔だ。カーヴはもっともらしく頷く。

「伝説ですとトゥルダールには十二の上位魔族が『精霊』という名で封印されてたそうなんです。で、王位継承時に新王がその中から一体から三体選んで自分の使い魔にしたっていう。とは言っても昔の話ですし、上位魔族を複数も使役できるとは思えないんで眉唾な話ですけどね」

　魔法史を語る彼らに、ティナーシャは苦笑する。

「その手の概念存在は、上位になればなるほど人間に興味がなくなるんですよ。力の差がありすぎますからね。貴方たちだって、わざわざ虫をつついて苛めたりはしないでしょう？」

　さらりとした魔女の言葉に、他の人間は顔を見合わせる。オスカーは興味津々に問うた。

「お前から見ても、上位魔族ってのはそんなに力の差があるのか？」

「私だったら圧勝できますね。さすがに最上位相手ともなると大変ですけど」

「おい」

　つまりは魔女と他の人間の差もそれだけあるということだろう。彼女は目を閉じたまま微笑んだ。

「だから、城で目撃されたものも、それほど上位の魔族じゃないと思いますよ。そんなのが入りこんで来てたらさすがに私が気づきます」

「とんだ幽霊騒ぎだな。後で調査を出そう」

　オスカーは時計を見ると立ち上がった。

「さて仕事だ。ティナーシャ、お前はどうする？」

「私、服買いに行ってきます。体に合わなくなっちゃったんで。シルヴィア、案内してくれるって約束ですよ」

「あ、はい……はい！」

　シルヴィアは恐怖をふっきろうとしているのか、気合の声を上げて立ち上がった。黒髪の魔女と金髪の魔法士が並ぶのを見て、カーヴはラザルに耳打ちする。

「あの二人が一緒にいると目立ちますね」

　それが聞こえたのか聞こえないのかオスカーは振り返って二人を眺める。彼はまだ顔色の悪いシルヴィアに声をかけた。

「黒か白の服を選んでやってくれ」

「はい……どうしてですか？」

「俺が好きだから」

「そんなの知るか！」

　魔女は右手で小さな光球を作ると、部屋を出て行くオスカーに投げつけた。しかしその光球は背中に当たる直前で、彼女自身の守護結界にぶつかって四散する。

　彼は振り返らないまま、笑い声を上げて扉の向こうに消えた。苦々しい顔で契約者を見送ったティナーシャは長い黒髪を払うとシルヴィアを手招いた。

「ほら、行きましょう。オスカーの話は真に受けなくていいですからね。服は自分で選びます」

「あ、はい……」

　廊下を歩き出したティナーシャは、両手を上げて伸びをする。少女姿だった時には十六歳だった肉体年齢も、今は十九歳だ。身長は大して変わっていないが、体のあちこちが女性らしい曲線を描いている。今は城の魔法着を着ているティナーシャは、よく晴れた窓の外を見上げた。

「ファルサスって妙に暑いですし、服を替えるのにいい機会です」

「ここで暮らしてると気温には慣れてしまうんですけどね……」

　シルヴィアの相あい槌づちはまだ萎しおれている。目を丸くする魔女に気づいて、彼女は顔の前で手を振った。

「あの、わたし本当にああいう話が苦手で……すみません」

「気にしない気にしない。誰だって苦手なものはありますよ」

「ティナーシャ様も苦手なものあるんですか？」

「様はやめてください……」

　窓からは兵士たちの訓練場が見える。剣を打ち合う彼らを見ながら、ティナーシャは苦笑した。

「昔は結構苦手なものあったんですけど、長く生きているうちに摩耗してしまったというか……。今はそうですね、『寝かされること』がまだ苦手ですね」

「何ですか、それ。子供にする寝かしつけのことですか？」

　シルヴィアは首を傾げて聞き返した。だが魔女はそれについて微笑んだだけで何も言わない。代わりに別のことを思い出し苦い顔になる。

「あとオスカーが苦手。何考えてるか全然分からないから。あの人、私のことを拾ってきた猫か何かと間違えてるんじゃないですかね……」

　どう考えても扱いがそれと同じだ。彼女が魔女だということも、猫の毛並みの一種くらいにしか思っていないのではないだろうか。魔獣の一件で少しは忌避されるかとも覚悟していたが、今のところまったく以前と変わりがない。拍子抜けにも程がある。

　困惑を隠せない魔女に、シルヴィアは困ったように返した。

「ちゃんと仲よく見えますよ」

「ええ……？　ちゃんとって……」

　釈然としない顔で黙りこむ魔女に、シルヴィアは噂話の恐怖も忘れたのか声を上げて笑った。




※




「幽霊がいるんだって？」

　城内は二、三日前からその噂で持ちきりだ。詰め所内での雑談に、まだ若い兵士のスズトは剣を磨いていた手を止める。

「幽霊？　初めて聞いた」

「つい最近だよ、ほらお前が帰省から戻ってから」

「なんだ、本当に最近だな」

　言われてスズトは納得する。ほんの三日前まで彼はファルサス東部の生家に戻っていたのだ。森と湖に囲まれた美しい土地だが、城に仕官するようになってから三年ほど帰っていなかった。今回の休暇では久しぶりに両親を訪ねて、ついでに湖にある古城も見に行ったのだ。

　納得して剣磨きに戻るスズトに、一人がにやにやと笑いながら話しかける。

「そう言えばさ、お前もう魔女は見た？　すごいよ。前も美人だったけど」

「戻ってきてからは会ってない」

　魔女というのは、時々剣の稽古に来ていた魔法士の少女のことらしい。王太子は「魔女の塔から見習い魔法士を連れ帰った」と言っていたが、本当は彼女自身が魔女だったのだ。

　御伽噺でしか知らない、この大陸に五人しかいない力の体現者。そんな人間が実在して、同じ城にいるのは不思議な気もするが、ただそれだけだ。野次馬根性を働かせる気はない。

　けれどそっけない様子のスズトに対し、他の兵士たちは色めき立っている。

「あれは見るべきだと思うな。傾世の美女ってああいうのを言うんだよ」

「殿下も夢中みたいだし、ついにファルサスは魔女の手に落ちるな」

　楽しそうに笑い合う仲間たちにスズトはようやく顔を上げた。笑い合う彼らに冷たい目を注ぐ。

「お前らひでぇな。彼女がここに来てた時話しただろ。優しいしいい子だったじゃないか」

「まぁそうなんだけど……」

　無責任な噂話は、空気が抜けたようにあっという間にしぼんでしまった。




※




　夜の廊下は、城内であっても薄暗く不気味だ。

　等間隔で壁につけられている燭台の明かりが、ちりちりと微かに揺れている。その明かりは廊下を行く二人の影を長く照らしていた。ラザルが一歩前を行く主人を見上げる。

「こんな時間までお仕事をなさっていて、幽霊に会ったらどうするんですか……」

「ティナーシャがそんなものいないって言ってただろう。いるなら魔物だ」

「余計悪いです……」

　オスカーは言いながらふと腰に手をやる。そこにあるのは簡素な護身用の剣だ。城内にいる時は基本的にアカーシアを帯剣していないが、王剣を持っていた方がよかったかもしれない。迷う彼に、ラザルはなおも苦言を呈する。

「大体殿下は、何でもご自分でなさろうとするからティナーシャ様が──」

　ラザルの言葉はそこで途切れた。尻餅を打つ音が聞こえてオスカーは振り返る。

「何もないところで転ぶな」

「何もないというか……滑って……」

　ラザルは床についた手を蠟燭の灯にかざす。

　その手は──何故かびっしょりと濡れていた。

　オスカーが目を丸くする。ラザルは悲鳴を上げようと口を開きかけた。

　だがそれより早く、背後から冷たい女の腕が伸びてきて……彼を包みこむように抱きしめた。







「ティナーシャ！　起きろ！」

　自室で既に眠りについていた魔女は、突然入ってきた男に白い手を摑まれた。

　彼女の部屋は、王の計らいによって七十年前に使っていた客室を再び割り振られている。レギウスの命令で、その部屋は七十年間ずっと全ての調度品をそのままに、掃除だけがなされていたのだ。かつての自室に通された時、彼女は複雑な笑みを浮かべたものである。

　魔女は安寧の寝台から引きずり出されて眠い目をこすった。

「うー、オスカー……どうしたんですか」

　闇色の瞳を開いて、ティナーシャは幼児を抱くように自分を抱き上げている契約者を見下ろす。窓から差しこむ月の光のせいか、彼の顔色は若干青ざめて見えた。

「ラザルが……死んだのか？」

「何で疑問形」

　その理由はすぐに分かった。事情を聞いてティナーシャが駆けつけた時には、現場には既に数人の人間が集まっていた。廊下の隅に横たえられているラザルには外傷はないが、何をしても目を覚まさない上に、体は氷のように冷えきっている。彼女はラザルを見るなり、ぽつりと言った。

「魂が抜かれてる」

「魂って……助かるのか？」

　オスカーの言葉に魔女は唇を嚙んだ。魔力を両手に集めると、ラザルの体に触れる。

「体は私が維持しますが……魂はもって三日です。早く取り戻さないと四散します」

　ティナーシャは周囲にいる兵士に声をかけて、ラザルを別室に運ぶよう頼んだ。

「一応探してみますが、魂はきっともう城内にはありませんね……。持ち去られたと思っていいでしょう。幽霊を見ました？」

「見た。青白い肌で緑の髪の女だ。剣をすり抜けた。水でも切ったような手ごたえだった」

「水妖かな……」

　振り返ると廊下に水みず溜たまりができている。ティナーシャは眉を顰めた。

「とにかく城にいる者全員に、最近水辺に行かなかったか話を聞いてください。水妖は普通自分の棲み家を離れませんから。何かここに来てしまった理由があるはずです」

「分かった」

　魔女は運ばれるラザルを追って駆けて行く。

　一方オスカーは人を集めるためにそのまま踵を返した。




　詰め所に残っていた者は深夜にもかかわらず、あわただしく起こされ一人ずつ話を聞かれた。

　スズトも勿論その中の一人として呼ばれたが、黙って彼の話を聞いていたアルスは、スズトを伴うと城内の一室を訪れた。

　普段城内にほとんど立ち入らない彼が、部屋に入ってまず気を取られたのは、正面の窓際に置かれている寝台だ。そこには誰かが寝ており、傍らに女が背を向けて立っている。長い黒髪をスズトはどこかで見た気がした。

「──来たか」

　右手から男の声がかけられる。その声はスズトもよく知るものであったので、彼は声のした方に向かって最敬礼をした。オスカーは椅子に座ったままスズトを促す。

「聞かせてくれ」

「は、はい。先日生家に戻った際、近くにある湖に寄りました。散策していたところ、その湖の付近に涸かれた噴水がありまして、水が出る部分に石が詰められていたので、それを……」

「取り除いたのか」

「はい」

「その時何か変わったことは？」

「何も起こりませんでした。水が少し出て手にかかっただけです」

　オスカーは腕組みをすると窓辺を見やった。

「ティナーシャ、どう思う？」

「当たりだと思います」

　振り返った女の姿を見て、スズトは声を失った。

　黒絹のような髪に白磁の肌、闇色の瞳は薄暗い部屋の中、不思議な引力を帯びていた。

　人外の美貌は、青く冴える月夜を人の形に閉じこめたようだ。仲間たちが騒ぐのがよく分かった。

「その噴水はもともと水妖の棲む湖底に繫がってたんでしょう。石でそれを封じてたんです」

「封印が解けたことで湖底に繫がったのか」

「多分スズトにかかった水を追って、ここまで来たんじゃないですかね。何故ラザルが連れ去られたのかは分かりませんが」

　自分の名前を呼ばれてスズトは一瞬ぎょっとしたが、すぐこの女性が一緒に稽古をしていた少女と同一人物であることを思い出した。彼は、突然出てきたラザルの名に不安を覚える。

「あの……俺何かまずいことを……？」

「それについては後で説明する。ともかくすぐに出立しよう。お前、湖まで案内を頼むぞ」

「は、はい！」

　スズトは敬礼すると、アルスと共に部屋を出て行った。オスカーは立ち上がると、寝台に歩み寄りラザルの顔を覗きこむ。目覚めない幼馴染にオスカーは呟いた。

「少し待ってろ。何とかする」

　静かな声に、ティナーシャが契約者を心配そうに見上げる。

「やはり貴方が行くんですか？」

「他に誰がいる」

　魔女は帯剣されたアカーシアを見て小さく息をついた。

「守護結界は一部の魔物や妖精が使う精神系の術は防げないので気をつけてください。感覚を信じて虚構に囚われないように。あと……」

「何だ？」

　ティナーシャは若干言い渋ったが、口を開いた。

「もし貴方が命の危険にさらされた場合、私は守護者として貴方のところに向かいます。その場合ラザルの延命はできなくなる。……分かりますね？」

　オスカーは少なくとも表面的には動揺を見せなかった。彼女を見下ろすと小さな頭を撫でる。

「分かってる。だからそんな顔をするな」

　彼女の顔がひどく心細げな、泣き出しそうな表情に見えたのは、月の作る陰影のせいだったかもしれない。しかし魔女は何も言わず、口元だけで微笑む。

「余裕で勝ってくる」

　オスカーはそう言うと、ラザルの青白い顔から視線を外し部屋を出て行った。







　月の下、城を出立したオスカー、アルス、ドアン、スズトの四騎は、スズトを先頭に東へと馬を走らせた。問題の湖までは普通に向かって三時間、急げば二時間ほどで着く距離である。

　城を出た際、闇の中を大きな鳥が飛びかかってきてオスカーは剣を抜きかけたが、すぐにそれがナークであることに気づいた。ナークは一声鳴くとオスカーの肩に止まる。

「な、なんですかそいつ」

　スズトは初めて見るドラゴンを恐る恐る指差した。オスカーはナークの喉を搔いてやる。

「心配性がよこしたんだろう」

　オスカーが城を抜け出すことにもいい顔をしない彼女だ。防御結界が効かないかもしれない相手のところに、一人で行かせたくはないのだろう。オスカーはナークが落ちないよう気にしながら速度を上げる。

　休憩もなく馬を走らせ、一行が湖の傍についた頃には空が白み始めていた。小さな森の向こう、木立を抜け湖が見えるところまで来ると、見事な風景にドアンは感嘆する。

「これは……すごいですね」

　大きな湖の西半分には森がかかっている。東半分には湖に接する丘があって、上には古い城が建っていた。朽ちかけた城の庭園は丘の下まで広がり、湖水がそれを半ば浸している。水の中に白い円柱が立ち並ぶ様は、まるでここが異界であるかのような印象を一行にもたらした。

　幻想的な光景に、オスカーが暢気な感想を漏らす。

「ティナーシャを連れてきたら喜ぶかな」

「せっかくですから転移座標を取得しましょうか、殿下」

「その方があとあと便利か。頼む」

　座標取得の詠唱を始めるドアンと別に、スズトは食い入るようにして湖を見つめた。

「こ、この前来た時には、庭にまで湖は浸食してなかったんですが……」

「…………」

　黙りこむ三人を見て、スズトは自分がしてしまったことの重大さを身に染みる。

　──そんなに大したことをしたとは、その時は思わなかった。ただ執しつ拗ように、粘着質に詰められていた石が何となく気持ち悪かった。だから取り除いて綺麗にしてやりたかっただけだ。

　オスカーはそんな臣下の心情を思いやるように、馬を降りると軽く言った。

「気にするな。何とかするさ。とりあえず湖に潜ればいいのか？」

「いえ、森の方に濃い魔力を感じます。先にそちらに行ってみましょう」

　ドアンの指摘の正しさを示すように、ナークがオスカーの肩を離れ、森の方へと飛び始める。人間たちはそれを追いかけて歩き出した。

　森の中は鬱うっ蒼そうと暗く、昇り始めた陽も充分にその手を及ぼすことができない。ナークは道もない森の中をふわふわと飛んで行くが、小さな道案内についていくために、先頭にいるアルスは剣を抜いて枝を切りながら進まねばならなかった。

「殿下、足元にお気をつけください」

「魔力が随分濃いですね……霧のようです」

　ドアンはそう言うが、魔法士でない他の三人にはさっぱり分からない。一行ははぐれないように注意しながら森の奥へ踏み入っていく。オスカーは頭上に茂る木々を見ながら、スズトに問うた。

「あの城は、確か昔の領主のものだったよな。今は放置されているのか？」

「近くに住む者は近寄りません。子供の頃聞いた話も、あまりいいものではありませんでしたし」

「どんな話だ？」

「湖に棲む娘の話です。領主の息子が美しい娘に出会って求婚するんですが、娘は自分が人間でないことを理由にそれを断るんです。ですが息子は譲らずに、二人は結婚することになります。ただその後まもなく息子は他の女性に心変わりし、娘は泣きながら湖に去っていく、という話です」

「胸むな糞くそが悪いんだが」

「同感です……」

「それにしても、湖に棲む娘か」

　ティナーシャは水妖の可能性を疑っていたが、この話を聞くとますます怪しい。何の理由かは分からないが、ラザルは人ならざる女に見こまれてしまったのだろう。抜かれた魂はもって三日だというが、まだ一日も経っていない。こんなところでラザルが失われてしまうことなどないはずだ。オスカーは自分にそう言い聞かせる。

　幼馴染である二人は、幼い頃から共に城で育った。きっと兄弟よりも互いのことを知っている。

　オスカーは、自分の後をついて回るラザルの、人を疑わない微笑を思い出す。

「貧びん乏ぼう籤くじを引くって分かってるのに、何で俺について来るんだか……」

　そう苦笑はしてみたものの、胸に疼うずくのは悔恨だ。幽霊をあれほど怖がっていたラザルが目の前で襲われたというのに、自分は何もできなかった。オスカーは己への苛立ちに歯嚙みする。

　──その時、考え事をしていた彼の頭に、引き返してきたナークがぶつかった。

「こら、危ないだろ」

　オスカーは頭に張り付くナークを引き剝がす。改めて周囲を見た彼は、いつの間にか自分とナークしかそこに居ないことに気づいた。

「しまった」

　いつ何をされたのか、気づかない間に分断されてしまったらしい。ここまでアルスが枝を切り拓いて進んでいたというのに、後ろを振り返っても枝葉が生い茂っている。

「不味いな……アルスは心配ないだろうが、他の二人はどうかな」

　ドアンもスズトも腕の立つ人間だが、こんな森では何が起きるか分からない。

　オスカーは彼らを心配しながらも、枝を切り除くために剣を抜く。とりあえずナークが首を伸ばして示す方向へと進み始めた。オスカーは道案内をしてくれる小さなドラゴンに感謝する。

　不意に足元で、ピシャン、と音がした。

　見ると張り巡らされた木の根の隙間に、僅かな水が溜まっている。どうやらここから先は徐々に湖が浸食しているようだ。彼は一層の注意を以て足を踏み出す。

　──次の瞬間、オスカーは何かを感じて身を屈めた。

　背後から、頭上を風が通り過ぎていく。「それ」は前方の枝に止まると、キッキッと高い笑い声をあげた。見ると蝙蝠こうもりのような羽を持つ緑色の小鬼だ。さざめく笑い声は背後からも聞こえてくる。

「来たか」

　オスカーはもう一度木の根と水に覆われた足場を確認してアカーシアを構えた。それを待っていたように小鬼たちが飛びかかってくる。

　彼はまず、跳んできた小鬼に空の左手をかざした。

　小鬼は手にぶつかる直前で守護結界に衝突する。空中でよろめく小鬼を、オスカーは正面から来た一匹と共に薙ぎ払った。そうして彼は一歩下がると、横から飛びかかってきた一匹を避ける。標的を見失った小鬼は勢いのまま木に衝突した。その間にも次の一匹が襲ってくる。

「羽虫みたいだな……きりがない。どんどん行くか」

　いちいち足を止めて迎撃していては際限がない。オスカーは小鬼や枝を避け、邪魔なものは斬り落としながら足場を探して進んで行った。奥に行くにつれ次第に水が深くなっていき、水上に出ているのは太い根ばかりになっていく。

　やがて根の数も減った頃には、追ってくる小鬼もほとんどいなくなった。ようやく彼が一息ついた時、ナークが彼の肩を離れ、ゆらゆら前方に飛び立つ。

「どうした、ナーク」

　何もない木々に向かってドラゴンは口を開く。

『──結界を破壊しろ』

　それは最初から与えられていた役目だ。主人の命に応えて、ナークは空間を焼く炎を吐いた。

　森の中に跳ね返る炎。熱気が渦巻き水面を揺らす。視界を焼く赤色にオスカーは顔を顰めた。

　だがすぐにその火熱も過ぎる。

　そうして炎が晴れた後に現れたのは──不自然な木の切れ間だ。

　左右に生えた木が、まるで小さな門を形作るようにお互いの枝を絡ませている。今まではまったく見えていなかった門に、オスカーは感嘆の声を上げた。

「凄すごいな。どういう仕組みだ」

　これが、魔女に口煩く注意された精神系の魔法なのだろうか。

　感心しながらオスカーが木々の門をくぐると、その先は小さな広場になっている。平らな地面には足首が浸つかるくらいの透明な水が湛えられており、周りはぐるりと木々で囲われていた。

　そしてその中央に横たわる流木には、緑の髪を持つ美しい女と──彼の幼馴染が腰かけていた。

「ラザル！」

　名前を呼ばれた彼は、ゆっくりオスカーを振り返る。

　その姿はまるで実体のように見えるが、ラザルの本当の体は城の魔女のところにあるはずだ。それを頭の中で確認しながら、オスカーは手を伸ばした。

「迎えに来た。帰るぞ！」

「殿下……」

　ラザルの呟きに、隣にいた女が不安げな表情を浮かべた。青白い手で傍にある彼の腕を摑む。ラザルは女の悲しげな顔を見つめた。穏やかな感情が眼差しに浮かぶ。

　彼は再びオスカーに視線を戻すと、目を伏せてかぶりを振った。

「こんなところまで私のために来てくださって恐縮の至りです……。でも私は帰りません。申し訳ありません」

　予想だにしなかったラザルの返答に、オスカーは一瞬耳を疑った。眉を顰めて聞き返す。

「何だそれは。冗談は生身で言え」

　冗談以外であるはずがない。ラザルはきっと、自分がどんな状態であるか分かっていないのだ。

　オスカーはアカーシアを握ると一歩踏み出す。それを見た女が怯えてラザルに縋すがりついた。彼は女を安心させるようにその手を一度握ると流木を下りる。そうして彼女を庇って前に出た。

「待ってください、殿下。彼女は恋人に裏切られたんです。結婚の約束もしていたのに、別の女性のところに……」

　オスカーは不愉快さに顔を歪めた。例の御伽噺が事実だとしたら、彼女の過去には同情する。だが、どんな不幸があろうとも、それがラザルを連れ去っていい理由にはならないのだ。被害者にもかかわらず人の良すぎる友に向かって、オスカーは吐き捨てた。

「だったらその恋人を連れに行けばいい」

「もう何百年も前の話なんです。あの朽ちた城をご覧になったでしょう。とっくに死んでます。でも彼女には……」

　ラザルは女を振り返る。

　彼女はラザルの視線を受けて、にっこりと微笑んだ。

　ようやく見つけてもらえた迷子のような、憐れん憫びんを抱かせる笑顔。何百年も愛した男を求めて、焦がれて、憎んで、待って、擦りきれてしまった正気と魂がそこにある。

　ラザルは彼女の笑顔に愛おしげな目を向けた。それはひどく優しい、それでいて揺るぎない情だ。

　オスカーはそんな幼馴染に緊張を覚える。

「……お前が死ぬぞ」

　──ラザルの人の良さはいつか命取りになると、昔から思っていた。

　しかしそれでも、自分の傍にいる限りは何とかできる自信があったのだ。こんな風に伸ばした手を拒否されるとは思ってもみなかった。

　ラザルは彼の主人を見て、いつものように申し訳なさそうに微笑んだ。

「だとしても構いません。何百年も彼女はずっと独りだった。死にたくて死ねなくて……恋人を殺したくて殺したくなくて……。私は彼女を救ってあげたいです。それが無理なら慰めを」

　せめてそれぐらいの救いがあればいいと、ラザルは願うのだろう。願って、自ら手を差し伸べられる。そういう芯の強さを持っている。だから女もきっと、彼に惹かれたのだ。

　オスカーはよく知る幼馴染のそんな姿に焦りを覚える。

「思い上がるな。それはお前がすべきことか？」

　厳しい言葉に、ラザルはしかし苦笑しただけだ。彼は真っ直ぐにオスカーを見つめる。

「殿下は彼女を見て、何とも思われないのですか？」

　意図の分からない問いを、オスカーは一瞬怪訝に思い、だがすぐに理解した。




　何百年もの孤独。

　人にして人に非あらず。

　ラザルは言外に、この憐れな水妖を見て──絶大なる魔力を持って一人生き続ける、彼の魔女を想起しないのか、と問うているのだ。




　自然とオスカーは溜息を零した。

　目を閉じる。

　塔の上で見た魔女の愁いが、魔法湖に出立する時の淋さみしげな微笑が、瞼の裏に浮かぶ。

　そんな目をほんの時々にしか見せない彼女を、だからオスカーは、まるで守る人間が必要な本当の少女のように思っていたのだ。

　今はもうとっくにそうではないと気づいている。彼女がやはり、人とは違うのだということも。




　オスカーは目を開けると、アカーシアを握り直した。子供のように無む垢くな瞳で自分を見てくる女へ歩を進める。女の横に立つラザルを一瞥すると、彼はひどく悲しげな表情を浮かべていた。

　その目を一生忘れることはないかもしれないと、オスカーは思う。

　それでも、譲れないものはあるのだ。

「恨み言は城で聞く」

　返事はない。女は幸福そうに微笑んでいる。

　御伽噺の終わりは、いつも無慈悲で唐突だ。

　そしてオスカーは、己の剣を振り上げた。




※




　城に戻った一行は、城門で待っていた者たちに迎えられた。

　魔法着姿のティナーシャは、オスカーを見ると頷く。

「お疲れ様です。魂ちゃんと戻りましたよ」

　にっこりと微笑む彼女の肩にナークが降り立つ。彼女は自慢げなドラゴンを見上げると、小さなその頭を撫でた。一方アルスは、馬を兵士に渡しながら零す。

「俺とか森の中でずっと同じところをぐるぐる回ってたよ……ちょっと泣きそうだった」

「見事に目くらましに引っかかってますね」

「うう……」

　同じ目に遭っていたドアンとスズトもげっそりしている。オスカーはそんな彼らを労ねぎらった。

「ともかく助かった。後は俺が処理しとくから休んでろ。ティナーシャ、ラザルはどこにいる？」

「同じ部屋にいますよ。私も後で行きますので」

「分かった」

　魔女はまだ用事があるらしい。鼻歌混じりに詠唱をしながら城門を出て行った。その背を見送って、オスカーは一人病室へと向かう。

　足取りを重くはしない。自らの選んだことだ。そこに後悔を見せては他の者たちが救われない。

　だからオスカーは、表情を変えぬまま部屋の中に歩み入った。

　寝台にいたラザルが、彼に気づいて半身を起こす。

「殿下……」

「寝てていい」

　魂を抜かれていたせいか、ラザルの動きはまだぎこちない。

　だが彼はよろめきながらも寝台を下りると、オスカーの前に跪いた。深く頭こうべを垂れる。

「ご無礼を……申し訳ありません」

「俺は謝る気はない。……お前もその必要はない」

　たとえ同じ道を行こうとも、自分たちは違う人間だ。

　そうであることを知っている。だからこそ、友人でいられるのだということも。

　ラザルは顔を上げなかった。代わりに涙の混じる声を洩らす。

「明日からは……また全力で仕えさせていただきます」

「調子が戻るまで休んでろ」

　どれ程親しくとも、言葉にしてしまえることは多くない。

　だからオスカーはそっけなく、しかし親愛のこもった声で返した。







「まだ本調子じゃないんだから起こしちゃ駄目ですよ」

　水の入った円器を持って魔女が入ってきた時、ラザルは既にあらがえない眠りに落ちていた。

　彼女が円器の上で布を絞っているのを眺めながら、オスカーは尋ねる。

「さっきは何してたんだ？」

「城の結界を強化してました。魔法士の不審者も捕捉できていないですし、これ以上の侵入は御免ですからね。私がここにいる限り、この城に正面以外から入りこむことはできませんよ」

「……お前がいると、どんどん強化されていくな……」

　一年の間にどれだけ様変わりしてしまうのか。空恐ろしくもあるが、彼女にとっては大したことではないのだろう。何かを気まぐれで守ることなど、きっとお茶に砂糖を入れるようなものだ。些さ細さいで、すぐに過ぎ去って、ただ思い出だけが残る。そうして彼女が七十年前、この城を去っていった時のように。

　オスカーは、守護者の背をじっと見つめる。

「お前、俺と結婚してファルサスに永住しないか？」

「しないよ！　……ってどうしたんですか」

　オスカーの言葉にいつものからかいと違うものを感じてか、ティナーシャは振り返った。彼は真摯な眼差しで魔女の闇色の目を見返す。

「お前は何百年も一人で、淋しくないのか」

　彼女の芯に触れようとする問い。

　魔女は一瞬きょとんとしたが、その質問に苦笑した。

「そりゃちょっとは淋しいですけど、そういうものだと思ってますから」

　急にどうして？　と答える彼女の目に、オスカーは少しの哀切と、そして残酷さを見た。

　この魔女には、森に消えた憐れな水妖のように、失っては生きていけない、いつまでも心を捕らえて放さない存在がいないのだ。

　だから永い時を渡っていける。

　ただ美しく、泰然と、孤独に。

　彼女は儚い人間たちの生を、遠くの出来事として眺めている。

　その別離に、死に、悲しむことはあっても狂うことは無い。

　彼女の絶大な力より、その寂漠より、この残酷さこそがより彼女を魔女たらしめている。

　そしておそらく彼女は、自分のその残酷さを知っているのだ。

「ティナーシャ」

「はい、なんですか」

「お前は、いつでも俺のところに来ればいい」

　時を越え続ける彼女が、いつか去っていくばかりの全てに倦うむ日が来たとしたら。

　その時は、自分のところに来ればいい。たとえどんな時でも同じように彼女を迎えるだろう。

「変わらないものが欲しくなったら、俺がそうだ。覚えておけばいい」

「なんですか急に……。貴方の頑固さがずっと変わらないなんて、恐いですよ」

　ティナーシャは目を閉じて微笑む。

　何にも捕らわれない漂白されたそんな顔を見て、オスカーは今、彼女に触れたいと思った。







６．森の見る夢







　霧の晴れた荒野は、何もない。

　人の寄らぬ、魔力の染みついた土地。「魔法湖」と呼ばれるこの地は、大陸に全部で五つある。

「この魔法湖がいつからここにあるのか、君は知ってる？」

「知らないわ」

　銀髪の少女は、少しだけ眉を寄せて答える。

　ほんの一週間前までは分厚い霧が覆っていた土地も、今は魔獣が死んですっかり見晴らしがいい。

　砂と魔力の混ざった風。彼女はその風から庇うように、隣に立つ青年を支える。

「そんなことより寝てた方がいいわ。傷は塞がっても調子が戻ったわけではないんだし」

「アカーシアに斬られたからね。仕方ない」

　致命傷ではなかったとは言え、「魔法士殺し」に手傷を負わされたのだ。その後、転移を使ったこともあり、体内の魔力はずたずたになりかけた。傷はなんとか塞いだが、今でも完全復調とは言いがたい。ヴァルトは重みの残る自分の体に苦笑する。

「でもこれで一つ片付いた。魔獣がいなくなった今、彼女の憂いは少し減った」

「彼女って、青き月の魔女？」

「そう」

　彼女が魔獣を排除するところまでは予想通りだ。あとはどう彼女の前に立つかが問題になる。

　敵に回したくはない。だが、どんな有益な情報を以てしても、彼女は耳を貸さないだろう。

　他の人間ならいかようにも操ることができる。だが彼女だけはヴァルトが「知り得るはずのない情報を知っている」というその一点で、彼の話を信じないのだ。それがどれ程切望する情報でも、彼女は出所の知れない彼の手を取ろうとしない。

　だから──彼女を導くには、つかず離れずでいなければならない。

「魔法湖っていうのはね、強大な魔法の残滓なんだ。人によって生み出され、人の手を離れたもの。決して自然の産物じゃないんだ。でも、そのことを知っている人間はもう何人もいない」

「そのうちの一人が魔女ね。でも、あなたはなんで知ってるの？」

「昔、彼女に仕えたことがあるからだ」

　ヴァルトの言葉に少女は目を丸くする。無理もないだろう。彼が生まれた時には既にティナーシャは塔の魔女で、ヴァルトはあの塔に登ったことがない。挑戦したことはあるが登りきれなかった。

　だから全ては、これから始まる彼女の物語だ。

「さて、今回は切り札もある。魔獣を殺した後、彼女が深手を負ったのは幸いだったよ。おかげで『あれ』が手に入った」

　密かに育てているのは、切らないで済むならいい切り札だ。だがあるに越したことがない。この世界にはいくらでも強者がいる。そんな彼らと出くわした時、戦うための武器は重要なのだ。

「じゃあ行こうか。君の言う通り、少し休まないとね」

　彼は少女の肩を叩くと先に踵を返した。

　そして──すぐに足を止める。

「ヴァルト？」

　動かない彼の背を、銀髪の少女は不思議に思って見上げた。その先に誰がいるのか。知らない男の声が聞こえる。

「面白い話をしてたね。魔力も多いし、中々見どころのある魔法士みたいだ」

　涼やかな声は、どこか少女に違和感を抱かせた。

　まるでひどく遠くから響いてくるような、そこにいて、そこにいないような声。

　優しげにも思える男の声音に、だが少女は何故か軽い緊張を覚えた。彼女は動かないままの青年の背から顔を覗かせる。

　──そこにいたのは、雪のように白く長い髪を持つ、若い男だ。

　柔和な微笑を浮かべる男は、高貴さを窺わせる整った顔立ちをしている。ただその線の細さはどこか病的で、両眼には傾いた意志が浮かんでいた。正体の知れない相手、それ以上に不気味さを感じさせる男に、ミラリスは嫌悪めいた感情を抱いた。

　ヴァルトは、緊張の滲む声で返す。

「何故あなたがここに？　大事な時期でしょうに、お一人で遠出ですか」

「ここにいた子犬を片付けなければと思っていてね。でも、あの子がやってくれたんだろう？」

　あの子、という言葉が青き月の魔女を指していると気づいて、ミラリスはぞっと青ざめた。最強の魔女を子供扱いするこの男は何者なのか。声を上げて問いたかったが、ヴァルトは相手の素性を知っているようだ。彼はミラリスを背に庇ったまま答える。

「確かに彼女が魔獣を滅しましたよ。ですから、あなたも迂う闊かつに外を出歩かない方がよろしいのでは？　彼女はずっと……あなたを探している」

「知っているよ。でもまだその時じゃない。あの子を迎える準備が整っていないからね。来たるべき時に、僕の方から迎えに行くつもりだ。きっとあの子も喜ぶ」

「喜ぶ？　彼女がですか？」

　ヴァルトのその声音は、珍しく陰惨と言っていいものだったので、少女は驚いた。不穏さを覚えて彼の服の裾を引こうとした指が、けれどヴァルト自身の手に留められる。

　白い髪の男は、不思議そうに言った。

「喜ぶよ。彼女はずっと僕に会いたがってた」

「……あなたはどの歴史でも彼女に傲慢だ」

　吐き捨てるような言葉の意味が、ミラリスには分からない。それは白髪の男も同じようだ。彼は子供のように首を傾げた。

「どの歴史でも？　どういうことかな？」

「こちらの話ですよ。僕はただの傍観者ですし。それより、取り立ててお話もないでしょうからそろそろ失礼しますよ」

　ヴァルトはそう言うとミラリスの肩を叩いて踵を返そうとする。

　けれどその背に、白髪の男は言った。

「傍観者という割には、悪戯をしていたようだけれど」

「大したことは何も。あるべき流れを助けていただけです。僕たちはそれだけの一族ですから」

「それでも見逃すことはできないと言ったら？」

　場の空気が一瞬で冷えきる。男は二人に向かって右手を差し伸べた。

　その掌に白い光が溢れる。場を支配する圧力は、魔力を持たないミラリスにとっても規格外と分かるものだ。彼女はヴァルトの名を呼ぼうとする。けれどそれより早く青年は言った。

「ミラリス、逃げろ」

　掠れた声。彼の胸に、じわりと黒い染みが浮きだしてくる。

　それが血であると気づく前に、姿の見えない男は笑った。

「あの子はね、僕にとって代わりのない存在なんだ。これからのために余計な邪魔は要らないよ」

「ヴァルト！」

　少女は悲鳴を上げる。視界を焼く白い光が膨れ上がる。

　それが全てを焼き尽くす前に、ヴァルトは素早く転移構成を組んだ。魔力を持たぬ少女にその構成を向ける。それに気づいたミラリスが彼に手を伸ばした。

「待って、ヴァルト！」

　だがその手は、彼に届く前に転移構成に飲みこまれる。

　遠ざかる視界。少女は薄れゆく青年へと絶叫する。

　まるで理不尽に、唐突に。

　そうやって歴史の傍らに佇む魔法士が一人──舞台の上から退場した。
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　空を駆けていた猫が、城の尖塔に立つ彼女を見つけて、真っ直ぐに降りてくる。

　ティナーシャは細い腕を伸ばして、使い魔を手の甲にとまらせた。報告を聞いて眉を寄せる。

「あの男の死体を見つけたのか」

　いささか意外な報告にティナーシャは首を傾げる。以前から不審な動きをしていた魔法士の青年、正体の知れぬ彼は、使い魔によると旧ドルーザの魔法湖内で死んでいたらしい。

「オスカーが負わせたのは手傷だったはずですけどね……治癒が上手くいかなかったのかな？」

　何しろ相手は、彼女の契約者を出し抜けるだけの力を持った魔法士だ。そう簡単に殺されてしまうとは思えない。きっと何か手違いがあったのだろう。

「けど、これで煩わされなくなるなら上等ですか」

　ティナーシャは空に嘆息を吐くと、定例の報告を受ける。そちらの内容は、いつも通り芳しくないものだ。彼女はほろ苦く微笑んだ。

「分かった……なら、また行っておいで」

　もう何度同じことを繰り返したのだろう。

　見つからない人間を探すだけの旅路。朝起き、夜眠るように生に組みこまれた諦観。

　それでも捨てきれない一欠片。

　彼女は塔に立ったまま世界を見つめる。

　そのどこかに、彼女が探し求める答えがあると信じながら。
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　城の入り口からすぐの広間、大机の上には色とりどりの布地が並べられていた。

　筒状に巻かれた美しい布の山を、女官たちが楽しげに物色している。若い女から年老いた者まで、彼女たちは気に入った布を手に取っては、自分や相手に合わせ談笑していた。人数は少ないが、男たちも濃い色の布を手にとって見ている。

　素材も色も様々な布は、諸国を移動する布問屋が持ってきたものだ。年に四回、布問屋はこうして城を訪れ、選えりすぐりの商品を披露する。城に仕える者のうち、希望者は布を選び採寸をして服を注文することができ、女性たちのほとんどがこの日を楽しみにしていた。

　魔法士の一人、シルヴィアも例外ではなく、上機嫌で談話室にやってくる。彼女は本を読んでいた魔女を前に両手を合わせて懇願した。

「ね、ティナーシャ様も布を見に行きましょう！」

「服は最近買ったばっかりじゃないですか……」

「まぁまぁ、そんなこと言わずに。異国の珍しい布も多いんですよ」

「うーん」

　ティナーシャは渋りながら本を閉じた。手元にあるカップに口をつける。

「行きましょうよ！　ティナーシャ様の採寸結果に興味があるんです！」

「何で」

　ティナーシャはそれでも、医者に連れて行かれる子供のように嫌々立ち上がった。シルヴィアに引きずられて廊下に出る。

　今日の魔女は、先日買ったばかりの丈の短い白ドレスを着ている。細い足が無防備に裾から覗き、朝から通りすがる男たちの目を引いていた。

　人外と言っても通る美貌。華奢な体だが、硬質を感じさせる少女姿だった頃と違い、その印象はたおやかだ。そんな彼女の細い腰回りがどれほどなのか、シルヴィアは密かに興味があった。

　うきうきと牽けん引いんするシルヴィアとは対照的に、ティナーシャの足取りは非常に重い。このまま隙を見て転移してしまいたいが、それをしたらシルヴィアには泣かれてしまうだろう。

　その時、廊下の先に現れた男が彼女を呼び止める。

「ティナーシャ！」

　そこにいるのは、彼女の契約者とその従者だ。魔女は嫌な予感を覚えたが、シルヴィアがどんどん彼らに向かって行ってしまうので仕方なく後に続く。

　オスカーは持っていた書類をラザルに渡すと、自分の守護者に向き直った。

「ラザルに呼びに行かせようとしていたところだ。ちょうどいい。布を見に行こう」

「私、服には困ってないんですが……」

　既に疲れているティナーシャの頭をオスカーは軽く叩く。

「採寸結果に興味がある」

「お前もか！」

　ティナーシャはやはり来なければよかったと、激しく後悔した。




「ティナーシャ様、腰細っ！」

「もうちょっと胸があってもいいな」

　女官たちがいる部屋とは別の広間には、王族のための高級生地ばかりが広げられていた。その部屋の片隅で、散々採寸をされたティナーシャはぐったりと長椅子に座りこんでいる。

　一方、オスカーとシルヴィアは、職人が書き記した採寸表を覗きこんで勝手な感想をもらしていた。それを聞いたティナーシャは、疲労感の色濃い顔でぼやく。

「私がどんな体型だろうと私の勝手です……」

「さて、布を選ぶか。とりあえずこれと……これもいいな」

　オスカーは魔女の苦情を無視して、目の前にある布を手に取る。彼女の髪に合う上質の黒絹をはじめ、彼は次々生地を傍の職人に渡していった。魔女はそれを白い目で見やる。

「なんで貴方が私の服を頼むんですか……」

「趣味。お前を着せ替えるのはいい気晴らしになる」

「別のことで発散させてくださいよ……」

　王太子である彼に様々な重圧がかかっていることは知っているが、自分を巻きこまないで欲しい。

　げっそりとしている彼女の顔を、オスカーは覗きこんだ。

「なるほど。じゃあ城下にでも遊びに行くか。服を選んでやる」

「そういう意味じゃないよ！　大人しくしてろ！」

　城に強固な結界を張ったのは面倒事を避けるためだが、彼の方が城から出ては意味がない。ティナーシャは色々諦めると立ち上がった。艶やかな白生地を手に取る。

「とにかく、自分で払うんで自分で選ばせてください」

「それは構わんが。俺は俺で頼むぞ」

「……好きにしてください」

　ティナーシャはがっくりとうなだれて、しかしあることを思い出すと、オスカーの袖を引く。

「何だ？」

「勝手に花嫁衣裳とか作ったら呪いますからね……」

　オスカーはその言葉に、かつて彼女が味わった受難を思い出したのか噴き出した。
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「あれ、ティナーシャ様はいらっしゃらないんですか？」

　魔女が採寸責めにあった数日後、談話室を覗きこんだラザルは、一人でいたドアンに尋ねた。ティナーシャは自室にいない場合、ここにいることが多いのだ。ドアンはあっさりと返す。

「ラザル、聞いてないのか？　魔法具を虫干しに塔に二日ばかりお帰りになると仰ってたぞ」

「そ、それは……」

　ティナーシャが城に来てから三ヶ月。今まで彼女は魔法湖への遠征以外では、丸一日以上城を空けたことはない。その彼女が普段何をしているかというと、魔法士の講義に顔を出し、訓練場で稽古をし、本を読んで解析をし、オスカーにお茶を淹れて、からかわれている。実に平和だ。

　では、その彼女がいないということは……

「平和じゃなくなる？」

「まさか」

　ドアンは魔法書から顔を上げないまま答えた。

　魔女の守護結界は彼女がどこに居ても関係なく作用する。そもそもオスカーは守護がなくても充分問題ないのだ。それを思い出して安心したラザルは、しかし少しも気づいてはいなかった。

　魔女不在でも保たれる平和が、自分をその範疇にいれていないことに。







　二時間後、ラザルは何故か騎乗して城の裏門を出ようとしていた。

「本当やめましょうって！　ティナーシャ様にばれたら怒られますよ！」

「だから行くんじゃないか。あいつがいるとうるさいからな」

「その無謀さ、治ったんじゃないんですか！」

「たまにはいいだろ。文句があるなら留守番してろ」

　主人の冷たい言葉にラザルはうなだれながら、それでも後について馬を走らせる。

　事の起こりは一時間前、各地からの報告書に目を通していたオスカーが最後の一枚に目を留めたことから始まった。

「ラザル、これを見てみろ」

「何ですか？」

　ラザルは受け取った盆を手に執務机に向かう。ティナーシャが不在なので、今日のお茶は女官の少女が淹れてくれたのだ。新しく王太子付となった彼女は緊張の面持ちで壁際に立っている。ラザルは彼女からの視線を感じつつお茶のカップを執務机に置いた。代わりに書類を手に取る。

「えーと、先週から東部の森近くの村で、人が行方不明になる事件が頻発……いなくなった人間たちは二、三日後、森の中で干からびた死体になって発見され……って、何ですかこれ！」

「気になるだろ」

「……全然」

　非常に嫌な予感がする。しかしオスカーはその返事を無視して続けた。

「もう九人も死んでるそうだ。ここからそう遠くないな」

「全然気になりません！」

「ちょっと様子を見に行ってみるか」

「聞いてくださいよ……」

　ラザルは執務机に両手をついてがっくりと肩を落とす。

　ティナーシャが来る以前、オスカーに城を抜け出す悪癖があったのは周知のことだ。それも散歩や観光に行くのではない。魔物の巣や、罠が張り巡らされている遺跡など、厄介なところにばかり行ってしまうのだ。毎回ついつい付き合ってしまうラザルにとっては寿命が縮む思いである。

　そして、その最たる場所で出会った魔女は、今は城にいない。彼女をからかうことを日々楽しんでいるオスカーは、どうやらその不在を逆手にとることを思いついたようだ。

　これから向かう場所の物騒さと、後で襲ってくる魔女の怒りを想像してしまったラザルは、ただただ青ざめる。そして自分も休みをとればよかった、と思った。
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　バイルの村は、城都から程近い北東の山際にある。

　村のすぐ外には山に繫がる深い森が広がっており、厚い木々は昼でも薄暗く森を閉ざしていた。

　夕暮れ前に村に到着したオスカーとラザルは、面倒を避けるために身分を隠し、城からの調査ということで村人から話を聞いた。最初に話しかけた男は庭で薪まき割わりをしていたが、二人に声を掛けられると積んだ木材に腰掛ける。

「最初のやつは、森の中で何か見つけたって言ってなぁ……。何だか教えてくれんけど妙に機嫌がよさそうで。で、急にいなくなったかと思うと、ああなっちまった」

　ああ、とは干からびた死体のことだろう。絶対ろくでもないことが起こっているのだ。できれば関わり合いにならないうちに帰りたいが、それが無理なことは今までの経験からよく分かっている。

　オスカーは他の村人にも一通り話を聞くと、予想通り気軽に言った。

「じゃあ森に行ってみるか」

「本当にもう……貴方は……何かあったらどうするんですか」

「怪しい動きをしてた魔法士は死んだらしいぞ。ティナーシャが言ってた」

「その人が亡くなったからって、貴方の無謀が許されるわけじゃないですからね……」

　問題なのは、彼自身の安全よりもむしろ素行の方だ。けれどオスカーは白々と返す。

「結界に接触するとティナーシャにばれるからな。何か来ても全部避けないと」

「いっそもうばれてください」

　干からびるよりその方が幾分ましだ。もちろんティナーシャには死ぬほど怒られるだろうが、この件じゃなくても彼女には定期的に怒られている。

　うなだれるラザルは、それでも主人の後について森へと向かった。村に隣接する森は鬱蒼としているが、それでも普段村人が立ち入っている場所には細い道ができている。ただ最近は、変死事件のせいか森に入る人間はほとんどいないのだという。

「この森って、どれくらい広いんでしょうか……」

「地図上ではあの村の十倍は軽くあるな」

「それ全部調べるなんて無茶ですよ」

「村人が死んでるんだ。歩いていける距離にあるさ」

　何があるのか分からないまま、二人はよく村人が出入りするという東の方へ進む。その奥では薬草類がとれ、魔法士にいい値で売れるのだそうだ。

　まもなく二人が辿りついたのは、比較的木々の少ない広場だ。ラザルは生い茂る草々を見回す。

「見事にどれが薬草だか分かりませんね」

「みんなただの野草に見えるな」

　村の人間や魔法士ならば有用な草が分かるのだろうが、魔法に縁遠い二人にはまったく見分けがつかない。彼らはできるだけ草を踏まないように大股で草地へと踏み入った。

「花でも咲いてれば分かりやすいんですが……」

　辺りは見事に緑一色である。きょろきょろと周囲を見回していたラザルは、少し奥に、白く小さな花を見み出いだした。近づいて見下ろして、彼はそれが花ではないことに気づく。

「……真珠？」

　鈴なりに花をつけているように見えるその草は、よく見れば白い花ではなく、小さな真珠をたわわに実らせている。ラザルは目を疑いながら指を伸ばした。触れると硬質な感触が返ってくる。

「殿下！　真珠がなってますよ！」

「お前は馬鹿か」

　振り返るとオスカーは、少し離れた場所からラザルを睨んでいる。

「いやでも本当……」

「本当だったらますます馬鹿だ」

　オスカーがアカーシアを抜くのが見えた。予想外な反応に、ラザルはぽかんと口を開ける。

　その時ふと彼は、足下に違和感を覚えた。視線を落とし──硬直する。

　いつの間にか緑色の蔓つる草くさが、足首に何重にも巻きついている。それはまるで蛇のように頭をもたげるとシュルシュルと動きだした。

「っ、わぁぁっ！」

「馬鹿が！」

　ラザルが悲鳴を上げるとほぼ同時に、駆けてきたオスカーがアカーシアで彼の背後を斬りつけた。主君の腕が、ラザルを拘束から引きずりだす。

　草の上に放りだされたラザルは、振り返って絶句した。

「な、なんですかあれ」

「怪奇植物……か？」

　そこに蠢いているものは、十数本から成る巨大な真珠色の蔓だ。それらはまるで意思があるように、のたうちながら二人に向けて太い先端を延ばそうとしていた。

　地面には今切断された一本がのたくっている。ラザルは口を押さえながら後ずさった。

「これが事件の原因ですか？」

「なるほど。捕まったらいかにも水分を吸い取られそうだ」

　触手の根元には巨大な真珠のようなものがあり、それを緑色の花弁が覆うように取り囲んでいた。大きさは違えども、小さな真珠の草と明らかに同種だ。揺らめく蔓にオスカーが息をつく。

「ナークが欲しいな。焼き払いたい」

「ティナーシャ様にばれますよ……」

「それが難点だな。あいつに機嫌を損ねられたら後が面倒だ」

「そう思うなら城で大人しくなさっていてください」

　軽口を叩きながらも、オスカーは襲いかかってくる蔓を斬り落としていく。間断ない攻撃にもかかわらず、体に触れさせないのはさすがの技量だ。オスカーは巨大な真珠に目を留める。

「あの真珠が怪しい。ラザル、ちゃんと下がってろよ」

　残る蔓は四本。

　それらが狙いを定めるように先端をもたげる。

　その瞬間を狙って、オスカーは蔓の根元へ飛びこんだ。襲ってくる蔓をまとめて二本斬り落とす。更に上体を伏せると横から迫る一本を避けた。先端が過ぎ去ったところで根本から斬り払う。

　最後の一本は、正面から突きこまれた。

　だがその蔓は結界に触れる直前で、アカーシアの刃によって受けられる。よく磨かれた両刃は、勢いのまま蔓を両断していった。

　間をおかず巨大な真珠の前に踏みこんだオスカーは、艶やかな中央にアカーシアを突き刺す。

　真珠に見えるそれは、まるで蛙かえるの卵のようにぶるぶると震えた。

　──その直後、破けた表面から、紫色の体液らしきものが飛び散る。

「な……っ」

　オスカーは反射的に後ろに跳んで飛沫を避ける。その間にも萎しぼんでいく真珠からは紫の液体が噴き出し、周りの草花をみるみるうちに溶かしていった。

「まずい、毒か！　ラザル、退ひくぞ！」

　蔓を失った真珠からは、体液と同じ色の霧が漏れ出し始める。

　それはみるみるうちに広がり、二人へと手を伸ばす。主人の命令に応えて下がろうとしたラザルは、激しい吐き気を覚えて口元を押さえた。

　息が苦しい。額に脂汗が浮く。ぐるぐると回り出す視界に、ラザルは両膝をつく。

「ラザル！」

　その時、森の中に涼やかな女の声が響いた。

「何してるの？」

　ラザルはぼやけていく視界の中、空中に浮かぶ女の影を見る。

　そうして彼は、助けが来たことに安堵すると、意識を手放した。







「──あんなところにいるなんて物好きね。何人か死んでたんじゃなかったっけ」

　若い女の面白がっているような声が聞こえた。それに男の声が答える。

「そういうお前は何でこの森にいるんだ？」

　多少の警戒と興味が滲む声。ラザルのよく知る、聞き馴な染じんだ声だ。彼は痛む頭を働かせる。

　目を開くと、そこはどこかの家の中だった。木組みの天井を見るだに、そう大きな家ではない。

　ラザルがまばたきをして体を起こすと、少し離れた食卓椅子に彼の主人が座っていた。

　向かいに座っているのは、彼の知らない女性だ。華やかな印象を受ける美人で、明るい茶色の巻き毛に琥珀色の瞳と象牙色の肌を持っている。

「あら、起きた？」

　彼女はラザルに気づくとひらひらと手を振って見せた。その言葉を聞いて、ラザルは自分が寝台に寝かされているのだと気づく。オスカーが首だけで振り返った。

「具合はどうだ？」

「殿下、私は……」

「あの場所は瘴気が出てたらしいんだ。気づかなくて悪かった」

　女は席を立つと、グラスに注いだ水をラザルに渡してくれる。礼を言って一口飲むと、心地よい冷たさが体の中に広がった。ラザルは深い息をつく。
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「ありがとうございます……。あの、貴女は一体……」

「私？」

　女は自分を指差すと楽しそうに笑った。

「私はルクレツィア。でも名前で呼ばれることはほとんどないわ。『閉ざされた森の魔女』と皆が呼ぶから」

　ラザルは啞然として凍りつく。

　その反応を見て魔女はますます楽しそうに笑い、オスカーは苦い顔で溜息をついた。




※




　ルクレツィアの家は、森のさらに奥、普通は結界で立ち入れない場所にあるのだという。

　木でできた家の中には、あちこちに薬草の干されたものや、それを調合するための硝子器具が並んでいる。壁の一面は本棚になっており、魔法書らしきものがぎっしりと詰めこまれていた。隣の硝子戸棚には、茶器に混ざって何が入っているのか分からない瓶が並んでいる。

「まるで薬師の家だな」

「魔法薬の研究が趣味なの。さっきあなたが刈った蔓草もいい標本になりそうだわ。普段は人が立ち入らないところに生えてるんだけど、多分、誰か物好きな人間がそこまで立ち入っちゃったんでしょうね。その人間を追って村の近くまで行って、近寄ってきた人間をどんどん吸収した結果、あっという間に大きくなっちゃった、と」

「最初の犠牲者が原因か」

「あんな大きくなったのは初めて見たわ。抽出液がどれだけ取れるか楽しみ」

　陶然と語る魔女を見て、オスカーは何とも言えない気分になる。横では起き立てのラザルが、げっそりを絵に描いたような顔をしていた。

　ルクレツィアは二人に意識を戻すと、手をつけられていないお茶に気づいて首を傾げる。

「あれ、飲まないの？」

「無用心だと怒るやつがいるからな。悪い」

「ふーん……ティナーシャは相変わらず？」

「知ってるのか」

　軽く目を瞠ったオスカーに、ルクレツィアは人の悪い笑みを向けた。

「勿論。あの子が魔女になったばかりの頃から知ってる」

　その何気ない言葉に、オスカーは少なくない衝撃を受ける。

『魔女に成る』

　ティナーシャは魔女として生まれたのではなく、魔女になったという。『体は成長を止めてあるだけ』と言ったからには、少なくとも十六歳になるより前に彼女は魔女になったのだろう。

　ではそれ以前、彼女は何だったのか。どうして魔女になったのか。

　そんな疑問が次々に浮かんでは、オスカーの心の中に沈殿していく。

「そんな守護結界張れるのあの子だけだから、すぐ気づくわ。今はティナーシャ何してるの？　まだ塔に引きこもってる？」

「いや、普段は俺の守護者をしてる」

「へぇ、じゃあ貴方、あの塔を登れたんだ。結構意地悪な作りになってたと思うけど……」

「殿下はほぼお一人で登られたんですよ」

「え、本当!?　すごいじゃない」

　害意の感じられないあけすけな態度は、ティナーシャと違った意味で魔女らしくない。魔女と言えば、オスカーに呪いをかけた『沈黙の魔女』に代表されるように、数百年間その圧倒的な魔力と気紛れで大陸を畏怖させてきた存在なのだ。けれど、そんな印象とは違うルクレツィアに、人の良いラザルは警戒を解いたらしい。にこにこと笑顔を浮かべ始める。

　だが、オスカー自身はあくまで緊張を崩さなかった。

　森の中で霧を払い、家に招いてラザルを治療してくれたのは確かに彼女だ。しかし、だからといって初対面の、しかも魔女だ。即信用する気にはなれない。ティナーシャは他の魔女について「危ない」「話が通じない」「性格に難がある」と言っていたが、ルクレツィアはそのどれなのか。彼女は琥珀の瞳に輝きを帯びて、オスカーを見つめる。

「それで、契約内容は？　世界の王にでもなりたいとか？」

「そんな望み、あいつが聞き入れるとは思えないが……」

「そうだけど、でもその剣と守護なら不可能じゃないんじゃない？」

　彼女の目がすっと細くなる。口元に笑みを湛えたまま、しかし確かに魔女の底知れぬ影を以て、ルクレツィアはオスカーを見据えた。しかし彼はそれを平然と受け流す。

「俺一人強くても戦争に勝てるわけじゃない。それに、わざわざそんなことをしたいとは思わん」

「……ふぅん？　じゃあ何を望んだの？」

「さぁ？」

　答えを言わないオスカーに、ルクレツィアは残念そうな顔になった。剣けん吞のんな雰囲気が消え、ごく普通の女のように口を尖とがらせる。

「ただ知りたいだけなのに。ティナーシャに直接聞きに行こうかしら。十年くらい会ってないし」

「殿下は、ティナーシャ様を奥方に迎えられたいんですよ」

　オスカーは思わず椅子からずり落ちそうになった。

　今までの用心が完全に台無しだ。見るとラザルは邪気のない笑顔でお茶を手に取っている。

　オスカーは幼馴染に文句を言おうとしたが、そこに魔女の笑い声が重なった。

「あははははははは、そっかそっか、ありがとう」

　ルクレツィアはテーブルに突っ伏して笑い出す。心底面白いらしく涙を滲ませる魔女に、オスカーは苦虫を嚙み潰したような顔になった。

「……まぁ断られたけどな。そんなわけで守護者だ」

「あははは……ごめんなさい。でもいいんじゃない？ 　かなり難しいとは思うけど」

「難しいんでしょうか」

　ラザルは真剣な顔で身を乗り出している。ルクレツィアにすっかり気を許してしまったようだ。オスカーは「城に帰ったら説教だな」と心の中で決定事項に加えた。

　ルクレツィアは自分のカップに砂糖を入れながら答える。

「難しいわよ。あの子って延々精霊術士やってる堅物だし。今は人懐こいから人と暮らせばすぐ馴染むけど、男は作らないでしょうね。昔も色々あったし」

「昔ってファルサス国王のことか？」

　前の契約者であった祖父について問うと、ルクレツィアは再び声を上げて笑い出した。

「あ、あれは傑作だった。当時もかなり笑ったわ。強引なんだもん。あの子ぐったりしてたわよ？　あれでもうちょっと頭がよかったら可能性あったかしら……？　いえやっぱり無理ね」

　魔女は自己完結すると膝を打った。あれだけ笑っていたのに、何事もなかったように普通の微笑に戻っている。

「そういうことなら私は応援するけど？　何なら媚薬でも持ってく？　普通の魔法薬は効かないけど、私の作るものは薬草自体に効果があるから、あの子にも多分効くわよ」

「……いやいい」

　オスカーは脱力して椅子の背に寄りかかる。ティナーシャに初めて会った時とはまた違う摑みどころのなさだ。そもそも堂々と媚薬を勧める辺りが魔女ということだろうか。

　ルクレツィアは、真意の分からない微笑を浮かべた。

「あの子を手に入れられれば、世界も手に入るでしょうね」

「だから、そういうことには興味はない」

「……そう」

　魔女は音もなく立ち上がった。形のいい指をすっとオスカーに伸ばす。

　オスカーは反射的にアカーシアの柄を握った。

　しかしそれを抜く前に、ルクレツィアはテーブルの上にふわりと浮かび上がる。彼女は右手をオスカーの頰に添えると青い瞳を覗きこんだ。美しい顔が嫣然とした笑みに染まる。

「じゃあ──媚薬よりもっと面白いものをあげる」

　不穏な、魔女の言葉。

　オスカーは抜剣しかける。だがその時、魔女はさっと後ろに下がった。

　彼女の琥珀色の両眼がオスカーを覗きこんだのはほんの一瞬だ。しかしその色が妙に頭の中にちらつく気がして彼は顔を顰めた。ルクレツィアはくすくすと声を上げる。

「恐い恐い。私はあの子と違って戦うのは苦手だから見逃して？」

「どうだか」

「で、殿下……助けていただいたのは確かですし、変死事件の原因も何とかなったみたいですから、今日はお暇いとましましょう。ティナーシャ様も心配なさいますよ」

「……ああ」

　うろたえながらも場を取りなそうとするラザルに応えて、オスカーは魔女から目を離さぬまま立ち上がった。ルクレツィアは艶やかに笑う。

「またいつでもどうぞ？」

　その妖しさを隠さない笑顔は、まぎれもなく魔女のものだった。




※




　執務室にお茶のよい香りが広がる。

　魔女の森から帰った翌日、書類を持って来たラザルは馥ふく郁いくたる香りに目を細めた。

　黒髪の美しい魔女がお茶のカップを主人に渡しているのは、既に見慣れた光景だ。その優美な仕草に見惚れていたラザルは、彼女が振り返ったことで我に返った。

　ティナーシャは不思議そうに彼を見る。

「そんなところで立ち止まってどうしたんですか？」

「あ、いえ、なんでもないです」

　ラザルは慌てて書類を彼の主人に手渡す。オスカーは、以前宰相を務めていた叔父が亡くなってから、その実質的な役目と王の権限の一部を引き継いでいる。城内外から上がる細々とした報告は、一部の重大なものを除いてオスカーが目を通し、承認や決定を行うことになっていた。

　書類の説明を済ますと、ラザルはティナーシャに向き直る。

「虫干しは問題なく終わられたんですか？」

「何とか。取り扱いが難しいものが多いので使い魔に任せられなくて。留守にしてすみません」

「とんでもない。むしろ普段からもっとお休みになっても……」

　よかったんですよ、と言いかけて、彼女がいなかったために味わった災難を思い出し、ラザルは一瞬固まってしまった。勿論彼女が悪いわけではないので改めて続きを言い直す。

　彼女はその空白を不審には思わなかったようだが、代わりに彼の主人がティナーシャに見えない角度で一瞬眉を顰めた。

「留守の間、何も不都合ありませんでした？」

「と、特に何も……」

「何も無いぞ」

「ならよかったです」

　彼女が大輪の花のように微笑んだので、ラザルは密かに胸を撫でおろす。そんな幼馴染の内心を見透かしたように、オスカーは立ち上がると通りすがりにラザルの肩を叩いた。

「ちょっと出てくる」

「あ、はい」

　主人の目には「言うなよ」と書いてある。魔女の森からの帰り道、オスカーはラザルに「お前はもっと用心しろ。あとあの魔女と会ったことはティナーシャに黙っとけ」と念押ししたのだ。おそらく、ルクレツィアと一触即発になりかけたことを話して、魔女同士の諍いさかいにでもなったら困ると思っているのだろう。

　ラザルは主人の確認にぎこちない笑顔で返す。オスカーはその反応に小さく頷いたが、魔女が自分の背中を注視していることに気づいたらしい。振り返って彼女を見た。

「どうした？　何かついてるか？」

「背中には何も。でもオスカー、ちゃんと寝てます？」

「寝てるぞ。なんだ急に」

「……ならいいんですけど」

　口ではそう言いながら、ティナーシャは不審そうな顔のままだ。そんな彼女に、オスカーはふっと相好を崩すと手を差し伸べた。

「お前も来るか？　せっかくだから」

「なんで私が。貴方の仕事でしょう」

「気分転換に、魔法士の仕事に面白いものがないか見に行こう。付き合ってくれ」

「言っときますけど、私もう宮廷魔法士の身分を返上してますからね！　だからここで貴方にお茶淹れてるんじゃないですか！」

「成果給なら出すぞ。誰の手にも負えなくて残されてる案件から片付けるか」

「それ、本当に貴方の単なる気晴らしじゃないですか!?」

　言いながらもティナーシャは、契約者を野放しにできないのか追いかけて部屋を出て行く。

　扉の閉まる音がすると……ラザルは痛む胃を押さえてそっと息をついた。







　壁に貼りだされている依頼書は、午後とあってそう多くなかった。

　王太子と魔女が並んでそれを見ている光景は、異様としか言いようがない。周囲を行きすぎる人間が二度見する中、オスカーは日付を確認して二枚の紙を剝がした。

「五日以上残ってるのはこれとこれか。備蓄用の魔法薬作成と、古典文献の修復……地味だな」

「貸してください。やっときますから。そして貴方は仕事に戻りなさい」

「ティナーシャ……」

　おそらく外に出ての魔物退治でも期待していたのだろうが、そういう話が行くのはまず武官だ。

　オスカー自身も、残っている依頼が少ないのは宮廷魔法士が優秀だからと分かっているのだろう。

　彼は何か言いたそうにしていたが、諦めてティナーシャの肩をぽんと叩いた。

「じゃあ悪いが任せる。必要なものがあったら申請を出してくれ」

「かしこまりました」

　オスカーは微苦笑して踵を返す。そうして背を向けた彼はもう、非の打ちどころのない貴人だ。今の一瞬で気分を切り替えたのだろう。ティナーシャはじっと遠ざかる彼の背を見つめる。

「……変な人」

　彼は、今まで出会ったどの契約者とも違う。魔女である彼女に一切気負わない。

　それは決して「彼女のことをただの人間と思っている」という意味ではない。オスカーは彼女が魔女であることを、当然のように受け入れて恐れないのだ。よほど鈍感か豪胆かのどちらかだろう。

　そんな彼の態度に城内の反応は複雑だ。当然ながら魔女を傍に置くことに批判の声も少なくない。ましてやファルサスにはティナーシャに纏まつわる御伽噺が伝わっているのだ。その話が事実と異なるものであっても、聞いて育った子供には関係ない。

　ただ彼女自身はそれが誤解であっても、浸透した印象を解こうとは思わなかった。魔女に親しむことが、その人にとって何かよいことをもたらすとは思えない。異質には異質の理由があるのだ。それを拭うことも変えることもさして意味がない。

　──だから彼女は普段は塔に棲んでいる。覚悟がある者のみに出会うために。

「なのに私を塔から下ろすなんて、本当物好きです」

　魔女はもう一枚依頼書を剝がす。それを懐にしまった時、廊下の先で男が手を挙げた。

「ティナーシャ様！　ちょっと質問いいですか？」

「カーヴじゃないですか。どうしたんですか？」

　彼女を見つけて駆け寄ってきたのは知己の魔法士だ。ティナーシャを忌避する人間がまだ少なくない中、カーヴを初めとした数人はまったく気にせず話しかけてくる。

　ティナーシャは、彼が持って来た魔法薬の構成書に一通り目を通すと、問題箇所を指し示した。

「ここの術式は第三系列と逆にした方がいいですね。上書きされて正しく効果が出ません。あと触媒はちょっと入れ替えた方がいいかもですね……。これとこれ……」

　彼女の指示をカーヴは頷きながら書き留めていく。ティナーシャはその修正箇所を確認した。

「これで駄目だったらもう一度教えてください。ルクレツィアだったらもっと確実に分かるんでしょうけど。ごめんなさい」

「いえ、助かります。ありがとうございました。ルクレツィアさんてお知り合いですか？」

「知り合いと言えば知り合いです。魔法薬とか精神系の術が得意で、変人ですね」

「変人って……どんな人なんですか？」

「……知らない方がいいですよ」

　ティナーシャは真面目くさった顔でそう片付ける。世の中知らずに済めばそれに越したことがない話などいくらでもあるのだ。こうしてティナーシャが帰城した一日目は、もう一人の魔女の存在を上手く覆い隠しながら、平穏に過ぎていった。




※




「オスカー、ちゃんと寝てます？」

　その質問を受けるのは二度目だろうか。オスカーはまだ覚醒しきらない頭で考える。

　早朝彼は、私室から出たところを魔女に捕まったのだ。小柄な彼女は不審げに彼を見上げている。

「寝てる。別に眠くも無いぞ」

　彼女の柔らかい髪を撫でかけたオスカーは、ふとその顔に一瞬別の光景が重なって手を止めた。

　雪のような白い肌、闇色の瞳に花弁の如き赤い唇。ただ微笑むだけで見る者を虜とりこにする美貌は、今は少し眉を顰めて怪訝な顔をしている。それは見慣れた守護者の表情で……だが、もっと違う艶めいた眼差しをどこかで見た気がするのだ。ささやかな違和感が彼の記憶をくすぐる。

「オスカー？」

「……いや、何でもない。何か思い出しかけた気がしただけだ……」

「寝ね惚ぼけてますね。とにかくもっとちゃんと寝てください」

「寝てるというのに。……ああ、ティナーシャ、ちょうどいい」

　オスカーはあることを思い出して部屋に戻ると、小さな箱を持ってきた。ティナーシャが受け取って開けると、中身は小さな水晶球だ。首を傾げる魔女にオスカーは苦笑した。

「お前、昨日城下に子供の怪我を治しにいっただろう。依頼を消化した魔法士が名乗らなかったから、家族が直接城に礼に来て預かった」

「何の話ですか。知りません」

「お前、その容姿でよく誤魔化せると思ったな……」

「次は外見変えて行きますよ」

　ふてくされたように横を向く魔女に、オスカーは思わず笑い出してしまう。彼女は情の深い人間だが、人と交わるのを避けてもいる。自分は魔女だという意識がそうさせているのだろう。

　彼は小柄な守護者の頭を撫でた。

「別にどっちでもいいさ。お前の好きにすればいい」

「好きにしていいなら塔に帰りたいです」

「それは駄目」

　即答すると、彼女は苦い顔になる。ティナーシャは水晶玉を指で弾いた。

「心当たりはありませんけど、せっかくなので頂きます。何か構成でも詰めておきましょう。貴方に強制的に睡眠を取らせる魔法とか」

「どうしてお前はそんなに俺を寝かせたいんだ……」

　その言葉を無視して魔女は空中に浮かび上がると、搔き消すように消え去った。

「唐突なやつだな……」

　オスカーは苦笑して執務室に向かう。もはや夢の残滓はどこにも残っていなかった。







　次にティナーシャが姿を現したのは、出仕途中のラザルの前だ。

　数日前から彼女に隠し事をしているラザルは、廊下で自分を待ち伏せしている魔女に気づいた瞬間、思わず叫びそうになってしまった。慌てて何事もなかったように挨拶をする。

「お、おはようございます」

「おはようございます。ところで、少しお聞きしたいことがあるんですけど？」

「な、なんでしょう」

　にっこり笑ったティナーシャは、ラザルのすぐ前まで来ると闇色の目で彼を見上げる。人の心の奥までを覗きこむような力のある目に、ラザルは冷や汗をかいた。これは留守中のことを聞かれたら誤魔化せないかもしれない。──しかし実際聞かれたのは全然別のことだ。

「オスカーって最近ちゃんと寝てます？」

「へ……多分。特に遅くなってるということはありませんが」

「本当に？」

「本当です」

　拍子抜けしながらも、ラザルは何故そんなことを聞くのか気になった。

　魔女は、うーん、と首を傾げると、質問を重ねる。

「最近恋人ができたってことは？」

「は!?　誰にですか」

「オスカーに」

「……ないです」

　本当に何を聞くのだろう。一日のうち一番長くオスカーといるのはラザルだが、最近変わったことなど何も思い当たらない。寝不足には思えないし、オスカーが接している特定の女性など、日頃からかわれている目の前の魔女以外には存在しない。その彼女は顎に指をかけたまま思案顔だ。

「うーん……本当に誰も？」

「誰もいません。焼餅ですか？」

「寝言は寝たまま言ってください」

　眉一つ動かさず切り返されて、ラザルはさすがに主人に同情する。

「もうちょっと何とか……あれで殿下にもよいところはいっぱいあるんですよ……」

「あるのは知ってますけど、それとこれは別です。大体、魔女と結婚とか普通周囲が止めるでしょう。ちゃんと止めなさい」

「非常に申し訳ないんですが、殿下は基本的に制止されても止まりません」

「そういう人間を国外に出すなよ！」

　魔女はいつものように叫んで、けれどすぐに真面目な表情に戻る。

「ともかく、何か気づくことがあったら教えてください。あんまりあの人を働かせ過ぎないように」

　ティナーシャはそれだけ言って音もなく搔き消える。魔女の圧力からようやく解放されたラザルは、心から安堵の息を漏らすと、執務室に向かって足早に歩き出した。







　ファルサス城の談話室は廊下に面した横長の部屋で、城に所属する者であれば、誰でも好きなように使えることになっている。

　その日、シルヴィアとドアン、カーヴの魔法士三人組は、午後の休憩時間を談話室で過ごしていた。各自好きなようにお茶を飲み、本を開いている。他の魔法士たちであれば、一日を講義と訓練に費やしていることが多いが、彼ら三人は比較的優秀で、仕事以外は自分の研究に時間を使っていることが多い。だがそれはそれとして休憩時間はくだらない話に興じていることも多かった。

　そうしてだらけていた三人のところにティナーシャが現れたのは、話題がちょうど尽きかけた時だ。彼女は三人を見るなり、小脇に抱えていた古い本を掲げて見せた。

「はいドアン、頼まれてた本です」

「うわ！　本当にあったんですか。とっくの昔に消失したって聞いたんですが」

　彼は驚愕と喜びの入り混じった顔でその本を受け取る。古ぼけた魔法書は、今はもうどこにもないと言われる稀き書しょだ。ティナーシャは椅子を引くと自分も同じテーブルにつく。

「私、結構そういうの持ってますよ。他にもあったら探してみるから言ってください」

「ありがとうございます！」

　微笑で応えたティナーシャは、近づいて来る足音に廊下を一瞥する。ちょうどそこを通りかかったのは女官の格好をした少女だ。淡い金髪の愛らしい少女は、談話室の面々に気づかないまま廊下を過ぎ去っていく。ティナーシャがじっと彼女を見ていることに気づいて、シルヴィアが尋ねた。

「あの子がどうかしたんですか？　最近、城に入った見習いの子らしいですけど」

「んー。ミラリスって名前です。最近オスカー付きになったって、ラザルに教えてもらいました」

「行儀見習いか何かですかね。殿下は女官に身の周りのことさせるのお嫌いみたいですから、あんまり身につかない気もしますけど」

「その辺は色々あるんでしょう。どうしてオスカーの傍に置かれたのか、見当もつきますし」

「見当？」

「とりあえずは関係ない話だからいいです。それより、ここ数日オスカーの体調が悪い方が気になりますよ。寝不足じゃないかと思うんですが、違うって言うし」

「え、そうなんですか？　そんなご様子には見えませんでしたけど」

　シルヴィアが意外そうな声をあげると、ドアンとカーヴも魔法書から顔を上げた。

　一方ティナーシャは背もたれに体を預けて足を組む。珍しく動作が乱暴であるところを見ると、少なからず不機嫌であるらしい。

「本人は自覚がなさそうですけど、生気が揺らいでますよ。体調管理はしっかりして欲しいなぁ。オスカーも恋人がいるならいるで普通に付き合えばいいのに」

「え」

　三人の驚愕の声が重なる。

「こ、恋人!?」

「そんな勇者はいないかと」

「ちょっと考えられないです」

　オスカーがティナーシャを大事にしているのは城の者なら誰でも知っていることだ。ついでにティナーシャがそれを微塵も意に介していないのは、彼女と親しくしている者なら皆知っている。

　当然、彼に関係する他の女性など、彼らには思いつかないし想像もできない。

　率直な感想に、しかし魔女は頭を振った。

「香水の残り香がぷんぷんしてますよ。女性ものだと思うんですが、自分で気づかないんですかね」

　三人はまた顔を見合わせた。ドアンが小さく手を上げる。

「俺、今日お会いしましたけど、そんな匂い気づきませんでしたよ」

「ええ……？　近くに立てばすぐ分かると思うんですけど……って」

　そこまで言って、ティナーシャは突然動きを止めた。無意識なのか、顎にかけていた指に歯を立てる。何かに気づいたような呆然とした表情から、徐々に怒気を孕んだ貌かおになっていくのを、三人は息を吞んで見つめた。魔女の華奢な体に、感情の動きに伴って膨大な魔力が凝っていくのが感じ取れる。テーブルが触れても居ないのにギシギシと軋きしんだ。

　彼女はしばらく考えこんでいたが、小さく舌打ちする。

「ごめん、用ができた」

　そう言って魔女は唐突に消え去った。固唾を吞んで見守っていた三人は顔を見合わせる。

「こ、怖い……」

「あれは浮気はできないな……」

「何だったんだろ……」

　巻きこまれずに済んだ嵐を思って、彼らはそれを受けるであろう誰かに同情した。




　その嵐が、当事者に戻ってきたのは当然の報いだ。

「オスカー！」

　凄い音を立てて開かれた扉から、魔女が血相を変えて飛びこんでくる。彼女の怒ったところを見るのは初めてではないが、それにしても尋常ではない。執務中のオスカーは嫌な予感を覚えた。

「どうしたティナーシャ」

「どうしたじゃない！」

　彼女は宙に浮かぶと両手でオスカーの頭を挟みこみ、自分の方を向かせた。強い力ではないが、その手が怒りで微かに震えているのが分かる。

「ルクレツィアと会ったって何で黙ってたんですか！」

「……ラザルか……」

　扉の方を見やるといつの間にかラザルが蒼白な顔で立っている。彼は両手を上げて、無理でした、という仕草をしてみせた。先にティナーシャに散々搾られたのだろう。予想はできていたことだが溜息を禁じえない。だが彼女相手に噓をつけというのは、元々ラザルには無理な相談だった。

　オスカーは、今にも怒りで部屋を破壊しそうな魔女の目を見返した。

「大したことじゃないと思ったから黙っていた。悪い」

「魔女と会ったことが大したことじゃないなら、世の中些細なことだらけですよ！」

「そうかもしれない」

「その危機感のなさを何とかしてください！　精神系の術は防げないって言ったでしょう！　自分に自信があるのは結構ですが、それで死んでも責任とれませんよ！」

「……悪い」

　そこまで言って、オスカーとラザルは視線を合わせた。

「死んでも？」

「間に合ってよかったですね」

　ティナーシャは心底不機嫌そうにそう言った。




　──かつて東の国で大層愛されていた王妃が亡くなった。

　王は深く嘆き苦しんだが、ある時から夢の中に王妃が現れるようになったという。王は幻の逢おう瀬せを重ねたが、それでも起きれば王妃がいない現実に悲しみ、ある日ついに、眠ったまま亡くなった。

　人々は王妃を追っていったのだろうと王の死に涙したものである。

「切ない美談ですね……」

「夢に現れたのが本当に王妃だったならそうですね」

　ティナーシャは黒髪をかきあげながらそっけなく返した。不穏な発言をオスカーは聞き咎める。

「本当は何なんだ？」

　執務室のテーブルでオスカーとラザルはお茶を飲んでいる。魔女は激怒しながらも、少し気が晴れたのかお茶を淹れてくれたのだ。いつもより少し渋い気がするのは気のせいではないだろう。

「おそらく魔物か魔法士の干渉ですね。夢の中で恋人に化けて、交合中に相手の生気を少しずつ移し取っていくんですよ。手際よくいけば一週間くらいで死亡します」

　ルクレツィアに会ってから今日で五日目だ。男二人は危なかった事実に、それぞれ沈黙を保った。

「淫魔か夢魔を使役してやらせてるのか、全て魔法でやってるのかは分かりませんが、毎晩そういう夢を見ているはずですよ。起きたら記憶が消えるようにしてあるんでしょう」

「覚えてなくて残念だというべきだろうか」

　二人から冷たい視線を浴びたが、オスカーは表情を変えない。この手の話は先へ進めるに限る。

「お前はどうして気づいたんだ？」

「匂いです。貴方から女性の香水のような、強い花の香りがするんですよ。だからてっきり恋人ができたかと思ったんですが……」

「いない。というかそんな匂いがするか？」

　オスカーとラザルは心当たりのなさに顔を見合わせる。ティナーシャが指を鳴らした。

「他の人には分からないみたいですね。私だけが気づくようにしてあるみたいです。あの変態め」

　変態とはルクレツィアのことらしい。旧知の間柄のようだが随分な言い様だ。

　しかしそれも最悪の事態にまで陥っていないからこその感想だろう。思わぬところで魔女に殺されかけていたオスカーは、隣に手を伸ばすとティナーシャの髪を指に巻き取る。

「で、どうすればいい？」

「今夜、解呪します。既に生気に揺らぎが出てしまってるので外から強引に解呪すると命に関わるかもしれません」

「なるほど」

「中から強引に解呪しましょう」

「結局強引なのか」

　魔女は知ったことか、という表情で小さく舌を出した。ラザルが不安げに口を挟む。

「他に方法はないんですか？」

「知識としてはいくつか知ってますが……」

　やりたくない、と目が語っている。オスカーはそれを一瞥すると、魔女の髪から手を離した。

「分かった。全て任せよう。よろしく頼む」




※




　夜が大きな窓から沁しみこんで来る。

　月光は部屋の中に長い影を作り、全ての雑音を吸いこんで静謐な空気を支配していた。

　寝台に腰掛けている女も、それにならって沈黙を守っている。彼女の艶やかな黒髪を、横になっている男が軽く引いた。女は軽く眉を上げる。

「何ですか？」

「いや、眠れないぞ」

「いいから寝てください」

　男は天蓋を仰いで深く息を吐いた。部屋の中にいるのは彼と、彼の守護者たる魔女だけである。

　彼女は薄い黒絹を何枚も重ねた裾の長いドレスを着ている。月光を背に物憂げな顔を伏せているその様は、一枚の絵のようだ。

「魔法で眠らせてもいいんですが、眠りに魔法が干渉すると中で何かが働くようにしてあるかもしれません。ルクレツィアはそれくらいやりかねないんで、自然に眠ってくれるのが一番いいんです。そうすれば眠りに落ちる時に介入できますから」

「努力する」

　オスカーは目を閉じ、自分だけの暗闇に降りる。だが寝ようと思ってはみるものの、傍に魔女がいて眠りを待っているかと思うとなかなか落ち着かないものがあった。つい口を開いてしまう。

「ルクレツィアはこういう魔法が得意なのか？」

「あと魔法薬ですね。どちらも私は敵かないません」

「魔女にも得意不得意があるんだな」

　目を閉じているので見えないが、彼女が小さく笑うのが気配で分かった。

「ありますよ。魔女は全て基本的な魔法の上に特化した何かを持ってます。そしてそこでは追随を許さない……」

「お前は？」

「攻撃と防御、純粋な力です」

　目を開けてみると、ティナーシャは自嘲的な笑みを浮かべている。

　その力が、彼女を最強と言わしめる所以ゆえんだ。しかし彼女は己の力を最大に揮おうとはしない。理由がなければ塔から出ないという魔女は、過ぎたる力は何ももたらさないということを、よく知っているようだった。しばしば言葉の端々にその意志を感じる。

　眠りを促すように髪を撫でられ、オスカーは再び目を閉じた。しかし一向に来ない睡魔のために、しばらくするとまた彼女の髪を引く。魔女は苦笑してオスカーの顔を覗きこんだ。

「寝酒でも持ってきましょうか？」

「いやいい」

「仕方ないですね」

　魔女は再びゆっくりと男の髪を撫でる。紅い唇を僅かに開いて、小さく歌を歌い始めた。

　彼には聞き覚えのない歌だが、歌詞からして子守唄のようだ。




　夜の暗きや　星の遠さや

　愛しき子供は腕の中

　千の紅花　月の青

　小さな手と手を繫いだら、夢の道まで送りましょう




　普段の彼女の声よりは若干低い、緩やかな響きが心地よい。

　異国の歌なのだろう、不思議な旋律が意識を満たした。

　白い手が彼の髪を優しく撫でる。そしてそのまま、彼はゆっくりと眠りの中に落ちていった。




※




　気づいた時、彼は見知らぬ建物の入り口に立っていた。

　両開きの扉が嵌まっている大きな白い屋敷。振り返ると後ろは霧が立ちこめる森である。

　オスカーはさっきまで一緒に居た誰かの名を呼ぼうとして、その名前を思い出せないことに気づいた。頭を軽く振ってみたが、紗しゃがかかったように上手く働かない。

「何だ……？　俺は何を……」

　彼は悩みながらも扉に手をついた。扉は少し触っただけで音もなく奥へと開く。誘われるように一歩中に踏み入ると、そこは外壁と同じく白で纏められた邸宅のようだ。小綺麗だが人の気配がなく、あるべき生活感もない。

　しかし彼はこの場所に見覚えがあった。──そう、確か毎晩此処ここに来ていたのだ。

　彼は正面の階段を上り、奥へ歩き出す。先程から誰かに呼ばれている気がするのだ。

　まもなく長い廊下の終わりに白い扉が見える。そこを開けると、中は広い部屋になっていた。白一色の部屋の奥に、紗幕で遮られた寝台がある。彼はゆっくりと歩み寄り、薄布をかき分けた。

　その気配に気づいたのか、背を向けて寝台に座っていた女が振り返る。

　──長く艶やかな黒髪が、広い寝台に広がっている。

　部屋に溶けこむ静謐な肌は、同じ色の薄い寝着に隠されていた。

　深い闇色の両眼。人にして人ではないその美貌。

「オスカー……」

　彼女はオスカーを見つけると柔らかく微笑んだ。折れそうな細い両腕を伸ばしてくる。彼は手を伸ばしてその華奢な体を抱き取った。壊れ物を扱うようにそっと抱きしめる。

「ティナーシャ」

　その時、ふと耳元で「悪趣味……」と嫌悪感に満ちた呟きが聞こえた。

　彼は腕を緩めて目の前の女の顔を見たが、女は微笑んだまま小首を傾げただけだ。

　大きな瞳には甘い光が湛えられている。オスカーは両手でその小さな顔を包んだ。彼女は幸せそうに目を細める。

　滑らかな肌は彼のよく知るものだ。オスカーは左手を滑らせ細い首に触れた。その首筋に口付けようとしたオスカーは、だが不意に、自分の手に力が込められたことに気づく。

「オスカー？」

　彼女は怪訝そうに男を見上げる。自分でも不思議に思ったオスカーは、次の瞬間、驚きに目を瞠った。左手が独りでに彼女の喉を締め上げ始めたのだ。次いで右手がそれに加わる。

「手が……！」

　どんなに強く意識しても、それはまるで自分の手ではないように外すことができない。むしろ明確な殺意を持って女の首を締め上げていく。彼女は美しい顔を歪めて苦痛に喘いだ。

「オスカー……やめて……助けて……」

　白く小さな手がもがくように彼の手にかかる。オスカーはその姿を見て、自分の背筋に汗が滑り落ちるのが分かった。言いようの無い戦慄が打ち寄せる。

　女の細い首に、指が爪を立てながら食いこんだ。

「お願い……助けて……」

　かぼそい声が耳を打つ。闇色の目に涙が浮かんでいる。

　彼はままならない状況に、自分の唇を血が出るほど嚙み締めた。

　──眩暈がする。

　体は凍りついたように動かない。手の中には女の細い首がある。

　これから何が起きるのか、分かりきった恐怖が思考を押しつぶした。

「……やめろ……やめろ！」

　真白い部屋に響く叫びはしかし、何の慈悲ももたらさない。思わず目を閉じたその時、骨の砕ける鈍い音がして、女はぐったりと頭を垂れた。手がようやく自由になり、彼女の体が零れ落ちる。

　オスカーは震える両腕で力を失った体を抱き上げてみる。闇色の両眼はその輝きを失い、硝子玉のように鈍く風景を反射していた。僅かに開いた唇はもう動くことがない。

「……ティナーシャ？」

　信じられない思いで、彼はただの物体になった細い体をかき抱く。

　その時、世界がようやく崩壊した。







　跳ね起きた時、彼は全身にびっしょりと汗をかいていた。

　横を見ると、黒衣の魔女が不機嫌そうに彼を見つめている。その視線と夢の中の記憶に、恐怖と安堵が渾こん然ぜんとなった。手の中にはまだ、女の首を折った時の感触がはっきりと残っている。それを打ち消そうと、オスカーは両手をきつく握った。

「お疲れ様です。奪われた生気もちゃんと戻りましたよ」

　どこか冷ややかな声。夢の中の女の甘い声とは、同じだが全く違う。

　オスカーはゆっくりと息を吸い、そして吐いた。両手で前髪をかき上げる。

「俺に……お前を殺させるな……」

「あれは私じゃありません」

「それでもだ」

　彼の青い両眼と魔女の闇色の瞳が交錯する。

　魔女は唇の両端をあげると、酷薄な笑みを浮かべた。

「どうして？　貴方がその剣の持ち主で、私が魔女である限り、いつか貴方は本当に私を殺さなければならないかもしれませんよ」

　月光が二人を青白く照らす。

　全ての温度がゆっくりと下がり氷結するような錯覚を、オスカーは覚えた。

「本気で言ってるのか」

「勿論」

　ティナーシャは目を閉じて微笑む。それは魔女の微笑で、いつも隣で晴れやかに笑っているはずの彼女が、今はひどく遠く感じられて仕方なかった。

　オスカーは手を伸ばして彼女に触れようとする。だがそれより早く魔女は宙に浮かび上がった。

「ルクレツィアに苦情を言ってきます。明日には帰りますよ」

「待て！」

「今夜はゆっくりおやすみなさい」

　魔女は姿を消す。焦燥と孤独が淀む室内で、後には月と、それが作る影だけが残された。




※




　魔法薬の調合をしながら酒を飲んでいたルクレツィアは、結界に侵入してくる馴染みの気配にほくそ笑んだ。すぐに玄関の扉が乱暴に開かれる。

「ルクレツィア！」

「久しぶり、ティナーシャ。あら、体を成長させたの？」

　悪戯が成功した子供のような顔でルクレツィアが迎えると、昔からの友人は渋面で返す。

「何ですかあれは。悪趣味な悪戯にもほどがありますよ」

「すぐに解かれると思ったんだけど、彼ら私のこと言わなかったのね。香りをつけてよかったわ」

　不機嫌そうなティナーシャとは対照的に、ルクレツィアは弾むような機嫌のよさだ。

「悪趣味なのはあなたの解呪じゃない？　まさか首を折らせるとは思わなかったわよ」

「手っ取り早いし、私の気も晴れます」

「もっと色気のある解呪を期待したのに……」

「誰が閨けい房ぼう術じゅつなんて使うか！」

　ティナーシャが叫ぶと、閉ざされた森の魔女は小さく舌を出した。

　人の命がかかっていようといまいと、ルクレツィアの気まぐれには関係ない。彼女は来客のために酒を注ぐと、杯をテーブルに置いた。席についたティナーシャは、溜息の代わりに口をつける。普段は理性が鈍るのを嫌ってほとんど酒類を口にしないが、この友人の前では例外だ。

「大体どこから見ても私の契約者って分かるようにしてあるのに、何てことするんですか」

「すごい結界よね。威嚇する気満々だし。まぁ久しぶりの挨拶だと思ってよ」

「挨拶で人を殺しかけるな」

　ルクレツィアは楽しげに笑うと、更に手作りの菓子をテーブルの上に並べる。

「で？　その契約者はどうしたの？」

「怒られましたよ。首を折らせた件について」

「それは怒られるわよ……後味悪い」

「アカーシアの持ち主が何を甘いことを」

　ティナーシャの厳しい言葉に、ルクレツィアは肩を竦める。

　──もし、世界が魔女の討伐を望んだ時、真っ先に討伐者として名前が上がるのがアカーシアの持ち主であることは、魔法士なら皆知っていることだ。そしてオスカーの腕なら実際、魔女の討伐も不可能ではないと、ティナーシャは思っていた。

　だからなおさら、彼は必要以上に魔女に親しむべきではない。ましてや娶めとるなど論外だ。

「でもいい男じゃない。レギウスよりいいと思うな」

「色んな意味でレグとは比べないでください」

「勿もっ体たい無ない。私にくれる？」

「もってけもってけ」

　元々オスカーさえ頷けば、彼の花嫁候補としてルクレツィアを紹介する気はあったのだ。

　ティナーシャはやる気なさげに手を振ってから、しかしあることを思い出した。

「……やっぱり駄目」

「何？　惜しくなった？」

　にやにや笑いを浮かべる友人に、ティナーシャは首を横に振って否定する。

「いや、魔女の血を入れるのは駄目ってことです」

「ああ、何か面倒なことになってるみたいね」

　ルクレツィアにもオスカーにかかっている呪いが見えたのだろう。あるいはもっと別のことまで分かったのかもしれない。魔女でさえ注意して見ないと分からない彼の呪いは、祝福と呪いにおいて圧倒的な技術を持つ沈黙の魔女の為せる業である。

　ティナーシャは焼き菓子を摘まみながら、その作り方について聞くように友人に問いかけた。

「あれ解ける？」

「あれは難しいわ……。無理かも。沈黙の魔女でしょ？」

「うん。私も一応解析を進めてるんですけどね。行き詰まり気味です」

　焼き菓子はほどよい甘さで実に美味おいしい。ティナーシャは本当に作り方を聞こうか少し迷った。魔法薬に卓越するルクレツィアは、創作料理の腕も非常に優れているのだ。

　閉ざされた森の魔女は、自分とティナーシャの杯に酒を注つぎ足たしながら尋ねた。

「何を解析してる？」

「髪と爪。あと言葉」

「肉体は血と精液にした方がいいわ。多分そこが一番影響を受けてるから」

「なるほど」

　ルクレツィアは部屋の奥にある工房に戻ると、二つの小瓶を持って来た。無造作にティナーシャに投げて渡す。

「はい持ってけ。今回のお詫び」

　それを受け取ったティナーシャは、瓶の中身が問題の物であると分かって啞然とした。思わず食べかけの焼き菓子を取り落とす。

「採ってたのか……その悪趣味な収集癖なんとかしてくださいよ」

「せっかくだし、ついでに人工生物でも作ろうかと思って。夢の構成に組みこんどいたの」

「人の契約者なんだと思ってるんですか。他にはないでしょうね」

「これだけよ？」

　機嫌よく鼻を鳴らすルクレツィアを胡う散さん臭くさく思いながらもティナーシャは小瓶を受け取った。割らないように安全な場所に転送させる。

　ぶつぶつ言う友人を眺めながら、ルクレツィアはうっすら上気した頰に酒瓶を当てた。

　ティナーシャが清冽な印象の美人であるのに対し、彼女は明るい色気を持つ美女だ。その人懐こい笑顔に惚ほれこむ男も多いらしく、現に彼女は今まで多くの恋人を作っている。

　綺麗に紅く塗られた爪で、彼女はティナーシャの手をつついた。

「帰ったら素直に謝れば？　あなた大事にされてると思うけど。大体あの術だって、あなたを現出させようと組んだんじゃなくて、彼の希望を反映するように組んであったんだけどな」

「誰のせいで揉めてると思ってるんですか」

「あなたが頑固なせいでしょ」

　半分は図星だ。ティナーシャは反論をやめて酒を一口含んだ。

　頭を冷やすと、やはり若干の罪悪感が残る。事実だとしても、もっと別の言い方があったかもしれない。大事にされているのは本当で……けれど、それを素直に受け取れないのも現実だ。

　小さな後悔が棘のように疼いて、ティナーシャは窓の外の月を仰ぐ。

　その月が、今も照らしているだろう契約者のことを想おもって……彼女はそっと目を閉じた。




※




　翌朝起きて、体が異様に重いのに気づきオスカーは舌打ちした。

　ルクレツィアにかけられた術の反動か、昨晩の嫌な記憶の残滓か、心身共にすっきりしない。寝台に腰掛けて、風呂に入ろうかと思案していると露台に続く窓が小さく叩かれた。

　そんなところを叩いてくる人間は一人しか居ない。オスカーは上着を羽は織おりながら「入れ」と声をかける。すぐに彼の言葉に応えて、黒衣の魔女が入ってきた。

　しかし彼女は窓の傍から寄ってこようとしない。

　その姿を見てオスカーは苦笑した。彼女の顔にはまるで子供のように「気まずい」と書いてある。

「おいで」

　手招きすると、魔女は躊躇いながらも歩いて彼の前までやってきた。何かを言おうと小さな唇を開きかけて、結局口ごもる。

　オスカーはそんな彼女の様子を眺めていたが、手を伸ばすと細い体を抱き寄せて膝の間に乗せた。

　頭一つ分オスカーより高くなった魔女は、困ったように彼を見下ろしている。その頰と、そして白い首を彼は確かめるようにそっと撫でた。

「すまなかった」

　素直な気持ちが言葉になる。

　オスカーの謝罪が意外だったのか、彼女は軽く目を瞠った。しかしすぐに恥ずかしそうに俯うつむく。

「……ごめんなさい」

　か細い声。白い指が彼の服をきつく摑む。

　そんな彼女の薄い背中を、オスカーはぽんと叩いた。

　たとえ自分がファルサスの王となり、彼女が塔の魔女で在り続けたとしても、これから先、決して彼女を敵とする日が来なければいいと願いながら。







７．形に息を吹きこむ







　太陽に薄く雲がかかる午後、訓練場の片隅でティナーシャはスズトと模擬試合をしていた。

　兵士である彼の剣は速さも強さも申し分ないが、実戦経験を積んだ者からすると意外性が少ない。結果としてスズトの攻撃は、ものの見事にティナーシャに読まれ捌かれていた。

　軽く立ち位置を変えながら剣を受ける魔女に、スズトは痺れを切らすと渾身の一撃を打ち下ろす。

　しかしそれは、剣で受けもされなかった。

　ティナーシャは体を半身にし、彼に向かって踏みこみながらすれすれで刃を避ける。そのまま舞うように優美に、しかし確実な速さを以て男の首を薙ごうとする──直前で手を止めた。

「はい、終了」

「ま、また負けた……」

「もっと先まで読むか、速度か力を上げないと駄目ですよ」

　がっくりとうなだれるスズトをよそに、ティナーシャは剣を鞘に収めた。この剣は借り物ではなく彼女自身の剣で、普通のものより細く作られている。実戦に立つ時は魔法の力を帯びた剣を持つことが多いが、今は何の変哲も無い練習用の剣だ。

　彼女は一つに結い上げた髪が崩れていないか、触れて確認する。その頭に後ろから手が置かれて、彼女は背後を見上げた。そこには彼女の契約者が立っている。

「オスカー、どうしたんですか」

「たまには体も動かすさ。相手してやろうか」

「心の底から遠慮します」

　ティナーシャが彼の後ろを一瞥すると、御用聞きでついてきたらしい女官の少女が飛び上がった。ミラリスという名の彼女に、魔女は真顔のままひらひらと手を振る。少女は真っ赤になって頭を下げた。ティナーシャはそんな少女の反応に微笑する。

「体を動かすって言われても。守護結界があるから、貴方は試合とかできませんよ」

「そういえばそうか。一旦解けるか？」

　なんということのないように言ってくるオスカーに、魔女は肩を竦めた。

「すごく手間がかかってるから解きたくないです。でもあらかじめ抜け道は作ってありますよ」

「用意周到だな」

　ティナーシャは自分の右手を開いて見せた。ほんの少し意識を集中させる。それと同時に人差し指に小さな切り傷ができた。オスカーは滲んでくる血を見て眉を顰める。

「何してるんだ。出血してるぞ」

「出してるんですよ」

　ティナーシャは浮かび上がると、人差し指を彼の耳の後ろに這わせた。口を耳に寄せて囁く。

「私の血が体に付着している間は結界が緩みます。それでも強い魔法とかは弾きますが……笊ざるの目を粗くするようなものだと思ってください。危ないから他の人には言わないでくださいね」

「分かった」

　浮いている彼女をオスカーが片手で抱き取る。その時アルスがちょうどやってきて彼に一礼した。

「殿下、稽古ですか？」

「最近してなかったからな、付き合うか？」

「是非に」

　オスカーは魔女を下ろすと、アルスから剣を受け取った。解放されたティナーシャは、ミラリスと並んで見学に回る。

　──分かっていたことだが、オスカーは面白いほど強かった。

　最初は苦い顔をして見ていたティナーシャも、途中から乾いた笑いがこみ上げてきたほどだ。

　普段はアルスが勝ち抜きで何人もの兵士に稽古をつけているのだが、今はそれをオスカーが担っている。将軍位を持っているアルスや武官のメレディナがあっさりと打ち負かされていく様子に、兵士たちは尊敬の念を以て次代の国王を見つめた。普段アルスに敵わないティナーシャは、腕を組んだままその光景を眺める。

「まだ誰かいるか？」

　肩を剣の腹で叩きながらオスカーは辺りを見回した。しかし一巡したのか誰も名乗り出ない。

　楽しげな彼と目が合って、ティナーシャは嫌な予感を覚えた。転移しようと魔力を集中させるが、それより早く契約者は魔女を手招きする。

「ティナーシャ、来い」

「断る！」

「何だその即答は」

「私に何もいいことがないからです」

「修行になるぞ」

　しかし魔女は舌を出して拒否する。

　オスカーは面白そうにそんな彼女を見やったが、何かを思いついたのか剣を下ろした。

「魔法使ってもいいぞ」

「黒焦げになりたいんですか？」

「ある程度は弾くんだろ」

　ティナーシャは首を傾けて思案した。

　──確かに一撃で致命傷になる程の強力な攻撃魔法は、彼女自身のものであっても弾くようにできている。しかしそれらを除いても、簡単に人を戦闘不能にさせる魔法はいくらでもあるのだ。

　彼はそれを、前衛を持たない魔法士の戦い方を知っているのだろうか。

　ティナーシャは、彼の自信溢れる目を見つめた。ふと、希望と好奇心と諦観の混ざり合った感情が頭をもたげる。今まで、戦争に最も特化したティナーシャはおろか、他の魔女たちさえも殺せるような人間は誰一人として現れなかったのだ。

　しかし目の前の男にはその可能性がある。──彼女を殺せる可能性が。

　ティナーシャは意を決してオスカーを見つめた。

「いいですよ。ただし条件があります」

「何だ？」

「アカーシアを使ってください」

　その言葉に場が騒然となった。

　絶対魔法抵抗を持つ王剣は魔法士の天敵だ。かつて一国を傾けるほどに猛威をふるった狂魔法士を一閃で斬り伏せたこともある。結果が読めない勝負が持ち出されたことに、皆が囁きを交わした。

　しかし当のオスカーは、目に面白げな光を浮かべただけだ。

「構わないが、あれは刃を潰してないぞ」

「潰してあったら大変ですよ……。その代わり私も得物を変えさせてください」

「分かった」

　オスカーは楽しそうに笑うと、ミラリスにアカーシアを持って来させるよう命じる。

　そうして約十分後、用意の整った二人は、普段の試合より少し広く場所を取って相対していた。

　いつも通りアカーシアを帯びたオスカーに対し、ティナーシャは少し短めの剣と短剣の二振りを携えている。それらは塔から下りる時に、念のため使い魔に持って来させていたものだ。オスカーは意外そうに彼女の武器を眺めた。

「お前、双剣なのか」

「本来は。普段は手を空けておくんですが、その剣相手じゃ魔法障壁が意味ないですからね」

「なるほど」

　ティナーシャの持つ剣はいずれも魔法を帯びたものであるが、どの道アカーシア相手では効力を持たない。ただ手に馴染んでいるというだけだ。彼女は久しぶりに握る柄を手の中で確かめた。

　向かいに立つ男が軽い声をかけてくる。

「いつでもいいぞ」

　兵士たちは魔法の巻き添えを恐れて大分距離をとっている。それでも訓練場にいる全員が固唾を吞んで、前代未聞の試合を見守っていた。

　ティナーシャは息と共に精神を整える。顔を上げるとオスカーの青い目が正面に見えた。

「ではお言葉に甘えて……全力でどうぞ」

　言い終わると同時に、彼女の回りに七つの光球が浮かび上がる。

　オスカーは僅かに目を細めた。魔女は吐息混じりに囁く。

「──行け」

　その呟きと同時に、速度の異なる光球がオスカーを襲う。

　正面と右側面から同時に着弾しかけた二つを、彼は共にアカーシアで斬り落とした。次の一つは捉える前に軌道を変えると、弧を描いて背後に回ろうとする。

　オスカーは躊躇わず前へ出た。左から飛来した球を二つ同時に薙ぐ。間を置かず、右側から魔女の剣が突き出された。正確に首を狙ったそれを、彼はアカーシアの柄で受け、弾く。
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　だがその時、彼の左足首に痛みが走った。ティナーシャの対応に回った一瞬の隙に、背後に回った光球がぶつかってきたのだ。

　オスカーは痛みを意識の端からも弾き出す。腰を落として突きこまれる女の短剣を避けた。彼女は舞うように、しかし苛烈に斬りこんでくる。

　その剣を強く弾いて距離を取ると、オスカーは更に向かってきた光球を斬り落とした。

　しかし最後の一つが避けきれず右肩に当たる。痛みと痺れが腕を伝った。

「風よ」

　息をつく間もなく、魔女の声が上がる。生み出された風の刃が四方から彼に襲いかかった。

　オスカーは痺れの残る足首を酷使して左に跳ぶ。致命傷になりそうな位置の刃だけをアカーシアで相殺し、他のものは皮膚一枚を犠牲にすり抜けた。

　経験したことがない攻撃の連続。

　不思議な高揚感がオスカーの全身を支配する。

　いつも以上に集中していく意識。魔法が来る場所は空気が違う。普段はまったく感じ取れない魔力がどこに凝り、どんな軌道を描いて現出するのか、研ぎ澄まされた視界に見える気がした。




　風の刃を囮おとりとして背後を取ろうとしていた不可視の縄が、アカーシアに斬り捨てられる。

　四散する己の構成を見て、ティナーシャは微笑んだ。

　──彼には元々素質があるのだ。そして勘がよい。一瞬ごとに強くなる。

　彼女は右手の剣で空を払う。切り裂かれた空間から熱風が巻き起こり、渦を巻いてオスカーに向かった。同時にティナーシャはその後を追って走り出す。熱風の渦をすかさず斬り裂いたオスカーの左側面に跳んで、短剣を投とう擲てきした。

　常人ならまず反応できなかっただろう間。それを狙って投げたにもかかわらず、オスカーの左手があっさり短剣の柄を摑むのを見て、さすがに魔女は啞然としてしまった。

「戻れ」

　小さく命じると、短剣はオスカーの手の中から本来の持ち主のところに戻る。

「何だそれ」

「こういう剣なんです」

　オスカーは呆れ顔をしながらも距離を詰めてきた。

　彼女は振り下ろされるアカーシアを一合、二合と右手の剣で受ける。アルスの剣よりも速い攻撃に対処するのが精一杯で、魔法を使うための集中が取れない。何とか距離を取ろうと後ろへ跳ぶが、同じだけの距離を同時に踏みこまれる。魔女は舌打ちをしたい気分でアカーシアを受け流した。

　その時、彼女の肘にアカーシアの剣の腹がかする。

　冷たい感触と同時に──体内の魔力が、刃に触れた部分から濁流のように散っていった。

　驚愕する意識を押しのけて、ティナーシャは短剣をオスカーの胸に向かって突き出す。

　しかし、切っ先が彼の体に達する前に、オスカーは剣を引いて短剣を弾いた。アカーシアの刃を受けた場所が、硝子のように砕け散る。

「噓っ!?」

　地を蹴り、意識を集中させて、魔女はアカーシアの届かぬ範囲に転移する。

　そうしてティナーシャは両手を上げた。

「こ、ここまでにしてください……」

　左手の中を見ると、短剣の刃はぼろぼろに壊れ、使い物にならなくなっていた。







「お前は怪我してないのか？」

「特には」

　ティナーシャは契約者の全身にできた細かい傷を魔法で治療していく。木陰に座りこんでいる二人を除いて、興奮が冷めやらない兵士たちは、より一層の熱気を以て訓練に取り組んでいた。

「ならよかった。あまり怪我をさせたくないからな」

「そんなこと言ってると痛い目にあいますよ」

　ティナーシャは頭の上に乗せられた手をどける。彼女は治療を全て終えると、オスカーの隣に座り直した。彼女は草の上に置いた短剣の柄に目をやる。

　──残念ながらこの刃の修復は不可能だ。単なる魔法の媒介であった剣の方とは違い、短剣は構造自体に魔法が組みこまれていた。だからこそアカーシアに解体されてしまったのだろう。

　短剣の柄を懐にしまう彼女に、オスカーが素朴な疑問を投げかける。

「手加減してたのか？」

「あまり。複雑な魔法には詠唱と集中が要りますし。正直もう貴方と近距離戦をしたくないですね」

　ティナーシャは、アカーシアが肌に触れた時の衝撃を思い出す。

　単なる魔法の効かない剣だと思っていたが、触れられると魔力が拡散してしまうとは思ってもみなかった。あれでは構成が組めず、実質魔法が使えない。

　ただおそらくオスカーはそのことを知らないのだろう。知っていたらもっと違う戦い方をしたはずだ。短剣を砕いたことといい、空恐ろしい効果である。

　しかしあまりにも強烈なその効果を、ティナーシャは彼に教える気にはなれなかった。

　彼女は思い出して白い指を伸ばすと、彼の耳の後ろに薄くついた自分の血を拭う。




　隣り合いながら分かち合えない思考を抱えあう時間、オスカーはそんな魔女の仕草をじっと見つめた。彼女の横顔は、木の陰のせいか物憂げで儚い。

「俺はやはり、お前を殺したくないな」

「甘いですよ」

　闇色の目には何の感情も見出せない。ただ少し微笑んでいるようにも見えた。

　オスカーは絹のような黒髪に指を差し入れてゆっくりと梳いてみる。彼女の孤独が、その漆黒に溶けているような気がした。

「お前は死にたいのか？」

　ティナーシャは首を傾ける。清冽な目が一瞬オスカーを見つめた。

　透明な意思を込めた視線。しかしそれはまばたきと共にすぐに消え、彼女は破顔する。

「いいえ。まだ色々やることがありますから。……貴方の呪いを解いたりとかね」

「妻になってくれればそれでいいぞ」

「断る！　ちょっとは年の差を考えなさい！」

「それを言い出したら、お前は一生精霊術士のままだろ」

　オスカーは立ち上がるとティナーシャに手を差し伸べた。彼女はその手を取る。

　そうして華奢な体を立たせてやるように、一人立つ魔女を、その遠い世界から連れ出してやりたいと彼はぼんやり思った。
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　初めて会った時には実際拍子抜けした。

　確かに申し分ないほど彼女は美しかった。

　しかしそれでもほんの少女に見えたし、笑い、怒るさまが稚いとけなく見えたのだ。

　その姿を面白いと思った。好感を持った。呪いのことも勿論あったが、彼女を伴侶にできたらきっと退屈しないだろうと思ったのだ。

　だからその折れそうな体を、彼女の屈託のなさを大切にしてやろうと思った。

　──だが、それが勘違いであると気づくのに、そう時間はかからなかった。

　彼女は繰り返し訴えかける。

　自分は魔女で、

　魔女は異質であると。

　どんなに近くで穏やかに笑うとしても、その優しさを人に向けるとしても、彼女は周りの人間に傾倒していくことは決してない。常に一人で立っている。とても遠い場所に。

　それを知った時、オスカーは初めて彼女の本当が気になった。

　笑顔や、怒った顔、その残酷さ、矜持、優しさ、孤独。

　そんなものの中に分有されている本質。

　魔女であり続ける彼女の真実に触れて、できるなら……大事にしたいと思ったのだ。




※




「いや実際びっくりした。ティナーシャ嬢にもだけど、殿下も。本当に人間なんだろうか」

　城の中庭に置かれたテーブルを挟んで、アルスとメレディナは昼休みを過ごしていた。男はパンを一欠片口に放りこむ。話題はさっきの模擬試合のことだ。

「見てよかったとは思うんだけど、見たら余計自信なくなったな……あれは俺、勝てないと思う」

「勝てないってどっちに？」

「どっちにも」

　いつになく気弱な幼馴染の様子に、メレディナは笑ってお茶に口をつけた。

「もっと自信持ちなさいよ。兵士が聞いたら士気に関わるんじゃないの？」

「うーん」

「でも魔法を近接戦闘に用いるとあんなになるのね。あれで手加減してたんでしょう？」

「手加減してたかは分からんが、小回りのきく術ばかりだったみたいだ。まぁ普通の魔法士はあんまりああいうことしないから、その点はマシだけどな」

「そうなの？」

　アルスは自分のカップにお茶を注ぐ。メレディナは自分で持ちこんだ焼き菓子を摘まんだ。

「うちの魔法士で剣振るってるやつなんか見たことないだろ。普通魔法士は、前衛を剣士とかに任せて、後ろから大きい魔法を撃つものなんだよ。で、相手も魔法士を使って防御する。ティナーシャ嬢みたいに、自分の結界を張らないで、剣で攻撃と防御を補う魔法士はほとんどいないと思う」

「魔法湖では普通に大魔法で辺りを焼き払ってたわよ」

「やっぱりそういう普通の戦い方もできるわけか。長く生きてると違うな」

　メレディナは男の感想を聞いて微笑んだ。以前は魔女に劣等感を覚えていた彼女だが、ティナーシャ個人を知るにつれて、そんな感情とも折り合いがついてきた。それは全てを持っているはずの魔女が、ふとした瞬間、孤独な長い影を引いているように見えるからかもしれない。そんな彼女を見ると、少なくともこの城にいる間は、寂しそうな顔をしなければいいのにと思ってしまう。

　メレディナは微苦笑してカップを手に取った。

「でも彼女は殿下を、試してるというか……教えてる？　そんな感じがしたわ」

「そうか？」

「うん。自分みたいな魔法士がどういう戦い方をするか、見せたかったんじゃないかな」

　永きを生きてきた女が見せる目は、時折ひどく切なげで愛おしげだ。

　人と関わることを厭いといながら、何かを残したいと願っているかのような目。或いはティナーシャが残したいと願っているものは、オスカーに対して与えられるものなのかもしれない。

　だがアルスには、メレディナの感じたものが見えなかったようだ。彼は頰ほお杖づえをついて空を仰ぐ。

「前はあまり手の内を晒さらしたくないって言ってたけどな」

「気が変わったんじゃない？　だって彼女、途中で微笑ってたもの」

　メレディナは苦笑するとお茶を飲み干した。

　今日もいい天気だ。雲が歩むようにゆっくりと、城壁に囲まれた空を流れていった。
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　謁見の間へと続く王族側の広間では、オスカーが珍しく父王に呼び出されていた。

　緊急だからと仕事の途中で連れて来られた彼は、怪訝そうに父の差し出した書状を受け取る。

「何だこれ」

「クスクルという北の小国からの使者が来ている。青き月の魔女に会わせてくれとのことだ」

　その内容にオスカーは二つ引っかかることがあったが、まず些細な方から聞くことにした。

「そんな国聞いたことない」

「一年前にタァイーリから独立したそうだ。小さな国だが、魔法に力を入れてるらしい」

「魔法……」

　タァイーリは、ファルサスとは国境を接していない大陸最北の大国である。距離もかなり離れており、交流も年に二、三回ほどしかない。

　そんなタァイーリの特色は、独自の信仰が浸透しており、魔法に対する風当たりが非常に強いことだ。魔力を持って生まれた子供は、そうと判明した瞬間、国外追放される。土地によっては殺されることさえ珍しくないのだ。

　そんな状況で国内の一部が独立し、しかも魔法重視の国を建国したなどと、タァイーリも外聞が悪くて言い出せなかったのだろう。結果としてファルサスに話が伝わっていなくてもおかしくない。

　オスカーは納得すると、次に重大な方の疑問を口に出した。

「で、どうしてティナーシャがファルサスにいるって知ったんだと思う？」

　魔女たちは、その居場所を明確にしていない者がほとんどだが、唯一の例外はティナーシャだ。

　ただそれも塔に棲んでいるということが知れ渡っているだけで、塔にいない場合、どこに行ってますなどと置き書きがあるわけでももない。ティナーシャが魔女であるということは城内には公表されているが、城外では国内でも固く口止めされているのだ。それをどうやって遥か遠方の、しかもできたばかりの国が知ったのだろう。

　父王ケヴィンは息子の問いに首を横に振った。

「分からない。とにかく会わせてくれと言ってる」

　オスカーは少し考えこんだ。この時間ならティナーシャは執務室だろうか。

「分かった。まず俺が会う」

　王はその答えを予想していたのか軽く頷いた。




　クスクルからの使者は、小柄でどこか嫌な感じを受ける男だった。醜い容姿をしているわけではないのだが爬は虫ちゅう類るいに似た目をしており、粘着質な空気が全身から染み出してくるようだ。

　オスカーはその笑顔に不快感を覚えたが、面には出さない。男はカガルと名乗った。

「この度は突然のご無礼をお許しください。魔女様をご紹介頂ければすぐ退出させて頂きますので」

　慇いん懃ぎんにそう挨拶するカガルに、オスカーは不敵に対応する。

「魔女と言われても、そのような者に心当たりはないが。どこで話を聞いたのか教えて頂きたい」

「ご冗談はおやめください。殿下のお時間を取らせはいたしません」

　カガルは大げさな身振りでそう言うと、人の悪い笑みを浮かべた。

「少し前にはドルーザの愚か者どもが魔獣を復活させようとしたとか。もし実現していれば諸国で大問題になったことでしょう。幸い、魔女様のご活躍により未然に防がれたそうですが、魔獣を殺した力の持ち主が一国に身を寄せていると知れれば、やはり問題になってしまうかもしれませぬ」

　脅しであることを隠そうともしない尊大な態度に、オスカーは目を細めた。

　限られた者しか知らないはずの魔獣の一件を把握しており、なおかつティナーシャの存在をファルサスの弱味として扱おうとしている。中々に大胆な立ち回りだ。

　後の問題は、この使者をどう片付けるかだけだろう。オスカー自身、元々ティナーシャを会わせる気はほとんどなかったが、いまやその気は微塵もなくなっていた。

　しかし、オスカーの決意は次のカガルの一言で翻ることになる。

「この城にいらっしゃるのでしょう？　アイティ様は。ああ、今はティナーシャ様と名乗っていらっしゃるのでしょうか」

　カガルはそう言うと、自信たっぷりに彼を見返した。
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　オスカーが使者と会う少し前、ティナーシャは主人不在の執務室を訪れていた。留守番をしていたミラリスが、困り果てた様子で言う。

「あの、殿下ならお呼び出しを受けて出かけていらっしゃいます。お待ちになりますか？」

「あれ。じゃあ別にいいです。特に用もないですし」

　あっさり彼女がそう言うと、ミラリスは慌てた様子で飛び上がった。

「ですが、あの、できればお待ち頂いた方が……」

「いいんですよ、自分の立場は分かってますから。私はあの人の守護者であって、それ以外のものではないですし……貴女の立場も分かってるつもりです」

　さらりと返すと、ミラリスは青ざめる。

「え……ど、どなたがそれを……」

「聞かなくても気づきますよ。知らないのはあの人だけじゃないですか？」

　宮中にはよくあることで、大した話でもない。魔女が安心させるように微笑むと、ミラリスは恐縮に縮こまった。そんな様子を見ると気の毒にも思うが、ティナーシャには別の役目がある。

　彼女はそのまま自室に戻ると、呪いの解析を再開した。部屋の中央に置かれた水盆に手をかざすと、いくつもの円環が絡まる複雑な紋様が立体として浮かび上がる。

　その上に、魔女は慎重に詠唱を足していく。魔法の囁きに応じて紋様は少しずつ形を変えた。

　まるで終わりの見えない作業だ。だがこの城に来てからティナーシャは、少しずつこの作業を続けている。試行錯誤と研究を繰り返し、いつか沈黙の魔女にまで届こうとしているのだ。

　解呪作業に集中していた彼女は、誰もいないはずの室内で名を呼ばれた時も、淡々と手を振って返した。きりのいいところまで待って、解析途中の紋様を留める。

「ちょっとは驚いてよ」

　声をかけた女は、窓際に立ったまま不服そうに口を尖らせた。明るい茶色の巻き毛が光の加減で金に見える。腰には珍しく、魔法の品か装飾短剣を佩いていた。

「はいはい。で何の御用ですか？　ルクレツィア」

「役に立ちそうな本があったから持ってきてやったのよ！」

　ティナーシャは差し出された本を受け取る。どうやら随分前に書かれた祝福についての本らしい。中を開くと構成と言葉について細かく記されていた。

「……ありがとう」

「どういたしまして」

　気紛れにしか動かない友人だが、このような助力はありがたい。ティナーシャは本を机に置くと、来客のためのお茶を淹れ始めた。ルクレツィアは椅子に座ってその様子を眺める。

「あなた、あの契約者と模擬試合なんかしてやったんだって？」

「……なんで知ってるんですか？」

「中庭で兵士が話してた」

「盗み聞きか」

　ルクレツィアはテーブルに頰杖をつくと、呆れを隠さない顔でもう一人の魔女を見つめた。

「何考えてるの？　手の内さらしてやるなんて。自殺願望でもあるんじゃない？」

「同じこと言われましたよ」

「何もしなくても充分あの男は強いじゃない。これ以上鍛えられたら私も迷惑よ」

「すみません」

　確かに魔女であるルクレツィアにとっても、アカーシアの使い手が力をつけることは好ましいことではないだろう。何がどう転んで面倒事になるか分からない。人の運命の数奇さは、長い時を見てきた彼女たちにとっては自明のことだ。

　ティナーシャは自分も椅子に座ると深く溜息をつく。

「何か最近疲れたというか……」

「休みなさいよ」

「そうなんですけど、そうじゃなくて……」

　友人の闇色の瞳が揺らぐのを見て、ルクレツィアは仕方ないな、といった目をした。

「どっちつかずでいるのが負担なら、いい加減諦めるなりなんなりしなさいよ」

　ティナーシャは答えなかった。黙って自分の手の平を見つめる。

　──何故オスカーと戦う気になったのか、自分でもよく分からない。

　ただもしもの時、自分を殺せる存在が在ればいいなと少しだけ思った。そして彼がそうなるならそれでもいいと。

　多分ほんの気紛れなのだろう。或いはやはり少し疲れたのかもしれない。返らない便りを待ち続けることに。しかしだからといって諦めようとは思わなかった。それをすれば魔女として生きてきた時間が、全て無為になってしまうような気がしたのだ。

　黙りこんだティナーシャを眺めていたルクレツィアは、口を開こうとする。

　その時、扉が叩かれた。

「ティナーシャ様、よろしいですか？」

　彼女が返事をするとラザルが慌てた様子で入ってきた。彼はルクレツィアの姿を認めてぎょっと硬直する。魔女はそれを見て、からかうように手をひらひらと振って見せた。

「何かあったんですか？」

「そ、それが……『青き月の魔女に会わせて欲しい』と言う来客がおりまして」

「私に？」

　ティナーシャは自分の顔を指差す。ルクレツィアが小さく口笛を吹いた。

「うっわ、怪しいじゃない」

「怪しいですね。でもとりあえず行ってきます。貴女は？」

「折角来たんだし、終わるまで城でも見物して待ってるわ」

「悪戯しないでくださいね」

　閉ざされた森の魔女は、何かたくらんでいるようにも見える美しい笑顔で「勿論」と答えた。




※




「アイティ」

　控えの間に呼び出されたティナーシャは、待っていたオスカーにいきなりそう呼ばれて自失してしまった。数秒置いて、ようやく口を開く。

「はい？」

　オスカーはその返事に、これ以上ないくらい苦い顔をした。

「やはりお前の名前なのか」

「……幼名です。その来客が言ったんですか？」

「ああ」

　ティナーシャは予想外のことに、うまく働かない頭を振った。

　かつて一度だけ、魔女としてその名を名乗ったことがある。魔女に成ったばかりの頃、まだ塔に棲んでいなかった頃だ。しかし魔女の名は基本的に忌まわしいものであり、好んで伝える者は少ない。七十年前ファルサスで名乗った名も残っていなかったのだ。それなのに今頃昔の名を知っている者が会いに来るとはどういうことなのだろう。

　ティナーシャはいくつかの可能性を考えたが、どれも楽しいものではない。

「会いたくなかったら断るぞ」

　オスカーは心配そうに彼女の頭を撫でる。しかし彼女は頭を振った。

「いえ、会います」

　そして魔女は謁見の間へと続く扉に手をかけた。




　カガルは、ティナーシャを見て感嘆の溜息を洩らした。膝をついて最上級の礼をする。ティナーシャはそれを傲然と見下ろした。

「お目にかかれて光栄です。アイティ様」

「その名で呼ぶのはやめてください」

「失礼。ではティナーシャ様とお呼びしてよろしいですか？」

「お好きに」

　カガルは立ち上がると、狂言回しのような仕草で彼女に向かって手を広げた。

「我々クスクルは建国にあたって、タァイーリに迫害されていた魔法士の権利を取り戻し、彼らを国民として魔法を基盤に置いた上で、その活用と発展を第一の課題として参りました。ティナーシャ様は、今は途絶えている強力な古い魔法の数々をお使いになる、唯一の方だと聞き及んでおります。どうか我が国にいらして、更なる発展のためにお力をお貸しくださいませんでしょうか」

　その言葉に、オスカーは不機嫌を隠さない顔で眉を顰めた。ファルサスが魔女を擁していることをうんぬん言っていたくせに、結局自分たちも彼女の力が欲しいのだ。

　だがティナーシャは、男の要請を聞いても無表情のままだ。

「聞き及んでいるって誰に聞いたんですか？」

「いらして頂ければ分かります」

「私の名前を教えたのと同じ人ですか？」

　カガルは笑っただけで答えない。

「私がここにいると分かったのは？」

「我が国にも優秀な魔法士はおりますので……」

「そう」

　魔女は一息つくと、途端に酷薄な笑顔を浮かべた。見る者を魅了し、威圧する微笑だ。

　カガルはそれを見て、僅かにたじろぐ。

　彼女が小さな唇を開くと、よく響く、しかし凍りつくような声が紡ぎ出された。

「私がここにいるのは、この人の守護者としてです。それ以上でもそれ以下でもない。貴方が私に会えたのも、彼が取り成したからですよ。塔を登ってきてもない人間の話を、どうして私がただ聞いて、ましてや助力しなければならないんです？　覚悟も力もない者に何かをしてやる慈悲が、魔女にあるとでも？」

　カガルは口元をわななかせた。今まで自分の方が優位だと信じていたのだろう。彼は追い払われる鼠のようにうろたえて、魔女に何事かを訴えかけようとする。

　しかしティナーシャはそれを許さなかった。

「消えなさい」

　これ以上言うことはない、とばかりに魔女は踵を返すと、後ろで聞いていたオスカーの隣に立った。オスカーはその髪を撫でながらカガルを刺すような視線で一瞥する。

　カガルは悔しさの滲む目を二人に注ぐと、ようやく言葉を発した。

「分かりました。今日は帰りましょう。しかしクスクルは必ず貴女の祖国となる。再びお会いできる日を楽しみにしておりますよ」

　魔女はそれに答えぬまま、部屋を出た。




※




　謁見室から退出したカガルは激しく舌打ちした。

　彼女を連れて帰る自信があったのだ。そのために、知られない名を持ち出した。その名を聞けば、彼女は誰がそれを教えたのか必ず知りたがると思ったのだ。

　彼は、国を出る前に聞いた主人の言葉を思い出す。

『別に急いでないからいいよ。僕のことは伏せておいて』

　そう言っていた主人は、彼女を伴わぬまま戻ってもカガルを咎めることはしないだろう。だがそれでも彼は、そのまま素直に「駄目でした」と帰る気にはなれなかった。

　──せめて彼女と、あの生意気な契約者だけでも引き離さなければならない。

　カガルがふと窓の外に目をやると、中庭が見える。その木陰で、武官の服装をした女が転うたた寝ねをしているのを見つけた男は、卑しい笑顔を浮かべた。




※




　謁見の間から執務室へと戻るオスカーとその少し先を行く魔女は、そろって非常に苦い顔をしていた。カガルの吐いた言葉の一つ一つが拭いきれない染みのように纏わりついていて、食事の前のテーブルを汚されたような気分だ。

　飲みこみきれない苛立ちを嚥えん下かするオスカーの耳に、不意に軽い女の声が聞こえる。

「終わった？」

　ティナーシャの隣に魔女が現れる。友人を見返したティナーシャは端的に吐き捨てた。

「終わった。気分悪い」

　肩を竦めるルクレツィアに、オスカーは若干驚いて目を瞠る。

「来てたのか」

「先日ぶりね。元気してた？」

　罪悪感の欠片もなく手を振るルクレツィアに、彼は唇を片端だけ上げて笑った。

「あの時は殺しかけてくれてありがとう」

「えー？　楽しくなかった？　記憶が残るようにすればよかった？」

「一度痛い目みますか？」

　楽しげなルクレツィアと、引きつった顔のティナーシャの間に、比喩ではなく魔力のぶつかる火花が散る。オスカーは顔を顰めて首を横に振った。

「城が壊れるからやめてくれ」

　魔女同士が戦うなど聞いたこともない。そんなことになったら少なくとも建物はただでは済まないだろう。ティナーシャは契約者の言葉に、小さく舌を出すと魔力を収めた。興味津々のルクレツィアに使者からの話を教えてやる。ルクレツィアは赤い爪で自分のこめかみを叩いた。

「クスクルねぇ。私も聞いたことないわ」

「もともと単なる一領地だったらしい。それがある日突然魔法士たちが集まってきて独立したとか」

「胡散臭いですね」

「……ああ、でもそういえば最近時々、北の方で妙な魔力の波紋がない？」

　ルクレツィアは人差し指を立てて、隣を歩く友人に尋ねた。ティナーシャは黙ってかぶりを振る。

「そう？　私が此処より北に住んでるせいかしら。微弱な動きなんだけど、たまに感じるわよ。魔法湖の波紋みたいな魔力の揺れがくるの」

「魔法湖……」

　唇を嚙んで考えこみ始めたティナーシャに、ルクレツィアは一瞬ひどく憐れむような目を向けた。その視線に後ろを歩いていたオスカーは気づいたが、当のティナーシャは考え事に集中している。

　彼がどちらにともなく声をかけようとした時、廊下の角を曲がってアルスが現れた。すぐ後ろにはメレディナもいる。アルスは、ティナーシャとその隣の見知らぬ美女を見る。ついで二人の後ろのオスカーに気づいて礼をしようとした。

　──しかしその時、誰も予想しなかったことが起きた。

　メレディナが無言で剣を抜くと、ティナーシャに斬りかかったのだ。

「な!?」

　アルスは驚愕に一瞬固まる。

　オスカーは届かない。

　ルクレツィアが防壁を張るより早く、切っ先がティナーシャに到達する。

　誰もが手遅れを予感したその瞬間、ティナーシャは無造作に、しかし素早くルクレツィアの腰の短剣を抜くと、その剣を眼前で弾いた。剣を取り落とし、無防備になったメレディナの喉元に短剣の刃を滑らせる。

　メレディナには防ぎようのない、その反撃を反射的に遮ったのは、アルスが抜いた剣だ。

　彼はティナーシャの短剣を弾きながら、メレディナを押しのけて庇い、その切っ先を魔女に向けようとする、寸前で動きを止めた。

　──彼の喉元にはアカーシアが突きつけられていた。

「何のつもりだ」

　怒気を孕んだ声がアルスを打ち据える。彼は思いも寄らない失態に体を硬直させた。膝をつこうとした時、背後で幼馴染が狂ったような声を上げる。

「人心を惑わす妖女め！　この国から立ち去るがいい！」

「メレディナ！」

　男二人の叱しっ咤たが重なる。誰のことを指して言っているのかは明らかだ。

　ティナーシャは、長い睫毛を伏せてメレディナを見つめる。

　魔女の顔。

　しかし今は笑みさえも浮かんでいない。人形のような、作り物めいた貌はただ空虚だった。

　闇色の瞳が、水面のようにさざめく。

「……いつもいつも似たようなことを言われますが……私が自分から人心を惑したことなんてありませんよ。そっちが勝手にざわついてるんじゃないですか」

　その声は何も読み取れない表情とは異なり、感情が剝き出しになったものだった。

　ただ窺える感情は少しずつ複雑に入り混じり、彼女が抱いているものが悲しみなのか怒りなのか、それとももっと違うものなのか、聞いている人間には分からない。

　ティナーシャは唇を嚙む。小さな声が絞り出される。

「……人の心なんて……欲しくもない」

　震える声。

　明確な拒絶。

　けれどその時、彼女の闇を凝縮した目に一瞬瑕きずが光るのを、オスカーは確かに見たのだ。

　彼はアカーシアを引くと、手を伸ばしてティナーシャを腕の中に収めた。薄い背中を軽く叩く。

　彼女はそれ以上何も言わなかった。




　ルクレツィアは友人の様子を気にかけていたが、オスカーがティナーシャを抱き取ったのを見ると、アルスとメレディナの方に向き直った。苦々しい顔で二人を睨む。

「その女、操作されてるわよ。精神を弄られてる。中々手練がやったようね」

　ルクレツィアが無造作に手を振ると、メレディナの体が崩れ落ちる。床にぶつかる寸前でアルスが幼馴染を受け止めた。オスカーが背を向けたままルクレツィアに問う。

「治せるか？」

「何で私が」

「頼む」

　不機嫌たっぷりのルクレツィアは、しばしの逡巡の後、聞こえよがしに舌打ちした。

「高くつくわよ」

「お願いします」

　ティナーシャの声に、ルクレツィアは大きな溜息を一つついた。




　ルクレツィアたちが治療のために立ち去ると、後の廊下には魔女と契約者だけが残された。

　オスカーは両手で魔女の頰に触れると、上を向かせる。

　彼女はまばたきを一つすると、にっこり微笑んだ。

　嬉しそうな、幸せそうな微笑。しかしそれが本当ではないことをオスカーは知っている。仮面としての笑顔だ。人ならざる女が人を装うために身につけた面だ。

　ただ彼は、だからといって己の魔女を憐れむことはしたくなかった。それは決して彼女に向ける感情ではない。

「最後に泣いたのはいつだ？」

　オスカーは問うた。闇色の瞳に自分の顔が映る。

「覚えていません」

　彼女は笑ったまま、そう答えた。







８．この息は彼方の息







　長い年月はそれだけで人を腐らせる力があると、ティナーシャは知っていた。

　どれほどの強い思いを持って為していたとしても、時が過ぎればそれはやがてただの作業となる。

　痛みでさえも忘れられる。それは人が生きていくための不可欠な要素だ。

　だが……自分はどうなのだろう。強い思いだけを頼りに永い時を渡る自分は。

　まだあの思いは残っているだろうか。変質していないだろうか。

　もし、思いがまだあると錯覚しているだけならば。

　それが作業になるのならば。

　その時自分は死ぬべきなのだ。かつて死ぬはずだった、あの日のように。




※




　クスクルからの使者と会ったその日の晩、ティナーシャは熱を出した。

　看病にあたったルクレツィア曰いわく、精神的な疲れからくるものらしい。

　ルクレツィアは文句を言いながらもメレディナを治療し、ティナーシャに一晩ついていた。

　魔女二人がその夜どんな会話を交わしたのか、オスカーは知らない。

　ただルクレツィアが帰り、翌日午後から起きてきたティナーシャは、すっかりいつも通りの彼女に戻っているように見えた。







「で、あの胸糞悪い使者の行方はもう分からないわけか」

「宿は既に引き払われていました。おそらく城都を出た後だと……」

　執務机を前に、オスカーは足を組みながらラザルの答えに顔を顰めた。ついさっきまで、執務室にはアルスとメレディナが来て、昨日の一件についてティナーシャに謝罪をしていたのだ。記憶のないメレディナの憔しょう悴すいしきった様子を思い出すだに忌々しさが増す。

「九割方黒なんだが、証拠がないからな。クスクルについては調査を出した方がいいだろう」

「私が使い魔を出しますよ。人を派遣するより魔法を避けやすいですから」

　ティナーシャはお茶を淹れながら苦笑した。そんな彼女をラザルが気遣わしげに見やる。カップを受け取ったオスカーは魔女を見上げた。

「お前、もうちょっと休んでてもいいぞ」

「平気平気。本当は頑丈なんです」

「あまり説得力がない」

　カップからの湯気が彼の顔をくすぐる。口をつけると、よい香りが肺を満たした。

　ティナーシャは横に立ったまま彼をじっと見つめてくる。その視線に何か言いたげなものを感じてオスカーは顔を上げた。

「なんだ？」

「いえちょっと、仕事が終わったら二時間くらい付き合って頂けませんか？」

　彼女がこの手の私的な誘いをかけてくるのは初めてのことだ。どういう風の吹き回しだ、とオスカーは思ったが口には出さなかった。

「構わんが何に」

「八つ当たりに」

「…………」

「アカーシア持ってきてくださいね」

「……分かった」

　満面の笑みを浮かべて背を向ける魔女に、オスカーは分からないように小さく溜息をついた。




　ティナーシャの自室の片隅には、いつ用意されたのか小さな転移陣が描かれていた。

　彼女に言われるままオスカーが転移した先は、見覚えのある広い円形の空間だ。周囲の壁はうっすらと青く継ぎ目がない。見上げればそこは吹き抜けになっており、先は遠くてよく見えなかった。

「塔の一階か」

「当たり」

　ティナーシャが軽く手を振ると転移陣は見えなくなった。彼は素朴な疑問を口に乗せる。

「何でここに」

「ここなら壁に当たった魔法は吸収されますし、私の結界が満ちてるんで守護結界をほぼ無効にできます。あとはまぁ、あまり人目につきたくないんです」

　黒い魔法着姿のティナーシャはそう言うと、歩いてオスカーから少し離れた。同時に彼にも手を振って距離を取るように示す。オスカーはそれに従って下がった。

「今日から一ヶ月。一日二時間、ここで私に付き合ってもらいます。死なないようには気をつけるんで頑張ってください」

　彼女はおもむろに右手で空を摑んだ。その手の中に一振りの剣が出現する。

　半瞬、啞然としたオスカーは、事態をようやく認識して緊張の笑みを浮かべた。

　ティナーシャはついで左手を差し伸べる。白い手の中に青炎が燃え上がった。

「では、行きます」

　魔女はそう言うと、軽く床を蹴った。







『八つ当たり』は壮絶なものだった。

　模擬試合をした時、彼女は「あまり手加減していない」と言ったが、それはあくまでもオスカーに合わせて戦っている場合で、距離を保って攻撃してくる彼女と戦うことがどれほど大変なことなのか、彼は身を以て思い知ることになった。

「まぁ初日ですし、こんなものですかね」

　塔の最上階に移り、ぐったりと椅子に座っているオスカーの傷を治し終わると、ティナーシャは感想を漏らす。オスカーは、リトラが汲んできてくれた冷水を受けとった。一口含むと少し疲れが引く気がする。彼は、水をしぼった布で顔を拭いてくれている魔女を見上げた。

「訳を聞いても？」

「そうですね……。色々あって一概には言えないんですけど、大雑把に言うなら、選択肢を多く持って欲しいってことですかね」

「選択肢？」

「これから何かあった時、貴方に『もっと力があれば他の道があるのに』って後悔をして欲しくないんです。できる限り多くの選択肢の中から貴方が望む道を選んで欲しい。それが理由です」

　彼女はそう言うと、いつも自分がされているようにオスカーの頭を撫でた。

　ゆっくりと触れられる手は、母親のように優しい。

　或いは選択肢がなくて辛つらい思いをしたのは過去の彼女なのかもしれない。オスカーは漠然とそう思ったが、その想像は何故か正しい気がした。







　それから毎日、オスカーは魔女の訓練を受けるようになった。

　たった二時間だが少なからず魔法を受けるので、その疲労を癒すために彼は夢も見ずに眠った。勿論傷は治されているのだが、疲労は魔女にもどうにもならないらしい。

　こんなに厳しい訓練をしたのは、呪いのことを理解して、ただひたすらに力を欲した少年時代以来かもしれない。強大な力を持つ魔法士の遠距離攻撃、そしてある程度立ち回りをこなす魔法士の中距離攻撃に、どう単身で対応するか魔女は徹底的に教えこんだ。相手は彼女一人だけのこともあれば、彼女の使い魔が前衛として加わることもあり、その攻撃は多彩を極めた。

「そもそも貴方は魔力が見えるはずなんですよ」

　不可視の蔓に足を絡め取られて隙を作ったオスカーに、彼女は手を止めて指摘する。

「模擬試合の時は見えてたじゃないですか。精神状態に左右されるようじゃ駄目ですよ」

「そうは言ってもな……見えるというか感じるだけで」

　今も足下に何かが絡んでいるというのは分かるが、それが何かはまったく見えない。オスカーは踏み出そうとした姿勢のまま動けなくなった自分を見下ろす。

「貴方は魔法士にもなれる素質があるんですが……。まぁ向いてないからなれないとは思いますが」

「なれるのかなれないのかどっちだ」

　ティナーシャは肩を竦めると呪縛を解いた。

「そろそろ二時間ですね。終わりにしましょう。少し糖分と睡眠を取った方がいいですよ」

　指摘されると改めて体の疲労が実感として押し寄せてくる。急激な睡魔が彼の全身を襲った。

「あ、ちょっと、ここで寝るな」

　魔女の慌てた声が聞こえるが、返事もできないままオスカーは目を閉じていた。




　──目が覚めた時、オスカーは暗い部屋に寝かされていた。

　彼の私室ではない。体の傷は全て塞がれ、血は拭い取って新しい上着が着せられていた。

　起き上がって窓の外を見ると、月が荒野を照らしている。これほど高い場所にある部屋など他にない。塔の最上階にある魔女の寝室だ。

　振り返ると隣へと続く扉の隙間から光が零れ出ている。彼が扉を開けると、明るい部屋の中央に背を向けて立っている魔女が見えた。先ほどまでの格好とは違い、長い髪を結い上げて、左足の部分に深い切れこみが入った魔法着を着ている。

　彼女は水盆に手をかざし、その上に浮かび上がる紋様に詠唱をかけていた。余程集中しているらしく、彼が部屋に入ってきたのにも気づかない。

　オスカーは彼女の後ろに立つと、剝き出しになっている彼女の足を撫でた。細い肩に口付ける。

　魔女はそれで初めて彼の存在に気づいたようだ。背後を見上げ 「起きました？」と微笑する。余りの平然ぶりにオスカーは手を離すと顔を顰めた。

「お前、無防備すぎるぞ」

「集中してたので……さすがに侵入者がきたら気づきますよ」

「そうじゃなくて。べたべた触られたらもっと怒れ」

「べたべた触る本人がそれ言いますか……触らなきゃいいのに……」

　ティナーシャは口の中でぶつぶつ文句を言うと、彼に言い返す。

「ちゃんとくすぐったかったり邪魔だったら文句言ってますよ。貴方に関してはもう慣れちゃいましたし。気になるならそっちが自重してください」

　魔女はそう言うと、黙りこんだオスカーをその場に置いて部屋を出て行った。五分後、甘い果実酒に砂糖を入れて温めたものを持って戻ってくる。

「城には伝言を出しときましたよ」

「ああ、悪い」

　オスカーはカップを受け取ると口をつけた。

　かなり甘い。眩暈がするほど甘い。一口飲んで思わず顔を上げる。

「飲め」

　だが、それを見透かしたように魔女の声が頭上に投げかけられた。彼は渋々カップを口に運ぶ。

　甘さという暴力の代物を半分まで何とか胃に入れると、オスカーはカップを置いた。魔女に注意される前に別の話題を上げる。

「大体、魔力とか魔法って何なんだ？」

「随分根本的な質問をしますね……」

「知らないからな」

　ティナーシャは窓辺に置かれた箱に腰掛けた。月光が彼女を照らし、床にうっすら影を作る。

「魔法は、個の意思による魔力を用いた現象への干渉です」

「……さっぱり分からないぞ」

「最後まで聞いてくださいよ……」

　魔女が呆れ顔で指を鳴らすと、部屋の明かりが消える。外と同じ暗さが室内を支配した。

「例えば私が今、この部屋が明るければいいと思う。──そこで私は明かりを灯します。魔法で明かりを出現させても、ランプに火を灯しても、結果としては同じ。明るくなります」

　彼女はもう一度指を鳴らした。部屋の明かりが一瞬で戻る。

「これが個の意思による現象への干渉です。つまり人間が普通に生活する上で行っていることです。で、魔法はそれを肉体や言葉ではなく、魔力で行います」

「ああ、そういうことか」

「もう少し踏みこんだ話をするなら、物が上から下に落ちる、物に接して力を込めれば動くなど、肉体で行う干渉に使われる法則は多々ありますよね。一方、魔法にもこういった法則が世界に存在しています。ただそれは目に見える世界と空間的には同じですが、位階的にはちょっとずれた場所にあるため、普段は自然に作用していません。存在しているだけです。ここまでいいですか？」

「ああ」

　オスカーは頷きながら、甘い後味を消すために、水差しから水を汲んで飲み始める。

「魔法士は魔力でその法則を引き寄せ、現象に干渉します。ただ、肉体での干渉でも重い石を正面から押しても動きませんけど、梃子てこや車輪を使えば楽ですよね。そういった仕組みが、魔法では構成にあたります。構成を組んで、魔力でそれを動かせば、構成を使わないより同じ魔力でも大きなことができるわけです。複雑な構成ほど組むのは大変ですが、大きい効果が得られます」

　魔女はそう言うとまた指を弾いた。彼女の眼前に、赤い糸が複雑に絡み合った紋様が現れる。おそらくこれが構成というものなのだろう。ティナーシャは手の一振りで紋様を消すと話を続けた。

「魔法のための法則は、そのいくつかが知られているだけで、おそらくまだ発見されていないものもあります。また既に知られている法則でも、どのような構成を用いるかによって全然異なった術になるわけです。……分かりました？」

「大体は」

　理解はできたが、魔法士の講義に出た気分である。オスカーは続けて問うた。

「魔力のあるなしはどこで決定されるんだ？」

「肉体によるのか魂によるのかは分かっていないことなんですが、完全に先天性です。血筋も多少影響があるようですが、絶対じゃありません。魔力がある人は生まれた時からありますし、ない人は訓練して魔力がつくということはありません」

「俺は？」

「……あります」

「知らなかった」

　ファルサス王族の直系に魔法士が出たことはない。血筋が絶対ではないとのことだが、それでも意外に感じる。或いは今までの王族も素質はあったが気づかぬまま終わった者がいたのだろうか。

　ティナーシャは苦笑して彼の持っている剣を指す。

「でも、アカーシア持ってる限り魔法は使えませんよ。体内の魔力を集中できませんから。私の守護結界だってアカーシアと共存するためにかなり複雑な構成組んでます」

　大変だったから結界を解きたくない、という魔女の言葉がようやく実感を持ってオスカーの中に響いた。確かに魔法を切り裂く剣と、その使い手をあらゆる攻撃から守る魔法は普通に考えて共存し得るものではない。彼女がどれほどの技術をつぎこんで実現してくれたのか、改めてありがたさが身に沁みる。

「ただ貴方は、魔力を持ってる以上、魔力を見ることもできるはずなんですよ。自分には見えないと思ってるから見えないのかもしれませんよ？　明日から意識してみてください」

「……分かった」

　ティナーシャは座っていた箱から下りると、オスカーの前に立った。可愛らしい仕草で両掌を前に向けてみせる。

「さてどうします？　城に戻りますか？ お腹なか空いてるなら何か作りますよ」

「お前、料理できるのか！」

「そりゃできますよ。何年一人で暮らしてると思ってるんですか」

「千年ぐらいか？」

「本気で言ってたら明日ふっ飛ばします」

　今にもふっ飛ばしそうな笑顔を浮かべる魔女の頭に、オスカーはいつものように手を置く。

「じゃあ作ってもらう」

「はいはい」

　魔女は踵を返すと厨ちゅう房ぼうに消えた。約束の一ヶ月まで、あと二週間の夜だった。




※




　翌日、ふっ飛ばされはしなかったが、オスカーは火の海に囲まれていた。

　ティナーシャが放った火の円環が、彼を大きく取り囲んでいる。ただ立っているだけでも汗が止まらず、かなりの熱気に気が遠くなりそうだ。

「倒れたり焦げたりする前に脱出してくださいね」

　空中に浮いた魔女がオスカーを見下ろしながら言う。「遊びに行くなら昼までには帰ってきてください」と言うくらいの気軽さだ。

「かなり熱いぞ……」

　試しにオスカーは目の前の火の壁を斬ってみた。炎の壁は、アカーシアを避けるように一瞬切れ目が生まれたが、刃が通り過ぎる端から再び燃え盛る。またたくまに元通り塞がる壁を前に、魔女の助言が降ってきた。

「普通に斬らないで魔力の流れを見てください。構成の楔くさびとなっている箇所があるはずですよ」

「と、言われてもな……」

　この二週間で分かったことだったが、ティナーシャは教えると決めたら容赦がない。勿論気をつけてくれてはいるのだろうが、今まで死ななかったのが不思議なくらいの苛烈さだ。

　だがその分オスカーも、身についている実感はあった。元々剣の腕はティナーシャを凌駕しているし、実戦の勘もある。彼は守護者の的確な訓練によって、魔法士との戦い方を乾いた砂が水を吸うように吸収していった。

「心眼で見ろとかは言いませんよ。その目で見てください。魔力の構成が炎の中にあるはずです」

「分かった」

　気を抜けば倒れてしまいそうだ。オスカーは額の汗を拭うと炎の壁を見つめた。ゆらゆらと色と形を変えながらそれでも本質を保つ炎は、見る者を惑わすように揺れている。

　オスカーはゆっくりと息を吸い、止めた。

　頭の中を綺麗にする。ただ己の魔女の言葉を信じる。

　細く息を吐きながら目を閉じ、開いた時……炎の中に同じ色の細い糸が浮かび上がった。

　それは螺旋を描きながら火の壁の中を巡り、大きな円と成っている。

　オスカーは頭だけを動かし円環を見渡した。ちょうど真後ろに、一箇所だけ線が凝っている箇所がある。彼はアカーシアを構えると炎に歩み寄り、解くようにそっとその箇所を斬った。

　剣の切っ先が楔に触れ、それを断ち切った瞬間──炎の円環はまるで時を巻き戻したかのように綺麗に四散した。後には蒸せかえるような熱気だけが残る。

「お見事」

　彼がアカーシアを鞘に収めて見上げると、魔女は嬉しそうに手を叩いていた。







　魔力を見ることができるようになってからは早かった。ティナーシャが「一ヶ月要らなかったかな？」と言ったほどだ。魔法の構成は勿論、構成以前の魔力も感じ取れるようになると、訓練はほとんどが実戦形式になった。

「うーん、ちょっと人間と戦わせてみたいですね」

　訓練用に召喚した魔物をあっさり倒されたティナーシャは、壁に寄りかかるとそう洩らした。

　オスカーは剣についた魔物の血を布で拭っている。

「虫を戦わせるように言うな」

「そんな遊びしたことないですよ……」

「俺はある」

「もう……王太子なのになんでそんな遊びをしてるんですか……」

　魔女は嫌そうな顔になると、手を振って魔物の死体を消す。オスカーはアカーシアを鞘に戻した。

「人間の対戦相手が必要なら、うちの魔法士に相手をさせるか？」

「何言ってるんですか。普通の魔法士が貴方の相手をしたら、魘うなされて夜寝れなくなります。もっとしがらみのない相手がいいんですけどね」

　その時、二人のいる塔の広間に白い光が差しこむ。見ると壁の一部が音もなく内側に開いていた。扉の外には何人かの人影が見える。おそらく塔の挑戦者だろう。オスカーが魔女に尋ねた。

「閉めてなかったのか？」

「あれ、そうみたいです。失敗失敗」

　ティナーシャは反動をつけて体を起こすと、広間の中央付近、オスカーの隣まで来た。

　外にいるのは冒険者らしい五人の男だ。彼らは恐る恐る入ってくると、中にいる二人に驚く。

「あんたたち、こんなところで何やってる？　塔に挑戦か？」

　オスカーとティナーシャは返答に困って顔を見合わせる。

　だが魔女はすぐに、何を思いついたのか笑顔になると手を打った。オスカーにはその理由が大体分かったが、予想が外れることを心の底から願う。

　ティナーシャは音もなく空中に浮かび上がった。驚愕する五人の来訪者を観察する。

　剣士が二人、弓を持った中距離装備の魔法士が一人、遠距離装備の魔法士が一人、最後に防御専門の魔法士が一人といったところだろうか。申し分ない──と魔女は妖艶な笑みを浮かべた。

「ようこそ、私の塔に。いきなりで失礼します」

　彼女の挨拶にざわめきが起こる。下ではオスカーが頭を抱えていた。剣士の一人がティナーシャに剣を向けて問う。

「お前が魔女？　本当にか？」

「ええ。私に用があっていらしたのでしょう？」

「望みを叶えてくれるのか？」

「力があるならば」

　魔女の言葉に男たちの間で囁きが交わされる。もう一人の若い剣士が歩み出た。

「どんな願いでも叶えてくれるのか？　……例えば、随分佳いい女に見えるが、あんたを欲しいと言ったら叶うのか？」

「構いませんよ」

「ティナーシャ！」

　魔女はくすくす笑いながら、不機嫌たっぷりの契約者の隣に降り立った。

「ただし力があればの話です。本来なら塔を最上階まで登っていただくのですが、今日は特別です」

　彼女が指を鳴らすと開いたままの扉が閉ざされた。退路を失くした男たちは息を吞む。

　ティナーシャは白い指でオスカーを示すと、艶やかに告げた。

「彼と戦って打ち勝ってください。そうすれば貴方たちの望みを叶えましょう」

　それを聞いて、男たちの緊張が緩む。挑戦者が帰らないという塔に挑戦するよりは容易いと思ったのだろう。弓を持った魔法士が前に出た。

「一対一か？」

「いえ、全員でどうぞ」

　ティナーシャは再び浮かび上がると、オスカーの耳元に口を寄せた。

「死人は出ないように介入するんで、存分に戦ってください」

「お前な……」

「がんばれー」

　実に楽しそうである。オスカーは自分が虫になったような気がした。

　だが彼女のやることに文句を言っても始まらない。彼はアカーシアに手をかけた。

　つられて男たちが次々戦闘態勢に入る。オスカーは空中から観戦している魔女を見上げ、次いで相手の若い剣士を見た。それは先程からティナーシャに見惚れている男だ。

「まずはあいつからだな」

　ティナーシャが手を叩く。それを合図に戦闘は開始された。




　オスカーは若い剣士に向けて一瞬で踏みこむ。そのまま相手の魔法士が張った防御結界をアカーシアで突破した。あり得ない速度に男の顔が驚愕で凍る。

「な……」

　避けようもない死を眼前にして、若い男は愕然とする。オスカーは迷わずそんな相手の剣を弾き、胴を薙いだ。だが両断されるはずだった体は、アカーシアが触れる直前で煙のように搔き消える。

　致命傷と判断してティナーシャが転移させたのだろう。早すぎる仲間の脱落に、四人の中に騒然とした空気が走る。だがもう一人の剣士が、我に返ると叫んだ。

「油断するな！　合わせてかかれ！」

　言いながら、男はオスカーへと剣を振るう。

　勢いと力のこもった、大振りの一撃。しかしオスカーはそれを難なく返した。反動でよろめく剣士を無視して、矢を番つがえようとしていた魔法士の前に飛びこむと、その体を斬り上げる。

　愕然とした顔で転移させられた魔法士を見ぬまま、オスカーは一旦後ろに下がる。体勢を立て直した剣士がそこに踏みこんできた。

「貴様、魔女の使い魔か！」

「人の契約者に失礼なこと言わないでくださいよ」

　ティナーシャの呆れ声が聞こえるが、オスカーはそれには構わない。彼はただ打ちこまれる剣を受けながら、魔法士が詠唱し始めているのを横目で確認する。そうして五合目で相手の剣を払うと、空いた肩口にアカーシアを振り下ろした。剣士の姿が消え去る。

　その時、詠唱を終えた魔法が、巨大な風の顎あぎととなって襲いかかった。

「食らいつけ！」

　相手方にとっては必殺であったろう魔法。

　だがオスカーは右腕だけを伸ばし、顎の中の核を打ち砕いた。一瞬で渦巻く風が四散する。

　あまりのことに呆然とする魔法士に向かって彼は距離を詰める。背後からもう一人の魔法士が不可視の呪縛を伸ばしたが、オスカーはそれも一閃して斬り落とした。慌てて別の詠唱を始める魔法士に剣を突きこむとその姿が消える。

　振り返り、最後の魔法士が尻餅をついたのを見て、オスカーは相手の喉元に切っ先を当てた。

「終わりだ」

　一拍の間をおいて、最後の一人が転移する。鈴を振るような魔女の声が聞こえた。

「呆あっ気けないですね」

「趣味が悪いぞ」

「すみません」

　魔女は謝りながらも機嫌がよさそうに下りてくる。オスカーはアカーシアを鞘に収めると、細いその体を抱き取った。ティナーシャは乱れたオスカーの髪を梳いて戻しながら微笑む。

「予想以上の仕上がりです。今日で終わりにしましょう」

「いいのか？　まだ五日あるぞ」

「これ以上はたいして意味がありませんよ。お疲れ様です」

　ティナーシャは彼の腕の中から床に下りた。その華奢な姿を見てオスカーはふと呟く。

「全力のお前と戦ったら勝てるか？」

　──そんなことを本当に考えたわけではない。

　相手は最強たる魔女だ。ただ口をついて出ただけだ。

　しかしティナーシャは小首を傾げると、その目に収まりきれない寂漠を抱えて彼を見上げた。

「そんなの……今分かったらつまらないじゃないですか」

　彼女は長く黒い睫毛を伏せる。闇色の瞳に透明な輝きが湛えられる。小さな唇は笑みを刻んで、その時の彼女は、ほんの少女のようにも、永い時を生きてきた魔女のようにも見えたのだ。

　何からも遠い……遠くあろうとする姿。

　──いつか彼女は本当に、どこかへ消え去ってしまうのかもしれない。

　そんな空想に捕らわれて、オスカーは我知らず息を吞む。

　しかし彼は、すぐに漠然とした不安を嚥下すると、小さな頭を撫でた。

「俺が勝ったんだから何か叶えてくれ」

「すぐにできることでしたらいいですよ。今まで頑張りましたし。結婚以外だったら受けつけます」

「先手を取るな」

「学習しました」

　ティナーシャはくすくすと笑うと、城に帰るための転移門を開いた。オスカーに手を伸ばす。

　白い、小さな掌。

　零れ落ちていく光を集めたようなその手に、オスカーは自分の手を重ねる。

　そうして指を絡めてそっと握ると、彼女は何故か安堵したような、それでいて少し悲しげな笑顔を見せた。







９．今こ宵よい、月の下で







　石畳に落ちる雨が、流れる血を洗い流していく。

　その冷たさは確実に彼の体力を削っていったが、同時に道に点々と落ちた血痕を消してくれればいいと、カガルは願った。振り返って追手を確認するも、その姿は見えない。先程からずっとそうなのだ。相手は姿を現さぬまま彼を追い詰めている。

「くそ……魔女の差し金か……？」

　ファルサスの城都を出ようとしたところで、カガルは何者かに襲われたのだ。てっきりティナーシャが追いかけてきたのかと思ったが、相手はカガルを嬲なぶるように断続的な攻撃を仕掛けてくるだけだ。いつの間にか日も落ちて、周囲も人気がない。カガルは血の滲む脇腹を押さえる。

「転移が使えれば……」

　最初の傷を負った時から、カガルはほとんど構成を組めない。封飾に相当する魔法構成を体内に埋めこまれたのだろう。彼は濡れた道で転びそうになりながら、手近な角を曲がる。

　──その直後、白い光が目の前をよぎった。

「……あ？」

　急に低くなる視界。カガルはその場に崩れ落ちる。

　たちまち広がる血溜りを見回すと、落ちている自分の片足が見えた。

「ひ……っ、あぁぁあ！」

　引きつった悲鳴が路地に上がる。そこにぴしゃりと水溜りを踏む足音が聞こえた。

　見ると雨の下、小柄な少女が雨避けも羽織らずに立っている。濡れた銀髪が刃物のように光っており、それだけがカガルの意識を引いた。彼はぼやけた視界の中で、彼女に向かい手を伸ばす。

「た……すけ……」

「私に助けを？　誰が自分を殺すのか分かってないのね」

　酷薄な声。カガルは遅れてその意味を理解し、戦慄する。今まで誰が自分を追ってきたのか、自分を遥かに上回る魔法士が、まだ年若い少女であることに絶句した。

　少女の目に、消せない憎悪が滲む。

「のこのこ私の前に現れるんだもの。あなたの主君はね、私の前で彼を殺したの。全部やり直せたとしても、その罪は消えないわ。分かる？」

　闇の中に二つの赤い光が灯る。低い獣の唸り声。少女の背後から現れたそれが振りまくのは、ただの殺意だ。カガルは近づいてくる死の予感に喘ぐ。

「ラ、ラナク様…………ひっ、ぐあ……」

　主人の名を呼ぶ掠れ声はすぐに濁った悲鳴に変わる。そうして強い血臭と淡々とした咀嚼音が響く中──少女は濡れた銀髪をかき上げると城の方へ踵を返した。




※




「問題のクスクルについて、ようやく使い魔が結界の穴から入りこめたんですが、魔法士がかなりの数集められていますね。精霊術士も多いです」

　魔女の報告に、執務室にいる面々は苦い顔だ。ラザルやミラリスは壁際で青ざめており、オスカーは小さな陶器像を弄びながら聞いている。面白くない、と思っているのが明らかな顔だ。

「そんなに魔法士を集めて戦争でも起こすつもりか？」

「否定はできません。魔族の召喚も試みているようです」

「普通の兵士の数は？」

「魔法士と同数くらいですね。二百くらいですから決して多くはありませんが、王宮には侵入できなかったので、もっと数がいてもおかしくないです」

　通常、一国が城に擁している魔法士の数は二、三十。大国で五十に届くかどうかだ。二百人もの魔法士を集めている国など他にどこにもない。オスカーは魔女の言葉を捉えて聞き返す。

「王宮と言ったが、王政なのか？」

「そうみたいです。誰が王なのかは分かりませんが、元の領主などではないようですね」

「魔法中心の国家というからには、そいつも魔法士の可能性が高いだろうな」

　オスカーは頭の後ろで腕を組んだ。ついでに足を机の上に乗せる。普段はしない行儀の悪さは、彼が難しい考え事をしている時の癖だ。

「とりあえず手間で悪いが、定期的に調査を出してもらえるか？　何事もなく終わるとは思えん」

「了解です」

　嫌な予感はあっても、今の段階ではどうすることもできない。オスカーは足を下ろすと未処理の書類を手に取った。ふと別件を思い出して顔を上げる。

「そういえばエッタードの具合がよくないらしい」

　老将軍エッタードは最年長の将軍であり、名目上ファルサスを代表する一人だ。壁際のミラリスがみるみるうちに顔を曇らせる。ラザルがそれに気づいて気遣う声をかけた。

「ミラリスさんは、エッタード将軍からの紹介でいらしたんですよね」

「はい……遠縁の私にまでよくしてくださって、今の私があるのも将軍のおかげです」

　淡い金髪が憂いのせいか若干曇って見える。そんな彼女の顔立ちは、幼さは残るものの充分に美しい。あと数年もすれば城内でも注目の的になるだろう。

　今年、十六歳になった彼女はエッタードの口利きでこの城にいるのだ。城で行儀見習いをすれば、将来に困ることはまずなくなる。王太子付きとあって執務室にいるせいか、彼女はティナーシャにお茶の淹れ方を教わったり、ラザルに宮廷知識を教わったりして、日々成長しているようだ。

　オスカーは自分付きの少女を、頰杖をついて眺める。

「いつでもエッタードに会いに行っていいからな。お前が顔を出せば喜ぶだろう」

「あ、ありがとうございます」

「歳だから仕方ないんだろうが、最近は起きることもできないらしいからな」

　気鬱を感じさせるオスカーの言葉に、魔女が静かに返す。

「急な話ですね。アルスも心配しているでしょう」

「あいつはずいぶん可愛がられてたからな。俺もエッタードには散々世話になった」

　アルスは城に入る前からエッタードの屋敷に出入りして剣を学んだらしい。若い頃には国一番の剣士だったエッタードは、その腕を子供たちに教える手間を惜しまず、オスカーも幼い頃からよく手ほどきを受けていた。

　十年以上昔のある日、呪いのことを知らされたエッタードは、彼に剣を教えながら言った。

『殿下、絶望が人を腐らせるのです。意志を強くお持ちください。結果はそれに付随します』

　誠実を、人の意志を肯定する言葉。その教えは今でもよく思い出す。

　オスカーは顔を上げると、自分を見ている魔女を見返した。

「お前は俺より後に死ねよ？」

　魔女は少し驚いて、困ったように微笑んだ。




　──エッタードはそれから三日後、眠るように亡くなった。

　家族のいない彼の遺品は、しめやかな葬儀の後、彼自身の希望により全て縁のあった者たちへと託された。そしてエッタードが知らされていた魔女の呪いについても、王の許可の下、アルスへと引き継がれたのだ。

　いまや名実共に武官の頂点に立った若き将軍は、王太子から長い話を聞いて嘆息する。

「そんな呪いがあったとは……」

「迷惑な話だろ」

　埋葬も滞りなく済んだ翌々日、執務室に挨拶にきたアルスは、オスカー、ラザル、ティナーシャとお茶を飲みながら、しみじみと感想を漏らしていた。同じテーブルについている魔女を見やる。

「ティナーシャ嬢が結婚してくれなかったらまずいんじゃないですか」

「断絶だな」

「しないよ！」

　妙に息を合わせているオスカーとアルスに、ティナーシャは顔を引きつらせながら反論した。

「解析だってちゃんとやってますよ！　今！」

「無理しなくていいぞ」

「やる気をそぐな！」

　オスカーに嚙みつかんばかりに怒っている魔女を、アルスは不思議そうに見やる。

「殿下のどこに不満が？」

　おおよそ欠点がないように思える主君の何が問題なのかと、率直な質問が魔女を直撃した。初めて聞かれたそんな問いに、彼女は目を丸くする。

「ど……こと言われても……どこですか？」

「俺に聞くな」

　それまで黙ってお茶を飲んでいたラザルが口を挟む。

「人をからかうことがお好きなところが駄目なんじゃないですかね」

「そうかも」

「ラザル、お前……」

　ラザルは主人の冷ややかな目に首を竦めた。泥沼になりそうな会話を魔女が打ち切る。

「けど、契約期間もあと半年以上ありますし、何とかなるでしょう」

「期待しよう」

　オスカーは目的語を伏せたまま頷いた。どうも会話が嚙み合っていないような気がするが、あえて深く考えない方がいいかもしれない。ティナーシャは白い目で契約者を見ながら立ち上がる。

　その時、彼女の足がテーブルにぶつかり、端に置かれていた砂糖壷が落ちた。床に落ちた壺は、澄んだ音を立てる。

「あ……すみません」

「大丈夫か？」

　ティナーシャは床に屈みこむと砂糖壷を拾い上げた。幸い割れたのは蓋だけだ。魔女が手をかざすと零れ落ちた砂糖が舞い上がり、元通り壷の中に戻っていく。ラザルがそれを受け取ると、彼女は蓋の破片を手で拾い集め始めた。隣から覗きこんだオスカーが怪訝な顔になる。

「直せないのか？」

「壊れ物を戻したりはできないんですよ。時間を停滞させることはできても遡ることはできませんから。もっと破片が大きければ修復可能ですが、砕けちゃうとちょっと無理ですね……すみません」

「いや構わない。指切るなよ」

　アルスはその様子を見ていて、誰にともなく嘆息した。

「魔法も万能じゃないんだな」

「それが死すべき生き物の常ですから」

　魔女は笑って返す。アルスは感心したように頷いて……壁の時計に気づくと立ち上がった。

「っと、ちょっと街の見回りに出てきます。最近時々、魔物の目撃証言があるみたいでして」

「城都にか？　そんな話、俺のところに来てないぞ？」

「それが、確かな話じゃなくて『魔物かもしれない』ってくらいらしいです。野犬に似た生き物を見かけた人間がいて、その目が赤く光ってた気がするっていう。見間違いの可能性も高いですし、今のところ何の被害も報告されてませんが」

　肩を竦めるアルスに対し、ティナーシャは眉を寄せる。

「気になる話ですね。それが本当に魔物だとしたら、相当頭が回るか使役者がいるかのどちらかですよ。被害が報告されてないってのは、見つからないように上手くやってるからかもしれません」

　魔女の仮説に三人は顔を見合わせる。オスカーが頭の後ろで腕を組んだ。

「今のところは灰色だな。何かを見つけたら報告しろ。本当に魔物がいるなら炙あぶりだすさ」

　王太子はそう言って、自分も仕事に戻るため立ち上がった。




※




　──それは、とうに取り返しのつかない過去の夢だ。




　温かい寝台の上で丸くなって寝ていた少女は、いつの間にか自分がそこから連れ出されていることに気が付いた。眠気に重い目を開けると、薄暗い廊下を進んでいるのが分かる。

「──アイティ、目が覚めてしまった？」

　優しい声が降ってくる。心地よい振動と腕。少女は自分を抱き上げている青年を見上げた。

　よく知っている、誰よりも自分に近い存在。少女は安堵の微笑みを浮かべる。

「どうかしたの？」

「これからいいことがあるんだ。是非見てもらいたいと思って」

「大事なこと？」

「大事なことだよ。君と同じくらいに」

　青年の優しい言葉に少女は噴き出してしまう。まだそんな言葉に揺らぐような歳ではないのだ。

　ただそう思ってくれる彼が大好きで、何よりも大切であることは確かだ。安心すると再び瞼が重くなってくる。

「でもまだ眠い」

「寝てていいよ」

「……眠い……」

　少女は再び目を閉じた。

　そして二人は長い廊下を進んでいく。







　日が沈みかけた頃、仕事が一段落したオスカーはクスクルの調査についてティナーシャに確認するため、彼女の自室の前に立った。扉を軽く叩くが何の返事もない。

「ティナーシャ、いないのか？」

　扉に手をかけると、鍵はかかっていないのか簡単に奥に開いた。その代わり、入り口に結界が張られているのが見て取れる。オスカーは少し躊躇ったが、思いきってそこをくぐった。幸い彼女の契約者であるせいか、何の違和感もなく通り抜けられる。

　彼は部屋に入ってすぐ魔女の姿を見出した。彼女は紋様が浮かぶ水盆のすぐ傍で、椅子に座ったまま転寝をしている。オスカーはその肩に触れてみたが、疲れているのかぴくりとも動かない。

「椅子で寝るなよ……」

　オスカーは女の体を抱き上げた。普段まったく重みがない彼女は、さすがに意識がない時は体重を感じられるが、それでも軽い。魔女は一瞬身じろぎをしたが目を覚まさなかった。

　彼は腕の中の魔女の姿に目を落とす。

「無防備なやつ」

　ほっそりとした柔らかな体。

　普段は意識しないよう努めていることだが、この蠱こ惑わく的てきな存在に触れていると、つい手に入れたいという欲求が頭をもたげてくる。白い陶磁の肌に口付け、印をつけて自分のものにしたい。可能か不可能かではない、ただ捕らえたい。気だるい焦燥に似た感情が胸の奥に燻くすぶる。

　だが、それが望みの本質ではないことも彼はよく分かっていた。

　彼女は実に無造作に彼へと預けてくる。心や体ではなく、その命を。

　いつでも殺せる。

　分かっていてそれをやっているなら不愉快だ。

　そして、無意識にやっているのならば──愛しかった。

　いつの間にこんなに執着してしまったのか。祖父を笑えない、と彼は苦笑する。

　彼女が魔女でなかったら、とは思わない。もしそうだったらおそらく出会いもしなかっただろうし、何より彼女の経てきた永い時を、そこで重ねた決断を否定したくなかったのだ。

　彼女は完璧によく似て、しかし不安定だ。

　その過去を全て知りたいわけではない。彼女が言わないのならそれでいいのだ。

　自分が欲しいのは、心でも体でも魂でも命でもなく、ただ彼女からの執着なのだろう。自分に執着して欲しい。この手を取って何よりも大事だと言って欲しい。まるで子供だ。愚かだと思う。

　でも今はその愚かさも、悪くはないと思うのだ。

　オスカーは彼女の体を寝台に運ぶと、起こさないようにそっと横たえた。

　しかし支えていた手を抜こうとした時──ティナーシャは急に跳ね起きる。驚愕、或いは恐怖に強張った目がオスカーを見上げた。

　彼は見たことのない魔女の顔に驚き、反射的にその頭を抱く。

「ティナーシャ」

「あ……オスカー……？」

「そうだ」

　腕の中で彼女が深い息をつき、体から力を抜いていくのが分かった。手を離すと彼女は若干青ざめてはいたが、その目の中にはいつもの光が戻っている。

「すみません、夢見が悪くて……」

「椅子で寝るからだ。寝るならちゃんと休め」

　オスカーが頭に手を置くと彼女は微笑みを浮かべたが、それはどこか弱々しいものだった。ティナーシャは濡れた目で契約者を見上げる。

「何か御用ですか？」

「いや、またでいい。ちゃんと寝とけ」

　クスクルのことなど、調子が悪い時に無理して聞き出すような話でもないのだ。

　オスカーは頭に置いたままの手をぐりぐりと動かして、黒髪を乱す。

　夢の中でさえも、彼女を脅かすものが何一つなければいいと願いながら。




※




　執務机にお茶のカップが置かれる。それを置いたのは守護者たる魔女でなく、女官の少女だ。

　オスカーは礼を言ってそれを受け取る。

「ティナーシャは？」

「お部屋にいらっしゃるみたいです。解析？　がお忙しいとかで」

　以前はやっているかやっていないか分からなかった呪いの解析作業だが、ルクレツィアが悪戯をした一件以来、助けが得られたのか順調に進んでいるようだ。ティナーシャも解析箇所によっては根を詰めているらしく、部屋に籠りきりのことも多い。オスカーは、自分のためだとは分かっているが残念な気分でお茶に口をつけた。幸い、お茶の味はティナーシャ直伝とあって申し分ない。

　ちょうどそこに、書類を持ったラザルが入ってきた。オスカーが誰にともなく呟く。

「また追加か。さっさと終わらせてティナーシャを構いに行きたいんだが」

「やめましょうよ、殿下。度が過ぎると嫌われますよ」

「と言われても、契約期間には限りがあるからな。それまでには何とかしたい」

　彼女が帰ってしまっても、もう一度塔を登ればいいのだが、それはそれで嫌な顔をされそうだ。

　ラザルはそこで、何かを思い出したのかぽんと手を打った。

「そういえば、さっき陛下がティナーシャ様をお呼びになってましたから、今行かれても部屋にいらっしゃいませんよ」

「親父が？　なんでティナーシャを呼ぶんだ」

「さあ……？」

　父王は普段まったく魔女に頓着していないのだ。それを呼び出すとは、何の用があるのだろう。先日来た使者に関することだとしても、オスカーを通さず守護者に話が行くのは奇妙だ。

　オスカーは答えの出ない思考を打ち切ると、立ち上がる。

「どこの部屋だ？　俺も行く」

「え？　いや、ちょっと……」

　どんどん執務室を出て行くオスカーを、ラザルが慌てて追いかける。ミラリスはそんな二人を呆然と見送った。

　城の奥にある広間に着いたオスカーは、見張りの兵士を無視して扉を開ける。

　そこには既に王を初めとして重臣たちや、魔法士長のクム、将軍であるアルスの姿まであった。

　思い思いの場所に立つ彼ら全員が、現在のファルサスを動かす主要人物だ。そして彼らの視線の中央には魔女が立っている。ティナーシャは振り返って契約者に気づくと、大きな目を丸くした。

　オスカーは険しい顔のまま広間に歩み寄ると、ティナーシャを庇って前に立つ。

「親父殿、俺の守護者に何の用事だ？」

　彼の声音は、抑えてはいたが刃と同じ鋭さがあった。

　正面に座るケヴィンは、ぽかんと口を開けかけたが、すぐに苦笑する。

「用はあるけどお前が思うようなことじゃないよ。ちょっと助言を頂きたいだけだ」

「助言？」

「お前の花嫁のことだ」

　──花嫁、と言われて思い浮かぶのは、彼の魔女ただ一人だ。

　それ以外の心当たりはないし、考える気もない。だが彼がそう思っていることを見抜いているように父王は続けた。

「お前の妃になる女性には、強い魔力耐性が必要なんだろう？　だから彼女に迷惑をかけている」

「別に迷惑はかけてない」

「かけてます」

　しらっと口を挟む魔女を、オスカーは振り返ってつねりたい衝動に駆られた。けれどそれをしてはどんどん脱線していってしまう。言葉を飲みこむ彼に父王は続けた。

「なら、それだけの力を持った人間が別にいたならどうだ？　その人間を王妃にすればいいだけだろう。ティナーシャ殿には、『彼女』にそれだけの力があるかどうか見極めをお願いしている」

「彼女……？」

　まるで具体的な誰かを指しているような言葉だ。だが、それは後ろにいる魔女ではない。

　分からないまま眉を寄せているオスカーをよそに、ティナーシャは答えた。

「ぎりぎりですが可能だと思いますよ。少し魔法で補助してやればいいでしょう。彼女自身は魔法を使えないそうですから、補助のための構成は手が空いたら作ってクムにでも渡しておきます。身籠ったらかけてあげてください」

「ティナーシャ？」

　自分のことなのに、自分一人だけが話についていけない。オスカーが振り返ると、ティナーシャはいつもと変わらぬ平然とした顔で彼を見ていた。

　その目が何を語ったわけではない。ただ彼は、彼自身の推論で正解に辿りつく。

「ミラリスか」

「当たりです」

　エッタードの遠縁の少女。城での行儀見習いに入って来て、いきなり王太子付きの女官になるのは、さすがに考えてみれば不自然だ。本当は、彼女は最初から王妃候補として彼の傍につけられたのだろう。それをオスカー自身が知らされていなかっただけだ。

　気が付けば執務室の隅に佇んでいて、大人しくしている少女。それ以外の印象がほとんどないオスカーは、呆然とした気分で魔女に問う。

「お前は知ってたのか？」

「教えてもらったのは今が初めてです。けど彼女が魔力を封じてるのは分かりましたから。純粋な魔力量だけなら宮廷魔法士を軽く上回りますし、貴方の花嫁候補であることは察しがつきます。聞いたところ、どうやら彼女は珍しいことに血で魔力を継いでいく家系らしいですね。先代が死亡すると、次代がその魔力を継ぐっていう……エッタードはそれを知っていて城に紹介したんでしょう」

　種明かしをされてみれば腑ふに落ちる。だが納得できるかは別の話だ。オスカーは守護者の魔女を軽く睨んだ。

「なんでそれを俺に言わないんだ」

「言ったら貴方は嫌な顔しそうだからです」

「言われなくても今してるだろうが」

「そう言えばそうですね……」

　ティナーシャは、言われて初めて気づいた、と言わんばかりに顎に手をかけて感心する。更に言い募ろうとするオスカーを、けれど父王の言葉が留めた。

「いい加減にしなさい。皆、お前のためにすべきことをしてくれているだけだ。お前自身がそんな態度でどうする。それとも、なんでも自分一人でできるとでも増長しているのか？」

「そんなつもりはない。ただ……」

「まだいくらでも時間はあるんだ。最初から否定せずに、きちんと彼女に向き合いなさい」

　父王はそこで話を打ち切ると立ち上がった。反論を聞く気はないらしく、さっさと部屋を出て行ってしまう。その後を追おうとして鍵がかけられる音を聞いたオスカーは、既に魔女が姿を消していることに気づくと、所在無げなラザルに向き直った。

「……ちょっと待てというのに……！」

「殿下……お気持ちは分かりますが、やめてください……」

　腹立ち紛れに肩を揺さぶられるラザルは、されるがままになりながら涙目で呟いた。




※




　ミラリスの本当の素性がオスカーに伝わってから一週間、ティナーシャはめっきり執務室に顔を出さなくなった。彼の守護者としては結界を既に張っているし、解析は彼の傍にいなくてもいい。今まではただお茶を淹れるために顔を出していたかのように、彼女は自分の役目を少女に引き継いだ。

　魔女が姿を見せなくなったことに、城の者たちのいくらかは安堵したようだ。ただ彼女をよく知る人間からは、まるで城ががらんと広くなってしまったように感じられるのだろう。シルヴィアを初めとする魔法士たちは、表立っては口にしないが残念そうにしていた。

　それはオスカーも例外ではなく、彼は守護者のいない日常にじりじりとした焦りと苛立ちを募らせている。

「この状況、俺は誰に怒ればいいんだ……」

　執務机に両肘をついて、オスカーは頭を抱える。

　そんな彼の姿は滅多に見ることがない。ラザルは気の毒そうに、ミラリスは恐縮して王太子を眺めた。当の少女が、意を決して歩み出る。

「あの、殿下、本当に申し訳ありません……」

「いや、それは別に仕方ないからいい」

　物知らずな少女を責めるつもりはない。文句を言いたいのは父王を初めとした大人たちだ。大方、魔女を妃にはできない、とでも主張する人間たちでもいたのだろう。

　だが今までティナーシャは、何だかんだ言いながら、いつも彼の守護以外の雑事に力を貸してくれていたのだ。そのことを正当に評価できない人間の視野の狭さが気に入らない。王である父は分かっていると思っていたのだが、別の花嫁候補を立ててくる始末だ。

　オスカーは無意識のうちに長い溜息をついた。

「あいつの方もな……」

　一方ティナーシャも、別の花嫁候補が現れたことに微塵の動揺もなかった。嫉妬してくれるとまでは期待していなかったが、何の執着も見せられないと軽く気落ちする。初めて会った時よりはずっと気を許してくれているが、彼女にとってやはり自分は、通り過ぎるだけの存在なのだろうか。

「……とりあえず仕事するか」

「殿下のそういうところ、本当にありがたいです……」

「安心しろ、ちゃんと機嫌は悪い」

「じゃあどんどん片付けましょうか……。いい加減、ティナーシャ様とお話をなさりたいのでしょう？　今日は塔に帰っていらっしゃるんで、時間を作りましょう」

　長い付き合いの幼馴染は、彼のことをよく分かっているようだ。頷いてオスカーは書類を手に取る。それを見たまま彼はミラリスに言った。

「お前も気にするな。いつも通りでいい。こちらの問題に巻きこんで悪かったな」

「も、申し訳ありません……」

　小さくなって謝る少女は、確かに可か憐れんでいじらしい。彼女が傍にいればいつか心変わりするだろうと思う人間がいるのも分かる。だがティナーシャではないが、それはそれ、これはこれだ。

　オスカーは女官の少女に尋ねた。

「そう言えば、お前の魔力は封じられてるそうだが、誰が封じたんだ？」

「母が封じてくれました。私自身は、祖母が亡くなった際に力を引き継ぎましたが、母にもある程度の魔力はあったので……それをクムさんが強化してくれました」

「なるほど。二重封印になってるわけか」

　魔力が見える訓練をしたのに、まったく成果が出ていないのかと心配になったが、相当強固な封印のようだ。ティナーシャがあっさり看破しているのは彼女だからとしか言いようがない。

　オスカーはそれでも、何か引っかかる気がして考えこむ。

　だが、それをしていては貴重な時間が過ぎていくだけだ。彼は思考を打ち切って重要な仕事から片付けると、残務は父王に行くように手配して、夕方前には城を出た。




※




「やー、暇してる？」

「ように見えますか？」

　解析のための詠唱をしていたティナーシャは、いつの間にか塔の窓に腰かけているルクレツィアへと簡潔に返した。彼女は水盆から顔を上げると、幾分相好を崩す。

「でも、貴女のおかげで大分進んでます。あと少しで全部解析できそうです」

「え、本当？　あなたの努力と才能には頭が下がるわ」

「ルクレツィアよりは真面目ですから」

　ティナーシャは手を止めると、リトラに命じて茶器とお湯を持って来させた。休憩するにもちょうどよい頃合だろう。友人のためにお茶を淹れ始める。

「今度あの焼き菓子の作り方教えてください」

「いいわよ。そんな難しくないし」

　ルクレツィアは窓から下りると当然のようにお茶の席についた。自分の茶色い巻き毛を指で巻き取りながら、カップを用意する友人を見上げる。

「そんなに根を詰めてやらなくても、あなたが子供を生んでやればいいじゃないの」

「本気で言ってるんですか？　それにその件についてはもうお役御免です」

「へ？」

　きょとんとした友人に、ティナーシャはミラリスについての話をしてやった。話しながらお茶の葉がほどよく蒸らされたので注ぎ始める。ルクレツィアは一連の話をぽかんとして聞いていたが、全て聞き終わると呆れた目でティナーシャを見た。

「何それ。怪しくない？　あんたがいる今になってそんなのが現れるって」

「一応、人の紹介ですからね……。あといい子ですよ。監視もつけてますし」

「黒幕がいたらどうするのよ」

「尻尾が出たら対処しますが。生半可な魔法士じゃ今のあの人をどうにもできませんよ」

　契約者への信頼ともとれる言葉に、けれどルクレツィアは途端に嫌そうな顔をした。

「分かってるなら、なおさら手綱をとれっての」

「手綱って、オスカーの？」

「あんな危険人物に鍛えといて、野に放たないで欲しいわ」

　ティナーシャは痛いところを突かれて小さく唸った。特に何を教えたわけでもないが、この友人は、ティナーシャが彼を訓練してやったことを知っているらしい。白い目を浴びてティナーシャは力なくかぶりを振った。

「大丈夫。無闇に力を振るいたがる人じゃないですよ」

「いくらしっかりしてても、まだ二十歳そこそこでしょ。あなたみたいに枯れてる人間と一緒にしない方がいいわよ」

「私、枯れてるんですか……？」

「ある意味、非常に」

　そう言われても喜ぶべきか怒るべきか分からない。ティナーシャは返答を思いつかないまま、お茶を注いだカップをルクレツィアの前に置いた。真っ白な陶器には、薄い紅色の澄んだ液体が湛えられている。胸のすく香りを漂わせるそれに、ルクレツィアは満面の笑みで口をつけた。

「あなたの淹れるお茶は本当好きよ」

「ありがとう」

　ティナーシャは自分も椅子につくと、行儀悪くテーブルに両肘をついて顎を支える。契約者の抱える問題について、改めて状況を振り返った。

「でも、選択肢が増えるのはいいことだと思うんですけどね。特に結婚相手なんて、選びようがあった方がいいと思いません？ 　私しかいないってのはちょっと気の毒かと」

「あなた本気で言ってるの？」

「冗談を挟む余地は特にないです」

　真面目な顔で言うティナーシャに、ルクレツィアは頭を抱えた。

　──彼女は本当に気づいていないのだろうか。

　他の人間のように恐れによってではなく、レギウスのように崇拝と憧憬を持ってではなく、ただそこに在る人間として、オスカーが彼女を見ていることに。

　彼女が自分の価値を、その力と技術のみであると思っているなら、それ故に大事にされていると思っているなら、自分を知らないにも程があると思う。

　具体的な指摘をしてやろうとして、ルクレツィアはしかし口をつぐんだ。代わりにもっと本質的なことを忠告する。

「ちゃんと覚えときなさいよ。あなたは魔女である前に人間だからね」

　ティナーシャはそれには答えずに、ただはにかんだ。







　ルクレツィアが帰った後、再び解析に集中していたティナーシャは、リトラに何度か声をかけられてようやく顔を上げた。目の前に立っている使い魔を見下ろす。

「何？」

「ですから、挑戦者がいらっしゃってます」

　ティナーシャはその報告に眉を寄せた。

「入り口は閉めてあるはずだが」

「転移陣でいらっしゃったみたいですよ。オスカー様です」

「え」

　魔女は驚きにあやうく解析中の紋様を崩しそうになった。慌てて固定の術をかける。

「仕掛け止めてある？」

「動いてます。でも……」

「ティナーシャ！」

　ドアを開ける乱暴な音がして契約者が入ってくる。彼女は何とも言えない表情でそれを迎えた。

「うわぁ……」

「なんだ、その反応は」

「最少人数記録と最短時間記録を同時更新ですね……。本当に人間の域を越えてきましたよ」

「そんなことはどうでもいい」

　オスカーは剣を収めると、背の低い魔女を幼児にするように、しかしそれより幾分ぞんざいに抱き上げた。呆気に取られる彼女の瞳を見上げる。

「お前、どうして顔出さないんだ」

「忙しいからです」

　魔女は隣に置いてある水盆を一瞥した。オスカーもつられてそれを見る。

　台座に置かれた水盆の上には、赤い糸が複雑に絡み合った紋様がうっすらと光を帯びて浮かび上がっていた。誰よりもその意味を知っているオスカーは、けれど苛立ちを抑えた声で返す。

「急がなくてもいいだろう」

「できるうちにやっておきたいんですよ」

　率直で淡々とした返事は、遠さを感じさせるものだ。長い年月を、そして魔女と人を区切ろうとするかのような声音。オスカーは溜息の代わりに目を閉じると、腕の上から魔女を下ろしてやった。軽くよろけながら彼女が床の上に立つと、その腕を支える。

「お前、最近変に生き急いでないか？」

　彼を鍛えたことも、解析についても、まるで残された時間がないかのようだ。以前は談話室で本を読んでいることも多かったのに、どういう変化の表れだろう。ティナーシャは目を閉じて微笑む。

「いい加減長く生きてますから。今更ですよ」

　闇色の瞳には翳かげりがない。オスカーはそのことに少しだけ安堵した。まだ隣に彼女がいると無意識のうちに自分に言い聞かせる。

「お前がいないと息が詰まって仕方ない。城を抜け出したくなる……」

「何言っちゃってるんですか。自重しなさい」

　いつものように軽く釘を刺したティナーシャは、だがオスカーの表情に気づくと眉を寄せた。

　単なる冗談で言ったのではなく、彼が拭いきれない苛立ちを抱えていると察したのだろう。彼女は少しだけ宙に浮くと、オスカーと同じ目の高さに立った。

「もっとお父上の気持ちを汲んでください。貴方のことを考えてなさってるんですよ」

「方向性が悪いぞ」

「だとしてもです。魔女の呪いが貴方に及んでることに責任を感じているんですよ。そのために魔女を娶る羽目になるなんて本末転倒です。お父上は貴方を魔女に関わらせたくないと思ってるんです」

「俺と親父は違うし、お前と沈黙の魔女も違う」

「オスカー……」

　たしなめる魔女の声に、オスカーは譲歩の必要を感じた。意識して頭を冷やす。

　すぐ正面にある闇色の瞳が自分を見ている。それは稀け有うなる女の目だ。

「分かった。悪い」

　非を認めると、魔女はほっとした笑顔を見せた。彼女は床に下りると水盆を指し示す。

「もう少しで解析も完了します。そうしたらまた貴方の傍に戻りますし、誰かミラリスの他に花嫁にしたい人が現れたらいつでも言えばいいです。それくらいの自由は私が確保しますよ」

「もう少しで完了って、そんなに進んでるのか」

「努力してますから」

　彼女が水盆に手をかざすと、紋様はゆっくりと回転し始めた。不気味で、だが繊細なそれを、オスカーは魔女の頭越しに覗きこむ。

「お前は、ミラリスについてどう思う？」

「素直ないい子だと思いますよ。何かあるとしても一応監視はつけてますので、貴方は気にしないでください。私が対処します」

「いつもは用心しろと煩いくせに」

「何言ってるんですか。せめて貴方だけは信じてあげてくださいよ」

　優しい言葉は、彼への執着のなさの裏返しだ。オスカーはそんな守護者を少し憎たらしく思う。

　だがまだ時間はあるのだ。焦る必要はない。彼には不思議と自信があった。

　ティナーシャは両手をかざしてしばらく詠唱を加えていたが、一息つくと複雑な紋様をじっと見つめた。嘆息が床の上に落ちる。

「私がこういう戯言を言ったってことは、ここだけの話にしてくださいね」

「何だ？」

「この、沈黙の魔女が貴方たちにかけた『祝福』……本当に美しいと思うんですよ。複雑で繊細な構成を綺麗に纏め上げていて。余分なものがなくて、溜息が出ます」

「そういうものなのか」

　見ると確かに、二十近い円環とそれに付随する糸で構成される紋様は、まるで一つの芸術作品のようだ。今までそんな目で自分の呪いを見たことがなかったオスカーは、改めて複雑な構成に見入った。すぐ傍で魔女が小さくかぶりを振る。

「これを見ていると、愛情と憎悪は表裏であると思い知ります。とても……恐いですよ」

「恐い……？」

　オスカーは、彼女の言う意味が分からずに沈黙する。

　──何が愛情で何が憎悪なのか。彼女は何を恐れているのか。

　だが聞いてもおそらく答える気はないのだろう。だから彼は、不安定に見える魔女の体に後ろから両腕を回した。顎を小さな頭の上に乗せ、白い貌を覗きこむ。彼女が小さく笑うのが分かった。

「手が空くなら、夕食作ってくれ」

「はいはい」

　彼女は温かい手で、彼に応えた。




※




　その日は曇天が続く中で、珍しく晴れ間が見えた日だった。

　とは言え中庭に置かれた椅子に座り、先ほどからずっと悩んでいるアルスにはその天気も関係ない。ただ鬱屈とした表情で足を組んでいるだけだ。

　彼はこの数日間もやもやとした不安要素を抱えていたが、それを相談できる人間が一向に捕まらない。いつもの相談相手であるメレディナには言うことができないし、言いたい人間は見つからないのだ。いっそ、他の人間に言うべきか迷う。

　指を鳴らしながら考えこんでいたアルスは、視界の上端に、赤いものがちらついた気がして顔を上げた。見るとそれは小さなドラゴンで、何やら紙包みを咥えている。

　彼が腰を浮かせてその名を呼ぼうとした時、女の声が同じ名を呼んだ。

「ナーク！」

　細い笛に似てよく通る声。ドラゴンは主人の呼びかけに小さく首を振って応える。黒髪の魔女は中庭に面した上階の回廊からふわりと下りてきた。その姿を認めてアルスは思わず大声を上げる。

「ティナーシャ嬢！」

　突然横から名前を叫ばれ、ティナーシャは驚いてアルスの方を見た。

「な、なんですか」

「ずっと探してたんだが捕まらなくて……」

「す、すみません」

　ティナーシャは地面に降り立つと、改めてアルスの前に立った。ナークがその肩に止まる。

「どうかしたんですか？」

　アルスは無言で彼女の手を取り、建物から少し離れた木陰に誘う。一方ナークは紙包みを主人の手の中に落とすと緩やかに飛び去った。それを見送ってから、アルスは小声で話を切り出す。

「ミラリスのことなんだが……エッタード様の遺品を調べたが、彼女に繫がるものが何も出てこないんだ。確かに俺もエッタード様から直接彼女を紹介はされたけど、遠縁がいるだなんて聞いたことはない。気になってるうちにエッタード様が倒れたから確かめられないままだったんだが……」

　ミラリス自身は、何の変哲もないただの少女だ。だがどうしてもその出自が不透明だ。それでも今までは重臣たるエッタードがついていたから飲みこんでいたが、彼が亡くなった今、疑問は解けないままだ。彼女が王妃になるでも違うでも、すっきりとした答えが欲しい。

　ティナーシャは真剣な顔で聞いていたが、聞き終わると小さく唸った。言いにくそうに口を開く。

「実はですね、オスカーがうるさくなりそうだから黙っていたんですが、この城に来てすぐ、一度大陸全土を対象に彼の妻になれる可能性を持った女性がいないか調べてるんです。……で、その時の結果ですが、魔女以外はいなかったんですよ」

「当時はミラリスの祖母が力を持っていたからじゃ？」

「年齢で弾いたりしてませんよ。それなら魔女は真っ先に除外です。にもかかわらず、今の彼女ほどの魔力を持つ女性はいなかったんです。だから少し気になりはしたんですが」

「それ他の人には？」

「言ってません。折角の機会なので、オスカーには先入観なしでいてもらった方がいいいかと」

　アルスは思わず天を仰いだ。意外なところで鈍感というか抜けているというか。この美しい魔女の変な気遣いが、状況を複雑にしている気がした。

　だが、そんなアルスの心中を知らないティナーシャは、腕組みをして考えこんでいる。

「あとですね。もし何か裏があって来ている場合でも、ファルサス王家が目的なのか、私をここから引き離すのが目的なのか分からないんですよ。どっちか分かれば出方もあるんですが」

「あーなるほど」

　アルスは二ヶ月ほど前に来たクスクルの使者のことを思い出す。黒幕が彼らであるならば、ティナーシャをファルサスから引き離せれば王家には用がないはずだ。

　一体何が目的なのか──再び考えこんだアルスはふと、中庭に面した柱の陰に立っている少女に気づいた。向こうはアルスが自分を捉えたと分からなかったのか、ぼんやり中庭を眺めている。彼はあまりそちらを見ないように確認すると、魔女に向かって悪童のような笑顔を見せた。

「ティナーシャ嬢、いい手がある」

「うん？」

「あなたが目的か、殿下が目的か炙り出そう」

　アルスはそう言うと、ティナーシャの腰に手を回し細い体を引き寄せた。もう片方の手で彼女の顎を捕らえると上を向かせる。彼女は一瞬驚きに目を瞠ったが、すぐに理解したのか苦笑して目を閉じた。白い両腕を彼の首に回す。

　滑らかな陶器に似た頰にアルスはそっと顔を寄せた。建物の中から見ていれば口付けているように見えるはずだ。柱の陰にいた少女が、慌てたように立ち去っていく気配を確認して、彼は腕をほどく。見るとティナーシャが喉を鳴らして笑っていた。

「人が悪いですよ」

「役得だし、一石二鳥」

　アルスはそう言って片目を瞑つぶって見せる。柱の陰にいた少女はミラリスだと、確認したアルスも彼女に監視をつけていたティナーシャも分かっていた。分かっていて二人が恋人同士であるかのように見せたのだ。彼女の目的がオスカーなら動かないだろうが、もしティナーシャの方が目的ならファルサスの将軍が恋人であることに対し何らかの手を打ってくるだろう。

　アルスは自分の肩をぽんぽんと叩く。

「これですっきり分かったらいいんだけどな」

「危ない橋を渡った甲斐がありますか？」

　魔女は子供のように悪戯っぽい笑顔を浮かべた。アルスは他人事と思っていることが明らかな彼女に、首を竦めて見せる。

「殿下にばれたら殺されると思う……」

「メレディナにばれるのはいいんですか？」

「…………」

　黙りこんだアルスにくすくす笑いながら魔女は浮かび上がった。男の耳に口を寄せる。

「何か分かったら知らせます」

「頼みます」

　彼女はそのまま宙に消えた。胸につかえていた不安が消えてほっとしたアルスは、軽くなった気分で訓練場に向かう。

　──三階の回廊から全てを見ていた人物がいたことなど、少しも気づかずに。




「アルス！　どこ行ってたのよ」

　訓練場へと出る回廊入り口。そのすぐ外で待っていたらしいメレディナは、幼馴染の男を見つけると、剣を磨くための布を力いっぱい投げつけてきた。アルスはそれを片手で受け止める。

「悪い悪い。すぐ訓練に出る」

「殿下がお待ちよ。何かしたの？」

「え……」

「かなりご機嫌がよろしくない。しごかれるわね」

　アルスは瞬時に全てを理解した。自分の顔から血が音を立てて引いていくのが分かる。

　これは本当に死ぬかもしれない……と思いながら彼は訓練場に向かって、何も知らない幼馴染に引き摺られていった。




※




　自室で解析をしていたティナーシャは、オスカーからの呼び出しを受けて彼の私室の前に立った。いつものように窓から入ろうかとも思ったが、実質の婚約者であるミラリスがいる以上、そういう真ま似ねは控えた方がいい。彼女は廊下側から普通に扉を叩く。中からはすぐに返事が返ってきた。

「オスカー、御用ですか？」

　小首を傾げながら入ってきたティナーシャを、窓辺に立っていた男は無言で手招いた。魔女は何の警戒心もなく、いつものようにその隣に立つ。オスカーは無表情で彼女を見下ろした。

「今日は何してた？」

「いつも通りです。解析して使い魔の報告を聞いて。ああ……ナークにお使いを頼んでいたんですよ。ルクレツィアから珍しい茶葉をもらったので。後で淹れますね」

　機嫌よく笑う彼女は、契約者を見上げてその表情が変わらないのに気づいた。

「オスカー？　どうかしました？」

　魔女は彼の顔に触れ、宙に浮こうとする。その手をオスカーは無造作に摑んで引き寄せた。ティナーシャは空中で体勢を崩し、男の体に激突する。

「ちょ、なんですか、もう」

　その時、カシャンと軽い金属音が聞こえた。ティナーシャが摑まれた手に目をやると、手首に幅のある銀色の腕輪が嵌められている。彼女は一瞬怪訝に思い、すぐにその意味に気づいた。

「こ、これ、まさか……」

「アカーシアと共に伝わっている封飾セクタだ。材質が同じらしいぞ？」

　ティナーシャは魔力を手に集めようと意識したが、力は形にならず拡散する一方で構成が作れない。その効果とこんなものが存在することに、彼女は戦慄した。

「オスカー！」

　意味の分からぬ行いを批難しようと顔を上げた彼女は、男の目を見て硬直した。明らかな怒気がそこに浮かんでいる。ティナーシャは彼がこんな目をするのを見たことがなかった。

　──そして魔女になってから初めて、彼女は心の底から「恐い」と思ったのである。

　オスカーは固まってしまった彼女の顎に手をかけて上を向かせると、闇色の瞳を睨む。

「分かっていないと思っていたが、これほどまでとは思わなかった。気長に待つつもりだったが、それにも限界がある」

「オスカー……？」

　ティナーシャは自分の声が震えているのが分かった。目を逸らしたいのだが、顔を固定されていてそれが叶わない。血の気が引き、眩暈を覚える。男の低い声が全身を伝った。

「ティナーシャ、俺はお前を他の男にくれてやるつもりで連れてきたわけじゃない」

　魔女はその言葉にようやく事態を理解した。あの時、彼にもまたどこかから見られていたのだ。

　ティナーシャは弁解を口にしようとしたが、それより早くオスカーは彼女の体を抱き上げた。

　冷ややかな目が彼女を一瞥し、その視線にティナーシャは凍りつく。自分を抱き上げたまま歩き出す男を見上げて、ティナーシャはくらり、と目の前が暗くなった。

　抱き上げてくる手。運ばれる体。遠い日の、取り返しのつかない記憶が蘇る。

　息がうまくできない。恐怖が体の中を支配する。

「……オスカー……やめて……下ろして……」

　囁くような懇願を、しかし彼は無視した。オスカーは寝台に彼女を横たえると、その手を自分の手で拘束する。幼い子供のように恐怖に震える彼女の耳に囁いた。

「お前は何も分かっていない。あんまり分かっていないなら、骨身に沁みるほど教えてやろうか」

　オスカーが顔を上げると、彼女は死人のように蒼白な貌をしていた。闇色の目は焦点があっていない。ただ虚空を睨んで微かに震えている。彼は小さく溜息をつくと、白い頰を軽く叩いた。しかし彼女はそれに気づかないのか硬直したままだ。

「……やめて……いやだ……」

「ティナーシャ？」

　様子がおかしい。彼は魔女の上体を起こそうと、背中に手を差し入れた。

　その手が振り払われる。

　テーブルの上の水差しが砕け散った。抑えきれない構成以前の魔力が、部屋中に渦巻き始める。

　まずい、とオスカーが思った時、彼女は体をよじって彼の手から逃れた。ティナーシャは寝台の上でうつ伏せになると、折れそうな両腕で体を起こし振り返る。

　再び彼を捉えた彼女の目は──手負いの獣そのものだ。

　闇色の瞳に殺意が浮かぶ。

　殺すためではなく、己を守るための殺意。

　右手に嵌まったままの封飾は彼女の魔力を拡散し続けているが、構成が組めずとも彼女の魔力が膨大であることには変わりがない。封飾によって抑えきれないその力は部屋の中を荒れ狂い、周囲のものを次々破壊していった。割れた瓶の破片が寝台にまで飛んできて、守護結界がそれを弾く。
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　まるで嵐の中のようだ。けれどオスカーはそれでも彼女から目を離さなかった。誰もが恐れるだろう双眸を見返すと、躊躇わず体ごと乗り出し、白い頰に手を伸ばす。

「ティナーシャ」

　強張った小さな顔に、男の手が触れる。

　夢ではない、確かな温度。

　その温かさに、彼女は大きく目を見開いた。

「あ……」

　途端、苛烈な殺気が消える、物の壊れる音がやむ。オスカーはもう片方の手も伸ばすと、魔女の体を腕の中に引き寄せた。小さな背中を軽く叩く。

「悪い。少し脅かすつもりだった。趣味が悪かった」

「……いえ、私……すみません」

　その白い顔は、むしろ殺意を見せたことを恥じているようだ。彼女はまだ僅かに震えている両手で彼の服をぎゅっと摑む。

「すみません……本当に……」

「いや普通謝るのは俺だろう」

　オスカーの言葉に、ティナーシャは血の気の戻りきらぬ顔を上げると怪訝そうに彼を見つめた。

「何で？」

　その稚い目に思わず噴き出して、彼は自分の魔女を抱きしめた。




「え、もうぼこぼこにしてきちゃったんですか……」

「すまん」

「それはアルスに謝ってくださいよ……」

　ティナーシャはオスカーの膝の上で頭を抱えた。

「一応、何か言いたいことがあるなら言えと言ったんだが」

「言えないよ！　そんな衆人環視の中で！」

「申し開きの言葉もありません、と言われた」

「アルスも言葉を選べよ！」

　オスカーは、憤慨していく魔女の頭に顎を乗せる。彼女の手に触れて確かめると、やっと震えはやんだようだ。

「大怪我はさせてないぞ。十回ほど連続で試合をしたから、多分全身に打ち身ができてるだろうが」

「後で治療に行ってきます……」

　腕の中の彼女は、何とかいつも通りに戻っているように見える。

　少し怒って脅かしてやるだけのつもりだったが、予想外の反応を見て、オスカーは馬鹿なことをしたとひどく後悔した。大事にするつもりだったのに自分が傷つけるとは本末転倒だ。二度とすまいと固く心に刻みこむ。

　だがその心中を隠して、彼は目の前の魔女の頰をつねった。

「しかしそういう情報を俺に隠すなよ。滅め茶ちゃ苦く茶ちゃ怪しいじゃないか」

「うう。やっぱり貴方もそう思います……？」

　ミラリスについて一通りを報告した彼女は、しょんぼりとした目を落とした。

「いやでも、彼女自身利用されてるだけかもしれませんし……。それに折角の可愛い女の子じゃないですか。貴方が彼女を好きになる可能性を潰したくなかったんですよ」

「お前は……」

　オスカーは盛大な溜息をつくと、左右からティナーシャのこめかみをぐりぐりと締め上げた。

「そういうのを分かっていないというんだ！」

「痛い痛い痛い！」

　バタバタと暴れる魔女からオスカーは手を離す。涙目で頭を押さえる彼女を見ていると、自分の中に何とも言えない疲労感が満ちていく気がした。このままあとどれくらい同じことを繰り返さなければならないのか。今のうちに打てる手は打った方がいいだろう。

「お前ちょっと一緒に来い」

　オスカーは、猫を抱くように脇の下を持って彼女を立たせると、部屋を出てラザルを呼んだ。

「お呼びですか？　って、調度品が壊滅してるんですが……一体何が……」

「気にするな。ちょっと親父に会う。ああ、ミラリスも連れてこい」

「陛下は今、謁見の間で重臣の方々と、誕生祝いの式典についてご相談なさってます」

　一年に一度、国王の誕生日を祝う式は、実のところ他国との外交のために開かれるものだ。ファルサスは大陸で最も大きく、武力的にも文化的にも安定した国家だ。そのため、当日は近隣諸国の王族貴族、政務家がファルサスに集まりそれぞれの関係を調整することになっていた。

「なんだ、ちょうどいい。そこに行く」

「ええ!?」

「いいからミラリスを探してこい。急げよ」

　ラザルが戸惑いながらも立ち去ると、オスカーは困惑する魔女の手を引いて歩き出した。

「オスカー、どうするんです？　ミラリスの背後を調べるなら、彼女に知らせない方がいいですよ」

「それも手をつけるが、まずはお前からだ」

「えー……なんで私なんですか……ちゃんと解析してるのに……」

　説教を予感する子供のような魔女の手を引いて、オスカーは広間に到着する。突然入ってきた王太子と魔女に、居合わせた一同は驚いた。

「少し邪魔するぞ」

　オスカーはようやく彼女の手を放すと、一段高いところにいる父親の前に歩み出る。重臣と文官たちは慌てて壁際に下がり、ティナーシャは所在なくその場に立ち尽くした。

　まもなくラザルに連れられてミラリスが入ってくる。彼女はやはり困ったように辺りを見回すと、ティナーシャの後ろに立った。父王は突然の来訪に呆れた顔になる。

「何だい。どうしたんだ」

「色々分かってないやつが多いから、この際はっきり言っておきたい」

　オスカーはそこで言葉を切るとティナーシャを振り返った。彼女は、まったく分かりませんという表情のまま首を傾げて応える。その瞳を見たまま、オスカーは全員に聞こえるように声を上げた。

「俺は選択肢がないからあいつを傍に置いてるわけじゃない。あれ自身が気に入ってるから置いてるんだ。どんな他の女を連れてきても意味がないし、迷惑だ。あれ以外を選ぶ気はない」

　その言葉に場は騒然となる。重臣たちは、ある者は啞然とし、ある者は絶望に顔を曇らせた。

　父王は、息子の宣言が予想の範囲内だったのか片手で顔を覆うと溜息をつき、ミラリスは強張った顔で立ち尽くしている。

　そして、一番驚いているらしいティナーシャは──呆然と彼を見つめ返した。

「え？」

　そのぽかんとした顔に、オスカーは呆れた声で返す。

「ここまではっきり言っても分からないのか。選択肢が一でも百でも千でも、俺は必ずお前を選ぶ。変な気を回すな。ややこしい」

　魔女はあまりのことに絶句する。その美しい顔が真っ青になり、次に真っ赤になるのをオスカーは面白く眺めた。

　しかし今は彼女については放置だ。彼はミラリスに向き直る。

「そういうわけだ。悪いが、お前を妻にするつもりはない。出自についても一度城から出した上で、調査させてもらう。問題がなければ女官見習いに戻すつもりだ」

「あ、あの殿下、私は本当に何も……」

「念のためだ。拘束するつもりはない。監視はつけるが」

　オスカーが目配せすると、文官が一人彼女に歩み寄る。彼は怯えた顔のミラリスに付き添って部屋を出て行こうとした。

　──その時、立ち尽くしたままだったティナーシャが、ぽつりと呟く。

「あれ……今、城の結界が……」

　パキン、と何かが割れる音がする。

　振り返ったのは、オスカーもティナーシャも同時だ。

　ただ、ティナーシャの方が彼女の近くにいた。それが理由だ。

　魔女は駆け出しながら手を伸ばす。部屋を出て行こうとする文官の襟首を摑んで引いた。

　その視界が白い閃光に焼かれる。

　単純で研ぎ澄まされた、対象を切り裂くだけの魔法構成。

　ティナーシャは身に染みついた動きで防壁を組もうとして──嵌まったままの腕輪に気づいた。

「あ……」

「ティナーシャ！」

　オスカーが彼女の体を抱き取る。だがそれよりも白光の方が速かった。

　閉じた左目に焼け付く痛みが走る。ティナーシャは真っ赤に染まった視界で叫んだ。

「オスカー！　離れてください！」

　そこまでがほんの一瞬のことだ。何が起きたのか、理解できた者はほとんどいなかった。ただ突然ティナーシャが文官を引き倒し、それを止めようとしたオスカーの腕の中で鮮血を上げた。

　その意味を理解していたのは、当の二人と──ミラリスだけだ。

　オスカーは、女官姿の少女を睨む。

「お前……」

「悪いけど、城を追い出されては困るの。まだ用事があるんだから」

　不敵な眼差しと言葉。そこに大人しく控え目な少女はどこにもいない。彼女の両手には魔力の火花が纏わりついている。そしてその淡い金髪は……透き通るような銀髪へと変じていた。

　ミラリスは、燃えるような眼でオスカーを見据える。

「気づかなければしばらくは放っておいてあげたのに。でも、いい機会かもしれないわね」

「クムのかけた封印を自力で外したか……何のつもりだ」

　オスカーは言いながら、腕の中の女に注意を払う。魔法の一撃を受けたティナーシャは、足から左目までを一直線に切り裂かれている。すんでのところでオスカーが体を引いたが、そうでなければ傷は内臓まで達していたかもしれない。浅い息を繰り返す魔女の腕輪にオスカーは触れた。軽い音を立てて王家の封飾具が床に落ちる。彼は己の守護者に囁いた。

「悪い、ティナーシャ……治せるか」

　魔法さえ使えていれば、彼女がこんな深手を負うことはなかったはずだ。血で染まっている左目がどうなっているのか、オスカーは気が狂いそうな悔恨を覚える。魔女は掠れた息で答えた。

「大丈夫……です……それより、逃げてください……」

　そう言う間にも、彼女の傷が塞がっていく。白い頰に走る裂傷が消えていくのを見て、オスカーはいくらか安堵した。だが聞けないのはその内容だ。

「お前が退いてろ。クムに診てもらえ」

　彼女が怪我をしたのは自分のせいだ。その彼女を置いて逃げることなどあり得ない。

　だがティナーシャは、息一つ吐くと自分の足で立ち直した。右目だけでミラリスを睨む。

「いえ……彼女の狙いは貴方です。だから私に血を流させたんですよ」

「別に狙ったわけじゃないわ。ついでに殺せれば溜飲も下がるってだけ。だってあなたが彼を斬らなければ、彼は殺されなかったかもしれないでしょう？」

「彼？　何のことだ？」

　ミラリスの口元は微笑んで、だが目には揺るぎない憎悪がある。

　その言葉と本当の髪色に、オスカーは少女が誰であるのか思い当たった。

「お前……ひょっとしてあの魔法士の連れか」

　彼が対峙した魔法士の青年は、城都にいた時には銀髪の少女を連れていた。その少女が、髪色を変えて城に入りこんだのだろう。ティナーシャが唇についた血を拭う。

「あの時の……？　けど貴女、祝祭の時には魔力がありませんでしたよね。どういうことです？」

「どういうことも何も、ちゃんと教えてあげたじゃない」

　ミラリスは右手を上げる。その手に生まれる構成を見て、ティナーシャは両手を広げた。魔力同士がぶつかり合う軋む音。少女の陰惨な声が響く。

「私たちは血で魔力を継ぐ一族。彼が死んだから──私が力を継いだのよ」




　打ち下ろされる白い光を、ティナーシャは防壁を展開して受け止める。

　それをしながらだが、彼女は忌々しい予感を覚えていた。

　真っ直ぐに近づいてくる気配。城の結界を破った時から違えようもないそれは、人への殺意に溢れている。ティナーシャは、事態についていけない他の人間たちに言った。

「時間がありません。今のうちに避難してください……この人も一緒に」

　今のオスカーは、彼女を支えた時にその血を浴びてしまっている。守護結界の効果が激減しているのだ。物理に限っては完全無効化と言っていい。ミラリスは訓練場でその話を聞いていて、先にティナーシャを狙ったのだろう。彼に結界がある限り突き崩せないと分かっていたからだ。

「まったく……舐なめられたものですね」

　じくじくと体のあちこちが痛む。切られた左目は、治すには時間がかかるだろう。今は右目だけで戦うしかない。ティナーシャは一吐きすると、集中に障る痛みだけを魔法で消した。




　そうして顔を上げた魔女の視界に──『それ』が現れる。




「……城都での目撃情報は正しかったわけですか」

　音もなく、廊下を駆けてきたのだろう銀色の狼。

　野犬と言うには禍まが々まがしく美しいそれは、ティナーシャが魔法湖で打倒したはずの「魔獣」だ。

　彼女の結界を打ち破り侵入してきた獣は、本来の大きさから比べればずっと小さな、普通の狼ほどになっていたが、そこに渦巻く魔力の凶悪さは変わらない。魔女は、銀狼の額に嵌まっている赤い石に皮肉な笑みを見せる。

「核を使って再構成ですか。器用なことをしますね」

「彼がやったの。核を全て回収しなかったのは貴女の手落ちでしょう？」

「言葉もありませんよ。自分の落ち度は自分で雪そそがせてもらいましょう」

　状況は悪い。

　痛みは消したが、左目が見えない。体は動くが違和感がある。そして血が足りない。この状態でどこまで戦えるかと言ったら……ほとんどの相手を圧倒できるくらいだろう。

　──だがそれも、相手に魔獣がいなければの話だ。

　七十年前は、兵士たちを庇いながら戦った。それでもそこは最初から戦場だったのだ。今のように女官や文官たちのいる城内ではない。自分の立ち回り次第では城は血の海になるだろう。

　幾通りかの構成を考えながら、ティナーシャは踏み出そうとする。だがその肩を、男の手が摑んで引いた。何を言う間もなくオスカーが前に出る。広い背中に、ティナーシャは我に返ると叫んだ。

「下がってなさいって言ったじゃないですか！　強制転移させますよ！」

「お前こそ状況把握しろ。その目で前衛に立つな」

　返された声音はいつもの稚気が混ざったものではない。低い、戦場に立つ人間のものだ。

　ティナーシャは反射的に息を吞む。人を従える王者としての声が、彼女に言った。

「何のために俺を鍛えたんだ。俺に失態を雪ぐ選択肢を選ばせろ」

「オスカー……」

「大丈夫だ。何とかしてやる」

　揺るがぬ自信。それは、彼の生まれから来るものだけではない。きっと、ほんの子供の頃から血の滲むような苦労をし、努力し続けてきたのだろう。王太子として、魔女に呪われた子として、圧のし掛かる重圧は尋常なものではなかったはずだ。

　ティナーシャは熱くなる息を飲みこむ。痺れるような高揚は怪我のせいではない。忘れかけていた人らしい感情だ。彼女はふっと微笑んだ。

「言いましたね。そこまで言うなら余裕で勝ちましょう。怪我とか許しませんからね」

「さりげなく課題を増やすな。お前にそれ以上怪我をさせなければ充分だ」

　オスカーはアカーシアを手に視線を定める。彼が見ているのはミラリスではない、その足下にいる銀狼だ。小さくなった魔獣は、低い唸り声を上げながら獲物に食らいつく時を待っているようだ。魔獣を従える少女が酷薄に笑う。

「相変わらずの自信ね。でも、どこまで余裕でいられるのかしら。──行け」

　銀狼が床を蹴る。彼の右腕を狙って飛びかかってくる魔獣に、オスカーはアカーシアを引いた。その隙にミラリスが詠唱する。

「形あるものをその手により焼却せよ！　炎よ！　我が手に来い！」

「──定義する」

　魔女の短い詠唱。それは複雑な防壁を室内に編み上げた。広間の後方と戦場たる場所が区切られる。そして同時に、ミラリスを囲む小さな壁もまた生まれた。彼女の生んだ炎が、瞬間で彼女自身へと逆流する。

「っ、この……っ！」

　少女は強引に防壁を割り砕く。その瞬間に合わせて攻撃しようとしていたティナーシャは、けれどひょいと後ろに引きずられて構成を崩した。鼻先すれすれを銀狼の顎が通り過ぎていく。

「あ、危な……」

「適当に移動させるから転ぶなよ」

　彼女の方を見ぬままオスカーは言う。その目は銀狼から離れないままだ。巨体だった時にも恐ろしい敏びん捷しょう性せいを持っていた魔獣の動きは、小さくなった今、ティナーシャには完全に追いきれない。

　だが契約者の方はその動きについていけているようだ。魔女は彼に囁いた。

「あの狼、魔法耐性と魔法貫通が凄いんです。ちゃんと詠唱しないと攻撃も防御も通りません。つまりこういう狭い場所の乱戦だと、私結構役立たず」

「それでどうして一人で戦おうと思ったんだ……」

「壁をぶちぬいて広くしてやろうかと思ってました」

「最終手段だな。どうしても駄目だったらぶちぬいていいぞ。ミラリスの方はどうだ？」

「いつでも殺せます」

　それくらいの力の差はある。ただできれば色々聞きたいことがあるのだ。この城に来た目的は何か。連れの魔法士は誰に殺されたのか。だから生かして捕まえたい。

　だがミラリスはその力量差が分かっているように、服の中から小さな袋を取り出した。その中身を床にばらまく。硬い音を立てて転がるそれらは水晶球だ。オスカーが怪訝そうに眉を寄せた。

「なんだ……？」

「あれ、魔法球ですね。一つ一つに構成が詰まってるみたいです。詠唱の手間が省けるんで、私も大きい方の魔獣と戦う時には使いましたよ」

「私もさすがに魔女と正面から戦えるなんて思ってないわ。だからこれは、ずっと昔から彼が用意してきたもの。あのね、彼は貴女を味方につけたがってたわ。でもその彼はもういないの。だから──殺してしまっても、私は別にいいのよ」

　転がる水晶球のいくつかが真白く光り始める。それを見ながら魔女は凄絶な笑みで吐き捨てた。

「大言を吐くな、小娘」

　ティナーシャは軽く手を払う。小さな魔法の矢が数本、空中に生まれた。それは正確に光り出した水晶球目がけて飛ぶ。

　だが矢じりが球を割り砕こうとしたその時、全ての矢は弾かれたように向きを変えた。四本が二人の方へ、二本がオスカーに飛びかかろうとしていた銀狼へ向かう。

　ティナーシャが咄嗟にそれらを打ち消しながら美しい顔を歪めた。

「軌き道どう歪わい曲きょく……！」

　小手先の魔法が届かないとなると面倒だ。ティナーシャは左目を閉じたままミラリスの方へと駆けだした。それを追おうとした銀狼が、アカーシアの刃を避けて跳び下がる。

　その間にティナーシャは右手に短剣を現出させていた。少女目がけて投擲しようとする、それを見てミラリスは叫ぶ。

「弾けろ！」

　残された魔法球が四散する。数十に及ぶそれらはミラリスを中心に部屋中に飛び散った。真っ直ぐに跳ぶものもあれば、軌道歪曲を経るものもあり、逃げ場のない攻撃となって全員に襲いかかる。

　ティナーシャはそれらの球を防壁で受けながら、けれど何かを感じて自ら後ろに飛びのいた。

　足下まで転がって来た球の一つが、どろりと独りでに溶けだす。その瞬間、眩暈を覚えて魔女は自分の顔を押さえた。

「っ……これ……」

　よろめきかけた彼女を見逃さず、銀狼が飛びかかる。だがそれより早く、オスカーが彼女の腕を摑んで引き寄せた。彼は銀狼の爪をアカーシアで払うと、魔女を抱えて更に距離を取る。

「大丈夫か？　今の球はなんだ」

「……多分、自然毒です。私と交渉するつもりだったって本当みたいですね」

　百近く転がっている魔法球のほとんどが、時間稼ぎか戦闘を避けるためのものだ。おそらく中には封飾具に相当するものもあるだろう。一つ二つで影響を受けるということはないが、煩わしいことこの上ない。ティナーシャは冷や汗の滲み始めた額を押さえて、小さく詠唱した。

「とりあえず体の時間を停滞させました。自然毒は魔法で解毒できないんで」

　本来であれば、こうしてティナーシャを無力化しているうちに交渉するつもりだったのだろう。だが、今は魔獣がいる。オスカーがいなければ、腕の一本くらい食いちぎられていたかもしれない。

　魔女は銀髪の少女を見やる。彼女は怒りの色濃い表情で、腕に刺さった短剣を引き抜いていた。

　ティナーシャは契約者に囁く。

「そっちはどんな感じですか？」

「獣だけあって捉えづらい。斬れなくはないと思うんだが避けられる」

「アカーシアですからね。どんなに体毛の魔法抵抗が高くても突破はできるでしょう」

「あと時々、お前を狙われるのが微妙に困る」

「足手まといですみません。可及的速やかに現状を改善したいです」

「俺は別に任されててもいいが……どうする？　策があるなら聞くぞ」

　彼のそんな余裕は、虚勢ではなく積み重ねた経験からのものだろう。

　だがいくらオスカーの剣の腕が人として抜きんでたものであっても、魔獣を相手にするにはそれなりに苦労するはずだ。できるなら魔法で援護したいが、銀毛のせいでそれも難しい。

「……あ」

「どうした？」

　ふと思い出したのは些細なことだ。ティナーシャは自分の魔法着の胸元に手を差し入れる。そこから小さな水晶球を取り出した。

「人助けはしておくものですね。あとは……不養生な契約者を持つことも」

「ティナーシャ、動くぞ」

　オスカーは魔女を抱えながら横に跳ぶ。食らいつこうとする魔獣に向けてアカーシアを振るった。だがその刃を、魔獣は己の牙で受け止めて跳び下がる。

　先程から断続的に続く攻防は、ティナーシャやミラリスには割って入れぬ速度のものだ。いくら王剣があるとは言え、歴史上屈指の魔法生物相手にまったく遜色ない戦いぶりに、ティナーシャは感嘆する。だがそれも長く続くものではない。銀狼がその矛先を部屋の外に変えれば、一気に瓦解する類のものだ。

　──だからこの場を動かすのは、自分たちの方でなければならない。

「オスカー、城が半壊する案と、半壊しないけど貴方が大変な案とどっちがいいですか？」

「どう考えても後者だろう。言ってみろ」

「ならお任せします。王道で行きましょう。時間を稼いでください」

　ティナーシャはオスカーの左手を一度握ると、自ら後ろに下がる。

　それだけで理解したらしい彼は、頷いて前に出た。

　塔での訓練で彼自身が何度か経験したそれは、前衛の剣士と後衛の魔法士という基本形だ。

　普段は自身の剣と防壁で防御するティナーシャが、その一切を契約者に任せ後ろに下がる。

　そして彼女は全てを覆す詠唱を開始した。




　背後に渦巻く魔力は底知れぬものだ。

　守護者の力をひしひしと肌に感じながら、オスカーは銀狼とその後ろに立つ少女を見据えた。

　先程から相対している魔獣は、彼の反撃を獣の身軽さで避け続けている。こちらから打って出れば違うのだろうが、それをすればあの獣はティナーシャを襲うだろう。

　王剣を構え直すオスカーに、ミラリスが笑った。

「守護結界が弱まっているんだから、無理はしない方がいいわ。喉笛を食いちぎられるわよ」

「何か勘違いがあるようだが、俺はこの結界がなかった年月の方がずっと長かった」

　美しい魔女によってかけられた最強結界。

　だがこの庇ひ護ごを得るより以前から、彼は剣だけを手に危ない橋を渡って来たのだ。魔女の呪いを打破するために未知の遺跡を踏破したことも何度もある。最終的には、沈黙の魔女本人と戦う覚悟さえしていたのだ。

「何が目的かは知らんが、魔獣を連れて来るとは上等だ。七十年前の借りを返させてもらおう」

　頰に飛んだ魔女の血をオスカーは指で拭う。それを隙と見たのか魔獣が跳躍した。喉を狙って開かれる顎に、オスカーは合わせるように踏みこむ。

「炎よ！　食らいなさい！」

　鋭い牙とアカーシアの刃が接触し、白い火花が上がった。

　一瞬の硬直に、ミラリスの放った炎が迫る。

　だがオスカーはそれに対し、魔獣が食らいついたままのアカーシアを振り切った。銀の毛皮が炎を受け止める。そのまま床に叩きつけられた魔獣は、素早く体を起こすと怒りの唸り声を上げた。

　ミラリスが苦々しい顔で睨む。

「とんでもないことするのね。魔獣を盾代わりにするなんて」

「育ちが悪くてな」

　父が聞いていたら深い溜息をついたかもしれないが、さすがに避難してくれただろう。そこまでを確認する余裕はないが、後ろにティナーシャがいる以上、他の人間に被害は及ばない。

　だからあとはただ、勝つだけだ。

「怪我をするな、か。無茶を言う。自分は腹に穴を空けてたくせに」

　防戦一方では事態は打開できない。ティナーシャはそれでも全てを覆してくるのだろうが、怪我を負った彼女にあまり無茶もさせられない。オスカーは、彼女が握った左手の中に視線を落とす。

「よし……決めた」

　彼は、アカーシアを左手に持ち変える。ミラリスが軽く顔を顰めた。

「何のつもり？」

「両利きなんだ。気にするな」

　将来、結婚を賭けて勝負することもあるかと守護者には伏せていたが、右でも左でも同じように剣を扱えるよう訓練はしている。オスカーは握りを確かめると不敵に笑った。

　銀狼は、オスカーがそうであるように彼から目を離さないままだ。己と相対し得るのはこの男だけだと分かっているのだろう。

　魔法湖に生まれた歪な魔法生物。

　人に操られ、兵器として猛威を振るった獣にオスカーは言った。

「来い──死に場所をくれてやる」

　床に落ちた息が、誰のものだったのか。

　ティナーシャの詠唱が聞こえる。ミラリスが手を上げた。

「無形の黄昏たそがれよ、捻じれろ！」

　何もない空中に波紋が生まれる。それは一直線にオスカー目がけて走った。

　同時に魔獣の四肢が床を蹴る。

　渦巻きながら彼へ向かう魔法。オスカーは大きく踏みこむとその核をアカーシアで貫く。霧散する風の刃が全身を掠めて、いくつもの裂傷を作った。

　だがそれに構わずオスカーは銀狼の正面に踏みこむ。食らいつこうと開かれた顎目がけて、アカーシアを突きこんだ。けれどその刃が魔獣の体を貫通するより前に、鋭い牙がアカーシアを留める。

　膠こう着ちゃくするように見えた一瞬。

　そこに投じられたのは、小さな水晶球だ。

　牙の隙間を狙って放りこまれたそれは、魔獣の体内に落ちて──弾ける。

　銀狼の体がおのずから大きく跳ねた。

「何をしたの!?」

「俺の睡眠時間が足らないと、日々うるさいやつがいてな」

　城下の子供を治療したお礼に、魔女がもらった水晶球。彼女はそれに、強制睡眠の構成を詰めていたのだ。魔獣の魔力耐性がどれほど高くても、それは銀毛に由来するものだ。体内に構成を放りこめばいくらかは効力を発揮する。単にティナーシャの反射神経ではそれが狙えなかっただけだ。

　魔獣は体を震わせ、だが完全には動きを止めない。振り下ろされた鋭い爪が彼の左腕を抉えぐる。

　けれど飛び散る己の血肉を見ても、オスカーは止まらなかった。

　彼は更に一歩を踏みこむ。

　銀狼が食らいついたままのアカーシアを、勢いのまま床に突き立てた。

　床に転がっていた水晶球が、魔獣の下敷きになってバチバチと爆ぜる。しかしその全ては銀の体毛の上を滑り、床に広がって消えた。ミラリスが顔色を変える。

「何を……！」

「この大きさで俺のところに来たのが不運だったな」

　オスカーは全体重をかけて左腕に力を込める。

　魔獣の赤い瞳が怒りと憎悪に燃え、未だ動く四肢がもがいた。

　だが彼はその腹を踏みつける。左腕を掠めていく爪が更なる裂傷を作るが、オスカーは顔を顰めただけだ。彼は睡魔に絡めとられつつある魔獣に囁く。

「悪いが、あいつに嫌な顔をされる覚悟はできてるんだ」

　──時間稼ぎなど、できて当然だ。

　それだけでは足りない。彼女の隣に立つなら、この程度の敵は打ち払えなければ。

　オスカーは感覚が薄れかけた左手に、無傷のままの右手を添える。

　血の伝う剣に更なる重みを乗せた。拮きっ抗こうしていた力が、少しずつ動き出す。

　アカーシアの刃が、ずぶずぶと狼の頭に沈んだ。もがいていた四肢が痙けい攣れんする。

「そろそろ終わりだ。ゆっくり眠るといい」

　王剣に貫かれようとする魔獣。

　その光景にミラリスは青ざめた。急いで床の上の水晶球を蹴り上げる。

「形あるものよ、焼却せよ──」

「させませんよ」

　魔女の宣言。

　詠唱が終わる。

　生まれたのは、何もない無だ。

　彼女の両手の中に広げられた、小さな水溜りのような闇。

　だがそこからは凍りつくような冷気が漏れ出している。ミラリスがそれを見て絶句した。

「何よ、それ……」

　最強たる青き月の魔女。

　歴史に染みをつけうるほどの力。圧倒的なその存在。

　ティナーシャは美しく微笑む。

「──意味を、失え」

　闇が、広がる。

　それはまたたくまに広間を浸し、全てを覆い隠していった。

　視覚が、聴覚が、魔力が、構成が、何もかもが解体され奪われる。

　天地が失われ、空間も時間も曖昧になる。ただ凍いてつく風が流れていくだけだ。それは全てを凍らせていく。息と共に全身に入りこみ、音もなく割り砕いていく。

　思考も自我も失われそうな漆黒。オスカーは突如の暗闇に苦笑した。

「あとでちゃんと出せよ」

　何が失われようとも、摑んでいる王剣の感触だけは確かだ。ただその刃が魔獣を貫いているかどうかはもはや分からない。けれどオスカーは剣を引こうとはしなかった。

　そんな彼の耳元に、女の囁きが聞こえる。

「私がいる限り、貴方は負けません」

　それは痺れるほどに甘い、魔女の約束だった。







　闇が引いた後、残っていたものは凍りついて砕けた魔獣の核と、無数の割れた水晶球だけだ。

　ミラリスの姿はどこにもない。オスカーは他に誰もいない広間を見回す。

「あの娘は消滅させたのか？」

「滅茶苦茶なこと言わないでくださいよ。逃がしたんですよ」

　魔女はオスカーの前まで来ると、満まん身しん創そう痍いな彼を見て嫌な顔をした。もっとも傷の深い左腕から治癒をかけていく。

「魔獣は耐性無効で砕きましたけど、魔法士ならあの構成に取りこまれたら終わるってすぐ分かりますからね。ちゃんと逃げていきましたよ」

「泳がせたのか。どこに行ったか分かるか？」

「元々監視はつけてますって。宝ほう物もつ庫こ近くに転移したのかな」

「宝物庫か。俺もこの封飾を取りに行ってきたばかりなんだが」

「それ、どこか遠くに捨ててきていいですか……」

　魔女の苦情を無視して、オスカーは拾い上げた腕輪を懐にしまう。彼は、顔の傷に指を伸ばそうとする魔女の手を逆に摑んだ。

「俺はもういいから、自分を治せ」

「眼球を治すのって時間かかるんですよ……調整が細かくて。痛くないからいいです」

　閉ざされたままの魔女の左目に、オスカーはきりきりと胃の重みを味わう。だが彼はそれを表情に出す代わりに、血濡れた瞼に口付けた。

「痕が残ったら責任取って妻にするからな」

「いっぺん塔から吊つるしますよ」

　彼に頭を撫でられ、ティナーシャは猫のように目を細める。だがすぐに彼女は乱れた髪をかき上げると、右手に小さな構成を生んだ。

「どうやら宝物庫で止まったみたいですね。とりあえず追うんで、後処理はお願いします」

「あ、待て」

　手を伸ばした時には既に魔女の姿は消えている。魔獣が死んだ以上、ミラリスだけでは勝負にもならないと思ったのだろう。オスカーは、穴だらけの壁や天井を見上げて嘆息した。







　事前にオスカーの後をつけ、宝物庫の場所を知ることができたのはありがたかった。

　取っていた座標に飛んだミラリスは、見張りの兵士たちを昏こん倒とうさせると、扉を押し開ける。

　広い空間には雑然と、しかしある程度の秩序をもって目の眩くらむような財宝が収められていた。

　しかし彼女はそれらに目もくれず魔力を使って周囲を探る。大して間を置かず、隠すように置かれていた小さな石の箱を見つけると、それを手に取った。

　彼女が蓋を開けると、そこには赤い宝玉が入っている。表面に複雑な紋様が彫られた、掌より少し大きい球。薄く光っているようにも見えるそれを見て、ミラリスは震える。

「これだ……」

　この宝玉さえ手に入れば、ファルサスに用はない。

　ミラリスは宝物庫を出ようと踵を返して──全身を強張らせた。

　そこに待っていたのは、最強と言われる魔女だ。

　彼女の両手には、既に巨大な構成が組まれていた。今までは魔獣を気にして充分な構成が組めなかったのだろう。自分との圧倒的な力の差に、ミラリスは戦慄する。

　ティナーシャは右目だけで少女の持つ箱を見た。

「何を持っていこうとしているのか分かりませんが、させませんよ。それはこちらで預かります」

　力ある警告にミラリスは乾いた唇を舐めた。緊張に凍りそうな体を奮い立たせる。

「私にはどうしてもこれが必要なの……。あなたにはきっと一生分からないわ」

「それは貴女から一通りを聞いてから決めることじゃないですかね」

　冷ややかな言葉にミラリスは歯ぎしりする。言葉でどうにかなる相手ではないのだ。それは彼女と共にいた青年が何度も試したことだからこそ知っている。少女は唇を歪めて笑った。

「私たちの話に聞く耳なんて持たない癖に。せっかくだから教えてあげる。あなたはこれから探していた妄執と再会するのよ。だからせいぜい一人で苦しめばいいわ──女王候補さま」

「え……？」

　今はもう、知る人間がいないはずの呼び名。

　その言葉に魔女が虚を突かれた一瞬、ミラリスは駆け出した。箱を抱えて転移の構成を組む。

　だがその足を、不可視の蔓が絡めとった。

「行かせません」

　ティナーシャの捕縛構成が広がる。他の蔓が少女の持つ箱を奪い取り、更にもう一本がその体を束縛した。ミラリスは自分を捕らえる蔓目がけて構成を組む。

「断ち切れ！」

　蔓が四散する。威力が強すぎたそれは彼女自身の血を撒き散らしたが、ミラリスは止まらなかった。軽い痛みに目を瞑ると、少女は箱に手を伸ばす。しかしその細い体を魔女の力が打ち据えた。

　──どうしても手に届かない小さな箱。

　それが孕む運命を思ってミラリスは唇を嚙む。

　何にかえても守りたい大事なものがあると、どうして分かってくれないのだろう。この身を越えても、何に換えても取り戻したいものがあるのだ。

　視界が涙で滲む。ミラリスは手を伸ばす。

　──もっと……もっと……力があれば……

　意識が拡散する。

　魔力が体内で渦巻く。

「やめなさい！」

　魔女の制止が響く。

　だが、少女の耳にはもう聞こえない。

　どうか届いて、それだけを思って。

「ヴァルト……ごめんね……」

　そして決して戻らない、ただ一人の顔を脳裏に浮かべて。

　少女は目を閉じた。







　オスカーが警備の兵を伴って宝物庫に来た時、魔女は意識のない少女の体を膝の上に抱いていた。

　少女の顔は白く、銀髪には輝きがない。閉ざされた瞼をオスカーは覗きこむ。

「死んだのか？」

　魔女はかぶりを振った。

「体は生きていますが、魂はもうありません。自分で魂を力に変換して……消えてしまいました」

　オスカーは改めて少女の顔を見下ろした。涙の跡がそこにはある。

　投げ出された細い腕。傍には小さな白い石の箱が置かれていた。







10．無名の感情







　広い寝台は、どこまでも沈みこんでいきそうな柔らかさだ。

　或いはそれは溜まりこんだ疲労がそう思わせるのかもしれない。仰向けになっていたティナーシャは、何度目かの瞬きをした。天井に向かって上げた手に焦点を合わせる。

「こんなものかな……」

　眼球を傷つけたのは久しぶりだ。かつて最上位魔族と戦った時は危うく足を切断されかけたが、あの時も治すのが面倒だったのだ。どちらも致命傷とまではいかないが、戦闘には支障が出る深手だ。今回も一人であったらそれなりの苦戦を強いられていただろう。

　だが……それはそれとして、誰かの後ろに立って戦うのも、ずいぶん久しぶりだった気がする。

　前に立つ人間を信頼して、全てを預けて戦うこと。そんな経験は、もう記憶の遥か向こうだ。

　ティナーシャは我知らず微笑む。

「本当、変な人なんですから……」

　その契約者は、今は「親父を搾ってくる」と言って事後処理の最中だ。

　だがきっと今回の件については不明なことばかりだろう。ミラリスがエッタードの遠縁として城に入ってきたのも、おそらく何らかの記憶操作によるものだ。術者である彼女がいなくなった今、真相は闇に没してしまった。

　彼女が小さな欠伸を零した時、部屋の扉が叩かれる。

「ティナーシャ、起きてるか？」

「どうぞ。起きてますよ」

　思ったよりも早い来訪にティナーシャは起き上がる。

　入って来たオスカーは、彼女の前まで来るとまじまじとその全身を眺めた。

「ちゃんと治ってる……みたいだな？」

「なんで疑問形。治ってますって。何なら試してみますか？」

　右目だけを隠して左目で手を振ると、オスカーもようやく納得したらしい。彼は寝台の隣に座ると、子供にするようにくしゃりと彼女の頭を撫でた。

「色々すまなかった。迷惑かけたな」

「今回はお互い様という感じですけど。ミラリスたちは私に接触したかったみたいですしね。結局、彼女が持ち出そうとしたあの宝珠は何なんですか？」

「それがな……元はファルサスのものじゃなくて俺の母が持ちこんだものらしい。何に使うものかは不明だ。親父は知っているのかもしれないが答えなかった」

「貴女のお母様が、ですか？」

　だとすると話はまったく変わってくる。ティナーシャは一つだけある心当たりに聞いてみるべきか迷ったが、ルクレツィアとは違った意味で手強い相手だ。聞いても教えてくれない可能性が高い。オスカーの解呪が終わるまでは下手に動かない方がいいだろう。

　それよりも引っかかるのは、ミラリスが残した言葉だ。

　求めていた妄執との再会──それが、彼女が探し続ける人物のことを意味するなら、全てが終わる時が近づいているのかもしれない。

「……ラナク」

　遥か昔に呼んだきりの名が口をつく。そのまま考え事に集中していたティナーシャは、じっと自分を見てくる視線に気づいて眉を寄せた。

「なんですか」

「で、諦めて俺と結婚する気になったか？」

「あれは……」

　オスカーの宣言を思い出し、魔女は赤くなる両頰を押さえる。

　──まったく彼は、とんでもないことを言い出すのだ。

　豪胆にもほどがあるし、呆れるくらい優しい。彼女を魔女と知りながら、当然のように手を差し伸べ、守ろうとしてくる。まるで理解しがたくて……だがそれが彼という人間なのだろう。

　胸が熱くなる。だがそれは彼女の知らない感情だ。

　ティナーシャは、少女めいた感情を飲みこむと微笑んだ。

「結婚とか絶対しませんから。貴方が諦めてください」

「断る。それよりこの前、すぐにできる願い事だったら叶えてもいいって言ってたな？」

「そんなこと言いましたっけ……すごく忘れたいんですけど……」

　この上何を言われるのか、逃げ出したい気分でティナーシャは視線を逸らす。だがそうして横を向いた彼女の左瞼に、男の指が触れた。

「簡単なことだ。ちゃんと俺に好かれてる自覚を持て。それが願い事だ」

「……何ですか、それ」

　おかしな契約者だ。それで彼自身何を得するのか少しも分からない。彼女が己への評価を変えたとして、自分たちの何が変わるのか。魔女が魔女である限り、きっと何も変わらない。

　ティナーシャは意味の分からなさを窘たしなめようとして……だがふっと微苦笑した。

「分かりました。これからは自覚を持って求婚を断ります」

「お前……待つからいいけどな」

「待たなくていいです」

　男の腕が伸びてきて、ティナーシャは膝の上に抱き上げられる。言葉の代わりに左瞼に口付けが落とされた。彼女は苦笑して男の胸に寄りかかる。心地よい温かさに目を閉じた。




　──たとえ彼が己の選択肢を、自分一人に置いていたとしても。

　それを忘れるくらいの無数の選択肢を、自分は彼に贈るだろう。

　魔女と契約するとはそういうことだ。歴史の影から伸ばされる穢けがれた祝福だ。

　だから、自分が引いて進む過去の闇が、決して彼に届かないように。

　探し求める妄執が、彼の歩む道に触れないように。

　いつか、憂いなくこの手を離せる日が来るようにと、願う。




　ティナーシャは顔を上げると、自分を抱える契約者をねめつけた。

「そろそろ離してくださいよ。もう眠いんですから」

「俺もさすがに今日は疲れた。一緒に寝るか」

「帰れよ！　部屋に転移で叩きこむよ！」

　宙に浮かび上って彼女が逃げ出すと、オスカーは楽しそうに笑った。自分を見上げるその青い両眼をティナーシャは見つめる。

　夜になったばかりの空の色。深い青が、泣きたくなるほど美しい。

　王剣の主。揺るぎない強者で、たった一人の魔女の契約者。

　だからいつの日か──全てを終わらせた時には、彼が自分を殺してくれるだろう。







　これは、魔女の時代が終わるまでの一年間のお話。

　そして一人の王族と五番目の魔女の、長い長い無名の御伽噺だ。










　あとがき




　初めましての方もお世話になっている方も、この度は『Unnamed Memory』をお手に取って下さりありがとうございます。古ふる宮みや九く時じと申します。

　このお話は、二〇〇八年に個人サイトで発表したウェブ小説を改稿の上、書籍の形にしたものです。初稿を書いた当時はまだ小説投稿サイトもない頃で、ネットの片隅に約百万字のテキストをぽちぽちと体裁を整え一気に公開しました。今振り返ってみると狂気の沙汰だったと思います。

　そうして発表した小説が望外にも多くの人の目に触れ、感想を頂き、巡り巡って今では小説書きを生業とするようになりました。そんな始まりの話をこの度、改めて皆様にお届けできることに、感謝の気持ちでいっぱいです。




　魔法が当たり前にある世界、呪いを受けた王太子と最強の魔女のお話。

　その内情は一皮剥けば、「呪いを解かなくても、呪いの効かないお前と結婚すれば解決」と言いきるメンタル鋼鉄の主人公と、「絶対結婚とかしませんし、その呪い解きますから！」と言い張る魔女が、押し問答を続けながら大陸の歴史を変えていく変革のお話です。

　変革に至るまでの事件は多数。

　不可思議な殺人事件や、密やかな陰謀、国家間の軋みや、隠された過去の真実などに彼ら二人がどう相対するのか。その結末と、一歩進んでは魔女の不器用さに立ち止まる恋愛譚の行方を、どうぞ最後まで見守って頂けたらと思います！




　ではでは、今回も謝辞を！

　本作の書籍化にあたって声をかけてくださった担当様、そしてデビュー当時から支えてくださる担当様、本当にありがとうございます！　我儘たくさん聞いてくださってすみません！　またガチャに果敢に挑む姿をお見せできるよう、これからもがんばります！

　そしてキャラデザと美麗なイラストを担当してくださったchibi様、奥行のある世界観と美しく描き出されるキャラクターに感激しきりです。本当にありがとうございます！　これからもよろしくお願いいたします！

　また、今作は書籍化にあたって、長なが月つき達たつ平ぺい先生にめちゃくちゃ格好いい推薦文をつけて頂きました！　ウェブ時代に読んでくださったご縁でお願いしたところ、先生には快く引き受けて頂き、感謝に堪えません。めちゃくちゃ格好いい……格好いい……己が果報を嚙みしめます！

　そして最後に、十年もの間、この作品を追い続けてくださった皆様、皆様のおかげでまた新しい二人の話が始められます。どうぞまたこの無名のお話を楽しんで頂けますよう、尽きせぬ謝意を物語に変えて。ありがとうございました！




古宮　九時　　（藤ふじ村むら　由ゆ紀き）　　







　おまけ




　小さな天幕の中に吊るされた色とりどりの服。異国の香りがするそれらの中から、オスカーは真白い一着を手に取ると傍にいる魔女に放った。

「次はこれを着てみろ。似合うから」

「えー……何なんですか、もう……」

　渋い顔をしながらも、ティナーシャは受け取った服を手に天幕の奥へ着替えに行く。

　本来ならば城の執務室にいる時間、二人がいるのは城都の広場に張られた行商人の天幕だ。「体がなまって仕方ないから外に行きたい」と主張するオスカーと「絶対外には出しませんよ。立場を弁えなさい」と譲らないティナーシャの妥協点。身分を隠して遊びに来た街で、オスカーはさっきから魔女を着せ替えして楽しんでいた。裾を引きずりながら出てきた魔女が、呆れ顔で彼を見上げる。

「はい、着替えましたよ。これでいいですか」

　小さな顔に添う立ち襟は花弁のようで、ほっそりした体を際立たせながら広がる裾は、まるで大輪の花そのものだ。神秘的な彼女の立ち姿に、オスカーは相好を崩す。

「似合うな。それも買って帰るか」

「いつ着るんですか、こんな動きにくい服。というか、何でさっきから私の服買ってるんですか？」

「気分転換になるから」

　王太子である彼の日常は、様々な執務で息つく暇もないのだ。それを当然の責務と思っていても、たまに鬱屈した気分に捕らわれることもある。

　だがそんな時にも、守護者である彼女といると気が晴れるのだ。それは彼女が、契約者である彼を尊重しながらも、彼に付随する身分や責務を大して気にしていないからかもしれない。

　ティナーシャは姿見を覗きこみながら、長い髪を服に合わせてまとめあげる。

「気が済んだらそろそろ帰りますよ。今頃ラザルが泣いてますから」

「もっと延々お前を着せ替えしていたいんだが……次は装飾品を選ぼうと思ってた」

「帰るよ！　いい加減疲れたよ！」

　そう叫ばれた以上、そろそろ限界だろう。オスカーは小柄な魔女の頭の上に手を置いた。

「分かった。けどお前、意外と付き合いがいいな。もっと早く逃げ出されるかと思ってた」

　ここに至るまで、ティナーシャは嫌そうな顔をしながらも、彼の気晴らしに付き合ってくれたのだ。どういう気まぐれか、と問う契約者に、魔女はふいと視線を逸らした。澄んだ声が謳う。

「……貴方が毎日努力しているのは、よく知っていますから」

　オスカーは軽く目を瞠る。

　──誰もが貴人として敬う彼を、誰よりもただの人間として見ているのが、きっと彼女だ。

　だから隣にいて嬉しくなる。自分の方を見て欲しいと思う。

「そうか……。なら、そろそろ結婚するか？　ちょうど花嫁衣裳を着せてみたいと思ってた」

「しませんから！　はい、もう帰りますからね！　真っ直ぐに！　寄り道せずに！」

　差し出された手を彼は笑って取る。そうして彼女と歩む道に──退屈は一つもなかった。



















Unnamedアンネームド Memoryメモリー I　青あおき月つきの魔ま女じよと呪のろわれし王おう








著者／古ふる宮みや九く時じ

イラスト／chibiチビ





2019年1月17日　発行





©Kuij Furumiya 2019





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

『Unnamed Memory I　青き月の魔女と呪われし王』

2019年1月17日　初版発行





発行者　郡司 聡

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





カスタマーサポート（アスキー・メディアワークス ブランド）

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）










著者　古宮九時

静岡県御殿場市在住。第20回電撃小説大賞、最終選考作『監獄学校にて門番を』（電撃文庫）にてデビュー。小説業のかたわら、麵類を愛し、ガチャに死す毎日を過ごしている。




Design　百足屋ユウコ+たにごめかぶと（ムシカゴグラフィクス）












【初出】本書は著者の公式ウェブサイト『no-seen flower』にて連載されたものに加筆、訂正しています。




この物語はフィクションで実在の人物・団体等とは一切関係ありません。




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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